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			※本作品は電子書籍配信用に再編集しております。
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			第一章　料理ギルドとコンテスト

			


			　シードラン海かい国こくを出発したその日の夕刻。

			　俺たちは当初の目的であった、クランゼル王おう国こく最大の港町、バルボラへ到着していた。

			　本来であれば一〇日はかかるはずなのだが、そこは水竜に引かせることができる水竜艦だ。凄まじい速度に加えて、魔獣などに襲われることもなく、その日の内にバルボラへ着いてしまった。本当に速かったな。

			　ただ、俺たちがバルボラの港に降り立った時、乗船していたのは水竜艦ではなかった。

			　水竜艦は、バルボラ港に直接乗り入れ、停泊することができなかったのだ。

			　別に、バルボラの港が小さすぎるとか、そう言う事ではない。むしろ、バルボラ港の大きさであれば十分に停泊可能だろう。

			　そうではなく、水竜艦が他国の港に停泊する際は、事前に連絡しなければいけないらしい。それも、停泊前の軽い連絡ではなく、国を通じてのしっかりとした通達だ。

			　だが、考えてみたら当たり前かもしれないな。

			　何せ水竜というのは、脅威度Ｂの魔獣だ。単体で小国家さえ危機に陥らせるレベルの大魔獣である。契約で縛られているとは言え、そう簡単に停泊とはいかないだろう。

			　地球で言ったら、何の事前連絡もなく空母で他国の港に現れるようなものだ。下手したら戦争になりかねないし、少なくとも大騒ぎになることは間違いない。

			　そんな理由から水竜艦は沖合で停泊し、まずはバルボラに本拠地があるというルシール商しょう会かいの面々を小舟で送り出した。その後、彼らが商会の船で水竜艦に戻り、フランを乗せてバルボラに向かうという手筈である。

			「では、また会おう！」

			「ん！」

			「オン！」

			　フランはルシール商会のレンギル船長が用意してくれた商船の上から、ミリアムに手を振る。

			　フランをバルボラへと送り届けた水竜艦の艦長にして、シードラン海国第二王女のミリアムは、ゆっくりしている間もなく、即座にシードランへと取って返さなくてはいけないらしい。

			　革命が起きたばかりで、国内の情勢もまだまだ不安定だ。王女が遊んでいる暇はないのだろう。甲板の上から、フランや、フィリアースの王族であるフルトとサティアに手を振ってくれる。

			　だが、フランの表情は晴れなかった。ミリアムとの別れが寂しいのだろう。

			『まあ、これが今こん生じょうの別れって訳じゃないんだ。そのうち会えるさ』

			（ん……）

			　俺の励ましにも、フランは元気のない相あい槌づちを打つだけだ。

			『ほら、そんな情けない顔でお別れするのか？　笑っておけ。その方がミリアムも喜んでくれると思うぞ？』

			「ん……。ミリアム！　バイバイ！」

			「ああ、さらばだ！　ばいばい」

			　よしよし、ちょっと無理やりでも笑っていれば、暗い気分だって吹き飛ぶというものだ。

			　水竜に引かれて凄まじい速度で離れて行く水竜艦を見送る。あっと言う間に小さくなっていくな。

			「我々もバルボラに向かいましょう」

			　レンギル船長の指示によって、商船も動き出す。そのままフランたちを乗せた商船は、バルボラの港の一角に入港したのだった。

			　タラップを降りて、改めてフルト王子たちと別れの挨拶を済ませる。

			「フラン、本当に世話になったな」

			「色々とありがとうございました」

			「ん」

			　今度は特に深刻な顔はしていない。この二人との別れが寂しくないということではなく、すぐに再会することが決まっており──

			「では、我らは先に領主の館に行っている」

			「用事を済ませたら、絶対に来てくださいね？」

			　という事であった。

			「領主の館は貴族街の中心にあるゆえ、すぐに分かるだろう」

			「御領主殿にはフランさんのことは伝えておきますから」

			「わかった」

			　フルトとサティアの言葉に、フランがコクリとうなずく。

			　領主の館に一緒に滞在しないかと誘われた時、最初は断ったのだ。フランはお貴族の館に泊まれるほどお上品じゃないし、ウルシもいるからな。だが、フルトとサティア、侍従のセリドにまで誘われて、断りきれなかった。

			　王子様たちはともかく、セリドにまで気に入られてしまったらしい。命を救った訳だし、無理もないのかもしれないが。それでも「殿下たちの教育には悪いが、お二人がお前を気に入ってしまったようなのだ」と付け加えることを忘れないのはセリドっぽいよな。嫌味な侍従が板につき過ぎて、もう普通に喋しゃべれないらしい。

			「ではあとでな」

			「気を付けて行ってらっしゃい」

			「ウルシもまた後でね？」

			「オン！」

			　ルシール商会によって用意された馬車に乗って、王子様たちが去っていく。それを見送っていると、今度はレンギル船長たちが話しかけて来た。

			「ようやくつきましたね」

			「レンギル、色々ありがとう」

			「いやいや、こちらこそ助けられてばかりでしたよ」

			　冒険者の小娘でしかないフランと、大商会に所属する船長であるレンギルだが、その間にはそこそこ気安い雰囲気が流れている。

			　短い付き合いだが、シードラン海国の革命で一緒に死線を潜くぐった仲だからな。むしろレンギルからすると、フランにばかり戦わせて自分たちは役立たずだったという負い目があるらしかった。今もしっかりとフランの手を握り、頭を下げている。

			「フランさん。あなたがいなければ、こうして無事にバルボラへたどり着くことも無かったでしょう。本当にありがとうございました。船員たちを救ってもらった恩も返せていませんし、何か困ったことがあったらルシール商会を頼ってください。できる限りの事はさせていただきますので」

			「わかった」

			　せっかくできた大商会との縁だから、何かあったら遠慮なく頼らせてもらおう。

			　最後にレンギル船長と再度握手をし、俺たちは港を後にした。

			『さて、まずは冒険者ギルドに行かないとな』

			　色々なことがあったが、護衛依頼の達成報告をしないといけない。成功なのかどうか微妙なところだが、依頼主である王子様たちが成功だと言ってくれたので構わないのだ。

			　フルト王子がバルボラ入港直後に配下の人間を冒険者ギルドへ向かわせてくれたはずなので、ギルドへ行けば成功手続きができるはずだった。

			「魔獣の素材も売る」

			『そうだな』

			　道中で入手した魔獣素材もかなり溜たまっている。これも処分しておきたい。

			「町も見てみたいし」

			　確かに、これだけ大きな港町だ。色々と見どころもあるだろう。

			「オンオンオン」

			「ウルシも町を歩きたい？」

			「オウン！」

			　ウルシもやる気である。新しい場所に来たら、まず散歩。犬だね。まあ、俺もバルボラを少し回ってみたいし、ちょうどいいか。

			『じゃあ、バルボラ散策と行きますか』

			「ん」

			「オンオン！」

			　歩き回りながら冒険者ギルドを探せば一石二鳥だしね。

			


			　クランゼル王国の海の玄関口にして、王都に次ぐ第二の大都市、バルボラ。一〇〇隻もの船が泊められるという巨大港には、二〇ヶ国以上の商船が出入りし、この町で手に入らぬものは無いとまで言われる商都でもある。

			　大都市などと言われるだけあり、俺たちの想像以上に大きく、そして栄えていた。港から町へと向かう大通りには、朝の駅のホーム並みに人がひしめいている。

			　また、建物のスケールも大きい。なにせ警備隊の詰所さえ、四階建ての超豪華仕様なのだ。俺がこの世界に来てから最初に訪れた町はアレッサだったが、あの町にあった詰所の一〇倍近い規模である。

			　バルボラの治安を維持するためには、それだけの兵士が必要だということなのだろう。町の規模も、人の数も、アレッサとは比べ物にならないに違いない。

			『うおー、店がありすぎて目移りしちまうな』

			「すごい」

			「オン」

			　大通りの両サイドに並ぶ凄まじい数の露店を見て、フランもウルシも目をキラキラさせて大興奮だ。勿論、俺も。

			　そのほとんどが食べ物か土産物を売る露店だった。人が集まる人気店から、ちょっと怪しげな露店まで、見ていて全く飽きがこない。しかも世界中から人が訪れる場所なだけあって、食べ物屋の料理も千差万別である。

			　また、屋台もたくさん並んでいるが、その形自体も様々だった。

			それぞれの文化圏の屋台、露店が揃そろっているのだろう。日本のおでん屋風の店もあれば、西洋っぽいゴンドラタイプの店もある。

			「おおー」

			「オウー」

			　食いしん坊ズの目がどんどん輝きを増しているのが分かった。

			　金はあるし、好きなだけ買い食いすればいいさ──と言ったのが間違いだったのだろうか。

			「うまうま」

			「ホウン！」

			「あれも」

			「オンオン」

			「もむもむ」

			「ホフゥ」

			　口に食べ物を入れていない時間の方が短いのではないだろうか。

			　抱えきれないほどの食べ物を両手に持ち、ひたすら食べ続ける少女と大きな黒い犬。目立っているね。巨大串焼きを一口で食べた時なんて、周りから拍手が起きたほどだ。

			　方々で買い食いをしながらノロノロと進んでいる内に、なんか大きな広場に出た。

			　メチャクチャ広いな。多分直径で二〇〇メートルくらいはあるんじゃなかろうか。面している建物も広場に合わせたかのように巨大で、金がかかってそうな豪華な外観の建物ばかりだった。

			　いわゆる丸まるの内うちやタイムズスクエアみたいな、一等地なのかもしれない。

			　立ち並ぶ自己主張の激しい建物の数々を眺めていると、気になる看板を発見した。

			『あれは……』

			（師匠、どうした？）

			『あそこの建物なんだが、料理ギルドって書いてあるぞ』

			　そう、俺が見つけたのは料理ギルドの看板だった。料理ギルドの文字の下には、フォークとスプーンが交差した絵が描かれている。

			『初めて聞いたな』

			　どんなギルドなんだ？

			「行ってみる？」

			『頼む』

			　他にも、鍛か冶じギルドとか商人ギルドみたいな超有名ギルドや、大使館などの看板も見えた。それらと肩を並べて建っているんだから、相当な規模の大ギルドなんだろうか。

			「ここ？」

			『おう。そうなんだが……ウルシは入れないみたいだ』

			　入り口に「ペット、従魔を伴っての入場はお断りしております」という注意書きがあったのだ。まあ、食べ物を扱うギルドなんだろうし、仕方ないよな。

			（影の中に入ってれば？）

			『それがいいだろう。ウルシ、建物の中では絶対に出てくるなよ？』

			（クゥ……）

			　ウルシは少し悲しげに鳴くと、大人しく影の中に沈んでいった。どうやら、美味いものが食べられると期待してたみたいだ。

			「たのもう」

			　豪華な扉を開けて中に入ると、内部はアレッサの冒険者ギルドにも似ていた。

			　板張りのフロアに、依頼などを受けるためのカウンターが並んだ作りだ。床には絨じゅう毯たんが敷かれ、天井からはシャンデリアがぶら下がるなど、こちらの方が圧倒的に豪華ではある。

			『やっぱギルドっていうのはどこも似た作りになるのかね？』

			　だが、中にいる人々が冒険者ではなく、料理人や商人である。間違いなくここは料理人のためのギルドであるのだろう。しばらく入り口から中を確認していると、一人の女性が声をかけてきてくれた。どうやら受付嬢であるらしい。

			「お嬢さん、何のご用ですか？」

			「特に用はない」

			「は？」

			　うん、女性が困惑しているね。フラン、正直に言いすぎだ。

			「料理ギルドは初めて聞いた」

			「そういう事ですか。確かに、他の町には少ないかもしれません。ここは大陸中から食材が集まってくる、料理人にとっては天国のような場所ですから。料理ギルドも普通以上に必要とされているんですよ」

			　フランみたいな子供にも丁寧に対応してくれる受付嬢さん。さすが大ギルドの顔だ。教育が行き届いている。その説明によると料理ギルドは、料理人や食材を扱う商人、食堂やレストランの経営者など、料理に携わる人々が登録するギルドらしい。

			　元は料理人の互助組織で、今でもレシピの研究と、料理人への援助が主目的なんだとか。

			「それは凄い」

			　フラン自身は普段料理を作らないが、美味しいものを食べるのは大好きだからね。その料理を助けるための組織と聞いて、感心したらしい。コクコクと頷うなずいている。

			　その様子を見た受付嬢さんはフランが料理人や、その関係者なのかと考えたらしい。

			「お嬢さんは、料理人なのですか？」

			「微妙？」

			「は、はあ……」

			　料理スキルはレベル10だけど、料理は全然しないからな。フランは受付嬢さんの困惑を余よ所そに、さらに言葉を続ける。

			「師匠が、料理の達人」

			「な、なるほど」

			「師匠の料理は最強」

			「その師匠さんは、当ギルドに登録されてはいないのですか？」

			「ん」

			「では、当ギルドに登録されてはいかがですか？　登録後に実績を積んで認められれば、食材の購入やレシピの売買など、特典が沢山ありますよ？　ぜひ師匠さんにお薦めしておいてください」

			　ほほう、色々な特典ね。それは興味がある。俺は無理でも、フランに登録してもらってもいいかもな。でもフランは既に冒険者ギルドに所属しているんだが、大丈夫なのか？

			　受付嬢さんに聞いてみると、それは問題ないらしい。

			「ああ、それは大丈夫です。二重登録の方は多いですよ？」

			　と、あっさりしたものだ。

			「さすがに冒険者ギルドと比べられると、当ギルドの方が規模が全然小さいですからね。どちらかしか登録できないなんてことにしたら、登録者なんか全然集まりませんよ。もっとお気軽な組織だと思っていただければよろしいかと。元々は料理人同士の互助会から発足した組織ですので」

			　冒険者ギルドは世界中にある超巨大組織だしな。あそこと比べたらさすがにかわいそうか。

			「なら、登録したい」

			「バルボラの商業取引資格をお持ちですか？」

			「？　持ってない」

			「では、料理人としての登録となってしまいます」

			　どうやら登録形態には商人か料理人かの区別があるらしいな。

			「それでいい」

			「料理人登録の場合は一応審査がありますが、大丈夫ですか？」

			　まあ、ギルドを通しての食材の売買に多少の便宜を図ってもらえるらしいし、それも当然か。

			「審査？　何をする？」

			「料理ギルドですから。作った料理をギルドの職員が食し、合格をもらえれば登録です。ここの調理室で作っていただいてもいいですし、別の場所で作って持ってきていただいても構いません」

			　それなら、俺の料理をフランに提出してもらって、代理登録とかできないかな？　可能であれば俺でも登録ができる。

			「可能です。名前の登録と、料理ギルドカードの作製だけですから」

			　ギルドっていうからお堅いイメージだったけど、めっちゃお手軽だった。受付嬢さんもお気軽な組織だと言っていたし、ギルドカードも会員カードとかポイントカードみたいな扱いなのかもな。

			「もう持っている料理を出してもいい？」

			「それは構いませんが……」

			　受付嬢さんが本日何度目か分からない困惑の表情だ。料理など持っているようには見えないのだろう。なので、何もないところからいきなり取り出された料理を見て、目を見開いて驚いていた。

			「じゃあ、これとこれで」

			「え？　ああ、アイテム袋なの？　え？」

			「はい」

			　フランが取り出したのはカレーとイノシシの串焼きだった。フロアに香辛料のスパイシーな匂いが広がり、他の料理人の注目が集まっている。カレーが俺の審査用。串焼きがフランの審査用だ。イノシシの串焼きは以前にフランが作ったやつだから不正じゃないぜ？

			「あ、ちょ、ちょっとお待ちを。審査員の準備をしてまいりますので」

			「お姉さんが審査するんじゃない？」

			「一応幹部クラスの者が審査をすることになっております」

			　いきなり皿を二つ押し付けられた受付嬢さんは、慌ててどこかへ去って行ってしまう。

			　それよりも、俺は気になったことをフランに尋ねた。

			『審査とは言え、大事なカレーを出しちゃっていいのか？』

			　自分の分が減ると言って、普段から他人に食べさせるのを嫌がるのに。今日はどういう風の吹き回しだ？

			（師匠の料理が審査される。下手な物を出すことは許されない。審査員の度肝を抜いて、合格する）

			　鼻息も荒くそう語るフラン。

			『お、おお。ありがとな』

			　フランが構わないなら好きにさせておこう。俺としては試験に合格できれば文句はないのだし。

			「お待たせしました。こちらへどうぞ」

			　ロビーで五分ほど待っていると、受付嬢さんが呼びに戻ってきた。

			　その後に付いていくと、大きな食堂に通される。さすがに料理ギルドの中にあるだけあって広い。しかもテーブルクロスや椅子などが高級そうに見えた。

			「ほう、お主が新たな料理人かね」

			「ん」

			　食堂で待っていたのは、眼光も鋭い一人の老人だ。一言で表すならば気難しそうな美食家。もしくは中々美味しいと言わない料理評論家だろうか。なんか緊張してきたぞ。

			「メッキャムさん、こちらが審査対象の料理となります」

			　受付嬢さんがフランに手渡された二皿を老人の前に置いた。

			「二つあるが？」

			「こっちが私の」

			「串焼きか……ふむ、いただきます」

			　メッキャム老人はイノシシの串焼きを手に取ると様々な方向から観察する。さらに匂いをチェックし、その後口に運んだ。ゆっくりと咀そ嚼しゃくし、味わうように嚥えん下かする。

			　無表情が怖い。試食に要したのは時間にすれば十数秒のはずなのだが、まるで数分にも感じられた。

			　そして串焼きをしっかりと食べきった後、メッキャムがおもむろに口を開く。

			「──ふむ、普通だな」

			「それは仕方ない」

			　フラン自身も分かっているんだろう。そう言われても、別段怒る素振りはない。料理スキルを覚えたての頃、気まぐれで作った、オヤツみたいなものだしね。

			「だが、悪くない。作り手の情熱が伝わってくる一品だ。少ない食材を、できるだけ美味しく仕上げようという想いが感じられる」

			「？」

			　ほほう。この爺さん凄いな。確かに、フランは結構頑張ってこの串焼きを作ってたんだよ。作り始めた切っ掛けは気まぐれでも、やるとなれば本気なのがフランだ。

			　魔力量に神経を使いながら火魔術を調整し、三〇分くらいかけてじっくりと焼き上げていた。

			　素材や調味料は何ど処こにでもある普通の物だが、それにしては美味しく仕上がっていると思う。それだけ手間をかけたしな。

			　ただそのせいで、料理＝面倒なものというイメージが付いてしまい、自分で料理をしなくなってしまったが。一口でそれを見抜くとは、恐ろしい洞察力と観察眼だ。料理ギルド幹部の肩書はだてじゃないらしい。

			「合格だ」

			「ん」

			　良かった。こう言っちゃなんだが、この串焼きで合格できるんなら、俺も問題ないだろう。というか、別に俺の登録いらないんじゃないか？　もう料理ギルドを利用できるわけだしさ。

			（だめ）　

			　だが、フランは頑なに審査を続けたがった。

			『何でだ？』

			（師匠の料理を食べさせる。そしてビックリさせる）

			　もう登録とかどうでもいいっぽい。カレーを食わせて、この偉そうな爺さんを驚かせたいだけみたいだ。自信満々の様子で、カレーの皿を突き出した。

			「次はこれ」

			「ほう。面白いな。アゼリア料理にも似ているが、より芳ほう醇じゅんな香りがしている。使っている食材もそれなりの物だ」

			「カレーという。師匠が作った」

			「君の師匠のオリジナル料理ということかね？」

			「そう。血の滲にじむ努力の末に創り出された、至高の料理」

			　違う！　違うって！　地球にあった有名な料理を何となく再現しただけだから！　香辛料さえあれば作れるお手軽料理だから！

			「ほほう。それは楽しみだ」

			「カレーは世界一美味しい」

			「本当にそうだと良いのだがな」

			　そして、フランによってハードルが上がりきってしまったカレーを、美食家の老人がスプーンですくった。串焼きと同じように軽く匂いを嗅ぎ、ゆっくりと口に入れる。

			「ほうほう？」

			「おいしい？」

			「ふむ」

			「どう？　それが究極の料理」

			　我慢できなくなったのか、フランもカレーを取り出して一緒に食べ始めた。

			　一口食べるごとに、ウンウンとうなずいている。そして、自信満々の顔で老人を見た。

			　これは勝利を確信している顔だな。メッキャムも大きくうなずいており、反応はまあまあだ。

			「悪くない」

			「ん。当たり前」

			　しかしメッキャムはカレーを完食すると、微かに不満げな表情で口を開いた。

			「だが、こんなものかね？　世界一には程遠いな」

			　老人がそう言った瞬間。

			「゛あ？」

			　フランの顔から表情が抜け落ち、凄まじい怒気が放たれる。

			　カレーを貶けなされたことがよほど腹に据えかねたのだろうか。フランは、戦闘中でも見せたことがないくらいの殺気を、メッキャムに向けて叩きつけた。

			『ちょ！　何やってんの！』

			「カレーは、世界一美味しい」

			　待て待て！　威圧も発動してるし！　一般人にこんな殺気ぶつけたら、失神とか失禁とかありえるぞ！　いや、この年齢の爺さんだったら最悪心臓が──。爺さん、無事か？

			「まあまあ美味いことは確かだな。だが、断じてこれを世界一とは認めん」

			　すっげー。この爺さんすっげー！　このフランを前にして、眉毛一つ動かしてないし！　肝が据わっているとかいうレベルじゃないぞ。さすが、どの世界でもその道の達人は半端じゃないんだな。

			『フラン、落ち着け！』

			　たかがカレーでマジギレすんな！　しかし、フランの心の声に籠った怒りは消えない。

			（落ち着いている！）

			『落ち着いてないから。とりあえず、理由を聞こう！　な？　そうすれば納得できるかもしれないし。だから俺の柄つかから手を離せ！』

			　フランにとってはカレーというのは単なる好物ではないのは分かる。師匠と慕う俺がフランの為に作った料理であり、友人たちと笑顔を分かち合った絆であり、奴隷という身分から解放されてから好物となった自由の象徴でもある。いや、多少言い過ぎかもしれんが、フランにとっては大事な料理であることは確かなのだ。

			　だからと言って、ここまで怒るとは思わなかった。

			「……理由を聞いてやる」

			　偉そうだな。フランにとって、メッキャムは完全に敵認定みたいだ。頼むから手だけは出さないでくれ！

			　メッキャムはやはり表情を変えず、冷静に論評を口にする。

			「味に関しては、改良の余地はありつつも、中々の完成度だ。珍しさもあり、わしでさえ初めて食した。それは認めよう」

			「ん！」

			　フランはその言葉に満足げにうなずきつつも、次に口にした言葉を聞いて、首を傾げる。

			「だが、この料理から料理人の矜きょう持じが感じられん！」

			「きょうじ？」

			「意気や情熱、誇りと言っても良い。料理人なら当然持っているもの。そして、料理に込めるもの。だが、この皿にはそれらがない。丁寧に作ってあるが、家庭料理以上の物ではない」

			　いや、それは仕方ないじゃん。フランに上手い物を食わせてやりたいから、それなりに頑張ったけど、所詮は大量に作りまくった大鍋料理の一つだ。失敗しないように丁寧には作ったが「究極の料理を作ってやるぜ！」とか全然思ってなかったもん。言ってしまえば、料理スキルを持っているだけの素人がそこそこ美味しければいいやと考えて作った料理だ。

			　やっぱ、この爺さんスゲーな。そこまで見抜くんだもん。フランは敵視してるけど、俺はそこまで嫌いじゃない。本当に漫画のキャラが目の前にいるようで、ちょっと感動もしてしまった。

			「料理人の矜持が感じられぬ物を世界一とは認めん」

			「ぐぬぬ」

			　俺、ぐぬぬって唸うなった人間初めて見たぞ。

			「合格は合格だ。その師匠とやらのギルドへの加入を認めよう。ただ、期待したほどではなかったな」

			「……認めない」

			「ほう？」

			「カレーは究極！　絶対に！　次は認めさせる！」

			「面白い。だが、こう見えてわしは忙しい。ただ訪ねてきても、わしには会えんぞ？」

			「むむむ」

			『いや、合格を貰ったし。別にいいんじゃないか？』

			（ダメ！）

			　俺の言葉にフランが即座に反はん駁ばくする。

			『だって、忙しいって言ってるし』

			（師匠のカレーが最強！　譲れない！）

			　これは絶対に譲りそうもないな。

			「どうすれば会える？」

			「そうさな……。わしに料理を食べさせたければ、これに出場してみたらどうだ？」

			「？」

			　メッキャムがフランに渡したのは、一枚のチラシだった。何々？　バルボラ料理ギルド主催、料理キングコンテスト？　一次予選は持ち込み審査。二次予選が屋台勝負。決勝が至高の一皿勝負？

			「今は一次予選の最中でな。この味と物珍しさなら、二次予選に出る資格はある。そこで勝ち抜き、決勝まで来れば、わしに料理を食わせることができるぞ。決勝の審査員の一人だからな」

			「出る！」

			『ちょ、フランさん？　そんな勝手に！』

			　出るにしてもカレーを作らなきゃいけないんだぞ？　しかも、屋台勝負だ。フランに売り子ができるとも思えん。何より、決勝なんて行ったらさすがに顔を見せない訳にもいかないだろう。フランが俺の代わりに出て、料理するのか？　このおっさんを欺けるとも思えない。

			　勢いだけで決めたら、絶対に後悔するぞ。だが、フランは頑なだ。

			（絶対に出る）

			『だいたい、料理自慢が集まってくるんだろう？　決勝に行けるかも分からないんだぞ？』

			（だいじょうぶ。師匠なら優勝間違いない）

			『そう言ってくれるのは嬉しいけどさ』

			　普通に考えたら、俺が決勝に行ける可能性は低いだろう。きっと何十年も料理人をやってる、すごい人たちが出てくるんだろうしさ。

			（これは絶対に負けられない戦い。カレーを舐なめられたまま終われない）

			『でもなー』

			　正直自信はゼロなんだが。

			（大丈夫。師匠を信じてる）

			『俺はそこまで自信満々にはいられんよ。スキルがあっても、所詮は素人だからな～』

			（私の舌が信じられない？）

			『いや、フランの味覚は信じてるぞ？』

			　食べることが大好きな上、お世辞も言わない。料理スキルも10だ。フランが美味しいと言ってくれるんだから、美味しいことは間違いない。ただ、至高か究極とまでは思えないってだけで。

			（じゃあ、師匠を信じてる私を信じて）

			『おま、そのセリフ』

			　俺的死ぬまでに言ってみたい台詞ランキング第三位。「お前を信じる俺を信じろ！」じゃないか！　う、羨ましい。素でそのセリフが出るなんて……。フラン、恐ろしい子！

			『く、それを言われちゃ、拒否できん！』

			（じゃあ、出場していい？）

			『はぁ……仕方ないな』

			　俺は諾だくの意をフランに伝えた。

			『ああ、やってやろうじゃないか。出るからには優勝だ』

			（おー！）

			　そもそもフランがここまで我わが儘ままを言うことは珍しい。できればそのお願いを叶えてやりたいという想いもあった。

			「どうしたかね？　怖おじ気けづいたか？」

			「ふふん。気合を入れてただけ。絶対にカレーで優勝する」

			　あ、カレーはもう決定事項なのね。

			「では出場すると言うことでいいか？」

			「ん！」

			「ならば、こちらで出場規約に目を通し、サインをしてもらおうか」

			　その後、メッキャムに呼ばれた係の人にコンテストの詳しい話を聞いた。

			　一次予選へのエントリーは二〇〇〇人以上。その中から二〇人が選ばれ、二次予選に進める。想像以上の規模だった。俺たち、こんな簡単に二次予選に出場しちゃって良かったのか？

			　二次予選は三日間の屋台勝負である。その名の通り、屋台を引いて料理を売り、その儲もうけを競うらしい。この時、支度金として一〇万ゴルドもらえるっていうんだから、コンテストの規模の大きさが窺うかがえるぜ。食材などの持ち込みも可能である。自分で用意した食材を事前に申告しておけば、使用しても良いのだ。中には希少な食材を使う料理で勝負する者もおり、一〇万ゴルド程度の支度金だけでは不足する場合もあるらしい。

			　とは言え、持ち込み食材の価値は厳正に算出され、儲けから引かれることになるから、絶対に有利とも言えないようだ。売上じゃなくて、儲けでの勝負だからな。

			　そして、二次予選での成績上位者四名が決勝に進み、そこで最高の一皿を審査されるという訳だ。

			　優勝者には、賞金一〇万ゴルドが与えられる。支度金と同じ額で、ちょっとしょぼい感じもするが、料理人にとっては優勝したという名誉の方が何倍も重要だという。なにせ、優勝した料理人の店は絶対的な繁はん盛じょうが約束され、国内外に名前が轟とどろく。中には王室の料理人に抜擢された者までいるらしい。

			「二次審査は三日後から。決勝は四月七日だ」

			　月げつ宴えん祭さいは明日、三月三一日から一週間続く。最終日に決勝戦という事か。

			「準備は間に合うかね？」

			　メッキャムの問いかけに、フランが首をひねる。まあ、その辺は全然分かってないもんな。

			（師匠？）

			　だが、参加すると決めたのだ。それをどうにかするのが俺の仕事だろう。

			『大丈夫だ。なんとかする』

			「ん。バッチリ」

			「よかろう。では、これが支度金の一〇万ゴルドだ。持ち逃げなどせんようにな」

			　メッキャムが袋に入った金貨を渡してくる。そんな簡単に渡すの？　持ち逃げされるとか考えないのだろうか？　いや、人を見る目に自信があるってことなのかもな。この爺さんだったら、その眼力で信用できるかどうかを見極められると言われても驚かないのだ。

			「当たり前。そっちこそ、首を洗って待ってる」

			「ふん。精々楽しみにさせてもらおう」

			「ん！」

			　という事で、何故か料理コンテストに出場することになってしまったのだった。

			　調理場はここの施設を貸してくれるっていうが、人に見られちゃうからな。どっか、秘密に調理できる場所を探さないと。あと、どんなカレーにするかも考えないといけないし。それに合わせて食材も調達しなきゃならん。まず香辛料を手にいれないといけないだろう。冒険者ギルドに顔を出すのも忘れちゃいけないし、月宴祭にだって参加したい。

			　ああ、なんとかするだとか啖たん呵かを切っちまったが、間に合うかな……。

			


			　料理コンテストへの出場が決まってしまってから三〇分後。

			『料理ギルドで聞いた話によると、この先なんだが』

			　俺たちは冒険者ギルドを探して歩いていた。本当はもっと町を見て回りたかったんだが、時間がない。用件をさっさと済ませて、料理コンテストの準備を始めないといけないのだ。

			『とっとと素材売って、香辛料を買って、誰にも見られずに調理ができる場所を探さなきゃならん』

			「ん」

			　そうこうしていると、通りの先に一ひと際きわ大きな建物が見えて来る。

			　受付嬢さんは一目見れば分かると言っていたが、なるほどな。

			「あれがギルド？」

			『そうみたいだな……。でっけー！』

			「おっきい」

			「オフ」

			　アレッサのギルドも大きかったが、バルボラのギルドは桁けたが違った。建物の規模も、豪華さも、貴族の館かと思うほどのレベルだ。

			　周辺もそれなりの規模の商館などが立ち並んでいるのだが、冒険者ギルドの威容は圧倒的である。

			「お城？」

			『まじで城にしか見えんな』

			　巨大な入り口の上には冒険者ギルドの看板が掲げられている。間違いないらしい。だが、中に入ってみると、そこはまあまあ豪華な程度だった。

			　外に比べるとショボいかも？　豪華さでは料理ギルドに完敗だ。まあ、冒険者なんてアウトローな奴ばかりだし、下手に豪華な調度品とか置いておいたって盗まれるか、壊されるかするんだろう。

			　それでも規模はやはり相当なものだ。カウンターが九個もあり、五〇人以上の冒険者がたむろしていた。こんな沢山の冒険者が集まり、何か事件でもあったのかと思ったら、これで普通っぽい。どんだけでかいんだバルボラギルド。

			　受付嬢のレベルも高い。九つのカウンターに九人の美女が並んでいる。

			　フランに声をかけてきたのは、もっとも入り口近くのカウンターにいた女性だった。

			「いらっしゃいませ。当ギルドは初めてですか？」

			　ここは総合受付であるらしい。

			「ん」

			「では、説明させていただきます。よろしいですか？」

			「お願い」

			「はい。まずはカウンターから。ここは総合受付です。館内への連絡などもここから行えます」

			　魔道具で館内アナウンスのようなこともできるらしい。

			　隣の三つが依頼報告カウンター。さらに向こうの三つが買取カウンターだった。その多くが依頼者用のカウンターや相談窓口などであった。

			　上層階には図書室や職員の職場、さらには初心者用の訓練施設や宿泊施設まであるらしい。ギルドに併設された本格的な宿泊施設は初めて聞いた。ただ、訊いてみるとメチャクチャ狭くて、快適とは言い難いらしい。なので本当の駆け出しか、依頼失敗の違約金などで首が回らなくなった冒険者などしか宿泊しないそうだ。

			「なるほど。大きい理由が分かった」

			「それでは当ギルドにどのような御用ですか？」

			「ん。素材を売りたい」

			「冒険者カードはお持ちですか？」

			　受付嬢はフランが冒険者であることにも驚いたりせず、冷静に冒険者カードの提示を求めてくる。料理ギルドでも思ったが、大きな組織の受付嬢は教育が行き届いているな。

			「これ」

			「確認させていただきますね」

			　ただ、この後はどうだろうか？　フランのような小娘がランクＤであることに驚くか、それとも冷静なまま対応できるか──。

			「ランクＤ冒険者、フラン様ですね。では、六番の受付へお進みください」

			「ん」

			　さすが大ギルドの受付だな！　全く表情を変えず、普通にフランを案内している。こんだけ無反応なのは初めてじゃないか？　いつもだったら「え？　ランクＤ？」とか「うそ、こんな少女が？」と驚くパターンなのに。それは買取カウンターのお姉さんも同様で、フランのカードを見ても驚く素振りを見せず、淡々と手続きを進めていた。というか、このお姉さんたち冷静過ぎないか？　驚かれるのもウザいが、何もないのも物足りないな。

			　ただ、周囲でこちらを窺っていた冒険者たちは受付嬢ほど冷静ではいられなかったようだ。巨大な艦砕マグロの角が取り出された瞬間など、大きなどよめきが起こっていた。

			「馬鹿な！　ありゃぁ、艦砕マグロだぞ！」

			「ど、どっかで拾って来たんだろ？」

			「そ、そうだよな？　あんな小娘が狩れるわけないよな？」

			　信じられないらしい。仕方ないけどな。

			　査定の結果、海で獲った魔獣の素材は二〇万ゴルドほどになった。ほとんどの素材は安かったが、やはり艦砕マグロの角が高かった。槍や兵器など、色々と使い道があるらしいからな。身や骨も売ってほしいと言われたが、そちらは断っておいた。身はフランが気に入っているし、骨は出汁だしを取ったりして料理に使えるしね。さらに護衛依頼の成功報酬なども合わせると、五〇万ゴルドほどを手に入れることになった。料理コンテスト用の資金にさせてもらおう。

			　フランが受付で代金を受け取っていると、一人の男が近づいてくる。

			　黒い短髪に精せい悍かんな顔立ちをした、いかにも冒険者風の男だった。動きやすさを重視したゆったりめの茶系色の服に、分厚い革の外套を纏まとっている。頭に巻いた赤黒いバンダナのような物は魔獣の革製だろう。高身長ながら、その体は細身である。だが痩せているわけではなく、無駄な贅ぜい肉にくの無い筋肉質の体であることはその身のこなしからも分かった。

			　受付に用事なのかと思ったら、男の目は確実にフランを見ている。とりあえず鑑定してみよう。
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			　　固有スキル：鋼拳

			　　称号：熊殺し、虎殺し

			　　装備：水竜革のグローブ、老水虎の拳法着、老水虎の拳法靴、赤せき兜と熊ぐまのバンダナ、赤兜熊の外套、痛覚鈍化の腕輪、衝撃耐性の腕輪

			


			　かなり強いな。冒険者ランクはＣ以上は確定だろう。以前出会った死霊術師のジャンには及ばないものの、ステータスの総合的にはアレッサギルドの鬼人教官ドナドロンドにも勝っている。

			　武器を持っていないのかと思ったが、どうやら肉体を武器とする拳法家の類であるようだった。スキルが拳聖術にまで達している。他の面白そうなスキルは硬気功かな。肉体の一部に魔力を集中させ、強化できるらしい。素手で刃物を受けたりも可能にする、攻防に使えるスキルだ。

			　あと目を引くのは、拳が鋼はがねのように硬くなる鋼拳だな。拳法家にこのスキルはかなり相性が良いはずだった。

			　スキル構成を見るに、素手で魔獣を倒してるんだろう。是非戦闘シーンが見てみたい。マンガみたいな、素手で魔獣をブッ飛ばす光景が見られるかもしれん。

			「よう。お嬢ちゃん、そいつは自分で獲ったのかい？」

			　台詞はフランを馬鹿にしているようにも聞こえるが、その顔にこちらを見下すような表情はない。どうやら、自力で獲ったのか本当に確認がしたいだけらしい。

			「ん。釣った」

			「はあ？　釣ったぁ？」

			「船の上で一本釣り」

			「そりゃあすげえ！　普通は魔術でぶっ飛ばすんだが」

			　お？　こいつ、一発で信じたぞ。もっと色々聞かれると思ってたのに。

			「信じるの？」

			「あ？　ああ、勿論だ。よほど目が節穴じゃなけりゃ、足運びや身のこなしである程度の実力は測れるからな」

			　つまりフランの実力を見破り、その言葉が嘘ではないと理解できたということだった。

			　その言葉を聞いた冒険者たちの何人かが顔を逸らした。目が節穴の皆さんだろう。

			「実は俺は艦砕マグロが大好物でな。でも、中々出会える獲物でもないし。お嬢ちゃんが獲ったんなら、肉の方は売らないのか？　釣り上げたんなら、身は大量に取れただろ？」

			　どうやら艦砕マグロの身を分けてもらいたかったらしい。そりゃあ、一〇メートルを超える巨体だ。普通であれば売るほどの量が採れるだろう。だが、フランはフルフルと首を横に振った。

			「売らない」

			「他に卸す先が決まってるのか？」

			　男がそう言うのも当然だろう。何せとても一人で食べきれる量ではない。

			「？　自分で食べる」

			　普通であればね。しかしフランの食欲は普通ではなかった。それに俺たちは次元収納で長期保存もできるのだ。寿司を相当気に入ったようであるし、食いしん坊のフランが手放すわけもなかった。

			「はぁ？　あの量をか？」

			「ん」

			「そうか……。売らないか……」

			　ガックリと肩を落として、めっちゃ残念そうだな。よほど艦砕マグロの身が欲しかったみたいだ。

			　ちょっとかわいそうに思えてきた。それに、実力者に恩を売るチャンスでもある。少し分けてあげてもいいんじゃないか？　と思っていたら、フランが何かを取り出して、コルベルトに差し出した。

			「これあげる。マグロの握り寿司」

			　船上で作った寿司を、適当な木皿に盛ったものだ。すでに醤油が垂らしてあり、いつでも食べられるようにしてある。

			『いいのか？　寿司もお気に入りだったろ？』

			（宣伝のためには仕方ない）

			『宣伝？』

			　なんの宣伝だ？　しかし、フランはそのまま話を進める。

			「お嬢ちゃんが作ったのか？」

			「これは私の師匠が作った」

			　いやフランの体を借りて俺が作ったが、一応フランが作ったことになってるんだよ？

			　男は差し出された皿を興味深げに見つめている。

			「握り寿司？　生の切り身を載せてるのか？　初めて見たぜ」

			「ん」

			　フランが突き出した皿から、コルベルトが恐る恐る寿司をつまみ上げる。軽く匂いを嗅いだりしているが、腐ってはいないと理解したのだろう。一瞬の躊ちゅう躇ちょの後、寿司を口に放り込んだ。

			「もぐもぐもぐ」

			　フランも一緒に寿司を頬張る。寿司を前にして我慢できなくなったのだろう。しかも二貫どころか、三貫同時食いだ。

			「はむはむはむ」

			「……」

			　男は黙々と口を動かしていた。咀嚼するうちにその表情が鋭いものへと変わっていく。うーん、お気に召さなかったかな？

			「う、美味い！　美味すぎる！　なんだこりゃ！　単なる生魚の切り身を米に載せただけの手抜き料理じゃないぞ！　き、切り口が違うんだ！　鋭い刃物でスパッと切ることによって、身が熱を持って劣化することも、繊維が潰されることもなく、艦砕マグロの旨みが最大限に引き出されている！　しかも、米もただ握り固めただけじゃない。僅かな酸味で味付けされたコメが、繊細な力加減で握ることで口の中でゆっくりとほどけるんだ！　それにより、口の中でマグロとコメが渾然一体となり、素晴らしい味わいを生み出している！　これは料理だ……。握り寿司と言ったか？　そうだ、ただ握るという行為が、調理工程として昇華されているんだ！」

			　うわー。なんか、語り出した！　料理スキルを持ってるし、興味があるんだろうとは思ったが……。こいつと言い、審査員のメッキャムと言い、バルボラはこんな奴ばっかりか？　ちょっと馴染めるか心配になってきた。

			「こ、これをお嬢ちゃんのお師匠さんが作ったって？」

			「ん」

			「至高の料理人だ……。どこかで店を構えてらっしゃるのか？」

			　いきなり敬語だ。しかも至高とか言ってるし！

			「ううん」

			「どこかに勤めてらっしゃるとか？」

			「ううん」

			「じゃあ、どこに行けばお師匠さんの料理が食べられるんだ！」

			　興奮する男がフランに詰め寄る。一見するとフランが絡まれてるようにも見えるだろう。男はそれくらい迫力があった。

			「今度の料理コンテストで屋台出す」

			「おお！　じゃあ一次予選は通ったのか！　この腕なら当然だな。そうか、絶対に行くぞ！　毎日行く！　何で勝負するんだ？」

			「カレー」

			「聞いたことないな。そ、それもお師匠さんのオリジナル料理なのか？」

			「そう」

			「くーっ！　どんな料理なのか、今から楽しみだぜ！」

			　そうか、これがフランの狙いだったか。明らかにランクが高い冒険者だし、こいつが周りに宣伝してくれたらかなりの宣伝効果が見込めるだろう。策士だなフラン。

			「俺はランクＢ冒険者、鉄てっ爪そうのコルベルトだ」

			「鉄爪？」

			「俺の異名だ。そりゃあ、鬼き子し母も神じんのアマンダや、百ひゃっ剣けんのフォールンド、皆みな殺ごろしのジャン・ドゥービーに比べりゃまだまだ知名度は低いが、いつか大陸中に轟くぐらい有名になってやるんだ！」

			　異名とかあるのか。いや、フランも魔ま剣けん少しょう女じょとか呼ばれたことあるけど。

			　鬼子母神のアマンダは分かる。異常なくらい子供好きなアマンダにはピッタリの異名だ。ただ、ジャンの皆殺ってなんだ？　かなり物騒なんだが。あの死霊術師のジャンだよな？　それに異名なんてものが付くくらい有名人だったんだな。単なる変人ではなかったらしい。そっちの方が驚きだよ。

			「私はランクＤ冒険者、フラン」

			「へえ？　ランクＤなのか。こりゃあ、将来有望そうだ。今日は握り寿司なんてとんでもない物食わせてもらって、まじで感謝してる。人生が変わった気がする」

			　やはり大げさな男だ。まあ、料理を褒められて悪い気はしないけどさ。

			「握り寿司の良さが分かるとは、見どころがある」

			「へへっ。これだけの腕前のお師匠さんに習ってるんだから、フランも相当な料理人なんだろ？　そんなお前に褒められるとは、照れるな」

			　気が合ってしまったようだ。まるで河原で殴り合った後の少年たちのような、いい笑顔の二人。そうやってフランたちがガッチリと固い握手を交わしていると、再びロビーがざわめいた。フランが艦砕マグロを出した時よりも大きいかもしれない。

			　誰かが近づいて来るな。

			　フサフサの白い髭と、フランとそれほど変わらない程度の身長。だが体重は絶対に三倍以上あるだろう。岩のような筋肉と、水代わりに飲む火酒によって蓄えられた脂肪が全身を覆っているのだ。

			　ドワーフだった。それも、かなり強い。なにせ、その足捌さばきに全く無駄がなかった。あの巨体でどうやれば全く足音をさせずに歩けるのだろうか？

			　冒険者たちの反応を見るに、かなりの有名人であるらしかった。

			「よう、興奮してどうしたコルベルト」

			「あ、ギルドマスター」

			　なんとギルマスだった。

			「マスターは元ランクＡ冒険者なんだ。竜りゅう墜ついのガムドといえば、バルボラでもトップクラスの冒険者だったんだぞ？」

			　鑑定してみると凄まじく強い。確実にコルベルト以上だな。槌つい聖術と大地魔術を覚えており、前衛だけではなく後衛もこなせるスキル構成だった。はっきりいって、俺たちよりも強い。元ランクＡ冒険者のギルドマスターの肩書はだてではなかった。

			「ほう、その年齢でかなり鍛きたえ込んでいるな……だが、見たことが無い顔だ。俺はガムド。ここのギルドマスターをやっている」

			　さすがギルドマスター、冒険者を全て覚えているのか？　いや、フランは目立つし、見たことがあれば覚えているはずということかね。

			「ん。ランクＤ冒険者のフラン」

			「ほほう？　聞いたことがあるな？　たしかアレッサで暴れた黒猫族。魔剣少女とか呼ばれているらしいな？　なるほど、中々強そうな魔剣だ」

			　このオッサン、ピンポイントでフランのツボを突くな。自分で言うのもなんだが、俺はフランに愛されているからね。俺を褒められたフランは、かなり嬉しそうな顔だ。まあ、俺とウルシにしか分からないだろうが。

			「ん。最高の剣」

			「そうかそうか！　月宴祭の見物に来たのか？」

			「あと、料理コンテストにも出場する」

			「なに？　お嬢ちゃんがか？」

			「師匠が出場する」

			　フランがそう言った直後、コルベルトがガムドに寿司を差し出す。

			「これを食ってみてくれ」

			「コルベルト、これは何だ？」

			「フラン嬢ちゃんのお師匠さんの作った料理だ。とにかく食えば分かる」

			「あ、ああ」

			　ガムドがコルベルトの迫力にかるく引きながら、言われた通りに寿司を口に運ぶ。そして、目を見開いて固まった。数秒ほどそうしていただろうか？　息を吹き返したギルマスが大きな声で叫ぶ。

			「な、何だこりゃ！　めっちゃうめえ！　さっぱりしてるのに食いでがあって、しかも魚の美味さを最大限にいかしている！　かー、酒がのみたくなるな！」

			　やっぱバルボラってこういう奴ばかりの町らしいな。

			「これならコンテストも期待できそうだな！　絶対に買いに行かせるからよ！」

			「ん。店の名前は『黒しっぽ亭』」

			「分かった。覚えておく。今年は楽しみが一つ増えたな！」

			　ギルマスのお墨付きというか、応援のお言葉だ。周囲の冒険者たちが「黒しっぽ亭か」「俺も行ってみよう」などと囁き合っている。いやー、いいところにきてくれたぜ。

			　その後、酒を持って来させようとしたギルマスが秘書っぽい人に連行されていったりしたが、まあ大きな問題なく、宣伝を終えられただろう。

			「じゃあ、何か手伝えることがあったら遠慮せずに来てくれよな。これでも多少は伝つ手てもあるし、助力は惜しまないぜ？　お師匠さんの手伝いができるなんて、むしろ光栄なくらいだからな！」

			　俺はいつの間にかファンを獲得してしまったらしい。

			　何かあったら遠慮なく頼らせてもらおう。悪いやつではなさそうだしね。

			　ただ毎回思うけど、高ランクの冒険者は変わり者ばかりだな。もうちょっとフランには常識を身に付けさせようかな……。問題はこの世界の常識を俺もまだ分かってないってことだが。

			


			　冒険者ギルドを出た俺たちは、歩きながら相談をしていた。

			　調理場を借りるにしても、材料を仕入れるにしても、屋台で何を売るのか決めるのが先だと気づいたのだ。ギルドで場所を教えてもらった市場に向かう道中、どんな物を作るか話し合う。

			　傍から見たら独り言をブツブツと呟く少女。もしくは犬と会話する少女だな。周りの雑踏が騒がしいので、誰も聞いていないだろうが。

			『では、露店で売る物を何にするか、話し合いたいと思います』

			「カレー」

			「オン！」

			　フランもウルシもカレーが本当に大好きだな。

			『だとしても、具とか辛さをどうするか決めないと。それによって発注する皿とかスプーンも用意しないといけないし』

			　バルボラは料理と屋台の町だけあり、いくつもの雑貨問屋が存在している。紙の皿や木のスプーンなどは錬金術で量産もできるらしく、かなり安く入手できるようだ。

			『肉も買わないとダメか』

			　手持には生肉がほとんどない。ほぼ料理に使ってしまったからな。市場で探してみよう。

			『それ以外の具材はどうだ？　ジャガイモ、ニンジン、タマネギは外せないとして、隠し味にリンゴとハチミツ。チョコレート……。そもそも香辛料も足りてないぞ』

			　こっちの世界では中々手に入らない物もあるし、市場を回ってから考えるか。細かい味付けやトロミ具合とかも決めなくてはならない。フランはゴロゴロ系よりも、野菜が全部溶け込んだトロトロ系が好きなんだよな。ウルシは激辛がお気に入りらしい。

			『なあ、とりあえず市場に行ってみようぜ。豚系の肉と、野菜類を探すぞ』

			「ん。わかった」

			「オン！」

			


			　一時間後。やってきましたバルボラ港湾市場。荷卸しされた食料がずらっと並べられ、国内外から商人が集まる、クランゼル王国でも一、二を争う巨大な市場であるらしい。

			　だが、そんな市場でも俺たちが求める食材は中々発見できなかった。いや、野菜や調味料系はそれなりに揃っている。しかしメインとなる肉、さらに味の決め手となる香辛料が中々ない。

			『うーん、どこの肉屋も、魔獣肉の取り扱いは少ないな』

			　やっぱり魔獣の素材は出回る量が少ないらしい。最も欲している豚系魔獣の肉は、値段が高い上に量もあまりない。目が飛び出るほど高いという訳じゃないんだが、大量生産に使うには少々勿もっ体たいない程度の値が付いている。

			　諦めて普通の豚肉を使うしかないか？　カレーは珍しさと言うアドバンテージがあるし、普通の豚肉を使っても勝てる可能性は十分にあると思うしね。

			　野菜類は何とかなりそうだ。野菜を扱う店はそこら中にあるし、種類も豊富である。

			　隠し味に使えそうなリンゴ、ハチミツ、チョコレート、コーヒー等も揃うと思う。

			「もぐもぐ」

			「オムオム」

			『君ら美味しそうだね？』

			　俺の悩みを余所に、フランたちは完全に食べ歩きモードである。料理ギルドに入る前にあれだけ食べたというのに、食べるペースが落ちるような事もない。

			「これは市場調査。どんなものが人気なのか調べてる」

			「オンオン」

			『まあ、いいけど』

			　フランたちが美味そうに食べるおかげで、屋台や露店の人から話が聞きやすいしさ。

			『というか、市場調査ね。それ、いいな。敵情視察をしておくべきかもしれん』

			「敵情視察？」

			『ああ、前回のコンテストの上位者の料理を食べるとかな』

			　有名な料理人ばかりだろうし、働いている店とかに行けば料理を喰えるかもしれない。

			　俺がそう告げると、フランはキリッとした表情で頷いた。

			「ん。わかった。何があっても絶対にお店の場所を聞き出して見せる！」

			　おい、口の端から涎よだれたれてるぞ。

			「オンオン！」

			　ウルシも尻尾をブンブン振って喜んでいるが、店に入れるか分からないからな？　あとでガッカリするなよ。

			　聞き込みをしてみると、驚くほど簡単に情報が集まった。特に屋台で食べ物を売るおっさん連中は、商品を大量購入してくれる猫耳美少女にメロメロだ。聞いた以上の情報を次々と教えてくれた。

			　俺たちはその中でも、最も市場に近い場所にある店に向かってみることにする。

			「ここ？」

			『おう、看板も「竜りゅう膳ぜん屋や」で間違いない』

			　近いというか、市場のすぐ脇にあったのだ。しかも店主が去年の決勝進出者だという。思ったより高級そうじゃないな。表のメニューを見ると、値段も普通だ。

			『本当にここか？』

			「あいてる？」

			　ドアを開けて覗のぞき込んでみると、中は落ち着いた雰囲気のレストランである。かなり込んでいるが席は空いてるかね？

			「いらっしゃいませ。お一人様ですか？」

			「ん。一人と一匹」

			「あー、当店はペットの同伴はちょっと……」

			　フランの言葉に、店員のお姉さんが言葉を濁す。まあ、当然だよね。

			「だって、ウルシ」

			「クゥンクゥン」

			『諦めろ、とりあえず影の中に入ってるんだ』

			「クゥ……」

			　狼の癖に涙流しやがって！　仕方ない、あとで美味しい物を食べさせてやらんとな。

			「じゃあ、一人で」

			「い、今、犬が影に……」

			「見間違い」

			「え？　見間違い？　そ、そうよね。犬が影に入るとか、あり得ないわよね。疲れてるのかしら」

			　ごめんなさいお姉さん。たくさん頼むんで許してください。

			　席に案内されたフランが、早速メニューを開いている。ただ、結構な種類があって、決められないようだ。そこで、伝でん家かの宝刀の出番である。

			「おすすめは？」

			　これで間違いないのだ。

			「えーと、こちらですね。我が竜膳屋の看板メニュー、竜骨スープです」

			「竜骨？　竜の骨で出汁を取っているの？」

			「ええ。絶品よ」

			　竜の骨か。味の想像ができないな。ただ、竜の肉や骨というのは非常に美味であるらしい。市場で下位竜の肉を取り扱っている店があったが、豚系魔獣肉の一〇〇倍くらいの値段が付いていて驚いた。その骨となれば、やはりかなり高価な食材であろう。

			「じゃあ、それ。あと、これとこれとこれとこれ」

			「う、うち、結構ボリュームありますけど、大丈夫ですか？」

			　お姉さんが恐る恐る聞いて来るが、フランはいつもの調子で頷き返す。

			「だいじょうぶ」

			「一つ一つが一人前の量ですけど」

			「余裕」

			「そ、そうですか……。お持ち帰りの用意しておこうっと」

			「ん？」

			「では、繰り返しますね。竜骨スープ、嵐鷹のステーキ、沼豚の串焼き、ユグドポテトのサラダ、バルボラ蟹のピラフですね」

			「ん」

			　まあ、フランならこの程度は朝飯前だ。お姉さんのお持ち帰りの準備は無駄になるだろう。なんか、色々ごめんなさい。

			　一〇分後、最初にスープが運ばれてきた。具の入っていない、透き通った黄金色のスープだな。一見コンソメスープにも見える。とりあえず後で研究する用に、半分はコッソリ収納しておくか。

			（もう食べていい？）

			『おう。いいぞ』

			「じゃあ、いただきます」

			　ズズ。

			　フランが竜骨スープを口に運ぶ。そして、一口。

			『どうだ？』

			「……おいしい」

			　なんか悔しそうな顔をしているな。美味しいんじゃないのか？

			「師匠のコンソメスープよりも、美味しいかもしれない」

			『なるほど』

			　それは凄い。食べ物に対して俺が作った物よりも凄いっていうのは、フラン的に最高の褒め言葉だからな。それが一杯二〇ゴルドか。やばいな。

			　だって、俺が作ったコンソメスープは魔獣の骨とか肉で出汁を取った、特製だ。市場を回って知ったが、魔獣の素材は骨でもかなりの高値が付いている。多分、俺のコンソメスープは市場で材料を揃えて作ったら一杯五〇ゴルドくらいはするだろう。それよりも美味しくて、二〇ゴルド？　とんでもないな。

			　他の料理も魔獣素材を使っているのに、一皿六〇ゴルド前後だし、メチャクチャ安いんだよな。

			　これは舐めていたかもしれん。少なくとも半端な料理じゃ太刀打ちできないだろう。

			『こりゃあ、本気で挑いどまないと最下位だってあり得るぞ』

			　豚肉とか言ってる場合じゃない。絶対に魔獣肉を手に入れなくては。それ以外の材料も厳選しよう。原価の問題もあるから高価な素材ばかりともいかんが。それに香辛料などもケチらずに使おう。

			　売り方も工夫しないとな。屋台で売るのに適した売り方はないかな？　単にカレーライスを売るんじゃ、量はあまりさばけない気がする。

			『仕方ない……あそこに行こう』

			　使えそうなコネは最大限使わねば。竜膳屋を出た俺たちは、とある建物の前にやってきていた。

			『困ったことがあったら頼っていいと言われたが、まさか別れたその日の内に頼ることになるとは』

			　そこは、数時間前に別れたばかりのレンギル船長が所属する組織。ルシール商会の本部であった。

			　バルボラで最大の商会というだけあって、その建物は他の商会よりも二回りは大きい。しかも豪華だし、なんか凄い場違い感があるんだが。

			　だがフランは気にせずスタスタ入っていった。さすがだ。

			　俺たちは入り口のすぐ近くにいた丁でっ稚ちの少年に声をかける。受付の人もいるんだが、何人かが並んでいて待たされそうだったからね。

			　最初はフランのような少女が訪ねてきたことを不振がっている様子だったが、レンギル船長の名前と、レンギル船長にもらったコインを出したら即座に船長を呼びに行ってくれた。

			　俺が思っている以上にレンギル船長は影響力があるらしい。

			　ロビーのソファに座って船長を待つ。

			（師匠……串焼き出して）

			『まだ食うのか？　夕飯食べられるか？』

			（大丈夫だけど？）

			『さいですか』

			　ロビーには商人だけではなく、貴族っぽい人の姿もある。

			　そんな中で、明らかに冒険者風の格好をした年端もいかない少女が混じり、堂々とソファの真ん中に陣取って悠然と串焼きを食べているのだ。目立たない訳が無かった。ジロジロと言うほどではないが、それなりに熱心な視線でフランを観察しているのが分かる。

			　それでも絡んでくるような人間がいないのは、客の種類が上品だからだろうな。あと、隣に座るウルシが怖い可能性もあるか。冒険者ギルドで絡まれなかったのは、コルベルトのおかげだろう。

			　そのままモキュモキュと串焼きを食べつつ待っていると、すぐにレンギル船長がやって来た。

			「やあ、いらっしゃいませ。早速訪ねてきてくれて嬉しいですよ」

			　現れたレンギルは笑顔で握手を求めてくる。

			「ん」

			「オン！」

			「ははは。ウルシも歓迎するぞ」

			　どうやらレンギル船長はそれなりに有名人であるらしい。小娘のフランに船長が礼を尽くす姿を見て、商人たちが目を剥むいている。

			　上機嫌のレンギル船長が案内してくれたのは、彼の執務室だった。地味ながらも落ち着いた、趣味の良い調度品がレンギル船長らしいな。フランにソファを勧めながら、早速用件を尋ねてくる。

			「それで、なにか御用があるのでしょうか？」

			「ん。これに出ることになった」

			「おお、料理キングコンテストですか！　フランさん、一次予選に通ったんですか？」

			　料理コンテストのチラシを見せると喰いついてきた。バルボラでは有名なコンテストだけあって、レンギルも知っているようだ。

			「師匠が通った」

			「師匠？　そんな方がいらっしゃるのですか？　船には乗っていませんでしたよね？」

			「ん、師匠は神出鬼没」

			「では、こちらで合流したんですか」

			　これはあらかじめ考えていた設定だ。幼いフランを放って各地を放浪する神出鬼没の男。ちょっとイメージが良くない気もするが、それは仕方がない。

			「師匠がコンテストで使う食材が欲しい」

			「なるほど。それで我が商会に。どんな料理で勝負されるのです？　コンテストは毎回かなりレベルが高いですよ」

			「カレー」

			「カレー、ですか？　聞いたことがありませんね」

			「師匠のオリジナル。これがカレー」

			　次元収納から取り出したカレーをテーブルの上に出す。

			「ああ、この料理がカレーでしたか」

			　そう言えば船の上などでも振る舞ったことがあったな。名前は知らずとも、その匂いは忘れていなかったようだ。顔をほころばせて、目の前のカレーを見ている。

			「では、いただきますね」

			　そうして一口食べると、あとは早かった。スプーンは一瞬も止まらず、あっと言う間に平らげてしまったのだ。口にあったようで良かった。ナプキンで口を拭いながら、興奮気味にレンギルが叫ぶ。

			「美味で、珍しく、香りも良い。前に食べた時も思いましたが、これは売れますよ。レシピだけでも相当な価値があるでしょう！」

			　商人的な観点からでも、売り物になると判断されたようだ。

			「これを屋台で売るのですか？」

			「ん」

			「そうですか……」

			　頷いたフランに対し、何か考え込む船長。

			「どうしたの？」

			「オン？」

			「いえ、料理としては素晴らしいのですが、屋台で販売するには少々難しいかもしれませんよ」

			「なんで？　カレー美味しいのに」

			「提供にかかる時間です」

			　例年の料理コンテスト決勝進出者には、串焼きやスープなど、注文が入ってからすぐに提供できる料理が多いという事だった。儲けを競うため、どうしても量をたくさん売る方が有利となる。

			　それを考えると、カレーライスはなかなか難しい。ご飯をよそい、カレールーをかけて、一皿ずつ渡す。しかも、一人のお客さんが持ち帰り用に大量買いするのは難しい。

			『なるほどね。言われてみると確かにカレーライスは不利かもしれないな』

			　ごはんにかけず、スープみたいにして売るか？　いや、それであの竜骨スープに勝てるとは思えん。

			　その話を聞くと、フランも唸ってしまった。

			「カレーを簡単に、大量に売る……？」

			「ええ。屋台勝負に勝つには美味しさ以外にも、様々な要素が必要なのですよ」

			　カレーライスは難しいか……。俺が悩んでいると、フランが何か閃ひらめいたらしい。

			「はっ。いいこと考えた！　逆にすればいい」

			「逆、ですか？」

			「ん。ご飯の中にカレーを入れる。おにぎりみたいに」

			「オン！」

			　簡単に食べられる上に具材の多彩なおにぎりは、フランのお気に入り料理の一つだ。そこからヒントを得たのだろう。ウルシも良いアイディアだと言わんばかりに涎を垂らしている。

			　カレー風おにぎりか。悪くはないが……。時間が経ったらコメの間からカレーが漏れ出てきそうだ。隙間がないくらい固く握ったらおいしくないしね。

			（天ぷらみたいに揚げたらだめ？）

			『カレー天ぷらおにぎり？』

			　すげーＢ級臭のするネーミングだな。案外美味いかもしれないが……。実はフランの言葉で、一つ思いついたことがある。

			『フラン、良いアイディアがある』

			（ん？　おにぎりの天ぷら？）

			『いや、違う』

			　作り置きもできて、単価が安く、持ち運びもしやすいので大量購入も期待できる。できたてを提供できて、かつ冷めてもおいしい。

			『その名は、カレーパンだ！』

			（カレーパン！）

			（オフオフ！）

			　フランとウルシの目が分かりやすく輝いた。食べたことはなくても、名前にカレーと付いているからだろう。これなら色々な味も用意できる。俺の説明に、フランの目はさらに輝きを増していった。

			


			

			


			「カレーパン、いける」

			　フランの呟きにレンギル船長も反応した。その眼はしっかりと商人の目をしている。

			「カレーパン？　それはどういった料理です？」

			「カレーをパン生地に包んで揚げる」

			　カレーを食したことである程度は味の想像がついたのだろう。大きく頷いている。

			「なるほど。それは良いかもしれません。香りで客引きもできるでしょうし、一人で何個も買うお客さんもいるでしょう」

			「味も色々用意する」

			「おお！　これ以外にも味があるのですか？」

			「ん」

			「素晴らしい！　いけますよそれは！」

			　よし、これで方向性が決まった。俺たちはカレーパンで勝負だ！　ただ問題も沢山ある。

			「香辛料と小麦粉が欲しい。手に入る？」

			「そうですね……。小麦粉は、パンに使う物と同じでよろしいのですか？」

			（師匠？）

			『ああ、それでいい』

			「構わない」

			「では──」

			　小麦粉はトン単位で貯蔵してあるらしく、問題なく手に入りそうだった。

			「小麦粉は早急に用意させていただきます」

			「ん、お願い」

			「しかし、香辛料ですか……」

			「無理？」

			「いえ、大丈夫です。使う種類は決まっているのですか？」

			「ん」

			　フランが欲しい香辛料をレンギルに伝える。

			「それらであれば大丈夫です。ですが、現在香辛料が高騰しておりまして、かなり高額になってしまうと思いますが」

			「そうなの？」

			　レンギルの話では、シードラン海国の混乱が尾を引いているらしい。

			　彼の国では前王が高い関税をかけたため、様々な商品がその煽あおりを受けて値段が高騰している。香辛料もそんな品の一つなのだ。フランたちの活躍で愚王は倒れたが、それでも貿易航路の正常化にはもう少し時間がかかるだろう。少なくとも値段が落ち着くまでは一ヶ月ほどかかるはずだった。

			「命の恩人をカモにするような真似はしたくないのですが、私にも商人としての矜持と、商会の看板を背負った責任があります。儲け度外視とはいかないのです」

			　それは仕方ないよね。というか、それでこそ商人という感じだ。

			「ですが、一つ提案があります」

			「提案？」

			「はい。先程のカレーライス。そのレシピを当商会にお売りになりませんか？」

			　レシピを売る？　レシピが金になるのか？　だが、レンギルの話だとそうおかしなことではないらしい。毎年、コンテストの上位者のレシピは高額で売り買いされることも多いそうだ。

			「お金を支払ってもよろしいですが、お支払いの代わりに香辛料を原価でお譲りするという形ではどうですか？」

			　俺は今後もカレーで商売をするつもりもないし、どっちも損をしない取引だ。だが、本当にカレーにそこまでの価値があるのか？　下手したらレンギル船長の責任問題とかにならないだろうな？

			　しかし、船長は自信満々だ。

			「まだ実績はありませんが、この料理であれば確実に元が取れます。絶対に」

			　高く評価してくれるのはあり難い。ただ、ちょっとだけ罪悪感を感じるのも確かだった。何せ、俺が考えたわけでもなく、地球にあった料理を再現しただけだからね。

			　ただ、それがフランのためになる訳だし、ここはあり難くその提案に乗っておこう。

			「ん。わかった。それでいい」

			「即決してしまってよろしいのですか？　師匠さんにご確認とかは……」

			　おっと、俺が作ったことになってたんだった。でも、ここで持ち帰って検討するふりをするのも面倒だ。俺は軽い言い訳をフランに言わせることにした。

			「師匠は細かいことは気にしない。それに、今回の仕入れとかは全部任されてるから平気」

			「なら良いのですが……。では、香辛料と小麦粉の引き渡しの時に、契約書を用意しておきますので」

			「分かった」

			　その後、香辛料の分量などを細かく指示したものを紙に記入し、レンギル船長に渡す。

			「分量が分量ですので、本日すぐにはお渡しできませんが、大丈夫ですか？」

			「平気」

			「できるだけ早くご用意いたしますので。少々お待ちを」

			　レンギルが手元にあったベルを鳴らすと、外からすぐに獣人の少年が入って来た。見習いの商人なのだろう。レンギルが手元の紙に何やら書きこんで少年に渡す。香辛料の確保を指示してくれたようだ。これでカレーが作れないという事態だけは避けられそうだな。

			「他にご入用の食材などはありますか？　ご一緒に用意させていただきますよ？」

			「えーっと、野菜とか？」

			「必要な物は何でしょう？」

			「ジャガイモ、タマネギ、ニンジンがほしい。あと、リンゴも少し」

			「だいじょうぶです。すぐにでも手配できるでしょう。保存がきく食材ばかりですからね。ただ、さすがに収穫したては無理ですよ」

			　それは仕方ない。手に入るだけでもあり難いしな。一応、美味しいと有名な産地の物を用意してもらう事はお願いしておいた。

			「あとはお肉」

			「肉ですか？　牛、豚、鶏、蜥蜴とかげ、蛙と色々取り揃えておりますが」

			「魔獣肉は手に入らない？」

			　ダメ元で尋ねてみたものの、やはり難しいらしい。そもそも魔獣肉の提供元はほぼ全てが冒険者ギルドだ。そしてギルドは料理ギルドや市場組合などに直接卸してしまうので、商会にはそこまで多くは回ってこないんだとか。

			　だよなー。精肉店にもそれほどの量は置いてないみたいだったし、冒険者ギルドが平等に行き渡るように管理しているんだろう。どうしようかね。せっかくカレーパンという、勝負できそうなアイディアを閃いたのに。肝心の味で手を抜きたくない。

			「ですが、魔獣肉を手に入れる方法は全くないわけではありません」

			　レンギル船長がそう言って、わずかに緊張の含まれた表情を浮かべる。

			　どうしたんだ？　もしかして何か後ろ暗い手段だとか？　いやいや、いくらなんでも悪事に手を染めようとは思わんぞ。だが、レンギル船長が語ったのは、悪事などでは全くなかった。

			「ご自分で獲りに行けばよろしいのです」

			「自分で獲る？」

			「はい。最適の場所があります」

			　レンギルが教えてくれたのは、バルボラの南にある魔境の情報だった。Ｂ級魔境『水すい晶しょうの檻おり』。バルボラに流通する魔獣肉の多くがここで狩猟されたものであるらしい。脅威度がＤを越える魔獣も多く生息する危険な魔境だが、ここならバルボラから近く、確実に魔獣を狩れるだろうということだった。

			　すまん船長。後ろ暗いことをさせようとしているとか考えて。単に危険な場所を勧めるので心配をしてくれているだけだった。

			　ただ、レンギル船長の提案は非常に魅力的だ。無いなら獲ってくればいいじゃない。うむ、真理である。まだ数日あるし、獲物の場所さえ分かっていれば、十分間に合うはずだ。

			「正直、危険ではありますが、フランさんであれば問題ないのでは？　ウルシもおりますし」

			「ん。大丈夫」

			「オン！」

			「余った肉は我が商会で買わせていただきますので」

			　抜け目ないな。でも、情報料がわりに多めに魔獣を狩ってこよう。今後もお世話になるだろうしね。

			　そうだ、欲しいのは食材だけじゃなかった。

			「あと、料理を作る場所を探してる」

			　広く、人目に付かない調理場に当てはないだろうか？　ダメ元で尋ねてみたが、そちらにも心当たりがあるという。レンギル船長は人を呼んで何やら調べてくれたのだが、目当ての物件はまだ空いていたらしい。

			「いい場所がありますよ。当商会には不動産部門があるのですが、その中に廃業した飲食店があるんです。そちらであれば厨房も広く、他人は入ることができません」

			　しかも場所的には市場や繁華街に近く、コンテスト用にも使いやすいらしい。どうせ借り手のいない空き物件なので、自由に使っていいということだった。

			「ん、そこをぜひ借りたい」

			「では手配いたしますね。香辛料や小麦粉はそこに運び込んでしまいましょう。受け渡しの時に物件の鍵をお渡しします」

			「ん」

			　トントン拍子に話が進むな。全然気にしてなかったけど、実は凄い人だったのかもしれん。

			　俺たちは食材以外の、販売用の紙袋なども全部レンギル船長に用意してもらうことにした。というか、言われるまでそこまで考えてなかったんだよね。

			　その後、細部をつめて俺たちはルシール商会を後にする。

			　商会の本部を出ると、もう日が落ち始めており、夕陽が通りを照らしていた。

			　人々の長い影の間を、領主の館目指して歩く。

			『魔境までは馬で一日の距離か』

			　俺たちなら日帰りも不可能じゃないだろう。

			『できれば明日の朝一で出発したいな。強行軍だが、フランもウルシも頼むぞ？』

			「ん、カレーパンのために頑張る」

			「オンオン！」

			　結局、食欲が一番の原動力ってことらしい。とりあえず領主の館でカレーパンの構想でも練ってみるかな。

			『まあ、その前にやることをやっちゃわないとダメだけどな』

			


			


			「スラム街での実験はどうなっておるか？」

			「順調だよ」

			「例の物の濃さを変えて、一〇〇人ほどに投与したのじゃろう？」

			「今のところはほぼ狙い通りの効果が出てるね」

			「それは重ちょう畳じょう」

			「でも、薄めてしまうと効果の出る時期にかなり個人差があるみたいなんだよねぇ」

			「それはまずいのではないか？」

			「うん。本番で使う際の濃度の調整がかなり難しいね」

			「濃くする訳にはいかんのか？」

			「それだと、潜伏期間がなくて、効果がすぐに出ちゃうんだよ」

			「狙った時期に効果が出るように調整するのが難しいということか」

			「うん。失敗すれば、彼に疑いの目が向いちゃうだろう？　そうなれば、僕らにたどり着くことも容た易やすいしね」

			「じゃが、本番はもうすぐじゃぞ？」

			「少々、被験者の数を増やそうかなって考えてる。スラム街だけじゃなく、闇奴隷を例の商会に発注するよ。最悪の場合は料理に混ぜ込む際の濃度を上げるしかないかな」

			「ふむ。まあそれでよかろう。どうせ事が成れば、彼の者は終わりじゃ。切り捨てるのが早いか遅いかの差でしかない」

			「まあ、そうかな。だけど、僕らの目的のためにはより多くの人間に摂取させないとだめだし、結局は調整が急務ということだね」

			「そこは任せるわい。我らはせいぜいあの男の機嫌を取るとしよう」

			「一応、出資者だからね」

			「くくく、仮にもな」

			「それにしても、時期が良かったよね」

			「うむ。料理コンテストを精々利用させてもらうとしようかのう」

		

	
		
			第二章　水晶の檻

			　


			　俺たちは人々の雑踏の中を、今日の宿である領主の館に向かって歩いていた。

			　フィリアースの王子、フルトたちがぜひ一緒に泊まってほしいと懇願してきたからだ。

			　因ちなみにウルシは影の中である。人混みでは他の人の邪魔になる上に、住宅街だとさすがに怖がられるしね。

			『多分、この道を真っすぐ進めば貴族街だ』

			「ん」

			　バルボラはアレッサに比べて何倍も広い大都市だが、その作りは基本的に一緒だった。町の中央に領主の館があり、その周囲に貴族の屋敷が立ち並ぶ貴族街。その周囲に富裕層が住み、さらにその周りに平民街や商業区、下層民街が置かれている。

			　今いるのは、富裕層街の一角だ。大手門から町の中央へ続く大通りではないが、それなりに賑にぎわう主要な通りの一つである。大きさ的には、馬車がギリギリ通れるくらいかな？

			　だが、貴族街に入ろうとしたところで足止めを食らってしまう。

			　どうやら貴族街の手前で兵士が検問のような事をしているらしい。怪しい人物が貴族街に入り込まないようにしているんだろう。そして当然のように、貴族街に全く縁がなさそうなフランは男性兵士二人に声をかけられていた。いや、仕方ないけどね。俺だって兵士だったらフランに声をかける。

			「この先は貴族の方々のお住まいになっているが、何か用かな？」

			「迷ったのであれば、道を教えるが？」

			　それでも丁寧な口調なのは、フランが悪人には見えないからだろう。迷子扱いされているようだ。

			「領主の館に行く途中」

			「なに？」

			「何の用が……」

			　一瞬気色ばんだ男たちだったが、すぐに年配の方の兵士が何かに気付いたらしい。相棒に何やら耳打ちする。

			「おい、待て。もしかして例の……」

			「あ！　黒猫族の少女！　背格好も……」

			「あの。失礼だが、お名前を伺ってもよろしいかな？」

			「フラン」

			「やはり。し、失礼いたしました、どうぞお通りください」

			「ど、どうぞ！」

			　年配の兵士はちょっと慌てた感じで、若い方なんか直立不動でド緊張している。

			　どうも兵士にフランの特徴が伝えられていたらしいな。多分、王子様たちがフランが領主の館に無事に辿たどりつけるように、手を回してくれたんだろう。兵士たちにとっては他国の王族の関係者だ。外見がどうであれ、へりくだらずにはいられないのだろう。

			「ありがとう」

			「いえ！　お気をつけて！」

			　その後、巡回兵たちと二度ほど同じようなやり取りをして、ようやく領主の館までたどり着いた。

			　大都市なだけあって貴族街も非常に大きく、巡回の兵士も多かったのだ。館の前と言っても、屋敷そのものはまだ遠くに見える。正確には館の敷地前にたどり着いた、だろう。巨大な門と、その門を守る騎士や兵士の詰所が目の前にそびえ立つ。あえて威圧感が出るような見た目に作ってあるようだ。そして、門の前には門番のように、二人の騎士が立っている。

			　フランはその二人に臆することなく、普段通りの調子で話しかけた。

			「ねえ、ここが領主の館？」

			　全く緊張感もなく、少女が気軽に話しかけてくるとは思わなかったのか、声をかけられた方の騎士は一瞬だけ動きを止めていた。多分、驚いたのだろう。

			「うむ。そうだが……もしや、お客人の待ち人ですか？」

			「ん」

			「失礼ですが、身分証を提示してもらってもよろしいですかな？」

			「はい」

			「少々お借りします」

			　こちらから何か言う前に、悟ってくれたらしい。面倒な押し問答もなく、すぐに対応してくれた。

			　冒険者カードを手渡すと、一人が門の中にある小屋に入っていく。冒険者ギルドと同じように、真しん贋がんを判別する装置でも置いてあるみたいだな。

			　一分もかからずに戻って来た騎士が、恭しくカードを返してくる。

			「失礼いたしました。どうぞお入りください。そちらの者が案内いたしますので」

			　案内まで付けてくれる仰々しさだ。完全に客扱いだな。ただ、正直堅苦しさも感じてしまう。

			　そもそもフランがずっと行儀よくなんてしていられる訳がない。もし礼儀作法が必要な状態がずっと続くようだったら、無理を言ってでも屋敷を出よう。フランとウルシの身が持たん。

			　若い騎士の後を付いていくんだが、これがまた長い。門から屋敷までどんだけあるんだ。いや、普通だと馬車で通る道なのだろうし、まさか歩きで領主の館に来る客人など想定していないのだろう。

			　三〇〇メートルくらいはありそうな屋敷の庭を通り抜けると、ようやく本邸が見えてくる。

			　犯罪者を威圧するためにあえて武骨に作られていた外門と違い、こちらは非常に優雅な外観をしていた。あれだ、ヨーロッパのお貴族様のお屋敷と聞いて、想像する通りの姿である。

			　そしてその屋敷の前に数人の人間が立っていた。屋敷の執事や侍女たちである。

			「冒険者のフラン様でいらっしゃいますね？」

			「ん」

			「私、当屋敷の執事を務めます、セバスチャンと申します。以後、お見知りおきを」

			　うおおおお！　セ、セバスチャンだと？　執事のセバスチャン！　猫と言えばタマ、犬と言えばポチ、執事と言えばセバスチャンなのだ！　やばい、本物だ！　本物のセバスチャンだ！　こんな場所で出会うことになろうとは……。

			　だが、俺の感動は残念ながらフランには伝わらなかったらしい。特に反応することもなく、彼の案内に従っていた。まあ、仕方ないけどさ……。

			　いやー、それにしてもいい出会いをさせてもらった。バルボラの領主には感謝だな。

			　そんな風に感動している内に、フランは屋敷の応接間のような場所に通されていた。

			「フラン！　来たか！」

			「待ってたのよ？」

			　そこで待っていたのは、フルト王子とサティア王女である。

			　さらには厳いかめしい顔の侍従セリドや、王子たちが保護した三人の孤児も一緒にいた。孤児たちはシードランを出る時にきちっとした服に着替えており、まるで上流階級の子女のようだ。パッと見は元ストリートチルドレンとは思えんな。まあ、会話をすれば一発で平民だとばれるけど。

			　三者三様に手を振っている。

			　その隣にいるのが体格の良い男性だ。王子様たちほどではないものの、仕立ての良い上等そうな服を着ている。貴族なんだろうが、体はしっかりと鍛えられていることが分かった。後ろでふんぞり返るのではなく、有事には自分が先頭に立つタイプなのだろう。

			「ローダス・クライストンだ。侯爵を拝命している」

			「ん。ランクＤ冒険者のフラン」

			　特に握手などはせず、その場で会釈をしあう。いや、向こうは会釈さえしないな。

			　凄い偉そうだけど、貴族だから仕方ない。侯爵と言ったらかなり高位の貴族な訳だし、冒険者相手に下手に出る訳がない。それに、嫌な感じではないしね。上位者としての振る舞いが板についているからだろう。フランを見下しているのではなく、侯爵としては当然の振る舞いとして自然体なのだ。

			「両殿下の客人を迎えられて嬉しく思う。バルボラ滞在中は、当家を我が家と思って利用してくれ」

			「わかった」

			　それに、鷹おう揚ようでもあるようだ。何せ、礼儀のかけらもないフランの態度を見ても、全く怒った素振りもない。他国の王族であるフルトたちに憚はばかっているとはいえ、大貴族がこのマナー違反に目を瞑つむって好意的に接してくれているのは分かった。

			　月宴祭の準備で忙しいという領主がそそくさと去っていった後、王子たちの部屋に移動して今日あったことを報告し合う。

			　王子たちはシードラン海国で捕虜にした闇奴隷商人や、レイドス王おう国こくの人間から聞き出したバルボラの闇奴隷商人たちの情報を領主に渡して、捕縛を依頼したらしい。

			　内偵が必要なのですぐに動くことは難しいらしいが、すでに騎士団などは動き出しているという。

			「少々無理を言ったがな」

			　どうも王族という立場を使って、クライストン侯爵をせっついたらしい。ただでさえ月宴祭の準備で忙しいと言っていたのに、ご愁傷さまです。ただ、俺たちにとっては憎き闇奴隷商人どもを駆逐するチャンスだ。むしろ頑張れと王子たちを応援したいね。

			　フランはコンテストのチラシを見せ、参加することになったと報告する。

			「そうか。バルボラの料理コンテストは有名だからな」

			「確か、我が国の王宮にも過去の優勝者が仕えていたのではないですか？　ねえ、セリド？」

			「そうですな。料理長は、一〇年以上前のコンテスト優勝者だったはずです」

			　貴族などに召し抱えられるって言うのは本当だったらしいな。

			「実力者ぞろいのコンテストになるはずだが、どんな料理で参加するのだ？」

			　フルトが難しい顔で聞いて来る。サティアも心配そうだ。それだけ優勝するのは難しいのだろう。

			　だが、フランは自信満々に答える。

			「カレー。カレーを使った料理で優勝する」

			「カレーとは、もしかしてシードランで振る舞ってくれた、あれか？」

			「ん」

			「あれはとても美味しかったわ。きっといいところまでいけるはずね」

			「いいところじゃダメ。優勝する」

			「そうか、我らも応援しよう」

			「頑張ってね」

			　そうやって話をしていると、セバスチャンが呼びに来た。晩ばん餐さんの用意が整ったという。

			　ただ、フランや子供たちもいることを考えてか、いわゆるマナーを求められることはなく、非常に和なごやかな雰囲気だった。クライストン侯爵もフランたちの無作法をとがめるようなことをしない。そもそもフルトたちから予あらかじめ、フランは堅苦しい場が苦手だと聞かされていたようだ。

			　気分がいいわけではないだろうが、あえて無視してくれている感じだな。極力フランたちへは視線を向けず、フルトたちと会話している。

			「この場で息子たちを紹介するつもりでしたが、少々時間が合わないようでして申し訳ありません」

			「そう言えば、侯爵には御子息がおられましたな。ご長男は大層優秀な方だとか？」

			　侯爵へ言葉を返すのはセリドだ。言外に「おいおい、他国の王族への挨拶以上に重要な仕事なんかあんのか？　ああん？　せめて長男くらい連れてこいや」というニュアンスをにじませている。

			　そこに侯爵も言葉を返す。

			「申し訳ありませぬ。昨日であれば揃っていたのですが、なにぶん月宴祭の前でありまして。対応せねばならぬことも増えてしまい、責任者が長時間持ち場を離れられぬのです。特に長男フィリップは騎士団長でありまして」

			　侯爵も表面上は笑顔だが「予定通り昨日到着してればちゃんと対応できたよ？　でも遅れたのはそっちじゃん？　このクソ忙しい時期に仕事増やしやがって。騎士団長が遊んでられるわけねーだろ。何でもかんでも思い通りになると思うなよ？」的な気持ちが籠っているように思われた。

			　政治的な駆け引きってやつだろう。いや、それ以前の、嫌味の応酬かな？

			　やはり貴族同士の仲は一筋縄ではいかないらしい。

			　それにしても、空気を読めないセリドにこんな貴族っぽいやり取りができることに驚きだ。まあ、考えてみれば普段のセリドはあえて空気を読まないことで、王子たちを引き立たせようとしている感じもあるしな。貴族的な場であれば空気を読むこともできるのかもしれない。一応、侍従だしね。

			「ご長男は騎士団長であられるか」

			「はい。ですが、今年は貧民街での喧けん嘩か騒ぎが妙に多いらしく、対応に忙殺されているようです」

			「まあ、それは大変。我々への挨拶などいつでもいいですからね？」

			　セリドの頑張りは王子たちにはあまり伝わっていないようだ。暢のん気きにそんな会話をしている。

			「そう言っていただけると助かります。この時期は盗賊も増えますからね」

			「盗賊が増えるのですか？」

			「はい。各地から祭りを見物するために集まって来る人々を狙うのですよ」

			　なるほど。街道の往来が増えることで、盗賊にとっては獲物が増える時期ってことなのか。

			　そのまま侯爵の息子自慢が続く。長男フィリップは騎士団長、次男ブルックは大きな商会を経営しているらしい。結構大きな商会なのだとか。商人ギルドの幹部でもあり、ある意味騎士団長よりも忙しいようだった。そして、驚くことに三男のウェイントは料理人であるらしい。

			　今度のコンテストにも出場するのだとか。フランがチラシを取り出す。

			「これ？」

			「ほう。君も参加するのかね？」

			「ん」

			「そうか。まあ、頑張りたまえ」

			　めっちゃ興味なさげ！

			「ウェイントにも、いい加減お遊びはやめて仕事を手伝うように言っているのですが、なかなか言うことをききませぬな」

			　参加する本人を目の前にお遊びって！　いや、確かに大貴族からしたら、料理人なんかちゃんとした職業には思えないのかもしれないけど……。

			　悪い人じゃないんだろうけど、ちょっと無神経と言うか、自分の常識が他人の常識だと思っているタイプなのかもしれない。フランは平民だから下げ賤せんな職業も許される、だが自分の息子は貴族だから高貴な者としての義務を果たすのが当然。そういった差別を無意識に行っているのだと思う。そして、誰であってもそれを理解していると当然の如く考えている。

			『おいフラン、ムッとするなって。向こうに悪気はないんだからさ』

			（でも……）

			　ここで反論しても面倒なことになるだけだし、何とかフランをなだめねば。

			『料理で見返してやればいいだろう』

			（む。確かに）

			『だろ？　コンテスト用に最高の料理を作って、それを食べさせればいい』

			（分かった。こいつに最高のカレーを食べさせて、土下座させる）

			　うん、フランが無口なタイプで良かった。侯爵をこいつ呼ばわりで、土下座をさせるって……。やはり常識は必要かもしれん。

			　その後、食事を終えたフランは、宛あてがわれた部屋に案内されていた。客人用の豪華な部屋だ。

			　本当は使用人用の小部屋で良かったんだけど、王子たちの客人を粗末な部屋には泊まらせられないということらしい。

			「そちらの呼び鈴をならしていただければ、侍女が参りますので」

			『うーむ、広いな……。しかもメッチャ豪華だし……』

			「おおー、ふかふか」

			「オウン！」

			　フランたちがセバスチャンの説明の途中で我慢ができなくなったのか、天蓋付きのベッドに飛び込んだ。

			『ダイブするなって！』

			　毎回注意してるのに、必ずベッドにダイブするんだから！　侯爵家のベッドはさすがにシャレにならないから！　絶対に弁償できない。なんでベッドの柱にこんな細かい彫刻が必要なんだよ。妙にキラキラ光ってる部分は銀メッキが使われているし、リネン類も最上級の素材である。

			『フランは仕方ないが、ウルシはダメだ』

			「クゥン」

			『可愛く泣いてもダメ！　今回だけは絶対にダメ！』

			　俺の決意が変わらないと悟ったのだろう。フランたちの矛先がセバスチャンに変わる。

			「ねえ、ウルシも一緒にいい？」

			「オウゥン」

			　ウルシが媚こび媚びな感じの声を出して、セバスチャンにすり寄った。

			「か、構いませんよ。替えも十分に用意してありますので。お好きにお寛くつろぎください」

			「ありがとう」

			「オン！」

			　まあ、向こうが構わないって言ってるんだし、いいか……。

			『ただ、できるだけ汚すなよ？』

			（ん。わかってる）

			（オンオン！）

			　セバスチャンが退出した後も、フランとウルシのテンションは上がりっぱなしだった。

			　無暗に引き出しを開けてみたり、暖炉を覗き込んだりしている。

			『壊すなよー』

			「んー」

			　俺はその間に料理コンテストの準備だ。

			　最初にやるのは、竜膳屋から持ち帰った料理の試食である。分体を生み出し、スープなどを食べる。

			「うーむ」

			　相当美味しかった。舌が鈍い分体でも、しっかりと旨味を感じられる。やはり適当な料理では勝てないだろう。カレーパンの味を複数用意して、売り方も工夫したいな。

			『とりあえず、冒険者ギルドに行くぞ。魔境について調べないといけないからな』

			　初めて行く魔境だ。事前の準備は絶対に怠れない。

			　セバスチャンに外出することを伝えて、俺たちは屋敷を出た。帰りは使用人の使っている裏門から戻れば、すぐに屋敷に入れるらしい。考えてみたら、使用人があの広い庭園を通って屋敷の外に出る訳がないもんな。

			『人が多いな』

			　貴族街は静かだったのだが、下町に近づくにつれて通りを歩く人の数が増えて来た。

			「屋台もたくさん」

			「オン！」

			　どうやら明日に行われる月宴祭の、前夜祭といった様子であるらしい。人々が楽し気に酒を飲み交わし、歌って踊っている。

			　今までの町では、夜になれば多くの人は家に戻ってしまい、職人や冒険者くらいしか出歩いてはいなかった。祭りの前夜とはいえ夜中にこれだけ多くの人間が町中を行き来し、飲んで騒いでいるのは新鮮だな。ちょっと地球を思い出す。

			『ほれ、買い食いはほどほどにして、冒険者ギルドに行くぞ』

			「もぐもぐ。ん」

			　


			　翌日。俺は夜中の内から準備を始め、日の出と共にフランと一緒に領主の館を出発していた。

			　昨日は魔境の情報もしっかりと仕入れられたし、準備は万端だ。いや、フランは居眠りしてたから、しっかりとは言い難いかもしれんが……。まあ、俺が覚えてるから大丈夫だろう。

			『図書室に他の利用者がいなければ、もっと簡単だったんだけどな……』

			　いやー、念動でフランが起きていると見せかけながら、図書室で情報を集めるのはなかなか難しかったよ。さすがに大きな都市のギルドだけあって、夜でも図書室の利用者が結構いたのだ。フランの体を操って目当ての本を書架から抜き出すのが一番大変だったね。そこまでされて起きないフランもフランだが。

			　というか、今日も俺が寝ぼけ眼のフランを操っている。ついさっきまでは半分寝てたね。俺が念動で移動させつつ、ウルシに掴まらせて引っ張るというコンビ技だ。

			　それでも、朝の喧騒の中を歩きながら、屋台から漂う食べ物の匂いを嗅いでいる内にシャッキリしてきたらしい。月宴祭の最中は二四時間、何かしらの屋台が店を開いてるようだな。

			「む。スープ飲む」

			『はいはい、ウルシの分も買ってやれよ』

			「ん」

			　フランが反応したのは、二日酔い客を狙った魚介たっぷりのあっさり系スープだ。

			　屋台のおばさんに二杯分の代金を渡し、スープの入った紙の器を受け取る。こういった屋台にまで紙の器が浸透しているんだから、やっぱりバルボラは進んでるね。

			　フランは先にウルシの前にスープを置いてやる。

			「おいしそう」

			「オンオン！」

			　フランが目を輝かせながら、スープを飲もうとした直前だった。

			「おぉあぁぁあ！　どけどけどけぇ！」

			「きゃぁ！」

			　叫び声を上げながら走ってきた粗末な身なりの男が、フランの後ろにいた女性の背中にぶつかる。そして、押された女性がさらにフランにぶつかった。

			「……」

			「ああ！　ごめんなさいね」

			「……ん」

			　フランの視線が、直前まで自分の手の内にあったはずの、スープの器に向く。今は地面に転がった、無残な姿のスープと器だ。次にその鋭い目は、走り去ろうとしている男に向いた。

			「お嬢ちゃん、大丈夫かい？」

			「ん。ごめんなさい。こぼした」

			「そんなことはいいんだよ。それより火傷やけどしてないかい？」

			「へいき。ありがとう」

			　心配してくれるおばちゃんに軽く頭を下げると、フランは駆けだした。本気だな。鋭い身のこなしで人々の間をすり抜けた。そのまま一気に男に追いつくと、声をかける。

			「とまれ」

			「うるせぇ！　だまれぇ！　ころすぞっ！」

			　単に粗暴とかそういっただけじゃなさそうだった。目が血走っていて、呂ろ律れつも怪しい。変なクスリでもやってるんじゃないか？

			　素直に止まりそうもないので、フランは足を引っかけて転倒させる。バランスを盛大に崩した男はキリモミしながら吹き飛び、地面をごろごろ転がっていった。おいおい、食べ物の恨みは分かるが、やり過ぎじゃね？　だがそれでもフランの怒りは収まっていないらしい。

			　地面に転がってピクピクしている男にヒールをかけたあと、胸ぐらをつかんで立ち上がらせた。

			「お前は絶対に許されないことをした」

			「ああ？」

			「大罪をおかした」

			　いやいや、そこまでじゃないから。普通だったら、弁償してもらって終わりだからね？

			「うるせぇぇ！　はなせぇ！　がああ！」

			　やっぱりどこか変だ。正気ではなさそうである。だが、一般人である男の腕力では、フランの腕を振り切ることはできない。そのまま逆に抑え込まれてしまった。

			『捕まえたのはいいけど、どうするんだ？』

			（地獄を見させる）

			　なんてやり取りをしていると、巡回の兵士が騒ぎを聞きつけて駆けつける。兵士たちに男を引き渡していると、彼らの会話が聞こえた。

			「またスラムの人間か」

			「今年は多いな。やっぱり変なクスリでも出回ってるんじゃないか？」

			「確かにな」

			　クライストン侯爵も、今年は下層民街での騒ぎが多いと話していた。どうやらこの男も、下層民街の人間であるらしい。

			『ほら、いつまで睨にらんでるんだ。時間もないし、もう行くぞ』

			「……ん」

			『あの男はきっちり罰を受けるから、それで満足しておけ』

			（わかった）

			　全然納得していないようだが、ここで時間を無駄にするわけにはいかない。

			　今日は三月三一日。月宴祭の当日である。夜には町を挙げての祭事があるらしいので、それまでには魔境から戻ってきたいのだ。その後は何度か屋台に引っかかって時間を使ったものの、それ以外は特に問題も起きず、俺たちはバルボラを出立していた。

			『よし、ここからは急いで進むぞ。ウルシ、頼む』

			「オオーン！」

			　目指す魔境は馬で一日の距離にあるが、ウルシが飛ばせば片道三時間ほどで到着できるはずだ。しかも冒険者によって踏み固められた細い道が続いているので、迷う心配もない。

			「ウルシ、ゴー！」

			「オンオン！」

			　


			　三時間後。

			『ほぼ予定通りだな』

			「ここが魔境？」

			　そこは巨大な樹木が林立する暗く深い樹海だった。入り口に立つだけで、様々な魔獣の声と気配を感じ取ることができる。

			『ああ。Ｂ級魔境、水晶の檻だ』

			「魔獣の気配がたくさん」

			「オン」

			　フランたちもただならぬ気配を感じ取ったのだろう。その表情が一気に引き締まる。

			『じゃあ、確認するぞ。目指すのは中層部。食肉に適した魔獣だけを狙う』

			「ん。お肉をゲットする」

			「オンオン」

			　いくら魔力が豊富な魔獣とは言え、その全てが食用に向くというわけではない。

			　今回は時間もないし、狙いの魔獣をできるだけ早く探し出さないといけなかった。冒険者ギルドで調べた情報だと、特に食用に適した魔獣は中層と呼ばれる、樹海のやや深い場所に多くいるらしい。

			　フランを乗せたウルシは空中跳躍で一気に飛び上がった。このまま樹海の上を駆け抜けて、一気に中層へと向かう予定である。できれば浅層でも狩りをしてみたいが、今は時間優先なのだ。

			「あれが水晶樹？」

			　樹海の上を駆けるウルシの背からは、魔境の名前の由来ともなっている水晶樹の威容を目にすることができた。高さは三〇〇メートル以上はあるだろう。名前の通り、枝葉は水晶に似た透明な素材で形造られ、自らの放つ魔力と太陽光を反射し、美しく煌きらめいている。

			　地球ではまずお目にかかれない、圧倒的で神秘的な光景だな。

			『樹齢三〇〇〇年超えの魔樹だとさ』

			　水晶樹と言うのは、特殊な魔力を発して草食系魔獣を引き付ける魔樹の一種だ。水晶樹自体が草食獣にとってはご馳走であり、樹を守るために魔獣が外敵と戦ってくれるという。魔獣を利用して身を守る、世にも珍しい植物なのだ。だが、水晶樹の周りに集まるのは草食系魔獣だけではない。水晶樹に引き寄せられた草食系の魔獣を狙って肉食系魔獣なども集まるのだ。そのため、水晶樹の周りには多種多様な魔獣が生息しているらしかった。

			　そして、この魔境の中心には世界最大級の水晶樹が鎮座している。大きくなればなるほど魔力が強くなり、引き寄せる魔獣も強く大きくなるという水晶樹だ。樹齢三〇〇〇年を超える大水晶樹の周囲には、想像を絶するレベルの魔獣が集まって来ていた。

			　つまりこの樹が魔境を作り上げていると言っても過言ではないのだ。

			「すごい」

			「オン」

			　フランとウルシも巨大な水晶樹の姿に圧倒されているらしい。目を輝かせて、その姿に見入っていた。フランがここまで子供らしい表情を見せるのも珍しい。この顔を見られただけでも、ここに来た甲か斐いがあったかもしれない。

			　ウルシの背から水晶樹を観察していると、樹の周辺を飛ぶ鳥のような影が見えた。巨大な水晶樹と比べると小鳥っぽく見えるが、実際の大きさは五メートルを超えるだろう。あの群れに襲われたら厄介だな。

			『あの樹に近づきすぎると脅威度が高い魔獣に出会っちまう可能性があるから、気を付けろよ』

			「分かってる」

			『そろそろ中層か。どこかに獲物はいるか？』

			「んーあそこは？」

			『お、よく見つけたな。ウルシ、あの魔獣のそばに降りてくれ』

			「オン！」

			　フランが発見したのは、沼で水浴びをしている大きな豚のような魔獣だった。

			『よし、一気に仕留めるぞ』

			「おー」

			「オンオン！」

			　ウルシが魔獣の群れに急降下し、最も近い場所にいた個体に牙を突き立てる。フランもウルシの背から飛び降り、ウルシが狙っているのとは違う個体に斬り掛かった。

			「ブギィィィィ！」

			「ウルシ、そっちいった」

			「グルルォ！」

			　俺たちはわずかな時間で五体の豚を仕留めることに成功する。脅威度Ｆ魔獣、スワンプ・ピッグだ。甲羅のような物を背負った、泥の中に生息する豚に似た魔獣である。今日初の獲物だし、テンションも上がっていたからノリノリで仕留めたけど、正直言うとハズレなんだよな。

			　豚系の魔獣なので味は悪くない。むしろ美味と言えるだろう。

			　だが、特別な育てられ方をした、いわゆるブランド豚のような豚に比べると味が落ちる上、泥臭いせいで臭い抜きに手間もかかる。駆け出し冒険者が小遣い稼ぎに狙う獲物なのだ。

			　品種改良も特殊な育て方もされていない野生のままで、ブランド豚に近い味と言うのは凄いかもしれんが、狙っている魔獣ではなかった。他の魔獣が手に入らなかった時のための保険にしておこう。

			『ウルシ、また魔獣を探してくれ』

			「オン！」

			「もっと奥に行く？」

			『そうだな、水晶樹にもっと近づこう。この辺はまだ浅層と中層の境目くらいらしい』

			　スワンプ・ピッグは、本来であれば浅層の魔獣だしな。それが群れを成しているってことは、まだまだ目的の場所ではなかったということだ。

			　そのまま樹海の中に分け入り、魔獣を探し続けること一時間。俺たちは一匹の猪と対峙していた。

			　いやー、結構苦労したんだよ？　狙いの魔獣だけを狩りたいところだったけど、こんな時に限って食用にならない魔獣の群れとかに出くわすのだ。

			「こいつが美味しいやつ？」

			『ああ、デカい牙の生えた金色の猪いのしし。間違いない』

			　脅威度Ｄ魔獣、グリンブルスティである。金色の体毛を持つ猪に似た魔獣で、体毛は非常に硬くて一部の魔術を弾くらしい。またその牙は大木をなぎ倒し、時には自分の倍以上の敵を倒すことさえあるという。後退を知らず愚直に突進をし続けることから、狂猪とも言われる強力な魔獣だった。

			　しかしその荒々しさとは裏腹に身質は柔らかく、その脂は驚くほどに甘いらしい。冒険者ギルドでは常に狩猟依頼が出ている、バルボラでも人気の高い魔獣肉だった。しかも、ラッキーなことにそこそこ大きな個体だ。体高五メートルオーバー。質量はウルシの三倍以上あるだろう。

			『いいか肉が目的だからな。あまり激しい攻撃はダメだぞ』

			「わかってる」

			『ウルシは足止めだ』

			「グルルルゥッ！」

			　傷つければ、それだけ血が流れる。戦闘中に血が流れ過ぎれば、味も落ちるし、身が硬くなる。傷の付け方によっては食える部分が減りもする。理想は一撃で魔石を貫くことなんだが……。

			　念動カタパルトはダメだな。倒すことができても、肉を相当量粉砕してしまうだろう。

			「ブギギギィィィ！」

			『ちっ！　避けろフラン！』

			　迷っていたら、金猪が突進してきた。想像を越えて速い。気づいたらもうその巨体が目の前に広がっていたのだ。念動で動きを鈍らせようとしたが、ほとんど効果がなかった。驚くほどの力強さだ。

			「ぐぅ！」

			『フラン！　大丈夫か！』

			「なん、とか」

			　直撃は避けたのに、掠かすっただけで一〇メートル近くブッ飛ばされた。凄まじい威力だ。空中跳躍を利用して空中で態勢を整え、軟着陸に成功したフランは、気を引き締め直した表情で俺を構えた。

			　グリンブルスティの突進はその場では止まらずに、地球だったら御神木とか言われるレベルの大木を数本まとめて薙なぎ倒しながら、森の中へと消えて行った。

			　だが、ウルシが匂いを覚えているので逃がすことはない。むしろ罠を張るチャンスだった。

			『俺が土魔術で落とし穴を掘るから、ウルシはこっちに誘導しろ。どうせすぐに脱出されるだろうが、数秒は足止めできるはずだ。フランはそこを狙うんだ』

			「分かった」

			「オン」

			　俺は土魔術を連続発動させ、地面の下に大きな空洞を作り出した。上に重い物が乗れば地面が崩れて、下の穴に落ちるだろう。簡易落とし穴の完成だ。

			　数十秒ほど待っていると、ウルシがきっちりとグリンブルスティを誘導して来た。

			　ウルシは挑発するように、グリンブルスティの前をチョロチョロと動き回っている。あえて小さくなって、より目障りさもアップさせているようだ。

			「オッフー！」

			「ブギャオオオォォ！」

			　自分より遥かに小さい狼にコケにされたグリンブルスティは、鼻息を荒くして怒り狂っている。

			　不遜なチビ狼を踏み潰そうと、木々をなぎ倒しながらまっしぐらに突進してきた。大型トラックを思い出すような凄まじい突進力だが、それが仇あだとなったな。金色の毛に覆われた逞しい脚が地面を踏み抜き、その巨体が半分ほど地面に沈み込んだ。

			「ブギッ?!」

			　まんまと俺の作った落とし穴にはまりやがったぜ！

			『今だ！　フラン！』

			「ん！」

			　フランは落とし穴に落ちてもがいている金猪に向かって、大きく跳躍した。

			「師匠、魔石を狙う」

			『了解！　奴の魔石は心臓にあるぞ』

			「ん！」

			　俺は一撃で心臓に届くように、形態変形で刀身を細く長く伸ばす。今の俺の姿は、刀身が異常に長いエストックって感じだな。

			「はぁぁ！」

			「ブギギギギギギィィィィィィッ！」

			　フランは、俺を逆手に持ち替えて一気に飛び上がる。

			「そこっ！」

			　フランが落下の勢いのままLv８剣技ピンポイント・スタブを発動させ、俺を金猪の背に突き刺した。全ての力が一点に集約され、俺はわずかな抵抗だけで金猪の背骨と肉を貫通し、正確に心臓と魔石を貫き通す。急所以外へのダメージを極力まで減らした、理想的な一撃だった。

			『やったな！』

			「ん。お肉たくさん」

			『ああ、これで豚は確保完了だ』

			　これだけの巨体だし、必要な量は間違いなくクリアしているだろう。

			　倒した金猪をとりあえず収納する。できればすぐにでも解体したいところだが、ここじゃ血の臭いが他の魔獣を呼び寄せちまうしな。冒険者ギルドの解体スペースを借りないとダメだろう。

			『よーし、次だ！』

			「うん」

			「オウ！」

			　俺たちはその後、二時間ほどかけて魔獣を狩って行った。

			　回復魔術を使う、白く狡猾な牛の魔獣アピスを二頭。目にも留まらぬ速さで木々の間を駆け抜け、鋼鉄すら貫く嘴くちばしで急所を狙って来る金鶏の魔獣グリンカムビを五羽。さらにグリンカムビの巣を発見したため、ダチョウの卵よりも巨大な金色の卵も八つ入手できたし、大収穫だ。

			　しかしどの魔獣も手強く、俺たちはそれなりに消耗していた。ダンジョンほどじゃないが魔獣との遭遇率は高いし、長居したい場所でもない。とっとと帰ろう。

			　ただ、樹海が変な雰囲気なんだよな。初めて来た場所だからどこが変と確信を持って言いきれないんだが……。魔獣たちが妙に好戦的な気がする。

			　雑魚ざこの魔獣までもが、まるで何かに怯えて追い詰められているかのように、必死の形相で襲い掛かってくることがあった。それに妙にソワソワするというか、空気が重い気がするのだ。ウルシもフランも同じことを感じているようで、どこか落ち着きがなかった。

			　気配察知などを使っても、異常は感じ取れない。気のせいなのだろうか？

			　だが、すぐに俺たちの感じていた違和感の正体が判明する。

			　ドゴオオオオォォォォォォッッッ！

			「う？」

			『うぉ？　なんだこの魔力は！』

			「クゥ……」

			　突然の轟ごう音おんが魔境に響き渡る。同時に、大水晶樹の近くから巨大な魔力が発せられた。

			　これだけ離れた場所からでも感じ取れる、異様な魔力だ。

			「師匠、あれ」

			『何か飛んでるな』

			　大水晶樹の近くに巨大な鳥が飛んでいるのが見えた。時おり青白く発光している。

			　鑑定ができる距離じゃないが、俺はすぐに正体に思い至っていた。

			『サンダーバードだ。しかもストームイーグルも三体いる』

			　サンダーバードはＢ級。ストームイーグルはＤ級の魔獣である。特にサンダーバードは、魔境の情報を冒険者ギルドで調べた時に最も気を付けなくてはいけないとされていた魔獣だった。圧倒的な速さで他者を寄せ付けない、水晶の檻の覇者である。

			　だが、俺たちが感じた異様な魔力は、サンダーバードのものではなかった。

			「人が、戦ってる？」

			　何者かが空を飛び、サンダーバードたちと対峙していたのだ。俺たちを一瞬なりとも怯えさせたのは、その人影から発せられる魔力だった。遠く離れたこの場所にもビンビン届いている。

			　俺たちが感じていた違和感の正体もこの人物の気配だったのだろう。これだけ離れていながら、危機察知や気配察知がわずかに反応していたのだ。

			　顔立ちまでは分からないが、長い黒髪を丁ちょん髷まげのように後頭部でくくっていることと、濃紺を基調にした装備を身に着けていることは分かる。

			　一人で戦おうというのだろうか。無謀──と言いたいが、あの人影ならあっさり勝利してしまいそうな気がする。

			「始まった」

			「オン」

			　サンダーバードが口から雷を吐き出した。凄まじい放電が周辺を照らし、遠雷のような轟音が響き渡る。だが、人影は危なげなく雷を躱かわしていた。

			　俺たちから見たら必殺の一撃でも、サンダーバードからしたら単なる牽けん制せいだったのだろう。サンダーバードたちが凄まじい速さで人影に突進していく。

			　遠くから見ているおかげで動きを追えるが、至近距離だったら姿を見失っているかもしれない。それくらい速かった。

			　ただ、人影には当たらない。どんな反射神経してるんだ。

			　こうやって見ていて、サンダーバードが怖おそれられる理由が良く分かった。空を飛べない者は手も足も出ず、速さと雷で一方的に狩られるだろう。同じ土俵に立てたとしても、サンダーバードの圧倒的な速度に付いていけなければ、結局同じことだ。

			　脅威度は以前戦った悪魔と同じだが、今の俺たちがあのサンダーバードに勝てるかどうかと言われたら厳しいだろう。あの時の悪魔と違い、サンダーバードは一切の制限がなく、その能力を完全に発揮できるのだ。しかも、配下のストームイーグルを従えている。むしろ、勝機は限りなく低かった。

			　あの人影は、本当に何者なのだろうか。

			　未だに鳥たちの攻撃はかすりもしない。繰り出される攻撃はことごとく空を切っていた。

			　仕切り直そうというのか、鳥たちが一旦距離を取る。だがその隙を見逃さず、人影の反撃が始まった。始まるというか、一回の反撃で全てが決着してしまったが。

			「剣がたくさん」

			『魔術？　いや、スキルか？』

			　人影が手を突き出すと、その周辺に膨大な数の剣が出現した。いや、マジで瞬間移動してきたみたいに、突然剣が湧いて出たのだ。召喚したのか、魔力を具現化して生み出したのか、他の何かなのか。一本一本から強い魔力を感じる。鑑定すれば、それぞれが魔剣級の力を秘めていると思う。

			　一瞬で生みだされた大量の剣が、そのまま高速で鳥たちに突撃していった。

			　速度は俺の念動カタパルトよりも遅いが、その数は脅威だ。何せ一〇〇本近くはあるだろう。しかもただ一直線に突進するだけではなく、まるで舞い踊るかのように複雑な軌道を描き、鳥たちを逃がさぬように追い込んでいるのだ。

			　剣の檻に閉じ込められて逃げ場のなくなった魔獣たちは、降り注ぐ剣に貫かれて一匹また一匹と落ちていく。

			　最後まで抵抗していたサンダーバードも、襲い掛かる剣の嵐に羽を穴だらけにされ、最後は特大の剣で首を刺し貫かれて力尽きたようだった。キリモミしながら墜落していく。

			「すごい」

			『ああ、だができれば関わり合いになりたくないな』

			　あの人影が善人かどうかもわからないのだ。もし、盗賊のような輩やからだったら？　俺たちでは到底勝てそうもないサンダーバードたちを、一方的に倒したのだ。絶対に敵対したくはない。

			　人影は倒した魔獣を回収しに行ったんだろう。水晶樹の方へと降りて行った。

			『俺たちの目的は達しているんだし、とっととバルボラへ帰ろう』

			「ん」

			「オン」

			　


			　謎の人影から逃げるような感じで、水晶の檻を脱出した俺たちは、一路バルボラ目指して急いでいた。魔獣を解体して、カレーを試作しないといけないのだ。

			「師匠、あそこ人がたくさん」

			『馬車を囲んでるのは護衛か？』

			「でも……なんか変？」

			　俺たちは街道の先に馬車の一団を発見する。五台の馬車が連なっていた。今日は月宴祭だし、ここからならバルボラまでは一時間くらいだ。近隣の村からバルボラへ向かう人々がいてもおかしくはないだろう。ただ、どうも様子がおかしかった。

			　車列は止まってしまっているし、微かに悲鳴みたいなものが聞こえる。よく見たら先頭の馬車には数本の矢が刺さっていた。

			『あれ、盗賊に襲われてないか？』

			　周囲の人間も護衛には見えない粗野な格好の男たちばかりだ。しかも馬車の方を向いて、剣を振り上げている。確実に盗賊の襲撃だ。どうやら先頭の馬車の車輪が破壊され、後続が逃げることもできないらしい。

			「助ける！」

			『ウルシ、飛ばせ！』

			「オン！」

			　空中から近づいてみると、数人の女性冒険者たちが最後尾で馬車を守るように盗賊と戦っているのが見えた。

			「おい！　あまり派手にやるなよ！　五体満足の方が高く売れるんだからな！」

			「ひゃはは！　わかってるよ！」

			「女冒険者は売る前に楽しめるしなぁ！」

			　盗賊たちの言葉を聞いたフランの視線が、スッと鋭くなる。闇奴隷商人に連なる相手ということで、盗賊たちがフラン自身の獲物になったのだろう。

			「二人とも頑張って！」

			「私たちが抜かれたら村の皆が襲われます！」

			「死ぬ気で防ぐー」

			　女性冒険者たちは村人の乗る馬車を守るため、体を張って盗賊たちを押し止めているらしい。かなり不利なはずなのに、逃げ出す素振りはない。いい根性だ。嫌いじゃないぞ。

			「いく！」

			『おう。リーダーっぽいのは……あれか』

			　後ろで部下に指示を出している、大柄な男。一人だけ良い装備を身に着けているし、あれが盗賊たちのリーダーに間違いないだろう。ステータスも少し高い。

			「はぁぁ！」

			「ぎゃぁ！」

			　宙をかけるウルシの背から飛び降りたフランは、最初に盗賊のリーダーを斬り捨てた。ただ、意識を奪って逃げられないようにしただけで、殺してはいない。情報を得るためだ。しかし、色々と聞き出すにはこいつだけで十分である。

			「他はいらない」

			「グルル！」

			　フランが目にも止まらぬ速さで、両サイドにいた盗賊の首を斬り飛ばす。

			「え？」

			「だ、誰だ！」

			「なんで子供が！」

			　盗賊も冒険者も突然の事態に混乱しているな。だが攻撃の手を緩めることなく、フランとウルシは盗賊たちの命を刈り取っていった。最後尾で女性冒険者を襲っていた奴らはフランが、迂回して前方の馬車を襲おうとしていた奴らはウルシが片づける。最後は、逃げ出そうとした盗賊たちを火炎魔術で一気に焼き払って終わりだった。これで生き残っている盗賊はリーダーだけだろう。

			「大丈夫だった？」

			　フランが声をかけても、冒険者たちは呆然としている。

			「……」

			　俺たちが現れて二分くらいの出来事だしな。正体不明の子供と狼が突然降ってきて、自分たちが苦戦していた盗賊団を蹂じゅう躙りんしてしまったのだ。事態についていけていないんだろう。

			「──エリア・ヒール」

			　とりあえず怪我しているようだから、回復をしておいてやる。すると、ようやく思考が戻ってきたらしい。

			「か、回復魔法なの？」

			「た、助かったー」

			「死ぬかと思いました……」

			　死と蹂躙の恐怖から抜け出した三人の女性冒険者たちは、安堵の表情でその場にヘナヘナと崩れ落ちる。しかし、すぐに表情を引き締めて立ち上がった。まだ護衛の最中だと思い出したのだろう。村人を見捨てて逃げなかったことといい、プロ意識をしっかり持っているようだな。

			　冒険者たちはフランに握手を求めながら、口々に礼を言ってきた。

			　フランとウルシに恐怖を覚えても仕方ない場面だが、命を救われた感謝の方が勝っているらしい。

			「私たちは緋ひの乙おと女めというパーティを組んでいます。助かりました」

			「私はランクＤ冒険者フラン」

			「その齢でランクＤ！　ただ者ではないと思いましたが、凄いですね！」

			　その時には馬車から村人たちも降りてきており、周囲で倒れている盗賊たちを見て顔を引きつらせている。普通の村人には刺激的な光景だよな。それでも、護衛の少女たちからフランに命を救われたと説明されて、それぞれが頭を下げていた。中には安堵から泣き出す者もいる。盗賊に襲われる恐怖は凄まじかったのだろう。まあ、盗賊の惨殺死体に怯えている可能性もあるが。

			　ただ、俺たちの目的は彼らを助けることだけではなかった。

			「おい」

			「グルル」

			　ヒールで傷を塞いでやった盗賊リーダーを叩き起こし、尋問を始める。

			「ひ、ひぃぃぃ！　命だけは助けてくれ！」

			「質問に答えるなら、殺さない」

			「な、何でも答える！　答えるから殺さないでくれ！」

			　フランの冷たい視線と、ウルシの低い唸り声が余程恐ろしかったのか。仲間の惨状を見たせいか。盗賊のリーダーは非常に素直だった。アジトの場所や、仲間が他にいるかなどの情報をあっさりと白状してくれる。やはり、すでに盗賊に捕まっている人々がいるらしいな。殺さずに捕まえてあるのは、バルボラで暗躍している闇奴隷商に売り払うためであるという。

			　フランの目的は、その闇奴隷に落とされそうになっている人々を助け出すことだった。正義感というよりは、闇奴隷商人たちに対する敵意からの行動ではあるが。

			　尋問が終わりに近づくころ、村長が冒険者のリーダー格の女性を伴って近寄ってくる。

			「あの、これからどうされるのですかな？」

			「こいつらのアジトに案内させる」

			「そ、そうですか……」

			　馬車の修理のために、しばらくこの場所に留まらねばならないらしい。助けた直後に魔獣や盗賊にでも襲われて全滅されたら寝覚めが悪いし、そこで俺たちはあることと引き換えに、ウルシを置いていくことにした。

			　修理の間の護衛であれば、ウルシで十分なはずだ。

			「これから、盗賊のアジトに向かって、捕まっている人たちを助け出してくる。その人たちを馬車に乗せてあげてほしい。その代わり、ウルシをここに残していく」

			　考えてみたら、盗賊のアジトに行って人々を救い出したとしても、連れて帰る手段がないのだ。最悪、歩いてもらうことになるだろう。だったら、その足を提供してもらえばいい。

			「この狼ですか……」

			　村長はちょっと不安げだ。ウルシ自身が怖いのもあるし、フランに直接護衛をしてもらいたかったのだろう。それでも、背に腹は替えられないと気づいたのか、村長は笑顔を作り、深々と頭を下げて礼を言った。

			「よろしくお願いいたします」

			「ウルシ、皆を守って」

			「オン！」

			　村人たちは未だに不安げな表情だが、ここはウルシに任せておけば大丈夫だろう。

			『じゃあ、行くか』

			「ん。歩け」

			「わ、わかったからあまり引っ張らないでくれ！」

			　盗賊のリーダーを連れて出発した俺とフランは、すぐに奴らのアジトへと到着していた。

			　まあ、道中は特筆するべきこともなかったので省略させてもらう。肝心のアジトは、襲撃場所から歩いて一五分程度の小山の麓ふもとに口を開いた洞窟だった。いかにもアジトって感じだな。

			　意外なことに、洞窟の入り口には魔術で隠蔽が施されていた。察知系スキルを使える俺たちでも、最初から案内されていなければ見つけるのに苦労しただろう。盗賊団とは言え、以外に侮れないかもしれない。

			　俺たちは気を引き締め直すと、慎重に制圧に乗り出した。これが結構骨が折れたね。何せ、外から見たら普通の洞窟っぽかったのに、中は整備され、要塞化されていたのだ。盗賊も二〇人以上残っており、抵抗も激しかった。弓を放つ位置なども計算されており、油断はできない。

			　また個々の力量も盗賊団とは思えず、剣技を使うそれなりの使い手も数人いた上、魔術師までいたのだ。傭よう兵へい団と言われた方がしっくりくるだろう。

			　因みに逃走用の裏口も当然のように用意されていたが、そちらは盗賊のリーダーに出口まで先に案内させて、火炎魔術をぶち込みまくって崩落させておいた。陽動にもなって一石二鳥だったね。

			　あとどうでもいいことだが、リーダーはボスじゃなかった。どうも部隊長クラスだったらしく、もっと強くて偉そうな奴らがアジトにはゴロゴロしていたのだ。面倒だから心の中でリーダーって呼んでたけどさ。そのリーダーも途中で死んだので、これで盗賊団は全滅ってことになるな。

			　リーダーは俺たちが殺したわけじゃないよ？　盗賊たちが反撃するために放った矢が、たまたまリーダーに当たってしまったのだ。まあ、先頭に立たせていたのも、傷を治さなかったのも確かだが。盗賊のリーダーは「や、約束が違う！　殺さないって！」とか言って喚いていたな。

			　だが約束は守ったぞ？　俺たちは手を下していない。盗賊の同士討ちなのだ。

			　アジトの牢屋には、七人の男性が捕らえられていた。戦士風の男が三人に、素人っぽい男が四人だ。

			　助ける前に一応鑑定してみたが、普通の冒険者と農民たちだった。フランが牢を壊して、縄を解いてやる。全員ここ数日に捕まったらしく、酷く衰弱している者はいなかった。回復魔術をかけてやれば、問題なく動けそうだ。

			「いやー、助かったぜ！」

			「まさかお嬢ちゃんみたいな子供に助けられるとは……」

			「いやいや、今の身のこなしに、牢を壊した手際。俺たちよりも強いだろ！」

			　冒険者たちは顔見知りではあるが、パーティを組んでいるわけではないらしい。それぞれが別々の場所で盗賊に捕らえられ、連れて来られたようだった。農民たちは同じ村の知人同士で、一緒にバルボラに向かっている途中に盗賊に襲われたという。お金が無くて護衛を雇っていなかったそうだ。

			「盗賊はかなりの数いたはずだが、外はどうなってるんだ？」

			「全部片づけた」

			「はぁ？　ぜ、全部って、全部か？」

			「ん？　うん」

			「いや、確かに気配がない。本当だろう」

			「強いとは思ったが、そこまでか……。ここの盗賊団、捕まって分かったが、異常なほどに人数が多くて、実力者ぞろいだったってのに」　

			　やはりただの盗賊団ではなかったか。捕らえられていた三人はバルボラの冒険者であるため、この辺の盗賊団の情報は持っていた。だが、五〇人規模の盗賊団など、過去にも聞いたことがなかったらしい。他から流れて来た、傭兵団崩れだったのかもしれないな。

			「なあ、これからどうするんだ？」

			「ん？　もう用はないから、皆のところに戻る」

			「仲間がいるのか？」

			「仲間じゃない。けど、待ってる」

			「ま、まあ、他にも人がいるって言うのは分かった。ただ、この規模の盗賊団なら、かなり貯めこんでいると思うが……」

			「ん？」

			　冒険者の一人が説明してくれる。盗賊団を討伐した場合、そのアジトなどのお宝は討伐者の物になるんだそうだ。お金や武具に名前が書いてあるわけでもないしね。

			　そこで、彼らを引き連れてアジトの中を探索してみることにした。そして、地下で倉庫を発見する。宝物って感じではないが、武器などと一緒に食料品や衣料品が置いてあった。売ったら少しはお金になるか？

			　その中で俺たちの目を特に引いたのは、劣化防止効果のある魔法袋に入った、汚い木の根っこのような物だった。鑑定してみると、キュア・ターメリックとなっている。これは一見すると太いゴボウのようだが、実は魔法植物の根っこなのだ。きちんと処理すれば状態異常を回復する効果を発揮する上、香辛料としても使える高級品だった。それが大量に積み上げられているのだ。

			『おいおい、すげーいい物見つけたな！』

			　料理スキルのおかげで、これの味がどんなものかも理解できる。分かりやすく言うと、ウコンに近い味だ。しかも旨味も十分に含まれている。カレーに使えば、一層味に深みとコクが出るはずだった。癒やし効果よりも、そっちの方が今の俺には嬉しい。欲しいと言って、すぐに手に入る物ではないのだ。本当にラッキーだったな。本来の持ち主には申し訳ないが、ここは俺たちが有効利用させてもらおう。

			　狂喜する俺たちの後ろで、冒険者たちが何やら話し合っている。どうやらこの倉庫の中に、彼らの装備品が放り込まれていたらしい。それをどうにか返してもらえないかと、相談していたのだ。一応、この倉庫の中にある武具は現在はフランに所有権があるわけだしね。

			　話を切り出したのは一番年かさの男だった。

			「な、なあ。ちょいと相談があるんだが……」

			「なに？」

			「そのだな。この中に俺たちの装備品があるんだが、返してもらうわけには行かないだろうか？」

			「も、もちろんタダとはいわないぜ？」

			「そうそう。武器を返してもらえたら、荷物運びでも何でもやるぜ？」

			「俺たち三人で運べば、半分以上はもち出せるはずだ」

			　なるほど。普通に考えたら、ここの戦利品をフラン一人で全て持ち出せるわけがない。荷物持ちとして戦利品の持ち出しを手伝う報酬として、装備品を返してもらいたいってことか。

			「だから──え？」

			「ん？」

			　あ、こら！　まだ冒険者が話をしてる途中でしょうが！　香辛料を次元収納に仕舞うんじゃない！

			「じ、時空魔術が使えるのか。そうか……」

			「さすがだな……」

			「俺たちなんか必要ないよな……」

			　皆、必死のアピールが無駄に終わって悲しそうな顔だ。

			（師匠、返してあげていい？）

			　おっと、ちゃんと話を聞いてたか。

			『まあ、いいんじゃないか？』

			　凄い魔力の籠った、最高級武具なんかは置いてないしね。そもそも魔法武具を揃えているようなレベルの冒険者だったら、盗賊に捕まったりしないだろう。

			「自分の物があるなら、取っていいよ？」

			「え？　いいのか？」

			「ん。私には必要ないから。その代わり、お願いがある」

			「で、できる事なら何でも言ってくれ！」

			「私たちは料理コンテストに出る。その時に買いに来て、他の人にも宣伝して。そっちの人たちも約束してくれるなら、持ち物を全部返してもいい」

			「そんなことでいいのか？　勿論だ！」

			「たくさん買うよ！　そんなに高級じゃないよね？」

			「宣伝しまくります！」

			　冒険者たちも農民たちも、フランに感謝感激である。屋台の宣伝をするだけで所持品が返って来るなんて、普通はありえないだろうしな。彼らに返す装備品や荷物以外をせっせと収納していたら、斥せっ候こうタイプの冒険者が何やら壁をコンコンと叩き始めた。

			「なあ、この向こう、部屋がありそうだぞ？」

			　どうやら隠し部屋になっているようだ。壁を触りながら、入り口を探し始める冒険者。だがそんなまだるっこしい真似を、フランが待っていられるわけがない。

			「どいて」

			「あ、ああ。でも、扉もないのにどうす──」

			　ドゴン！

			　フランが剣聖技を放って、壁を一撃で破壊していた。剣の一振りで岩の壁に穴を開けたフランを、冒険者たちが呆然と見ている。改めて実力差を実感したんだろう。

			『ほほう。宝物庫だな』

			　金銀財宝がザックザクという感じではないが、それなりに金貨や銀貨が貯めこまれている。あと、変な箱が大事そうに置いてあった。鉄製の頑丈そうな箱だ。蓋を開けてみると、謎の液体に満たされた不思議なガラス瓶が一本だけ入っていた。青っぽい溶液の中に、淡い光の玉がユラユラと揺れている。一見するとポーションのようにしか見えないが、ただのポーションではないだろう。かなり強い魔力を感じ取ることができる。また、箱の内側にはクッションのようなものが取り付けられ、明らかにこの瓶を保護しようとしているのが分かるのだ。

			『鑑定してみるか』

			　だが何か魔術的効果なのか、鑑定が通用しなかった。辛うじて名前だけが分かる。魔ま魂こんの源みなもとというらしい。どんな効果があるかも分からないし、開封するのが怖い。それに、貴金属類よりも厳重に安置されていたところを見るに、結構な貴重品の可能性があった。とりあえず次元収納に入れておこう。

			『頂くものも頂いたし、そろそろ戻るか』

			「ん」

			　結構時間をくってしまった。予定通りだったら、もうバルボラに戻っているはずだったのだ。

			　フランは助け出した男性たちを連れて、馬車のもとまで戻る。

			　途中で腹が減ったという男性たちに串焼きやサンドイッチを振る舞ってやったら、農民の男たちは泣きながら食べていたな。なんだかんだ言って不安だったんだろう。それに釣られるように、冒険者たちも目を潤ませて感謝の言葉を口にしていた。この分ならきっちり宣伝もしてくれそうだね。

			「あ、戻って来た！」

			「おーい！　こっちこっち！」

			　馬車も無事に修理が済んでいるようだな。盗賊たちの死体はかたづけられているが、それとは別に明らかに大きな獣に噛み殺されたと分かるゴブリンの死体が数匹転がっている。やはり待っている間に襲われたらしい。ウルシを残して行って良かった。

			「無事だったのね？　まあ、あなたが盗賊如きにやられるとは思っていませんでしたが」

			「ん。楽勝で大漁」

			「馬車の方はばっちりよ。それで、そっちの人たちが、盗賊に捕まってた人たちかしら？」

			「おう。フラン嬢ちゃんに命を救われたよ」

			　盗賊のアジトでの戦闘を簡単に説明しつつ、手早く出発の準備を整える。

			　馬車は五台もあるので、助け出してきた男性たちもギリギリ乗ることができた。まあ、ぎゅうぎゅうに詰めて、なんとかって感じだが。

			　先頭の馬車にはフランも乗り込んでいる。あと一時間くらいでバルボラという事もあり、俺たちは彼らを護衛しながらバルボラへ戻ることにしたのだ。まあ、色々とコンテストの情報も聞けたし、黒しっぽ亭の宣伝もできた。なかなか有意義な時間だったね。

			　


			　一時間後。無事にバルボラに到着した俺たちは、村人や冒険者たちと別れ、その足で冒険者ギルドにやってきていた。水晶の檻で入手した魔獣を解体するためだ。

			　解体室の使用を申請すると、すぐに地下の部屋に案内してくれた。

			『アレッサよりも相当広いな』

			　これなら余程大きな獲物でも解体できるだろう。水を生み出す魔道具なども完備してあり、設備面でもアレッサ以上だった。

			『じゃあ、まずはグリンブルスティからだ』

			「わかった」

			　俺は次元収納から金猪を取り出す。

			『よし、血抜きから行くぞ』

			「ん」

			　新鮮な魔獣の血は、薬や食材にも使える場合がある。なので、抜き取った血は念動で受け止め、そのまま次元収納に逆戻りだ。食用に向かない内臓なども、捨てずに確保しておいた。

			「牙、凄い太い」

			『毛皮も高く売れるらしいぜ』

			　肉が欲しかっただけだが、素材もそれなりに手に入ったな。アピス、グリンカムビも順調に解体できた。これで豚、牛、鳥のカレーを作れるだろう。まあ、カレーに合う部位と合わない部位もあるから、ゲットした肉が全部使える訳じゃないけどね。

			『肉以外の素材は売っちゃおう』

			「ん。その後はどうする？　ルシール商会？」

			『いや、まだ調べたいこともある』

			　盗賊のアジトで入手した、謎のガラス瓶の正体が知りたいのだ。これだけ大きな町なら錬金術師もたくさんいるだろうし、誰かに話を聞けないか？

			　そんな事をフランと話し合った三〇分後。売却した魔獣素材の代金を受け取った俺たちは、冒険者ギルドの三階にいた。受付で錬金術師を紹介してほしいと頼むと、バルボラ冒険者ギルド専属の錬金術師をお勧めされたのだ。受付のお姉さん曰く、かなりの凄腕であるという。

			　ギルドの専属と言うからには、本当に腕が良いに違いない。俺たちはその錬金術師に、謎のガラス瓶の鑑定を依頼することにした。

			　コンコン。案内役のエルフのお姉さん（五〇歳）が一つのドアをノックする。ドアには「ユージーン研究室」とあった。この辺は生産系の施設が集まっている区画みたいだな。他のドアには医務室や工房という文字が刻まれている。

			「どうぞー」

			「失礼します」

			　部屋の中にいたのは、ゆったりとしたローブを着込んだ壮年男性だった。背中まで伸ばした白髪交じりの長髪をオールバックにしている。柔和な笑顔に、知的なイメージを与える丸メガネ。いかにも学者や研究者といった雰囲気を纏っている。痩せてはいるが、背はそこそこ高いかな？

			　ただ、瞳がかなり変わっていた。白目の部分が墨を落としたように黒く、虹彩が綺麗なエメラルド色だったのだ。しかも瞬きを一切せず、ちょっと不気味でさえあった。

			　あと、生え際の辺りから何か細長い物が生えている。触覚だろうか？　目といい触覚といい、かなり恐ろし気な姿だ。フランやエルフのお姉さんが普通に接してるので軽く驚くだけで済んだが、町の外で出くわしていたらかなり警戒していたと思う。

			「ユージーン先生。この子が話を聞きたいと」

			「へぇ？　ずいぶん可愛らしいお嬢さんだけど、冒険者なのかい？」

			「ん。ランクＤ冒険者のフラン」

			「ランクＤ？　それはすごいね」

			　半はん蟲ちゅう人じんという種族らしい。獣人の蟲むし版ってとこかな。しかも半ということはハーフなのだろう。

			　目と触覚は蟲人の特性を受け継いだらしい。でも、ハーフでこれなら、普通の蟲人はもっと蟲っぽいんだろうか。ちょっと興味がわいたな。

			　それに、腕利きって言うのは本当だろう。鑑定してみると錬金術がカンストして、上位スキルの錬成術も所持していた。称号にもアイテムエキスパート、ポイズンマスター、ポーションマスター、錬金の達人と、錬金術に関係する称号が揃っている。これは期待できそうだ。

			　錬金術師に勧められた椅子に腰かけると、丁寧に自己紹介をしてくれる。

			「では改めて。私はユージーン。冒険者ギルドの専属錬金術師をやっているんだ」

			　これだけの腕を持っているのに、錬金術ギルドには所属していないのだろうか？

			「錬金術ギルドには入ってない？」

			「ははは。そうなんだ。昔は所属していたんだが、弟子の不祥事の責任を取ってね。そこを冒険者ギルドに拾われたという訳さ」

			「でも、ユージーン先生は全然悪くなかったじゃないですか。すでに独立した弟子の不祥事の責任なんて、難癖もいいところだし」

			　エルフのお姉さんがお茶を出しながらユージーンを擁護する。色々と事情がありそうだな。

			「それでも、彼が悪事を働き、それに私から教わった技術が使われたことは確かだからね」

			「それでも追放処分はやりすぎだと思います！」

			　お姉さんは少し怒った口調で、錬金術ギルドに対して良い印象を持っていないことが分かるな。それだけユージーンが慕われているということかもしれないが。

			「ユージーンが冒険者ギルドに入って、錬金術ギルドとの仲は悪くならない？」

			　フランの疑問ももっともだ。追放処分にした相手があっさりと他の組織に拾われたら、錬金術ギルドも良い気持ちはしないだろう。

			「なったわよ？　それこそ錬金術ギルドのギルドマスターが代替わりするまでは、日常的に嫌がらせとかあったし」

			「それも五年前までじゃないか。今のギルドマスターは穏健派だしね」

			「でも、未だに嫌みとか言ってくる人はいますよ？　冒険者を敵視してる錬金術師もいるし」

			　ギルド同士の仲にまで影響が出てるらしい。それでユージーンは冒険者ギルドの中で立場を悪くしないのだろうか？　錬金術ギルドと仲悪かったら、冒険に必要な道具の大半が入手困難になると思うが。恨みがユージーンに向きそうなものだ。

			「ユージーンは冒険者に嫌われないの？」

			「それはないわ。むしろ感謝している冒険者が多いんじゃないかしら？」

			「なんで？」

			「先生が後進の錬金術師を育ててくれたおかげで、うちのギルドで独自にアイテムを生産できるようになったの。そのおかげで錬金術ギルドの独占じゃなくなって、価格競争が起きたわ。結果として、様々なアイテムの値段が下がって、冒険者にとっては助かったってわけ」

			「まあ、そのことを未だに根に持っていて、文句を言ってくる錬金術師がいるけどね」

			　なるほどね。錬金術ギルドを追放されたユージーンには気の毒だけど、そのおかげで俺たちは凄腕の錬金術師を簡単に紹介してもらえたのだから、ラッキーだったな。

			「でも、今じゃ錬金術ギルドと連携もしてるし、人材の交流だって始まったじゃないか」

			「まあ、そうですけどね。錬金術ギルドから派遣されてくる錬金術師って、どうもやる気が感じられないんですよね。そのくせ、こそこそとこちらを調べてる感じもするし」

			　錬金術ギルドへの文句をブツブツと呟く女性が去った部屋で、改めてユージーンが椅子をすすめてくれる。

			「では、お話を聞く前にこちらをどうぞ」

			「ありがとう」

			　お茶かな？　黒くて、ウーロン茶っぽい見た目だ。

			「ん」

			　フランがズズッとお茶を啜すする。フランは猫舌なので、ちょっとずつしか飲めない。そこは猫っぽいんだよな。

			「あれ？　何ともないかい？」

			　ユージーンがお茶を飲んだフランを不思議そうに見た。どういうことだ？　まさか毒？　だが、鑑定をしてみても、オーボ茶という普通のお茶だ。フランの状態にも問題はないし……。

			「いやね、僕は大好きなんだけど、初めて飲んだ人はあまりにも苦くて吹き出したりするからさ。今じゃ、それを見るのが楽しくてね。お嬢さんは平気かい？」

			「ん。おいしい」

			「それは嬉しいな！　このお茶の良さを分かってくれるなんて！」

			　センブリ茶的な物なのか？　好きな人は好きだけど、それ以外の人には合わないっていう。

			「苦いけど、ちゃんと美味しい」

			　フランは結構舌が鋭いからな。単に苦い辛いだけではなく、その中に含まれる旨味や甘みをしっかり感じ取るだけの舌を持っているのだ。だからこそ、ゲテモノだろうが何だろうが、美味しければ食べるんだけどね。

			「うんうん。そうだよね！　同志ができてうれしいよ。茶葉いるかい？」

			「ぜひ」

			　フランが頷くと、ユージーンは茶葉の入った小袋を持ってきた。それを渡す間も上機嫌だし。自分の好物の味を分かってくれる相手ができて本当に嬉しいんだろう。

			「この茶葉を使えば、こんなにおいしいお茶になる？」

			「実はもう一つ秘密があってね。魔力水を使ってるんだ。まあ、特殊な効果のない、わずかに魔力を帯びただけの水なんだけどね」

			「魔力が入ってると、美味しいの？」

			「おや、知らないのかい？　人間の舌には魔力を感じる部分があってね。だから魔獣肉なんかを美味しく感じるんだが、魔力水でも同様なんだ。魔力の込められた水でお茶を入れたり、スープを作るとそれだけで大分違うのさ」

			「魔力で美味しく感じるなら、料理に魔力を注いだら？　どんな料理でも美味しくなる」

			　なるほど。そりゃそうだ。旨味を足すようなものだしな。

			　だが、ユージーンは残念そうな顔で首を横に振った。

			「いや、それは無理だね。魔力にも種類があり、元々素材が持っている魔力じゃないと、むしろ不味くなるらしい。この魔力水も、湧き出る時から魔力を含んでいる自然の魔力水だからね。でき上がった料理に魔力を注いで美味しくするというのは無理だと思うよ」

			　うーん、残念。コンテストの秘策になるかと思ったのに。そう上手くはいかないってことだな。

			「それに、あまり魔力が強すぎるのも良くないんだ」

			「そうなの？」

			「ああ、余りに魔力が強い物を食べ過ぎていると、そのうち魔力の刺激だけを追い求めるようになって、他の味がよく分からなくなるらしい」

			　人間でも激辛じゃないと物足りなくなったり、何にでも砂糖をかけたり、味覚がおかしくなっている人がいる。魔力でも同じなのかもしれない。

			「例えば魔族なんかは生来魔力が高く、魔力を感じ取る能力も強い。彼らは魔力の高い食事を好むらしい。だが、幼い時から魔力の高い食事をとり続けるせいで、他の味覚が我々とは大分違っているらしいよ。というか、魔力さえこもっていれば他はどうでも良いらしい。昔、魔族の知人に手料理を振る舞ってもらったことがあるが、完食するまでに地獄を見たね」

			　そうなのか……。そう言えば以前、魔族の死霊術師であるジャンの研究所で食事をごちそうになった時、フランがそうとう苦労していたな。フランがゴハンを残す姿なんて、あの時しか見たことが無い。あれも、ジャンの舌が魔力でおかしくなっていたせいなのだろう。

			　俺もフランの食事に気を付けないといけないな。魔力に頼るんじゃなくて、隠し味の一つくらいに考えておこう。俺が今後の食事に関して決意を新たにしていると、フランがお茶を飲み終わったらしい。カップを返して、ペコリと頭を下げる。

			「おいしかった。ごちそうさまでした」

			「いえいえ、お粗末様でした。じゃあ、改めてお話を伺おうかな」

			「この瓶を見てもらいたい」

			「ほう？」

			　フランが鉄の箱を取り出し、中から魔魂の源を取り出してユージーンに手渡す。

			　さすがに凄腕錬金術師なだけあり、すぐにその正体を看破したようだ。

			「魔魂の源か。面白い物を持っているね」

			　ユージーンは顎あごに手を当て、驚きの表情を浮かべている。どうやら珍しいものであるらしい。

			「盗賊のアジトにあった。何に使う物？　魔法薬？」

			「いや、魔法薬の範はん疇ちゅうといえばそうかもしれないが……。これは人工魔石を作るのに使うんだ」

			「人工魔石？」

			「使い魔などを作る際に使うのさ。これはその魔石の大元になる物なんだ。鑑定がしづらいという事は、それだけ格が高い、強力な魔石になるってことだからね」

			「価値は？」

			「うーん、最低一〇万。最大で一億」

			　い、一億？　めっちゃ高いな！　でも、生み出すことができる魔石次第では、それくらいの価値があるってことか！　しかも格が高い魔石ができそうだって言ってたし……。

			「どんな魔石が生まれるか、分からない？」

			「残念ながら。普通は鑑定して判別するんだけど、この魔魂の魂には鑑定が通用しない。となると、製作元に問い合わせるしかないけど……」

			　ユージーンがガラス瓶や、鉄の箱を隅々まで確認する。

			「刻印も何もない……。どこで作られたのかも分からないね……」

			「でも、他には何もなかった」

			「そうか。だとすると、現状では時間をかけて調べるしかないね」

			「……魔石にはできないの？」

			　確かにな。分からなくても、魔石にしてしまえば関係ない。だが、そう簡単な物ではないらしい。

			「魔魂の源を魔石にするために必要な機材や魔法薬が、その魔石によって違うからねぇ。まずはこの魔魂の源が何の魔石の物なのかを調べなくては、魔石にすることもできないかな」

			　適当に作ってしまうという訳にもいかないらしい。魔石にできるのなら俺が吸収することもできたのにな。となると、正直使い道もないし、これはしばらく収納の肥やしになりそうだった。

			「何の魔魂か調べるのにはどれくらいかかる？」

			「早くとも三日。長ければ一〇日というところかな？」

			　あれ、意外と早いな。もっと何ヶ月もかかるもんだと思っていた。フランもそう思ったのだろう。少し驚いている。

			（師匠？）

			『うーん、預けちゃってもいいか……』

			　ユージーンは信用できそうだし、持ち逃げしたりもしないだろう。そもそも、そんな真似をしたら冒険者ギルドから追われることになるしね。

			「それにしても……」

			　ユージーンが鉄の箱を難しい顔で睨んでいる。

			「どうしたの？」

			「これは刻印が無いものの、錬金術ギルドの薬輸送用箱にそっくりだ。間違いなく、製作と輸送に国内外のどこかのギルドが関わっていると思う」

			「でも、私は盗賊のアジトで手にいれた」

			「そうなんだよね……だが……」

			　何やら悩み始めてしまったな。

			「どうしたの？」

			「いや、済まない。ちょっと疑問がね」

			「疑問？」

			「君も冒険者だし、発見者でもある。話してもいいか。普通はね、これほど強力な魔力を発する魔魂の源を紛失するなんて、相当な事件なんだ。絶対に冒険者ギルドなどに連絡があるはずだし、奪回願いを依頼として持ってくるはずだ」

			「それがない？」

			「ああ。聞いてないね。魔魂の源は、国によっては作成自体が制限されているし、紛失したということを黙っているなど、ばれた場合は問題になる可能性もある。そもそも、こんな物をどこで使う予定だったのか。錬金術ギルドに問い合わせる必要があるね」

			　それは構わないが、俺たちのことは黙っていてほしいんだが。

			「それは無論だ。フランさんの名前は出さないと誓おう」

			　嘘じゃないな。なら仕方ないか。それなりの大事になりそうな話だし。まあ、だからこそ名前を出されたくはないんだが。

			「わかった」

			「ありがとう」

			「あと、魔魂の源も預けたい。何の魔魂か、調べてもらってもいい？」

			「いいのかい？　かなり貴重な物だけど？」

			「ん。信用できる」

			　フランが真っすぐな目で見つめながら頷くと、ユージーンは照れた様子で頭をかいた。子供にここまで真っすぐに信頼の言葉を向けられると、確かに照れくさいかもね。

			　だが、ユージーンはすぐに真剣な顔に戻ると、魔魂の源を大事そうに手に取った。

			「分かった。これは預かるよ」

			「ん。お願い」

			　これで魔魂の方は問題ないだろう。遅かれ早かれ、正体が判明するはずだ。その後フランはユージーンとがっちりと握手をして、その研究室を後にした。

			　


			「計画に狂いが生じたということじゃが？」

			「闇奴隷商が摘発された」

			「なに？　レイドス王国との繋ぎに使っていた奴隷商どもかの？」

			「うん。なぜこの忙しい時期にそんな真似をしたのかは分からないけど、領主が直接指示したようだね」

			「領主が？　そちらは手を打っていたはずじゃが？」

			「どうも月宴祭に合わせてやってきた他国の来賓の強い要望があったようだよ。おかげで、利用を計画していた闇奴隷の多くが騎士団に保護されちゃった」

			「それはまずいの」

			「しかも例のアジトが何者かに襲撃されて、用意していた素材などを強奪されたらしい」

			「キュア・ターメリックもか？」

			「うん、やられた」

			「ちっ。何者じゃ？」

			「どうやら、冒険者とかちあってしまったようだね……」

			「あれは盗賊団のふりをしていても、例の商会が集めた傭兵たちが主体だったはずじゃろう？　たかが冒険者にそう簡単にやられるかの？」

			「運悪く高位の冒険者に発見されてしまえば、あり得るでしょ。所詮は傭兵崩れたちだし」

			「ふむ……厄介な。計画のズレは修正可能か？」

			「そこは何とも……。例のモノを作るのに、キュア・ターメリックが必要不可欠だからさ」

			「他の物では代用できんのか？」

			「無理だね。いや、研究する時間があれば可能だろうけど、すでに計画は動き出しているんだよ？」

			「そうじゃのう。備蓄で何とかやりくりするしかないか」

			「うん。あとは儀式でどうにかしてもらうかなんだけど」

			「そちらは任せてもらおう。少々準備が難しくはなるが、やれんことはないからのう」

			「お願い」

			「うむ。そうなると、例の娘の身柄がぜひとも欲しいところなんじゃが？」

			「あれね。そちらも少々厄介なことになっているようだよ」

			「孤児院に借金を背負わせることには成功したのじゃろう？」

			「でも、彼の御仁の弟が少々暴走したようでね。勝手な真似をして、計画が狂っているみたいなんだ」

			「本来では、借金の代わりに、あの娘を奴隷として手に入れる予定じゃったろう？」

			「うん。でも娘じゃなくて秘伝のスープのレシピとやらを要求したせいで、まだ娘の身柄を確保できていないみたいなんだ」

			「何じゃそれは？　まったく、どいつもこいつも……」

			「まあ、計画の事など知らぬ道化だから。事の重大さも分かっていないんでしょ」

			「まあまだ数日ある。その間にどうにかさせるしかあるまい」

			「うん。こちらでも打てる手は打つよ」

		

	
		
			第三章　月宴祭の夜

			　


			　冒険者ギルドを出た俺たちは、この後どうするか相談していた。

			『ルシール商会に行って、材料を仕入れる。で、例の調理場に案内してもらおう』

			「ん」

			『あと、行く途中に孤児院があるはずだから、ちょっと覗いていこうぜ』

			「孤児院？」

			『優勝候補らしいじゃないか』

			「でも、行っても別にごはん食べれるわけじゃない」

			『まあそうだけどさ』

			　聞いた話、ほとんどの屋台は拠点となる場所の前から動かないらしい。竜膳屋の屋台であれば、竜膳屋の店舗前。孤児院であれば、孤児院の建物の前だ。その方が補給もスムーズに行えるし、知名度も利用できるからな。だったら、ライバルの場所を把握しとくくらいはしておいても良いだろう。どうせ商会に行く途中なのだし。

			　ということで、噂の孤児院がどんな場所なのか、ちょっと冷やかしに行っただけだったんだが……。

			「きゃぁぁ！」

			「うわーん！」

			「おらぁ！　責任者出て来いや！」

			　子供の悲鳴と、ガラの悪い男の怒声が耳に飛び込んできたのだった。

			　孤児院の敷地をぐるりと囲む石壁の向こうから聞こえてくるようだ。これは穏やかではない。

			　無視もできず、俺たちは入り口からコッソリと敷地を覗いてみた。

			「このレシピ、見覚えがねーとは言わせんぞ？」

			　いかにもチンピラ然としたモヒカンの男が、小さな紙きれを前に突き出して、怒鳴り声を上げている。対して、子供たちを背後にかばって男と対峙しているのは、修道服に似た地味な服を着込んだ少々痩せ気味の中年の女性だ。痩せているというか、やつれている感じだな。

			「み、見覚えはありますよ？　でも、それを渡せばもう手を引いてくれるっていう約束だったじゃないですか」

			「俺はテメーらがコンテストで販売するスープのレシピを渡せっていったよな？」

			「だ、だから渡したじゃないですか？」

			　単なる金銭トラブルとか地上げじゃないみたいだな。レシピとか言ってるし、料理コンテスト絡みか？

			「こんな、少々とか適量ばかりの不完全なレシピで誤魔化されると本気で思ってんのか？」

			「いえ、でも、普段から計量なんかしてないし……」

			「はあ？　そんなわけあるか！　適当に調味料ぶち込んだだけのクズ野菜スープで、予選突破できるわきゃねーだろうが！」

			「でも、本当に普段から調味料の量なんか測ってないんですぅ！」

			　男が手に持っている小さい紙きれには、噂の孤児院特製スープのレシピが書かれているらしい。何らかの手段──まあ、あまり穏便な感じではないが──を用いて手に入れたレシピが不完全だと怒っているみたいだった。男の言葉通り、適量とか少々ばかりだったら不完全と言うのも分かる。

			　ただ問題なのは、言い訳をしている女性が全く嘘をついていないという事だった。

			　本当に普段から計量をしていないらしい。それで、昨年度四位の味が出せるっていうのか？　興味あるんだが。

			　鑑定してみると、この女性──イオさんは凄かった。なんと、料理９、鋭敏味覚、食神の加護というスキルまで持っている。本気で料理の神様に愛されてるじゃねーか。

			　この人にとって適量とか少々っていうのは、その時その時の最適な分量っていう意味なんじゃないか？　それを無意識にフィーリングで行えるからこその適量であり、少々なんだろう。その結果、その材料で出せる最高の味を出せて、安い材料でも凄まじく美味しくなるのだ。

			　だが、男はそんなこと分かっていない。

			「意味不明なこといってんじゃねーぞ！」

			「ひぃぃぃぃ！」

			　まあ、こうなるよな。

			（師匠、助ける）

			『あまり手荒にするなよ？』

			　場合によっては孤児院に迷惑がかかる。

			（ん、分かった）

			　そして、フランが飛び出した。音を殺し、一瞬で男との距離を詰める。背後から忍び寄ったフランには全く気付いてないな。

			「いいか。もうレシピだけじゃ済まさねー！　違う物を差し出せ！　あのシャルロ──がっ！」

			　フランの蹴りがチンピラの後頭部を撃ち抜いた。一発で意識を刈りとられた男が、白目をむいて前のめりに倒れ伏す。

			　あっれー？　手荒にするなって言ったら、分かったとか言ってなかったか？　言ってたよな？

			『フランさん？　手荒だけど？』

			（？　殺してない。斬ってもいないよ？）

			　手荒の定義って何だったっけ？　まあ、やっちまったものは仕方がない。とりあえず男は寝かせておくか。

			「え？　え？」

			「大丈夫？」　

			　事態が飲み込めずに目を白黒させているイオさんに、フランが歩み寄って声をかけた。

			「は、はい。えっと、何が何だか……ああ、大丈夫ですか？」

			　イオさんが、直前まで自分を脅していた男を心配して駆け寄る。うーん、全身からにじみ出るお人好し感はだてじゃないな。だが、男の厳つい顔に怯えて近寄れないみたいだ。気は弱いらしい。

			「ど、どど、どうしましょう。か、顔怖い……」

			「死にはしないから放っておいて平気」

			　パニック状態のイオさんをなだめて、何があったのか事情を聴いてみた。

			　その間、ウルシは子供たちの相手だ。最初は怖がられて、泣いてた子がさらに泣き出してしまっていたが、腹を出して仰向けに寝転んで媚を売っていたら段々と打ち解けて来たらしい。数分であっと言う間に子供と仲良くなっていた。

			　イオさんは混乱し過ぎて会話が上手く成立しなかったが、それでも辛抱強く話を聞くと、何とか事のあらましが理解できた。

			　バルボラ孤児院はここ数年、領主からの援助を打ち切られてしまい、金策に走っていたらしい。

			　元々お金がある訳ではなかったが、それからは日々食事ができるだけでもありがたいという有様。事後報告のように領主の判が押された正式な書類が送られてきたので、納得いかずに役人に訴えたのだが取り上げてはもらえなかったという。だが、捨てる神あれば拾う神あり。そこに手を差し伸べてくれる商人が現れた。安い金利で金を貸してくれるという話だったので金を借りたそうなのだが……。

			「返済期日が異常に厳しかったんです。二ヶ月で三〇万ゴルドなんて無理に決まってますぅ。でも、待ってほしいって頼みに行こうにも、どこにいるのか分からないらしくて」

			「？　どこにいるのかわからない？」

			「はい、院長が手を尽くして行方を捜しても、見つからないらしくて。どうやらバルボラで登録している商人さんじゃないようなんです」

			　そうやって捜している内にも時間は過ぎ去り、さらに利息はかさむ。

			　うーむ。きな臭い。というか、完全に黒じゃね？　金に困っている相手に善人面して近づき、騙して高利で金を借りさせる。そして直ぐに返済を迫る。下手したら借用書の内容を改かい竄ざんするくらいはしてるかもな。そして、返せないなら、他の物をいただく。

			　ちょっと変なのは、要求がスープのレシピってところだが。普通は土地とかじゃないか？

			「あのチンピラは、その商人の部下？」

			「はい。返済を待つ代わりに、レシピを渡せって」

			　やはりコンテスト絡みの不正か？　だとしたら、かなり事前から仕込まないといけないが。しかも、三〇万ゴルドも使って。いや、かかっている経費はもっと多いだろう。

			　そこまでして、得るのがレシピだけとは思えない。だが、出場を取りやめろとか、そう言う要求もないみたいだな。

			　やっぱりよく分からなかった。男から話を聞きたいところだが、下手に暴力沙汰にすると孤児院にも迷惑が掛かるだろう。それに、直接俺たちに何かされた訳じゃない。自分たちで首突っ込んで、変な裏組織と敵対することになってもつまらなかった。

			（師匠、この男どうする？）

			『うーん。仕方ない、このまま放置は寝覚めが悪いし、ちょっと小細工するか』

			（ん！）

			　こうなると、チンピラにフランの姿を見られていないのは好都合かもしれなかった。色々やりようがあるからな。俺はこの後どうするか軽くフランと話し合い、演技プランを教え込む。

			『──って感じだ。できるな？』

			「ん！」

			『よし、じゃあ頑張れよ』

			「わかった──ヒール」

			「う？」

			　フランがチンピラにヒールをかけると、計画通りに目を覚ます。よしよし、第一段階はクリアだ。

			　まだ頭が痛むようで、後頭部を押さえているな。

			「目覚めた？」

			「あ？　俺は一体……」

			　しかも都合よく、前後の状況が飲み込めていないようだった。これなら言いくるめられそうだ。

			「話の途中に急に倒れた」

			「俺がか？」

			「ん。私は偶然通りかかった冒険者。たまたま回復魔法が使えたから、助けてみた」

			　そう、男が倒れたことに俺たちは無関係ですよ作戦である。むしろ、助けてやったんだと恩を売るのだ。

			「後頭部に何か……」

			「倒れた時に、後頭部を打ったっぽい」

			「そう、なのか？　あれ？　そうだっけ？　ま、まあ、面倒掛けたな」

			「急に倒れるのはヤバい病気の証拠。会話中に倒れて意識を失うのは末期かも知れない。死ぬかも」

			「ええ？」

			「全身から血を噴き出して、激痛に絶叫しながら、悶もだえ苦しむ」

			　いや、不安を煽れって言ったけど、ちょっと言い過ぎじゃないか？　さすがに素人のそんな言葉を信じるか？

			「な、なに？　まじか？　ど、どうすればいい？」

			　信じたよ。回復魔術を使えるっていうことで、専門家だと思われてるのかもしれないな。

			「今日はもう帰って、休んだ方がいい」

			「そ、それだけでいいのか？」

			「ん。すぐ寝ればたいていはどうにかなる」

			「な、なるほど！　お、おい。今日はもう帰ってやる。ま、また来るからな！」

			　寝起きの混乱と相まって、男はフランの大根演技をあっさり信じたようだ。孤児院の面々に啖呵を切ると、這ほう這うの体ていで退散していった。

			『ウルシ、あとをつけろ』

			（グル）

			　これで正体不明の金貸しの相手が分かればラッキー。ダメでも、ウルシが男やその仲間の匂いを覚えることができれば、コンテスト中は警戒することができるし、どっちに転んでも損はない。コンテストがらみの嫌がらせだったら、俺たちに何かしようとしてくる可能性もあるからね。

			　


			　五分後。

			「今日はありがとうございました。あの、本当にこんな物で良いのですか？」

			「ん」

			　フランは孤児院の中でもてなされていた。何もお礼ができないと申し訳なさげなイオさんに、スープを飲ませてもらえないか頼んでみたら、あっさりオーケーが出たのだ。

			「いただきます」

			「は、はい。本当に粗末な物ですが……」

			　本人たちにしたら、クズ野菜で作った質素なスープでしかないらしく、しきりに恐縮しているな。だが、その美味さはフランの反応を見ていれば分かる。

			「む……ズズ……むぅ……ズズ」

			『どうだ？』

			　悔し気に唸りながらも、飲む手が止まらないフランに尋ねる。

			（おいしい）

			『俺のスープよりも？』

			（ん……。野菜のだしが絶妙。奇跡）

			　それは凄いな。他の店と違って、このスープの材料は、井戸水、クズ野菜、塩、以上だ。胡椒さえ使っていない。フランが質問したので間違いない。それで俺のスープ以上の味を出すとか、マジで凄い。下手したらバルボラで一番料理の腕が立つのって、この人なんじゃ……。

			「コンテストには出るの？」

			「はい。出ますよ」

			「このスープで？」

			「ええ。皆さん優しい方ばかりで。うちの窮状を知っているので一〇ゴルドもするのに買って行ってくださるんですよ。あり難いことです。毎年このコンテストのお陰で一年暮らせるようなものですから」

			　自己評価が低いせいで、皆が同情でスープを買ってくれてると思ってるみたいだな。いや、実際は同情票もあるんだろうが、フランが驚くレベルの美味さのスープが一〇ゴルドだったら、そんな物なくても十分売れるだろう。

			　でもそうか、一〇ゴルドか。うちのカレーパンと同じ値段だが、こっちのスープの方がはるかに利益率が良い。なにせ、一杯一ゴルドかかっているかどうかも怪しい。

			『強敵だぜ……』

			　これは、昨年四位は伊達だてじゃない。そうやって特製スープを飲んでまったりしていたら、孤児院に誰かが飛び込んで来た。

			「みんな！　大丈夫？」

			「お姉ちゃん！」

			「おかえりなさい！」

			　一五、六歳くらいだろうか？　銀色のストレートヘアを肩口程度の長さにした、清潔感と儚はかなさを感じさせる美少女だ。

			　どうやら孤児院の関係者らしい。子供たちが嬉しそうな顔で少女に群がっている。

			　身に着けている服が少し変わっているな。シースルーの長く白い一枚布の中央に首出し用の穴を開けて頭から被り、腰の部分に巻いたベルトで縛っただけの衣装だったのだ。その下にはビキニ風の肌着を身に着けているが、太腿や二の腕は剥き出しで、際どいことに変わりはない。見ようによっては煽せん情じょう的にさえ見える格好なのだが、少女の清潔感のおかげで巫女や神官風の衣装に見えていた。

			　飛び込んできたときのしなやかな動きを見るに、単なる町娘ではないだろう。だからといって、冒険者風の着衣でもないが。

			　さらに目を引くのは腰に下げた金属の輪っかだ。フラフープの半分くらいの大きさである。装飾品にも見えないが……。祭り用の衣装なんだろうか？

			


			

			


			　とりあえず鑑定してみよう。

			　


			　　名称：シャルロッテ 　年齢：16歳

			　　種族：人間

			　　職業：戦せん舞ぶ士し

			　　Lv：30／99

			　　生命：１０６　魔力：１９８　腕力：68　敏捷：１４１

			　　スキル：回避６、歌唱５、風魔術３、瞬発３、戦舞７、戦舞技６、体技３、体術４、舞踊８、水魔術３、気力操作、魔力操作

			　　ユニークスキル：破邪

			　　固有スキル：魅惑の舞

			　　称号：戦巫女、祓ふつ邪じゃ師

			　　装備：魔鋼の戦環、雪猿の演舞服、真珠狼のサンダル、耐魅の腕輪、美容の足環

			　


			　鑑定してみたら、色々と面白い情報が見られた。戦舞士？　面白い職業だな。この戦舞っていうスキルがメインスキルなのかね？

			　


			　　戦舞：舞いながら戦うための体術スキル

			　　戦舞技：見る相手を魅了したり、仲間に活力を与える舞い

			　　破邪：邪神の眷けん属ぞくに対して、与ダメージ倍化。邪気封印効果あり

			　　魅惑の舞：舞いの効果を強化する

			　


			　いわゆるＲＰＧなんかだと定番の踊り子ってことか？　しかも支援だけではなく、直接戦いに加わることもできる。腰に下げた金属の輪っかは装飾品ではなく、武器だったらしい。

			「シャルロッテ、いったいどうして？」

			「エマが呼びに来てくれたんです。またあいつらが来たって」

			　どうやら孤児院の子供が助けを呼びに行っていたようだ。この少女のステータスなら、あのチンピラ程度はどうにかなるだろう。それにしても、いったい誰なんだ？　ただ、その思いは向こうも同じだったらしい。

			「えっと、その女の子は？」

			「彼女は冒険者のフランさんです。危ないところを助けてもらったんですよ？」

			　イオさんがシャルロッテに、フランがチンピラを撃退した話をする。それを聞いたシャルロッテは、驚きの表情を浮かべた。

			「ええ？　冒険者なのですか？」

			「ん。ランクＤ冒険者のフラン」

			「す、すごい。私より年下なのに、ランクが上なんですか？」

			　ただ、そこに疑いや侮りの色はない。フランが中堅冒険者であるという話もあっさりと信じたようだ。まあ、孤児院の危機を救ったことで好意的に見てくれているというのもあるんだろうが……。

			　イオさんもシャルロッテも人が良すぎるんじゃないか？　ちょっと心配になってしまった。

			「フランちゃん、ありがとうございました。私はシャルロッテといいます」

			「たいしたことはしてない」

			　後ろから蹴って、嘘で追い返しただけだからね。むしろスープを飲ませてもらえて、ラッキーだったかもしれん。

			「シャルロッテは冒険者なの？」

			「はい。まだランクＥですが」

			　レベルは高いが、戦闘職じゃないしな。ランクＤには届かないんだろう。

			「この孤児院の護衛なの？」

			「ああ、違います。単にここ出身なので、イオ先生のお手伝いをしているだけですよ」

			「シャルロッテは冒険者として稼いだお金のほとんどを、孤児院に寄付してくれているんです。他の卒院生も、苦しい生活をしている中から寄付をしてくれて……。本当は心配をかけたくないんですけど」

			　申し訳なさそうな顔のイオさん。だが、シャルロッテはその言葉に笑顔で首を振った。

			「何を言ってるんですか。私がここまで大きくなれたのは、この孤児院と先生たちに拾っていただいたからです。その恩を少しでも返しているだけですよ」

			「シャルロッテ……ごめんなさい。私たちがもっとしっかりしていれば……」

			「謝らないでください。やりたくてやってることですから。それに、もう少し頑張れば料理コンテストです。頑張ってスープを売りましょう」

			「ええ、そうね。頑張るわ」

			　俺、実はこういう展開に結構弱いんだよね。狙ってやってたら冷めちゃうけど、この二人は本気で互いを心配し合っているのが伝わってくるし、涙腺があったらウルッときている自信がある。

			　俺が二人のやり取りにちょっとだけ感動していると、小さい女の子がテーブルに近づいて来た。どうやら飲み終わったスープ皿を下げてくれるみたいだな。かなり痩せ気味のそばかす少女だ。

			　その時に、少女が小さいお皿をフランに出してくれた。上にはクッキーが一枚だけ載っているな。

			「これは？」

			「私のオヤツ。でも、お姉ちゃんにあげる。先生を助けてくれたお礼」

			　そばかす少女ははにかみながら、クッキーを勧めてくれる。自分だって食べたいだろうに……。

			　ええ娘や！　うちのフランが一番だけど、この娘もええ娘や！

			「じゃあ、半分こ」

			「うん」

			　フランがクッキーを半分に割って渡してあげると、女の子は笑顔でそれを受け取った。可愛いね。フランもコクリと軽く頷きながら、その頭を撫でてやっている。

			「おいしい？」

			「ん。おいしい」

			　普段は子供扱いばかりだからな。自分より年下の子供相手にお姉さんぶれるのが嬉しいみたいだ。

			　イオさんとシャルロッテも、二人を微笑ましげに見ている。

			　それにしても領主め、許せん。こんな良い人たちばかりの孤児院を見捨てて、資金援助を打ち切るなんて！　領主の館で会った時にはそんなことをする人間には見えなかったんだけどな……。いや、貴族然とした人物だったし、平民なんか数字でしか見てないのかもな。税収さえしっかりしてれば、下々の生活なんか気にしないかもしれない。

			　俺たちが直接陳情することは簡単だ。フルト王子たちの力添えがあれば、孤児院の待遇を改善することはできるかもしれない。だが、その庇護がずっと続くとは思えなかった。俺たちが去り、王子たちが国へ戻った後、また同じようなことになるんじゃないか？

			　勿論、領主へは訴える。だが、それ以外にも救いの手が必要だった。

			（あの人）

			『そうだな。あの人に連絡しよう』

			（ん）

			　ギルドを通じれば、他の支部にメッセージを送れる。それを使えば、アレッサにメッセージを飛ばせるはずだった。

			「アマンダならきっと黙ってない」

			　ランクＡ冒険者、鬼子母神のアマンダ。子供の守護者という称号を持ち、子供好きで有名なハーフエルフの冒険者だ。アレッサの町でも孤児院を経営しており、各地で子供への支援を続けているらしい。彼女だったらきっと助けになってくれるはずだ。

			　俺たちはアマンダに連絡を取ることにした。とは言え、他にもやれることはある。

			『俺たちは、俺たちにできることをするか』

			「ん」

			　とりあえず孤児院を去る前に、以前アレッサやダーズで買い込んだ食材を置いていくことにした。穀物類とか芋類、干し魚や干し肉などの長持ちする奴ばかりだ。あと、料理コンテストに使わない食材だね。そんなに大量じゃないけど、少しは食事が改善されたらいい。

			「こ、こんなにたくさんの食材を？　い、いいのですか？」

			「ありがとうございます。このご恩は必ずお返しします」

			　イオさんとシャルロッテは最後まで深々と頭を下げていた。二人と子供たちに見送られながら孤児院を出ると、フランが口を開く。

			「師匠、冒険者ギルドに行こう」

			『ああ、そうだな』

			　孤児院を出た俺たちは、すぐに冒険者ギルドに向かった。そして、受付でメッセージの発送をお願いする。

			「アレッサまでで宜しいですか？」

			「ん」

			「鳥もちょうど飛べる子がいますので、問題ありません」

			　遠距離通話の魔道具でもあるのかと思ったら、なんと伝書鳩を使うらしい。いや、使役している鷹の魔獣を使うから、伝書鷹か？

			　同じ国とは言え、陸路であれば一ヶ月はかかるアレッサまでなら一日で届くというのだから、凄まじい速度だ。聞くと、脅威度Ｅのウィンドイーグルという、高速飛行ができる魔獣を特殊なスキルで手て懐なずけて使っているんだとか。

			　ただギルド全体でも数は少なく、バルボラにも二羽しかいないらしい。今はちょうど一羽使えるそうで、ラッキーだった。その分料金もお高めだけど。なんと片道一万ゴルドもしたぜ。

			　高すぎないか？　これだったら、このお金を孤児院に寄付した方がいいかなーとか迷ってしまった。

			　以前に聞いた話だと、アマンダはアレッサから離れることはできないはずだ。北のレイドス王国への抑止力として、アレッサに常駐する義務があるとか言っていた。

			　いや、それでもアマンダの助けは必要だ。色々と伝手もあるだろうし、俺たち以上に影響力があるだろう。ここは一万ゴルド支払って、手紙を送ることにした。

			　手紙には俺たちの近況と、孤児院の苦境について書き記す。「子供たちが困っているので、どうにか助けられないだろうか」と最後に書いておいた。他力本願だが、アマンダの方が圧倒的にできることが多いのだから、ここは頼らせてもらうとする。俺たちだけの問題じゃない。孤児院の未来と明日の食事がかかっているのだ。使える伝手は全部使わないとね。

			「では、お預かりいたします。すぐに鳥を出立させますので、お任せください」

			「お願い」

			　手紙はこれで何とかなるだろう。さて、お次は──。

			「オンオン」

			『お、ウルシ戻ってきたか』

			　冒険者ギルドを出たところで、ちょうど戻ってきたウルシと合流できた。

			　どうやらチンピラが逃げ帰った先は、ルシール商会とは逆方向みたいだな。本当は料理コンテストの準備がしたいんだが……。乗り掛かった船だ。仕方ない。

			　フランはウルシの先導に従い、バルボラの町を進む。

			　下層民街に向かうのかと思ったが、どうやら普通の住宅街へと向かっているみたいだ。

			『ここか？』

			「オン」　

			　案内されたのは住宅街の一角にある広い屋敷だった。五メートルを超える高い塀に囲まれた、住宅街の景観にそぐわない仰々しい屋敷だ。結構広いし、貴族か何かの屋敷か？　いや、だったら貴族街に屋敷を作るだろう。いったいどういった建物なのだろうか？

			　一応門の前まで行ってみたが、当然表札なんかない。俺たちは周辺で聞き込みをしてみることにした。こういう時、子供は疑われなくていいよね。

			　屋敷の持ち主が誰か聞いて回る冒険者なんて、普通だったらメチャクチャ怪しまれるはずなのだ。だが、フランの外見のおかげでどの人も警戒心が薄かった。ほとんどの人があっさりと話を聞いてくれる。ウルシがもっと小さくなれたら、可愛い子犬ちゃん作戦も使えたんだがな。

			　取りあえず相手が男だったら、軽く小首をかしげて、上目遣いで話しかけさせる。ほとんどの男はそれでもうデレデレだ。

			「ねえ、おじちゃん？」

			「な、な、何だいお嬢ちゃん？」

			「ききたいことがある」

			「うんうん、何を知りたいんだい？　おじちゃんが何でも教えてあげるよ？」

			　男性諸君よ、変な扉を開いちまってたらすまん。

			　女性には素の状態で行く。下手な小細工をするよりも、無表情な媚びてない感じが逆に好感度を上げてくれるらしい。

			「ねえ、おばちゃん」

			「はいはい？」

			「そのお屋敷、すごい大きいけど。お貴族様の屋敷なの？」

			「ああ、そこ？　確かにこの辺じゃ一番でかいかもね」

			「それに、趣味も良くない」

			「あっはっは。そうだね。確かに悪趣味だ。でも、どこの誰の屋敷か分からないんだよねえ」

			「分からない？」

			　意外な言葉だった。おばちゃんたちの井戸端コネクションでも探りだせない情報があるとは。

			「ただ、ここだけの話、ヤバい奴らが使ってるんじゃないかって言われてるんだ。人の出入りもほとんど夜だし」

			　やはりまともな屋敷ではないようだった。チンピラが出入りしていることからも、ここが黒であることは確かだろう。

			「裏の組織とか？」

			「あはは。裏の組織とは面白いこと言うね！　まさかこんな住宅街にアジトを作ったりしないだろうよ。噂だとご領主様のところの馬車が入っていくのを見たっていう話もあるんだ」

			「領主がかかわってる？」

			「さて、ご領主様の紋章が付いているだけで、乗ってるのがご領主とは限らないからね」

			　そんな感じで何人かに話を聞いたが、明確に誰の屋敷かと言う情報は得られなかった。ただ、あまり素性の良くない奴らが利用しているという噂は広まっているようで、誰もが声を潜めて近づくなと警告してくれた。

			『ウルシ、中は人が結構いたんだろ？』

			（オン。オンオ）

			　ブンブンと頷くウルシ。かなりの数の人間がいたようだな。

			『うーん、乗り込むのはさすがに無謀だし……』

			　相手の戦闘力がどれほどか分からない。それに怪しいってだけで、犯罪の証拠がある訳でもないしな。ここで突っ走ったら、むしろこちらが犯罪者にされてしまうかもしれない。

			　仕方ない、今日のところはここを突き止めただけで良しとしておくか。

			『ウルシ、匂いは覚えたか？』

			（オン）

			『よし、警戒を頼むぞ』

			（オンオン！）

			　あのチンピラやその雇い主が俺たちにちょっかいを出してくるか分からんが、警戒するに越したことはない。このあとようやくルシール商会に行けるからな、そこでも話を聞いてみよう。

			　


			　一時間後。

			「では、これで全てですね」

			「ん、ありがとう」

			「いえいえ。コンテスト頑張ってください」

			　俺たちはルシール商会に用意してもらった元飲食店の空き物件に案内されていた。

			　案内してもらったのは、話を聞いていた通りに廃業したレストランだ。窯かまやコンロはそのまま残っているし、裏には水場もある。ルシール商会の者が定期的に清掃しているらしく、埃ほこりなどが積もっていることもない。

			　そして広い店舗部分には俺たちが発注した香辛料や野菜、小麦粉、油が積み上げられていた。

			　その量はすさまじい。店舗だった場所が埋まってしまうほどだ。チェックすると頼んでいた物は問題なく揃っている。この量を一日で用意できるんだから、さすが大商会だな。仕事が早い。

			（しまう？）

			『ああ、とりあえず収納しておくか』

			　次元収納に仕舞っておく方が取り出しやすいし、劣化も防げるからな。

			　フランが次々と食材を次元収納に仕舞っていく。それをレンギル船長の連れて来た荷運び人たちが唖然とした顔で見ていた。自分たちが必死に運び込んだ重い小麦の袋や、野菜の詰まった樽などを、小さな少女が次々と消していくのだから当然なのかもしれないが。

			　レンギル船長には本気でルシール商会の専属で雇われないかと誘われたよ。

			　次元収納のことは知っていたが、目の前で見せつけられて改めてその有用さに気付いたらしい。また、俺たちの次元収納は普通の時空魔術師のよりも収納力が大きいようだ。

			「普通の時空魔術だと、これを仕舞えないの？」

			「私が知っている魔術師ですと、この三分の一もしまえれば御の字かと」

			　俺たちの場合は時空魔術ではなく、次元収納と言うスキルだからな。普通の時空魔術師よりも特化している分、収納力が大きいのかもしれない。商人からしたら喉から手が出るほど欲しいスキルだろう。

			　また、食材と一緒に販売時に使う紙袋なども受け取った。バルボラは驚くほど紙が出回っており、一般市民も普通に紙を使っている。この世界では、羊皮紙は魔術系に、普通紙は一般向けにという感じらしい。

			　見た目は地球でも使われていた茶色の紙袋にそっくりだ。厚さにむらがある上に表面がざらざらしていて、品質は地球産の紙袋に比べて数段悪いけどね。

			　大きさは二種類。カレーパンが二つ入るサイズと、六つ入るサイズがあった。二つ入るサイズの物を縦に半分に切ることで、一つだけの食べ歩き用注文にも使える。半分に切った紙袋にカレーパンを挟めば、むしろおしゃれに見えるほどだ。いや、おしゃれに見えたらいいなー。

			　あと、持ちやすいように、袋上部には穴を開けて持ち手にするつもりだ。

			「この紙袋はまだ在庫がありますので、足りないようであれば追加の注文も受け付けます」

			「ん、分かった」

			　最後にウルシがたどり着いた謎の屋敷についても聞いてみると、心当たりがあるようだった。

			「多分、イースラ商しょう会かいの所持している屋敷のことでしょう」

			「イースラ商会？」

			「元傭兵や盗賊上がりの奴隷などを多数抱える、かなりあこぎな方法で儲けている商会です」

			　イースラ商会か、覚えたぞ。

			「貴族との繋がりや、裏組織との関係も噂されているので、近づかないことをお勧めします。我がルシール商会も、できるだけ関わり合いにならないように注意している相手ですから」

			　商会といいつつも、その実態は暴力組織に近いのかもな。

			　最後に、レンギル船長はこの貸家の鍵をフランに差し出した。賃貸契約が完了したという証らしい。

			「では、こちらを」

			「ありがとう」

			　調理場は確保できた。食材も全て揃っている。これで準備は整ったな。

			　いや、料理ギルドへの申請が残っていたか。どんな材料でどんな料理を作りますということを、事前に渡されている書類に細かく記入して、料理ギルドに提出しなければいけないのだ。同時に試作品とレシピも提出しなければならない。

			『さて、試作品を作ったら、料理ギルドに行くぞ』

			「ん。いよいよ」

			　フランはムンとこぶしを握って、やる気を見せる。よほどカレーを認めさせたいらしい。

			　その後、俺たちは早速カレーパンの試作に取りかかった。まあ、カレーは元々作った経験があったので、意外と簡単だったな。具材や水の量を調整して、甘口、中辛、辛口のカレーを作り上げた。上から順に、ポーク、ビーフ、チキンを使っている。いや、魔獣肉を使っているので、正確にはポーク風、ビーフ風、チキン風だが。

			　むしろカレーパン用の物を造らなくてはいけないパンの方が苦労したね。ただ、試行錯誤を繰り返して、納得のいく物ができ上がった。見た目で味が分かるようにそれぞれに少しだけ手を加えてあるし、完璧な仕上がりだ。

			『よし、こんなもんかな』

			　揚げあがったカレーパンをチェックする。うん、良いできなんじゃないか？　見た目は地球のパン屋さんで売っている物と遜色ないように思える。

			「師匠、味見はまかせて」

			「オンオンオンオン！」

			　カレーパンを網に置いて油をきっていると、おやつを食べていたはずの二人が尻尾をブンブン振りながら近寄ってきた。

			『もうちょっと待て。まだ油っぽいからな』

			「えー」

			「オウ……」

			　待ちきれないのか、ハラペココンビはカレーパンの前に張り付いて待ち始めた。そんなじっと見たって、でき上がりは早くなったりしないぞ。

			　こんがりキツネ色に揚がった、豚を使ったプレーンタイプ。生地にトウガラシを少しだけ練り込んで赤くした、牛を使った中辛タイプ。衣にパセリっぽいハーブをまぶしてアクセントを付けた、鳥を使った激辛タイプ。それぞれを六個ずつ作ってみた。

			　揚げたカレーパンは網の上に一五分ほど置いて、粗熱が軽く取れてきたら完成だ。

			　半分は料理ギルドへの見本として提出するので、次元収納に仕舞いこむ。残りは涎を垂らして見つめているフランたちのオヤツだ。

			『ほれ。食べていいぞ』

			「ん！」

			「オンオン！」

			　待て状態の二人に「よし」と声をかけてやると、一斉にカレーパンに飛びついた。

			「うまうま」

			「オフオフ」

			　フランはプレーンタイプのカレーパンを三口で完食だ。モキュモキュと口を動かすフランにカレーパンの感想を聞く。

			『どうだ？』

			「これはこれで最強。カレーライスは至高だけど、カレーパンは究極」

			「オン！」

			　どこのグルメマンガだ！　まあ、美味いなら良かった。

			「こっちも美味しい」

			「オンオンオン！」

			　ウルシの反応がプレーンよりもいいな。やはりウルシは辛い方が好きか。

			『フランはどうだ』

			「甲乙つけがたし」

			　中辛ならフランでも大丈夫と。じゃあ、激辛はどうだ？

			「辛い。でも美味しい。でも辛い」

			「オンオオォン！」

			　フランはやっぱ中辛くらいまでが好きか。ウルシは激辛が一番気に入ったみたいだな。

			　販売する割合はどうしよう。激辛はやっぱ人を選ぶし……。初日はプレーン四割、中辛四割、激辛二割にしとくか。

			『キュア・ターメリックの効果はどうだ？』

			「ん……わからない」

			「オン」

			　全てのカレーには盗賊のアジトで手に入れたキュア・ターメリックが使われている。カレーの深みを増すために入れているのだが、副次的作用として癒やしの効果があるのだ。きちんと下処理していれば、状態異常回復ポーション並みの癒やし効果があるはずだった。

			　俺には魔法薬の知識はないが、キュア・ターメリックは食材扱いとなるらしく、料理スキルのおかげで下処理もばっちりである。成功していれば体内を浄化してくれるはずだった。

			　ただ何の異常もない状態では、特にその効果は実感できないらしい。癒やし効果を狙っている訳ではないので、効果が無ければないで構わないけどね。

			『味に問題ないみたいだし、料理ギルドに行こう』

			「ん。分かった」

			　


			　三〇分後。俺たちは無事に見本品の提出を終えていた。料理ギルドで試食してもらい、レシピを提出するだけだから問題の起こりようがないけどね。

			『じゃあ、帰って仕込みだな』

			「ん」

			　これから徹夜でカレーパン作りだ。大量に作って次元収納にしまっておく計画である。店頭で揚げる分はあくまでも客寄せのためだ。売り物の大部分は事前に完成させておく。そうすれば補充も気にせずに売り続けられるからね。最悪余ったとしても、フランたちのオヤツになるだけだ。

			「お、フラン嬢ちゃんじゃないか！」

			「コルベルト？　どうしているの？」

			　料理ギルドのロビーで声をかけて来たのは、コルベルトだった。

			「いや、実は嬢ちゃんを捜してたんだよ！　今日ここに来るって言ってたから、待ってたんだ。もう直ぐコンテストだろ？　何か手伝えることはないかと思ってな」

			　コルベルトが鼻息も荒く詰め寄ってくる。めちゃくちゃやる気満々だな。

			「いや、本当に手伝いたいだけだぜ？　決してお師匠さんの料理にありつけるかもとか思ってない！」

			　なるほど、そういうことか。いや、それで手伝ってくれるならいくらでも奢おごるが。

			（師匠？　どうする？）

			『どうせだから、売り子のあてがないか聞いてみるか？』

			　レンギルに紹介してもらおうかと思ってたんだが、冒険者だったら護衛代わりにもなって都合が良い。

			「当日の売り子を探してる。計算ができて、料理もできるとなお良い。できれば三人」

			「任せておけ！　明日には集めてみせる！」

			「賃金は弾む」

			「わかった。なら絶対に大丈夫だ。最高の人材を用意するぞ！」

			　これで売り子の手配もオーケーだ。コンテスト開始まであと二日。問題なく参加できそうだった。

			『フラン、手伝ってくれよ？』

			「ん、頑張る」

			『ウルシも見張り番よろしくな』

			「オンオン！」

			　


			　料理ギルドから調理場に戻ってきた俺たちは、黙々と準備を進めていた。

			　まずはスパイスの調合だ。カレーパンの味別にスパイスを分け、それぞれを配合していく。ここが味の決め手と言っても過言じゃないからな。じっくり丁寧に混ぜ合わせる。

			　おいウルシ、クンクンしちゃだめだ。鼻息でスパイス飛んじゃうだろ！　ああ、フランもくしゃみしたらスパイスが！

			『とりあえず、スパイスの調合は剣状態の俺がやるから』

			「ん」

			「クゥ……」

			　フランには食材の下ごしらえを頼もう。

			「任せて」

			「オン？」

			『うーん、ウルシにはやれることないな』

			「キュンキュン……」

			『いや、そんな縋すがり付かれても』

			「オンオンオン！」

			　やる気は買うんだけどな。

			「オン……！」

			『そんな後ろ足で立ち上がられてもなー』

			　後ろ足がプルプル震えてるぞ、大丈夫か？　しかし、ウルシでも手伝えることか。何かあったかね？

			　ウルシが使えるとしたら、前足か口だろ？　うーん。口で咥くわえて、何か……。

			『あ、そうだ。バターでも作ってもらおうか』

			「オウ？」

			『ちょっと待ってろよ』

			　次元収納から取り出したのは魔獣乳が入った木樽である。これもレンギルから数樽だけ仕入れたものだ。かなり高かったが、その価値はあるだろう。勿論、飲んでも美味しいが、それだけではない。成分的な理由なのだろうが、激しく振るだけで牛乳よりもはるかに簡単にバターが作れるのだ。

			　本来は魔術で時間短縮しながらこの魔獣乳からバターを作るつもりだったのだが、ここはウルシに頑張ってもらうとしましょうか。俺はウルシを本来の大きさに戻させる。

			『ウルシ、あーん』

			「オー……オフ？」

			　大きく開かれたウルシの口に、牛乳が入った樽を加えさせた。

			『いいか、絶対に噛み砕くなよ。木製の樽なんだからな』

			「オフ」

			『じゃあ、あとはその樽をシェイクだ。力の限り振り続けろ』

			「オ、オフ……？」

			『手伝いたいって言ってきたのはお前だぞ？　いいからやれ』

			「オ、オフ！」

			　俺の言葉を合図に、ウルシは激しくヘッドバンギングをし始めた。この勢いなら、一時間も振っていれば大量のバターができ上がるだろう。

			　その後、調理に集中してたら、いつの間にか夕方だった。いやー、集中してるとあっと言う間だね。

			　因みに一時間頭を振り続けたウルシは、今も部屋の隅で蹲うずくまっている。さすがのウルシも一時間脳をシェイクされ続けては、ダメージが大きいらしい。

			　そろそろ日が完全に落ちる時間だな。

			『フラン、準備は一旦止めて、月宴祭の見物に行こうぜ』

			　そして、日が落ちてからが祭りの本番なのだ。

			「ん。屋台」

			『いや、パレードとかもあるらしいぞ？』

			「ん、美味しい物たくさん」

			『ま、いいけどね』

			　フランが楽しめればそれでいい。

			「ウルシ、いく」

			「オ、オフ……」

			　裏口から外に出るフランの後を、ウルシがフラフラとした足取りでついていく。この状態でも命令を守ろうとするウルシには忠犬の称号をくれてやろう。まあ、俺が心の中でそう呼ぶだけだが。

			「人がいっぱい」

			「オン」

			　外に出てみると、すでに道は人々でごった返していた。

			　空には星が出ているのだが、まるで日中のような──否、それ以上の人出だ。完全に落ちた夜の帳とばりの下、街々に灯された大小の灯と人々の喧騒によって、今日ばかりは暗夜の静寂は鳴りを潜めている。

			　露店も並び、本当に地球の縁日みたいだな。やきそばもフランクもチョコバナナも売っていないが。

			　代わりに串に刺した魚の一夜干しや、謎肉の串焼き、謎の生物の舌の煮込みなど、地球では絶対にお目にかかれない食べ物が売られている。

			『活気があるな』

			「ん、もぐもぐ」

			『え？　もう何か食べてるの？』

			「ん、イカモドキ焼き」

			「ボリボリ」

			『ウルシは骨付き肉か？　外に出てまだ一分くらいしか経ってないんだけど。早くね？』

			　ウルシはさっきまでグロッキーじゃなかったか？

			「美味しいものが呼んでいた」

			「オン」

			　やっぱ全てにおいて食欲が勝つんだな。あっちにフラフラ、こっちにフラフラしながらフランとウルシは進んでいく。

			　広場のそばまでやってくると、音楽が聞こえてきた。縁日のお囃子みたいなピーヒャラ的な音ではなく、もっと外国チックな音楽だ。ラテンとエスニックの中間とでも言えばいいのかね。

			　音の聞こえる方へ向かって行くと、五人ほどの楽団が路上で演奏をしていた。バイオリン風の楽器やバグパイプっぽい楽器など、異世界でも楽器の形は似てくるらしいな。

			「お祭り、楽しい」

			「オン！」

			　街を巡りながら祭りを楽しんでいると、一際大きな歓声が上がったのが聞こえた。

			『お、何か来たな』

			「おっきい」

			　大通りの向こうから、人々の群れを割って何か大きなモノがゆっくりとやってくる。

			『山車だしだな。上に誰か乗ってるぞ？』

			「巫女」

			『へー、言われてみたら、神秘的な衣装きてるしな』

			　鑑定したら職業が神託者になっている。本当に神様の声が聞こえるのか？　さすが神様が実在している世界だな。

			　この後、神殿前の広場で祝詞のりとと舞いを奉納すると言うので後をついていったが、人込みに捕まり、先に進めなくなってしまった。皆、考えることは一緒なんだな。このままじゃ、奉納の儀式に間に合わないかも。

			『フラン、上から見ようぜ』

			「ん」

			　ちょっとずるいが、特等席から見物させてもらうとしよう。

			　俺たちは人込みを抜け出し、家屋の屋根に飛び乗った。そのまま屋根伝いに広場を目指す。

			　時には空中跳躍を使い、時には木々を足場に闇夜を跳び、たどり着いたのは高い尖塔の屋根の上だ。奉納の祭さい祀しが行われる神殿前広場の横に立っており、ここからなら広場が良く見渡せるだろう。

			　巨大な広場には万を超える人々がひしめき合い、押すな押すなの満員電車状態だ。普通に下から行ってたらあれに巻き込まれてたのか……。背の低いフランじゃ全く前が見えなかっただろうな。こっちに来て本当に良かった。

			　大通りに視線を向ければ、もうちょっとで山車が広場に到着する。グッドタイミングだ。

			　広場にはこの日の為に専用の祭壇や舞台が造り上げられ、準備は万端な様子である。

			　しばらく尖塔の上から広場を眺めていると、山車が神殿の前に停止した。

			『来たな』

			「ん」

			　山車から降りた巫女さんが、神に捧げる祝詞を朗々と歌い始める。

			　観客たちのざわめきも治まり、静寂の中に祝詞と楽団の奏でる神秘的な音楽だけが響いている。今度の音楽はどこか和っぽいな。笙しょうや琴の音色に近いように思えた。

			　祝詞も佳境に差し掛かる頃、巫女さんとは別の女性が広場の真ん中に進み出て、舞い始める。フランよりも少し年上に見える、華奢な体格の美少女だ。肩で切りそろえた銀髪を夜風になびかせ、ゆったりと全身を使い、舞う。

			「シャルロッテ？」

			『まさか、こんな場所で再会するとは……』

			　昼間に孤児院で出会った少女、シャルロッテだった。

			　あの時の優し気な表情とは違い、今は真剣な表情をその顔に浮かべ、一心不乱に踊り続けている。

			「綺麗」

			『そうだな』

			　このままずっと見ていたいのだが、俺たちの意識は広場とは違う場所に向いていた。

			（……嫌な気配がする）

			『ああ、単なる見物客でもなさそうだ』

			　俺たちが見ていたのは、広場に通じる細い路地だった。祭りのメインイベントを行うくらい大きな広場なので、大きな道だけではなく、大小様々な通路が走っている。

			　その路地の中でも、下層民街方面から延びてきている特に細い路地の一つに不穏な気配があった。明らかに戦闘態勢を整えた、戦士の気配がしているのだ。さらに詳しく気配を探ると、強い悪意と敵意がシャルロッテに向けられているのが分かる。

			　この路地は神殿の裏手に通じており、比較的人が少ない。そのまま神殿の敷地内を通って舞台に上がれば、意外と簡単にシャルロッテのもとにたどり着いてしまうかもしれなかった。

			（師匠）

			『ああ、放置はできんな』

			（ん！　行く！）

			　作戦を話し合う前に、フランが飛び出して行ってしまう。

			『あ、ちょっと待て！　祭り中だから、あまり派手な騒ぎは起こせないぞ！』

			（わかった）

			　フランは空中跳躍を使って戦士風の男たち五人の背後に回り込むと、音もなく降り立った。

			　鑑定してみると、真ん中にいるリーダー格の男──ボランはかなり強い。冒険者で言えばランクＤ相当。剣技と魔術を使う実力者だった。称号には嗜し虐ぎゃく者がある。まともな人間ではなさそうだ。

			　他の男たちもそれなりの使い手が揃っていた。スキルや称号を見た感じ、裏の世界の人間であることは間違いなさそうだ。

			「ねえ。何してるの？」

			「っ！　い、いつの間に！」

			　フランが言葉をかけると、男たちがビクリと震えて振り返る。だが、声をかけてきたのが少女一人だけだと分かり、安堵した顔で息を吐いた。

			「おい、ガキ。消えろ」

			「さもなきゃ泣かすぞ？」

			「急いでるの？　どうして？　お祭りに何か用事なの？」

			「ちっ」

			　矢継ぎ早に質問をしてくるフランに対して、男の一人が忌々しそうな顔で向き直った。そして、やや抑えた声で怒鳴りつける。

			「うるせぇ！　それ以上口を開いたら殺すぞ？」

			「何か悪いことしようとしてるの？　悪人なの？」

			　だが、フランがその程度でひるむわけがない。表情一つ動かさずに質問を続けるフランを見て、男は額に青筋を立ててフランを睨みつけた。そのまま、警告すら発さずに両手でフランに掴みかかる。フランはバックステップであっさりと回避したが、普通の子供だったら胸ぐらをつかまれて掴み上げられていただろう。

			「なっ……！　このガキ！」

			　さらにスキルを繰り出そうと身構えた男を制したのは、ボランだった。

			「おい！　時間がないんだ！　放っておけ！　もう演舞が終わっちまう！」

			「す、すいません」

			「俺たちが捕まえるのは、そのガキじゃない。時間を無駄にするな！」

			「はい！」

			　じゃあ誰を捕まえるんだって話だ。まあ、それも尋問してみれば分かるだろう。

			「ぎゃ！」

			「ぐああ！」

			　フランを無視して歩き出した男たちだったが、先頭の二人が急に倒れた。足を押さえて、苦痛の呻き声を上げている。

			「な、何があった？　おい──ぎゃ！」

			「な、何かいるぞ！」

			　ウルシだった。祭りのおかげで、確かに町中に多くの明かりが灯されているが、さすがに昼間とは比べるべくもない。今俺たちがいる細い路地ともなれば、普段の夜とほとんど変わりがない暗がりが広がっていた。当然、暗視スキルを持っていない男たちに足元など見えるはずもない。

			　ウルシが影の中から奇襲をかけている姿も、見えないはずだった。

			　実際、何をされたか分かっていないだろう。真っ先に倒されたボランが、地面に寝ころんだままフランを睨む。フランが攻撃をしたのかと疑っている目だ。しかし、すぐにそれはあり得ないと理解したらしい。フランから視線を外し、周囲をキョロキョロと見回し始めた。

			　フランの立ち位置が最初とほぼ変わらない上、動いた気配もしなかったからだろう。

			　この状態でも冷静に事態を把握しようとするのは、さすがにそれなりの実力者だな。

			「走り抜け、ぎゃっ！」

			「げふっ！」

			　結局、男たち五人は何もできずに、ウルシによって動きを封じられていた。全員が影の中から足首を噛み砕かれ、路地に転がっている。影を操る狼と夜に相対してしまうとは、運が悪すぎたな。バター作りで大分フラストレーションが溜まっていたようなのでウルシにやらせてみたが、俺の予想以上の成果だ。

			『さてこいつらの尋問を──いや、まて』

			　後は男たちから色々と情報を聞き出すだけだったんだが……。新たに近づいてくる気配を察知して、俺たちは足を止めていた。

			　だが、その緊張はすぐに解れる。路地に駆けこんできたのは三人の兵士たちだったのだ。

			　どうやら、男たちの悲鳴が路地の外に聞こえていたらしく、それがたまたま巡回の兵士の耳に入ったらしい。

			「おい！　どうした！」

			「きみ、大丈夫か？」

			「何だこれは！」

			　うーん、色々と厄介なことになりそうだ。まず、男たちへの尋問はこれで不可能になった。明らかに堅気ではないチンピラ傭兵風の男たちが大怪我をして倒れているんだ、救護の意味も兼ねて、確実に兵士さんたちは男たちを連行していくだろう。さらに厄介なのが、俺たちまで連行されるだろうということだ。倒れた男たちと無関係ですと言い張ったところで素直に解放してくれるとも思えない。取り調べに付き合っている暇なんかないぞ？

			「いったい何があった……。き、きみ、分かるかい？」

			　さすがに下げ手しゅ人にんとは思われなかったらしいが、兵士の目は多少の疑いも含んでいることは確かだった。

			「祭りを見にきた。そしたら、こいつらが誰かを捕まえるって相談してた」

			「ほう？　なるほど。それで、この有様はどうしたんだい？」

			「知らない。勝手に倒れた」

			「……君は無関係だと？」

			「ん」

			　さすがにそれで納得する訳がないか。むしろ疑いの眼差しが強くなった気がする。

			　兵士の声色が、野次馬への事情聴取から、関係者への尋問に切り替わったな。目線も鋭くなる。

			「目の前で見ていたのだろう？」

			「暗くて良く分からなかった」

			「あのな──」

			「おい！」

			　だが、さらにフランへの質問を続けようとした兵士の声を遮ったのは、横にいた同僚の兵士だった。

			　うん？　どこかで見覚えがある気がするな。その兵士が同僚たちに何やら真剣な表情で耳打ちする。

			「この娘は例の──」

			「なに？　領主さまの──」

			「他国の王族が──」

			　ああ、思い出した。領主の館に向かっている際に声をかけて来た検問の兵士だ。

			「お、お時間をお取りしてしまい、申し訳ありませんでした！」

			「賊の捕縛へのご協力、感謝いたします！」

			　態度が急変したな。まあ、彼らにとってみたら、大貴族の知人で、事前に粗相が無いようにと通達されるくらいの大物なわけだし、仕方ないが。フランを尋問しようとしていた方の兵士など、青い顔で震えている。ちょっとかわいそうになっちゃった。

			「私は何もしてない」

			「はっ！　そうでありますね！」

			　何を言っても無駄そうだな。とりあえず騒ぎが大きくなる前にこの場を離れよう。

			「もう行っていい？」

			「お通りください！」

			「ん」

			　これで時間の浪費は避けられそうだ。ただ、帰る前に忠告はしておいてやらないとな。

			「そいつら、凄く強い。応援を呼んだ方がいい」

			「ご忠告感謝します！」

			「おい、笛鳴らせ」

			　これで逃げられることもないだろう。兵士たちも鍛えているが、あの襲撃者たちに比べたら弱いからな。片足だと油断していると、逆にやられてしまいかねないほどに力の差がある。

			　それにしても男たちの目的は何だったんだろう。単に祭りを邪魔するだけか？　それとも他に何かあったんだろうか？　まあ、あとはこの都市の兵士や騎士がどうにかするか。

			「まだやってた」

			『終わりには間に合ったみたいだな』

			　尖塔の上に戻ると、まだシャルロッテの舞いは続いていた。先程よりも数段激しく、テンポも速くなっており、終わりが近い事を想像させた。

			「……シャルロッテ凄い」

			『ああ』

			　それにしても美しい舞いだ。見ていると、いつの間にかその動きに引き込まれ、無言で見つめてしまう。しかも、その全身が淡く輝いて見えた。

			　どうやら魔力を纏っているらしい。儀式の効果なのだろうか？　青白く美しい魔力の燐りん光こうと相まって、シャルロッテの纏う神聖な雰囲気が何倍にも高まっている。まるで女神が降臨して踊っているようだった。

			　彼女の髪の毛から飛び散る汗でさえも、美しく見えてしまう。

			　フランは傍らに座るウルシの毛皮に体を埋めつつ、シャルロッテの演舞をじっと見つめていた。

			　そうして俺もフランも一言も発さぬまま、数分はたっただろうか。

			　眼下で行われる幻想的な儀式もついに終わりを迎えてしまう。

			　シャーンと一際大きい鈴の音と共に、シャルロッテが片手を突き上げ、もう片方の手で顔を覆うようなポーズで動きを止める。

			　その直後、シャルロッテの体と舞台全体から発せられていた青い光が地面を走り抜け、会場全体の地面が同じような青白い光を一瞬だけ放った。神秘的な光景だ。

			　それだけではない。

			　青白い光が通り抜けた直後、その場には非常に神聖な力が満ちていた。それこそ、素人である一般市民たちが涙を流し、清々しい表情を浮かべるほどだ。

			　どうやら単に神に捧げる舞いというだけではなく、魔力の浄化的な役割も有していたらしい。低級霊くらいなら成仏しちゃったんじゃないか？　この儀式を邪魔しようとしてた男たちの素性が改めて気になった。

			「終わっちゃった」

			『綺麗だったな』

			「シャルロッテ綺麗だった」

			　フランの顔にはあの美しい舞いが終わってしまったことに対する寂しさと、その美しい舞いを見られたことに対する満足感の入り混じった表情が浮かんでいる。楽しかったようで良かった。

			『さて、そろそろ戻って、仕込みを再開しないとな』

			「ん！　頑張る」

			　いい気分転換になったようだ。これでまた頑張れそうだな。その後、俺たちは露店を冷かしながら貸家に戻っていた。

			『さて、ここからはスピードアップで行くか。フランたちはもう休んでいいぞ？　あとは俺がやっておくから』

			　今日は徹夜だ。セバスチャンには、今日は遅くなるか、戻らないかもしれないと伝えてあるので大丈夫だろう。そもそも、この貸家に泊まることになってもフランとウルシなら全く問題ない。次元収納に寝具もあるし、屋根があるだけ野宿よりはマシだからね。

			「だいじょうぶ。手伝う」

			「オン」

			『そうか？　じゃあ、もう少しだけ手伝ってもらおうかな』

			「ん！　任せて」

			　儀式を見てリフレッシュできたのか、フランもウルシもやる気に満ちているな。

			『じゃあ、フランは野菜の下ごしらえの続きな』

			「わかった」

			『ウルシは……またコレだ』

			「オ、オゥン……」

			　魔獣乳の入った樽を再びウルシに渡す。またまたヘドバンのお時間である。これで、今回のカレーパンに使う分は十分に確保できるだろう。そもそもバターはかなりの高級品らしく、市販の物を買ったら牛乳製のバターでもかなり高いからな。これなら魔獣乳の代金だけだ。味も無塩な上にフレッシュでかなり美味しいし、一石二鳥である。

			『ほれ、頑張れ』

			「オウン……」

			　ウルシは観念したように樽を咥えると、天井が高い元店舗部分に移動する。そして、再び首を上下に振り始めた。

			『じゃあ、俺は生地の準備をするかね』

			　


			　


			　うーん……？

			　なんだろう。頭がボーっとする。

			　俺はカレーパンの準備をしていて──それからどうしたっけ？

			　なんか記憶に靄もやがかかっているかのように、直前のことが思い出せない。

			　周りは闇だ。一筋の光さえ差し込まない、黒く塗りつぶされた闇が俺を包んでいる。

			　え？　視覚系の機能がバグった？　故障か？　そもそも、俺の視覚ってどういう原理なのか分からないしな。ある日突然故障するとか、絶対に無いとも言い切れないか？

			　自分の身に何が起きたのか分からずグルグルと色々なことを考えていたら、闇に光が差し込んでくるのが見えた。どうやら視覚に異常があったわけじゃないようだ。良かった。いや、良くないな。一体ここは何処だ？　 

			　周囲を見渡してみるが、やはり見覚えがなかった。

			　そこは石とも木とも違う、灰色がかった不思議な何かに囲まれた、一〇メートル四方の空間だ。

			　というか、こんな入り口もない場所に、俺はどうやってきたんだ？

			　そうやってキョロキョロと周囲を見回していたら、一〇メートルほど離れた壁際に急に人影が浮かび上がった。

			　おっさんだな。いや、おじさまっていう方がしっくりくるかな。

			　輝くような銀髪をオールバックにし、着流し風のローブを纏った、壮年の男だ。痩せているが、その体は筋肉に包まれ、引き締まっているのが分かる。目は細く鋭いが、口元に浮かんだニヒルな笑みによってその恐ろしさが和らいでいる。また、口元からのぞく長い犬歯によって、男性からは野性的な匂いも感じ取ることができた。紳士風でありながら野性的。相反する二つの印象が同居する不思議な男である。

			　ただ、こんなに存在感のある姿をしているのに、気配自体が全く感じられなかった。まるで幻影を見ているかのようだ。もっと近づいて観察しようとしたんだが……。

			『動けん』

			　俺の体はピクリとも動かなかった。向こうが近づいてくることもない。

			『誰だ？』

			　男は俺の疑問に答えることもなく、何やらジェスチャーをし始めた。

			　口の前で手を閉じたり開いたりしている。

			『何でジェスチャー？』

			「──」

			『え？　何？　聞こえないんだけど』

			「──」

			『あ、もしかして喋れない？』

			　どうやら正解だったらしい。「そう！」とでも言うように、俺をビシッと指差した。だがそれでも俺に伝えたいことがあるみたいで、再びジェスチャーを始める。

			　どうやら転生展開ではないらしい。ちょっと安心しつつ、俺は男の動きをじっくりと観察してみる。

			　男は両手を使い、空中に何やら逆三角形を描いた。何だ？　男は逆三角形を描きつつ、それを前後させたりしているな。

			『逆さのピラミッド？』

			「──」

			　違うか。男が首を振っているし。いやー、全然わからんな。

			　そんな俺の気配が伝わったのだろうか、男は新たなジェスチャーを始めた。急に虚ろな表情をすると、口を半開きにして、両手を前に突き出す。そのまま、ゆっくりと前に歩く動作をした。

			　これは分かるぞ。

			『ゾンビか？』

			　男がグッとサムズアップする。正解だったようだ。

			　男はゾンビと、宙を動く逆三角形を繰り返した。ゾンビね～。俺にとってゾンビと言うと、浮ふ遊ゆう島とうのダンジョンが思い出されるんだがな。いや、待てよ？

			『なあ、その逆三角形、もしかして浮遊島のつもりか？』

			「──」

			　どうやら合っていたようだ。再び親指を突き上げている。

			『次は何だ？』

			　男が両手を腰だめに構え、軽く腰を落とすと、全身に力を込めるかのようにプルプルと震え始めた。そして、男の体から魔力のような光がうっすらと立ち上る。

			『カイオウ〇ン？』

			「──」

			　まあ、違うよね。男が再度同じジェスチャーを繰り返す。

			『うーん。何かこう、凄い力を発揮する的な？』

			　お、どうやら悪くない答えらしい。ただ、正解じゃないみたいだな。音の聞こえない指パッチンをして「おしい！」的な素振りをしている。

			『秘めた力を解放するとか？』

			　その答えに、男が俺をビシッと指差す。これが正解か？　浮遊島で、秘めた力を解放する？

			『あ、潜在能力解放！』

			　はい、ベストアンサー出ました。男が嬉しそうに両手の親指を立てる。その次は口の前に持ってきた右手をグッパーさせて、喋るようなジェスチャーだな。

			　潜在能力解放で、喋る？

			『リッチ？』

			　男は両手でバッテンを作る。間違ったみたいだ。

			『うーん……潜在能力解放中に喋った相手？　リッチ以外だと……アナウンスさん？』

			　またまたバッテンだ。

			『あ、そう言えば謎の男の声がしたな。アナウンスさんのことを色々と教えてくれた人だ！』

			　これが正解だったか。男がコクコクと頷いている。だが、すぐに拝むようなポーズで頭を下げ始めた。なんか謝っているみたいだ。喋るジェスチャーからのバッテン。そして平謝り。それを繰り返す。

			　多分、あの時の会話に関して、何かを謝っているんだと思うが……。あの時何を喋ったかね？　俺は会話を思い返してみた。

			　


			『なあ、あんた誰なんだ？』

			『うーん、俺の正体を明かすのは本当はもうちょっと後にするつもりだったんだが……。実際、あと一ヶ月もしないで、会える予定だったんだぜ？　まあ、精神体だけど』

			『えー、勿体ぶらずに教えてくれよー。今教えてくれればいいじゃん』

			『何か、お前軽いな……』

			『いや、なんか他人って感じがしなくてさ～』

			『まあ、いい。教えてやろう、俺の名前は──』

			　


			　そこで会話が途切れたはずだ。謝られるとしたら……。

			『もうすぐ会えるって言ってたけど、それがダメになったってことか？』

			　コクコク。

			『正体を明かしてくれる約束だったけど、喋れないし、難しい？』

			　コクコクコク。

			　やはりこの男性は、時おり声だけ聞こえる、あの男性であるらしい。でも、どうして今日は会話ができないんだ？

			　男は潜在能力解放ポーズから、自分を指差し、今度は両膝をついて舌を出して喘あえぐような顔をする。

			『潜在能力解放の影響なのか？』

			　どうやら、アナウンスさんと同じで、俺が発動させた潜在能力解放がこの男にも影響を与えたようだ。さらに何やらジェスチャーを続ける。

			　剣を振るような動作。そして……何だろう。蛇拳？　手を蛇のようにしてくねらせ、その後両手を前に突き出す。蛇が口を大きく開けて、何かを吐き出すようなジェスチャーだな。

			『剣、蛇、何かを吐き出す……？』

			「──」

			　男が新たな動作をする。剣の根元──柄か？　柄から蛇が生えて、剣に巻付く？

			『わかった！　ヴァルーザとの戦いだ！　俺の中の封印とやらが暴走しかけた時に、あんたがその力を発散させるって言って……！』

			「──」

			　どうやら潜在能力解放と、あの暴走。その二つによって男性の力が減少してしまい、会話ができなくなってしまったようだった。

			『あんたは俺の中にいるのか？』

			　コクリ。

			『あんたは、転生初日に声をかけて来た人なのか？』

			　コクリ。

			　やっぱりそうなのか。なら、聞かないといけないことがあるな。

			『あんたは誰なんだ？』

			　俺は、最も気になっていた疑問を口にした。

			　だが、男は難しい顔で首を横に振っている。まあ聞いてはみたものの、喋れないんじゃ無理か。

			『また会えるのか？』

			　すると、男がビシッと真上を指差す。それにつられて上を見ると、いつの間にか天井が消えており、月が顔をのぞかせていた。

			『月……？』

			　でも、なんで今のタイミングで月？

			　いや、潜在能力解放の影響を抜かせば、俺がこの男と会話したのは、初めてこの世界に転生した日。つまり、前回の月宴祭の時だったはずだ。そして、今日も月宴祭。

			『月宴祭が関係してるのか？』

			　コクコク。

			　合っているようだ。そうか。という事は──。

			『次の月宴祭には、また会えるのかね？』

			　男はニヤリと笑う。そして、グッと親指を突き上げた。

			　そのまま、男の姿がなんか薄くなっていくな。あれ？　もう終わり？

			『ちょ、まだ聞きたいことが色々あるんだけど！』

			　だが、俺の叫びに男が再び謝罪ポーズをすると、あっと言う間にその姿はかき消えてしまうのだった。時間切れってことか……。

			『いつもいいところで消えちまうんだから！』

			　そう叫んだ直後だった。

			『……はっ』

			　え？　何があった？　視界が急にクリアになった。同時に思考もクリアになる。

			　慌てて周囲を見回してみると、俺がいるのは貸家の厨房だ。

			　目の前には作りかけのカレーパンが置いてある。

			　何だ？　夢？　夢を見たのか？　剣の俺が？

			　睡眠なんか必要ないはずなのに……。というか、眠りたくても寝られないのだ。

			　それが、作業中に居眠りして夢を見る？

			　前も似たようなことがあった気がするが……。

			　時計を確認すると、時間はまったく進んでない。なんか、狐にでも化かされた気分だ。

			『今のは本当に夢……だった？』

			　そう思いつつも、俺には何故か確信があった。今見た光景は夢じゃない。あの男性も本当に存在し、俺に語り掛けて来たのだと。

			『次の月宴祭は三ヶ月後か。おっさん、次は色々と教えてもらうからな』

			　俺の中にいるって言ってたし。聞こえてるだろう？

			　


			　


			「また計画が狂ったと聞いたが、どうなっておるんじゃ？」

			「それはこちらの台詞だよ。最初はイースラ商会の下っ端を孤児院に送り込んだけど、訳分からないことを言って逃げ帰ってきてさ」

			「訳分からないこと？」

			「自分は病気かもしれないとか何とか、最期まで喚いていたね。まあ、病気の心配などできないようにしてあげたけど」

			「その後はどうしたんじゃ？　まさかそれで止めたわけではあるまい？」

			「勿論。例の少女の確保と儀式の邪魔。両方を狙って傭兵を送り込んだのに、帰ってこないんだ」

			「傭兵？　もしかしてワシの配下たちかのう？」

			「そうそう。自由に使っていいっていってたじゃない？　遠慮なく使わせてもらったんだけどさ。ボランという男と、数人」

			「ボランか。戦闘力だけではなく、冷静さと状況判断が高い。任務の達成率で言えばワシの配下でも上位に入るはずじゃ。あやつが戻ってきていないじゃと？」

			「うん」

			「何が起きておる」

			「それはこちらが聞きたいね」

			「そもそも、ボランならば巡回の兵士や下級騎士程度はどうとでもなるはずじゃ。だとすれば、不測の事態が起きたか……」

			「まあ、それしかないか。だけどそのせいでシャルロッテの身柄は確保できなかった上に、破邪の儀式が行われちゃったんだよね。おかげで、下層民街にばら撒いていた邪神水の影響が大幅に抑えられちゃったよ」

			「ちっ。最悪じゃな」

			「まったく。キュア・ターメリックは何者かに奪われ、シャルロッテは逃し、仕込んであった邪神水の邪気は祓はらわれ……」

			「まるでこちらの手を読んでおるかのようじゃが……偶然か？」

			「わからないな。確かに僕らの計画を事前に知っているかのような行動にも思える……。実は僕がイースラ商会に輸送を頼んでいたキメラの魔魂も、何者かに奪われたみたいでさ」

			「それは本当か？」

			「中々届かないから担当者を尋問したんだ。そしたら吐いた。例の集積所にキュア・ターメリックと一緒に保管していたらしい」

			「では、奪って行ったのは同じ輩かのう？」

			「おそらくは。イースラ商会の者は今代わりの魔魂の源を探しているなどと言い訳してたけど……」

			「キメラの魔魂の代わり？　そんなものあるわけあるまい。万金の価値──いや、それでも足らぬか。お主がレイドス王国の錬金術ギルドから横流しさせたあの魔魂の源以外、他は全て破却されたはずじゃからな」

			「本当だよ。あれの価値がどれほどのものか分かっていない無知蒙もう昧まいの輩はこれだから困る。捜索を命じたけど、見つかるかどうかわからないな」

			「そちらの計画も見直す必要が出て来そうじゃな」

			「仕方ないよ」

			「やれやれ、イレギュラーな事態が続くもんじゃ」

		

	
		
			第四章　蠢くものたち

			　


			　四月一日。

			　月宴祭のメインイベントでもある奉納が終わった翌日である。

			　だが、まだお祭りは続いていた。とは言え、神に捧げる祭祀としての月宴祭は昨日で終わり、今日からは本当に楽しむための祭りなのだろう。様々なイベントが目白押しだ。

			　フランが興味ないので場所なども全然調べていないが、美男美女コンテストなんかも開催されているらしい。徹夜で料理を作り続けた俺たち──まあ、フランたちは結構早く寝ちゃったが──は、冒険者ギルドにやってきていた。目的は、ある人物に会うことである。

			「よう、お嬢ちゃん。売り子の候補を連れて来たぜ」

			　そう、コルベルトに売り子を紹介してもらう予定になっていたのだ。コルベルトが三人の女性冒険者をつれて歩いて来る。彼女たちが売り子の候補らしい。

			「こんにちは」

			「どうもー」

			「ちわ」

			　フランが子供だからと言って侮るような態度ではない。自分たちの雇い主と認め、きちんと頭を下げている。というか、見覚えがあるな。

			「こいつらはランクＤパーティ、緋の乙女だ」

			「またお会いしましたね」

			　肉の仕入れの帰りに盗賊から助けた馬車を護衛していた、三人組の女性冒険者たちだったのだ。

			　ランクＤパーティだったのか。冒険者にはソロランクと、パーティランクがある。ソロはフランなどが持っている、個人でのランクを示したもの。

			　対してパーティランクは、複数人で組んだパーティの戦力を示したものだ。彼女らの場合は、三人揃えばランクＤ相当の実力があると認められているわけである。前衛後衛のバランスが良く、それなりに実績があるようだった。

			　それに、全員が商売か算術を持っている。冒険者には珍しいな。

			「改めて自己紹介を。リーダーのジュディスです」

			　青い長髪の女性が、フランに握手を求めてきた。

			「父が行商人なので、幼い時は父に連れられて経験を積んでいました。商売、料理のスキルは一応持ってます」

			　なるほど。物心ついた時から行商人の父親の仕事を横で見てれば、商売のスキルが手に入るかもな。それに旅をしていれば料理をする機会もあるだろう。何より美人で礼儀正しい。これは売り子としては十分なんじゃないか？

			「マイアですー。パーティの雑用を一手に引き受けてますー」

			　赤いショートボブの女性が、頭を下げる。なんかゆっくりとした話し方なのだが、そのスキルは印象とは真逆の盗賊系だ。話を聞くと、食料の仕入れや、備品や装備の管理、ダンジョンでの料理等も全て担当しているらしい。スキルは器用貧乏っぽい感じだが、交渉に算術、料理と求めるスキルは完璧だ。顔も良いしね。売り子としては合格である。

			「リディア」

			　最後の少女は、ちょっとフランと似ているかもしれない。黒髪、白い肌、動かない表情。髪が腰までと長いが、それ以外の外見的特徴はフランに似ている。まあ、フランの方が可愛いけどね！

			「……」

			「……」

			　しばし見つめ合うリディアとフラン。互いに表情が全く動かず、妙な間が流れる。

			「……」

			　だが、フランがコクンと小首を傾げた瞬間だった。

			「……負けた！」

			　いきなりリディアが両手両膝を地面に突き、ガックリと項うな垂だれた。

			「ちょ、リディア？　何してるの？」

			　仲間の突然の行動に、ジュディスも驚いているな。

			「負けました。彼女は私のようなキャラづくりの贋にせ無表情ではなく、本当の無表情キャラです」

			「あ、そう……」

			「しかも魔剣少女の噂が本当ならば、私よりも年下なのに剣の達人で、火炎魔術まで使いこなすとか」

			　へえ、そこまで知れ渡ってるのか。俺たちが思っている以上に、有名になっているのかもな。良いのか悪いのか……。

			「私は完全に下位互換の女。私のアイデンティティーはもはや髪の長さだけ」

			「し、身長も勝ってるじゃない？」

			「魔剣少女が成長したら、あっと言う間に抜かれる差です」

			「で、でも、ほら。あなたには知神様の加護があるじゃない！　彼女は知恵の神の加護っていうスキルを持っているんですよ？」

			　これは魔術や知識系スキルの熟練度が上がりやすくなるという加護らしく、冒険者たちからしたらかなり有用なスキルらしい。

			　このリーダー苦労してるな。フランに説明しつつ、リディアを褒めて持ち上げている。

			　それにリディアは魔法陣という面白そうなスキルも所持していた。護符などを作ることができるスキルらしい。面白そうなスキルだ。

			「魔法陣には算術が必須ですので、計算はできます。料理はできませんが、調合はできます」

			「と、とにかく頑張りますから！」

			「私もー」

			　まあ、馬車を救助した時に彼女たちの人柄は見ているし、コルベルトの推薦もある。能力もあるし、むしろこっちからお願いしたいくらいだった。

			　雇う意向を伝え、早速報酬の交渉に移る。相場が分からないんだが、そこはコルベルトがきっちりと仕切ってくれた。だてにランクＢ冒険者なわけじゃないんだな。

			　結果、報酬は期間中の食事と、一人一万ゴルドという事になった。三人で三万ゴルドはいくら何でも安すぎる気がしたのだが、売り子などの危険が少ない仕事でこれなら、悪くない報酬額という事だった。

			　俺たちもランクＤなんだが、それなりに上位の魔獣を狩りまくってるしな。普通のランクＤ冒険者に比べて、金銭感覚がマヒしてる感は否めないのだ。それに、彼女たちは三日間の食事の方が目的のようだった。コルベルトに俺の料理の腕を散々吹き込まれたらしい。まあ、それで張り切って働いてくれるなら、こっちとしてもあり難いけど。

			「あのコルベルトさんが絶賛する食事ですからね」

			「絶対においしいはずですー」

			「今から楽しみね」

			「くぅ。羨ましい……」

			　コルベルトがメチャクチャ羨ましそうに三人を見ていた。

			「な、なあ。売り子はできないが、他に手伝うことはないか？」

			　そんなことを言い出す。いや、どうだろうな。今のところやって欲しいことは特にないが……。

			「こっちが手伝いたいって言ってるんだし、報酬はいらないぜ？　しょ、食事だけでいい」

			　どんだけ食い意地が張ってるんだ。ちょっとうちの二人に似てると思ってしまったぜ。ランクＢ冒険者を食事だけで雇えるなんて破格だし、色々と雑用をやってもらえばいいか。

			「わかった、雑用係でいいなら雇う」

			「ほ、本当か？　やった！」

			「私たちも明日はよろしくお願いします！」

			「「お願いします！」」

			　という事で、俺たちは売り子も含めた手伝い四人をゲットしたのだった。

			　


			　冒険者ギルドから貸家に移動した俺たちは、コンテストの準備を再開していた。すでに最終段階である。生地は完成し、中に包むタネも完璧。あとは、包んで揚げるだけだ。まあ、この包んで揚げるのが一苦労なんだが。

			　長時間同じ作業を集中して続けるのは、フランには無理である。なので、俺がやり続けるしかなかった。ジュワジュワパチパチという油が跳ねる音が響き、黄金色のカレーパンが次々と揚がっていく。

			『うーん、もう暗いじゃないか。集中してて全然気付かなかったぜ』

			　昼前から作業を始め、すでに日が落ちている。

			『想像以上に時間がかかったな』

			　フランは店舗部分でウルシと修行中だ。激しく暴れたりはできないので、放出した魔力で立体的な絵を描くという、半分遊びみたいな修行であるが。というか、フランには修行と言う感覚はないかもしれないな。だとすると、完璧にお遊びだ。オヤツでも差し入れてあげようかな。

			『ん？』

			　フランのためにクッキーとジュースを用意していたら、不意に気配を感じた。フランたちも感じたようで、修行を止めて周辺の気配を探っている。

			『お客さんだな』

			　それも、招かれざる。何せ複数の人間が気配を殺しながら、この家を囲むように近づいてきていた。それとは別に、普通に歩いてくる気配もある。

			「捕まえる？」

			『うーん。でも、こっちに何かしてきたわけじゃないしな』

			　目的も分からん。一人だけ近づいてくる気配は裏口に向かっている。とりあえずこいつに接触してみるかね。そう思っていたら、普通に厨房の裏口がノックされた。さてどんな奴だろうか。フランが警戒しつつ、声をかける。

			「誰？」

			「夜分遅くに申し訳ない。少々お願いがあって参りました」

			「お願い？」

			「はい、話を聞いていただきたいのですが」

			　ふむ。声色だけなら、紳士的と言ってもよさげな感じだな。まあ、声色だけは、だが。扉越しにも悪意がビンビン感じられるのだ。この優し気な態度は上辺だけのものだと分かる。

			　とりあえずのぞき窓から相手の姿を確認してみる。いかにも商人風の優やさ男おとこが立っているな。見た感じ、悪人にはとても見えない。悪意感知が反応していなければ、俺たちも騙されたかもな。

			　だが鑑定してみると、その内は外見とは全く違うと分かった。何せ職業が詐欺師だ。恫どう喝かつに虚言、偽造のスキルまである。完全に黒だろう。戦闘力は低いが、違う意味で嫌な相手だ。

			「何か用？」

			「できれば中に入れていただきたいのですが」

			「そこじゃだめなの？」

			「少々込み入った話でして」

			　フランが適当に対応している間に、俺は窓から外を覗いた。闇に紛れて隠れているつもりなのだろうが、暗視に気配察知を持つ俺には丸見えだ。

			　まあ、ほとんど雑魚だな。職業は盗賊。やはり強奪や窃盗のスキルを持っている。一人だけ高レベルの暗殺者がいるが、注意するのはこいつくらいだろう。この暗殺者も正面切っての戦闘力はさほどでもないので、不意打ちにさえ気を付ければ問題はない。

			　どうしようか。まだ何かされた訳じゃないんだが……。いや、盗賊に家を包囲されつつあるわけだし、敵対行為とみなしても構わないんじゃないか？　先制攻撃したとして問題あるか？　むしろ、すでに攻撃されていると言っても過言ではない気がしてきた。ぶっちゃけ相手は悪人なんだし、正当防衛と言えなくもないんじゃなかろうか？

			『フラン、そいつを逃げられないように中に入れておけ。その間に、外のお掃除をするから』

			「ん。分かった」

			「おお、分かっていただけましたか！」

			　フランの返事を肯定の言葉だと勘違いした詐欺師が、嬉しげな声を上げる。

			「入っていい」

			「では、失礼いたします」

			　詐欺師が中に入ってくる。すると即座にウルシがその後ろに回り込み、入り口の前に寝そべった。完全に出口を塞いだ形だ。小型化しているとはいえウルシは狼。戦闘力のない詐欺師には凄まじい脅威だろう。さすがに表情を変えることはしないが、ウルシをチラッと見たのを見逃さなかったぞ。

			「は、はは、可愛いワンちゃんですね？」

			「ん？　ウルシは狼」

			「お、狼ですか」

			「狼型の魔獣」

			「ま、魔獣？」

			「従魔。とても強い。人も簡単に殺す」

			　とか言いつつ、フランがさらに扉にガチャリと鍵をかけた。詐欺師への圧力倍増だ。完全に表情が崩れ、口元が引きつっているのが見えた。

			　俺は詐欺師に見つかる前に、さっさと外に向かう事にする。時空魔術のショート・ジャンプで強盗たちの真後ろに転移して、様子をうかがう。まだ実際に攻撃された訳じゃないからな。意識を失わせて捕らえるだけにしておくか？　それとも情報を持っていそうな暗殺者を残して殺ってしまうか……。

			「おい、小娘一人にこんなに人数いるか？」

			「確実を期すためだってよ」

			「ちっ。めんどくせぇな。交渉なんざする前に、とっととぶち殺して奪えばいいだろうが」

			「上からの命令なんだ仕方ねーだろ。まあ、とっとと殺しちまった方が後腐れないのは確かだと思うけどよ」

			「なあ、殺す前に楽しんでもいいよな？」

			「ひひひ、お前も好きだね」

			　うん。そうだね。殺しちゃった方が後腐れが無いよね？　どうせ生きてるだけで人に迷惑をかけるだけのクズどもだし？　そもそもフランをどうするって？　殺す？　楽しむ？

			『おい』

			「あ──？」

			『死ね』

			　俺は間抜け面でふりむいた強盗の首を一気に刎はねた。そして、即収納だ。自分たちが奇襲されることなんか考えてないんだろう。危機察知を持っていたのに、反応さえできていない。思った以上に雑魚だったな。

			　さて、ちょっと急ぐか。暗殺者以外は雑魚ばかりとは言え、気配察知は持っている。仲間の気配が消えたことにすぐ気づくだろう。

			　俺は一人目をやった手順を繰り返し、襲撃者たちをガンガン消していく。簡単すぎるお仕事だ。

			　さすがに四人目を収納した時点で、暗殺者を含めた残りの二人も異常に気付いたようだった。僅かに気配に乱れがある。だが、逃げるかどうするか迷っている間に、俺の餌食となったのだった。

			　盗賊は斬り捨て、暗殺者は雷鳴魔術で麻痺させる。意識は微妙に残っているが、念動で頭部をどついて意識を刈り取った。

			『よし、一度戻ろう』

			　俺は念動で暗殺者を持ち上げると、詐欺師に見られないように死角となる店舗部分から中へと戻った。

			「──を譲ってほしいのです」

			　どうやら、詐欺師が本題に入っているようだな。

			「魔魂の源？」

			「はい。あなたが盗賊のアジトで、魔魂の源を手に入れたということは分かっています。それを譲ってほしいのですよ」

			「何のこと？」

			「しらばっくれても無駄ですよ。あなたのことは調べさせてもらったので。どうです？　一万ゴルド出しましょう」

			　おいおい、ケチくさいな。最低でも一〇万ゴルド。下手したら億はしようかっていうお宝だぞ？　それを一万？　フランを舐めてるのか、まともに交渉する気がないのか……。

			　多分後者だろうな。暗殺者たちを潜ませていたことからも明らかだ。いざとなったら力づくでってことなんだろう。そもそも魔魂の源を手に入れたことをどこで知った？

			　俺たちがあれを持っていることはユージーンしか知らないはずだが……。彼から漏れたのだろうか？　いや、だったら俺たちのところに来るはずがない。魔魂の源はユージーンに預けているのだから。情報の出どころを調べなくてはならないな。

			「何のことか分からない」

			「さっきも言いましたが、調べは付いています。誤魔化しても無駄ですよ」

			「知らない」

			「はぁ、強情ですねぇ。大人しく売っておいた方が、あなたの為だと思いますが」

			　お？　ちょっと雰囲気が変わったな。ちょっとだけ威圧感を出してきた。

			「これ以上は話すこともない。帰れ」

			　フランには全く意味がないが。むしろ、ちょっと声が大きくなった程度にしか思っていないだろう。

			「まあまあ、そう言わず。私としては、魔魂の源をいただかないことには帰れないのですよ」

			　これってもう脅しじゃないか？　フランが普通の少女だったら、かなりの恐怖心を感じるはずだ。

			　しかしフランは少し不快げに眉根を寄せただけで、一切恐れる様子は見せない。

			「知らないって言ってる。バカなの？」

			　むしろちょっと怒っているな。遊び──もとい修行を邪魔されて、多少腹を立てているんだろう。

			「……調子に乗るなよ小娘。たかが冒険者が、我らに逆らえば怪我では済まんぞ？」

			　ついに本性が出たな。

			「それはこっちの台詞。詐欺師如きが調子にのるな。師匠の作業の邪魔をしたお前らは万死に値する」

			　あ、俺のために怒ってくれてたのね。ちょっと嬉しいと思ってしまった。

			「いいだろう。その言葉、あの世で後悔させてやる！」

			　そう言い放ち、男は踵きびすを返した。外の男たちを使うつもりなんだろう。

			「グルル……」

			　だが、ウルシはスクッと立ち上がると、男の行く手を遮るように牙をむいた。

			「おい、何のつもりだ？」

			「そもそも、この家から出られると思ってる？」

			「なっ！　私が戻らなければ、部下たちが黙っておらんぞ」

			　どこまでも陳腐だね。まあ、たかが小娘と侮り、無警戒に家に入ってきたこいつの負けだが。詐欺師の風上にも置けない無警戒さ。二流だな。

			「呼べるものなら呼んでみたらいい」

			「いいだろう。おい、お前ら！　仕事をしろ！」

			　たとえ家の中からでも、この大声だったら問題なく外に聞こえているはずだ。男は、部下たちが雪崩なだれ込んでくる様子を想像しているのだろう。ニヤリと下卑た笑いを浮かべて、フランを見た。

			　だが、いくら待っても何も起こらない。

			「な、何故だ……」

			「外の奴らは師匠が片づけた」

			「な、仲間がいたのか！　馬鹿な、そんな話聞いていないぞ！」

			　フランがそのままあっさりと、喚き続ける詐欺師を組み伏せた。いくらフランが冒険者とは言え、その細腕一本で自分が押さえつけられていることが信じられないのだろう。強い混乱とわずかな恐怖が混じった表情で、フランを見上げている。

			　さて、情報を引き出さないとね。普通だったら詐欺師相手に尋問とか難しいんだろうが、俺には虚言の理があるからな。嘘は無駄なのだ。

			「な、何をする気だ！　こんな真似してタダで済むと思うなよ！」

			「私の情報をどうやって手に入れた？」

			「さて？　どうだろ──ががががっ！」

			　フランが転がっている詐欺師に弱い電撃を流す。無防備な状態で雷鳴魔術を食らった詐欺師は、悲鳴を上げながら数秒間痙けい攣れんした。厨房で血を流したくないからな、素手か電撃が有効なのだ。

			「はぁはぁ」

			「もう一度聞く。どうやって私が魔魂の源を持っていると知った？」

			「言うと思って──ぎががががががががっ！」

			　結構強情だな。仕方ないので暗殺者も一緒に尋問することにした。

			『ウルシ、暗殺者を持ってこい』

			「オン」

			　片方が痛めつけられている姿を見せて、恐怖心を煽るというやり方だ。

			「なっ……なぜ」

			　ウルシが食堂から引きずって来た暗殺者を見て、詐欺師が声を漏らす。まさかこの暗殺者ほどの実力者があっさりと捕らえられているとは思わなかったのだろう。それとも、いつの間に捕まったかという驚きかな？

			　三〇分後、憔しょう悴すいしきった男たちは涙を流しながら、知っていることを全て話していた。

			　血が流れないように気を付けてたのに、結局涙と唾液と尿で床が汚れちゃったな。後で浄化しておこう。

			「じゃあ、お前はイースラ商会の人間？」

			「はいぃぃ」

			　聞き出したことをまとめると、こいつらはイースラ商会に所属しているという。孤児院にチンピラを送り込んでいた可能性のある商会の名前がここでも出るとは。

			　魔魂の源を求めているのは、そのイースラ商会に所属しているはぐれ錬金術師であるらしい。冒険者ギルドに潜り込んでいる錬金術師にイースラ商会の息のかかった者がおり、魔魂の源の情報はそいつがユージーンを盗聴して得たようだ。

			　俺たちが手に入れた魔魂の源はそもそもはぐれ錬金術師が遠方から取り寄せた物で、非合法の輸送ルートを経由して送られてくる途中だった。あの盗賊団はやけに装備やアジトが充実していると思ったが、やはり単なる盗賊団ではなく、背後にはイースラ商会がいたのである。様々な非合法の活動を盗賊の仕業に見せかけるための外部組織だったのだろう。よしよし、これでキュア・ターメリックは何の問題もなく使えることが分かったぜ。

			　フランは錬金術師の居場所を聞き出そうとしたが、詐欺師は正確な居場所を知らされていなかった。ただ、拠点にしている場所の一つを聞き出すことには成功する。

			　やはり、以前ウルシが見つけてきたイースラ商会の屋敷だった。

			　暗殺者もイースラ商会に所属していることは間違いないのだが、詐欺師とは少々事情が違っているようだ。暗殺者はイースラ商会に雇われているものの、それは表向きで、実際はリンフォードという魔術師に仕えていた。リンフォードは他大陸からやって来た凄腕の魔術師で、犯罪者やはぐれ傭兵を多数傘下に収めているらしい。

			　そして、現在ではバルボラで活動するための拠点を得るために、イースラ商会と手を結んでいた。

			　こっちもやはりイースラ商会にかかわりがあるか。レンギル船長には近づかない方がいいと忠告されたが、向こうから近づいてきたな。

			　とは言え詐欺師と暗殺者の仲は微妙な感じだ。元々所属している組織が違う訳だから完全に信用し合っていないのは当たり前だろうが、それ以上に互いのいがみ合いが凄い。

			　暗殺者からすると、金を支払っただけでリンフォード一派を配下に加えたと思っているイースラ商

			　会は、大した実力もないくせに威張っている雑魚という印象であるようだ。

			　イースラ商会はリンフォード一派に対して、大口をたたいたくせに仕事も碌ろくにこなせない、金食い虫というイメージがあるようだった。どうも暗殺者の仲間たちが大きなミスをしたらしく、イースラ商会はその揉もみ消しに大忙しであるらしい。

			　一枚岩ではないとは言え、相手はそれなりに大きな組織である。向こうからこちらに手を出してきた以上、相手の事を調べる必要があるだろう。でも、貴族に関係しているかもしれない場所に踏み込むのはリスクが大きすぎるしな……。

			　そうやって悩んでいたら、男たちが情けない声で懇願し始めた。

			「も、もう、知っていることは全部話しました！」

			「これ以上は本当に何も知らないんだ！」

			「ん」

			「か、解放してくれぇ……」

			　まあ、見逃すわけもない。ただ、こいつらは貴重な証言者だ。殺しはせず、意識を失わせるだけにした。倒れた二人の手足を、魔糸生成で生み出した糸を使って拘束する。

			『さて、色々と面倒なことになってきたな』

			　イースラ商会に目を付けられたとなると、今後もちょっかいを出される可能性が高いだろう。

			　レンギル船長がイースラ商会の話をしていたが、彼が知ってるということは、ルシール商会以外の商会などもイースラ商会の情報を握っているはずだ。それでいながらバルボラで活動を続けているということは、それなりの後ろ盾があることは確実だった。貴族との繋がりがあるという噂も本当なのだろう。あの屋敷に領主の馬車が入っていくのを見たという噂が本当だったら、その後ろ盾がクライストン侯爵という可能性さえある。

			　しかし、これで孤児院のことを領主に相談しづらくなったな。イースラ商会が領主の息の掛かった組織であった場合、黒幕に対して保護を訴えるという何とも間抜けな形になってしまう。

			　コンテストもあるし、イースラ商会への対処も考えなきゃいけない。色々忙しくなってきてしまった。最も安全な策は、コンテストを辞退して街を出ることなんだが……。フランが色々とやる気を見せている以上、その選択肢は絶対になかった。孤児院のこともあるしね。

			『仕方ない。最大限、警戒をするしかないか』

			　とりあえず領主であるローダスが本当に黒幕かどうか、確かめに行こう。まだ噂の段階だし、はっきりさせておきたかった。やることは単純だ。普通に会いに行って、カマをかけて虚言の理で判別すればいい。幸い、俺たちは領主の館に逗とう留りゅうしているからな。会うことは難しくない。

			『じゃあ、一度屋敷に戻るか』

			「ん」

			　コンテストのために準備した物を全て次元収納に仕舞うと、捕まえた二人を元々野菜が入っていた大きめのずだ袋に詰め込み、ウルシの背に括くくりつける。これで目覚めても逃げられることはないだろう。

			　道中で襲撃があるかとも思い、あえてゆっくり移動したんだが、特に襲いかかって来る奴らはいなかったな。

			　兵士に一度止められたが、名乗ったら即スルーだった。完全に領主の関係者として、名前が兵士の間に伝わっているみたいだ。

			　領主の館に裏口から入ると、どうやって察知したのかセバスチャンが出迎えてくれる。さすが執事。抜かりないぜ。

			「お帰りなさいませ」

			　にしても、執事に出迎えられるのってちょっとテンション上がるね。

			　しかも、明らかにウルシに背負われた袋がモゾモゾ動き、中から人のものと思われる呻き声が聞こえるのに、動じた様子が無い。視線はそちらに向いているが。

			「殿下方がお待ちですので、すぐにお部屋に通されると思います」

			　王子たちに会うのは強制か。まあ、領主の館の中で、フルト王子たちの都合が優先されるのは当たり前だが。

			「そちらの袋は……お預かりさせていただいてよろしいですか？」

			　不審物を持ったまま、王子様たちの部屋に入ってほしくないのだろう。いや、そもそも領主が裏にいた場合、セバスチャンも敵ということになる。ここで預けたら、口封じとかされてしまう可能性もあった。

			「必要ない」

			「いや、しかし……」

			「ん。問題ない」

			「ですが……」

			　どうしても預かりたいようだ。だが、フランも譲らない。

			「わかった」

			「分かってくださいましたか」

			「ん。このままじゃダメなら、大人しくさせる」

			「え？」

			　フランはウルシの背から袋を下ろすと、連続でスタン・ボルトをぶち込んだ。何度か袋が痙攣するように震えると、すぐに動かなくなる。

			「これで平気」

			「は、はぁ」

			　セバスチャンの目に確実に恐怖が浮かんでいるな。結局セバスチャンが折れ、ウルシの背の荷物はそのままに、王子たちの部屋へと通されるのだった。

			　フルト王子とサティア王女、セリドが一緒に出迎えてくれる。

			「やあ、やっと戻って来たね」

			「お帰りなさい」

			　王子も王女も心底嬉し気に、フランに話しかける。二人ともフランが好きすぎだろ。

			「コンテストの準備は順調かい？」

			「ん。バッチリ」

			　フランは頷いてビッとサムズアップで応える。

			「確か、カレーを使った料理を出すのでしたね？　結局、どんな料理になったのですか？」

			「それは私も気になるな」

			「これ」

			　興味津々な様子のフルトたちに、フランが大量のカレーパンをテーブルの上に取り出す。

			　勿論、全種類だ。俺としても、試食してもらえるのはありがたい。何せフランとウルシは何を食べさせても美味いとしか言わないから、試食には不向きなのだ。

			「おお！　パンか？」

			「中にカレーが入っているのかしら？」

			「ん。カレーパン。これは至高の料理」

			「そ、そこまでか？」

			「ん」

			「ぜひいただくわ」

			　カレーパンに手を伸ばす二人。当然、毒見などしていないが、今さらだろう。シードランでも散々フランが取り出した料理を食べていたわけだしな。侍従のセリドも二人を止めるような事はしなかった。あのセリドが黙って見ているだけとは、ずいぶんと信頼されたもんだ。

			「おいしい！」

			「美味いな。このように辛くて美味い物、食べたことがない！」

			　好評なようで良かった。カレーパンは王族にも通用するってことか。

			「やはりカレーが最強」

			「うん、フランがそう言うのも理解できる」

			「本当ね」　

			　カレーパンを食べる王子たちをフランがドヤ顔で見ている。美味しいという言葉が出るたびに、ウンウンとうなずいているな。

			「屋台の料理を食べるのは難しいからな。ここで食せて良かった」

			　王族が屋台には行けないだろう。だが、誰かに買って来てもらったらいいんじゃないか？

			「買ってきてもらえばいい」

			「そうもいかないのが王族なんだ。領主の用意した料理が不満なのかと言われかねないし、毒味だなんだと煩わしいからな」

			　王族ともなると、どんな行動も政治的な意味が出てしまうらしい。

			　そこに子供たちがやって来た。そう言えば姿が見えなかったな。しかもその顔には微妙に影があるようだった。何かあったのだろうか？　ここは貴族の館だし、何か悪口でも言われたか？

			「みんなどうしたの？」

			　フランが心配そうな声で尋ねる。だが、フルト王子が教えてくれた答えは、しょうもないものだった。

			「ああ、それが調子があまりよくないようでね」

			「その、お腹を壊したようなんです」

			　子供たちは昨夜から調子を崩しており、さっきまで寝ていたらしい。それでもフランが戻ってきたということで、やってきてくれたのだ。貴族の屋敷で高級な食事でもして、胃がビックリしたんだろうか？

			「だいじょぶ？」

			「そこまで酷くはないから平気だ。それよりも、そのパン俺ももらっていいか？」

			「ん」

			　おいおい、腹を壊してるんだろ？　その状態で食べるのか？　フランは大抵のことは美味しい物を食べればどうにかなるという、美味しい物至上主義者だから疑問に思わないらしいが、俺だったら腹の調子が悪い時に油っこいカレーパンなんか絶対に食べたくないけどな。

			　だが、元はストリートチルドレンの少年たちは、フラン並みに食い意地が張っていたらしい。目の前にある珍しい食べ物を手に取らないという選択肢はないようだった。一番背の高いソフがカレーパンを手に取ると、チビのテニールもカレーパンに手を伸ばした。最年少の少女アルティだけは、迷っているな。

			「う、美味い！」

			　ソフが早速カレーパンに齧かじりついている。

			「これならいくらでも食べれるぞ！」

			　テニールも三口でカレーパンを食べきってしまった。その後、二人は競うように置かれたカレーパンを食べて行った。すっごい食欲だな。それに、心なしか顔色も良くなってきた気がする。もしかして癒やしの効果があったんだろうか。

			　状態異常を癒やす効果はあるけど、腹下しにも効果があるのか？　まあ、体が癒やされるらしいし、体内の悪い物が浄化されて腹下しが治るって言うこともあり得るのかもね。残っていたアルティも二人があまりにも美味しいを連呼するので、カレーパンが食べたくなったようだ。結局手を伸ばしていた。

			『フラン、そろそろ本題に入れよ』

			「？」

			　あ、これはカレーパンを褒められて満足したな。本来の目的を忘れている顔だ。

			『領主が敵かどうか確認しにきたんだぞ？』

			「そうだった。うっかり」

			「どうしたんだフラン？」

			「実はお願いがあって来た」

			「あら、何ですか？　フランさんのお願いならできる限りのことはしますよ？」

			　フルト王子の疑問に答えると、サティア王女が勢い込んだ顔でフランの手を掴んだ。

			「ん。領主に会いたい」

			「ローダス殿に？　何故だ？」

			　そこで、まずは二人にここ数日のことを語ることにした。

			　孤児院を助けたことや、盗賊のアジトで色々と手に入れたこと。それらをきっかけにしたイースラ商会との因縁。そして、イースラ商会のバックに領主がいるかもしれないことも、素直に伝える。

			「フランさん、波乱万丈ですね」

			「どこに行ってもフランはフランか……」

			　ちょっと呆れられてしまった。

			「だから、領主にあって、敵かどうかを確かめたい」

			「なるほど。だが、相手は海千山千の貴族だ。素直に話すとは思えないが？」

			「そこは大丈夫。こいつらがいる」

			「こいつら？」

			「ん」

			　フランがウルシの背から袋を取り外し、中身をその場に放りだす。

			「きゃっ！」

			　すまん。簀す巻まきにされた成人男性二人の姿は、サティア王女には刺激が強すぎたかもしれない。

			「私を襲って来た、イースラ商会の構成員。領主の前で自白させて、反応を見る」

			「なるほど……。分かった。セリド、すぐにローダス殿と面会する手はずを整えろ！」

			「はっ」

			　ということで、セリドが面会のアポを取ってくれた。さすがに王族。五分もかからずに領主自らやって来た。

			「いかがなさいましたかな？」

			「忙しい中、呼び立てて済まないなローダス殿」

			「いえ、殿下に呼ばれたのであれば、それに優先することなどありません」

			　とか言いつつ、その眼は．多少不安げだ。夜に大事な話があると言われて、急に呼び出されたからだろう。何でもいいから情報を得ようと、部屋の中を目だけでキョロキョロと見ている。そして、床に転がされているイースラ商会の二人を見て目を丸くした。

			「な、何ですかそれは！」

			　心底驚いているように見えるな。演技だとしたら大したものだ。

			「知らない？」

			「何を言っている？　知っているはずもないだろう」

			「こいつらはイースラ商会の構成員。私を襲って来た」

			「どういうことだね？」

			　やはり何も知らないように思えるが、ここはもう少し攻めてみよう。

			「孤児院は知ってる？」

			「孤児院というのは、下町の孤児院のことか？」

			「ん。援助を打ち切られて、悲鳴を上げてた」

			「なに？」

			　知らないのか？　いや、いちいち小さな孤児院への補助金についてなど、領主が把握しているわけがないか。それでも、フランは事のあらましを領主に語った。

			　何故か前触れもなく孤児院への援助が打ち切られてしまい、役所に訴えても何の補償もしてもらえないこと。そのせいで資金繰りに喘ぎ、詐欺師に騙された可能性があること。そして、その詐欺師はイースラ商会の人間であること。

			　さらに、領主とイースラ商会がグルであるかのような印象を受けたことを、言外に匂わせる。

			「たまたま補助金が打ち切られたタイミングで詐欺師が現れるのは、間が良すぎる」

			「わ、私がそのような詐欺まがいの行為に加担したというのか！」

			「そうは言ってない。でも、領主の正式な認可の判が押された書類が送られてきてた。それをどうやってイースラ商会が知ったのか、謎」

			「ば、馬鹿な！　私はそのような書類に判など押していないぞ！」

			「覚えてるの？」

			「無論だ！　その程度覚えていられなければ、大都市の領主などやっていられん！」

			　おお、言い切るね。だが、これが嘘じゃないのだ。クライストン侯爵は本当に孤児院のことについて知らないようだった。つまり侯爵が犯人ではなく、その名を使ってイースラ商会と一緒に悪事を働いている役人がいるということか？

			「だが、決済印を私に無断で使える人間など……」

			　深刻な顔で呟いている。どうも、かなり侯爵に近いところにいる人間が裏切っているようだ。

			「じゃあ、あなたはイースラ商会とは無関係なの？」

			「当然だ！」

			　憤然とした様子でそう叫ぶローダス。その言葉に偽りはなかった。つまり、奴らの背後にいるのは領主ではなかったということか。やばい、ここは素直に謝っておこう。

			「……疑ってごめんなさい」

			「いや、こちらこそ済まぬ。これは、完全に身内に馬鹿なことをしでかした者がいるな……」

			　ここでフランに頭を下げて謝れるとは、少しこの侯爵様を舐めていたかもしれない。思った以上に公明正大な人物だったらしい。

			「ローダス殿、済まない。我らからも謝罪を」

			「少し疑ってしまいました」

			「今の話を聞けば当然でしょう。私でも疑いをかける……。それで、そのイースラ商会の構成員という男たちは、こちらに引き渡してもらえるのだろうな？」

			「ん。構わない」

			　しらばくれるクライストン侯爵の嘘を、こいつらの証言で崩すつもりだったんだけどね。侯爵は黒幕じゃなかったと判明し、完全に用なしとなってしまった。むしろ引き取って欲しいくらいだ。

			「そうか。少々お待ちを。おい、入って来い」

			　ローダスが部屋の外に声をかけた。すると、体格の良い青年が部屋に入ってくる。

			　どこかローダスに似た、金髪碧眼の貴公子然とした顔立ちなのだが、その肉体は分厚い筋肉に包まれていた。身長も一九〇センチ以上あるだろう。明らかに戦闘を生業なりわいとする人間の気配を身に纏っていた。

			「これは我が長男のフィリップです」

			「フィリップ・クライストンと申します。お見知りおきを」

			　相当強いな。鑑定で表示されるステータスがコルベルトに迫るぞ。

			「フィリップは現在は騎士団長を務めておりまして、月宴祭の最中は中々手が空きませんでしたが、ようやく屋敷に戻って参りました。殿下方にご挨拶させるつもりだったのですが……」

			　フィリップにイースラ商会の二人を連れて行き、尋問するように命令する。当然、何があったかも説明したのだが、フィリップの発した言葉は少々予想外のものであった。

			「父上、イースラ商会の手の者でしたら、昨日も捕縛に成功しております」

			　なんと、こいつら以外にも捕まった構成員がいるらしい。

			「罪状はなんだ？」

			「昨日、奉納の儀式の最中に踊り手をかどわかし、儀式を邪魔しようとした疑いがかけられております。確か、捕縛には殿下のご友人が関わっていたと思いますが」

			　その言葉にフルトが首を傾げる。そしてすぐにフランを見た。

			「我らの友人だと？」

			「はい。フランという名の冒険者のご友人がおられるというお話でしたね？」

			「ん？　私？」

			　フランが捕縛に関わったって、もしかして路地でウルシが倒したあの五人組のことか？　兵士に預けてしまったが、ちゃんと牢にぶち込んでくれたらしいな。ただ、フランが捕縛に手を貸したということにされてしまっているようだが。

			「えーと、お嬢さんがフラン殿なのかな？」

			「ん」

			「凄腕の冒険者だと聞いていたので、どのような大女かと思っていたのですが、まさかこのように可憐なお嬢さんだったとは。驚きですな」

			　武骨そうに見えてもさすがは大貴族の長男。歯が浮くような台詞が簡単に出て来るらしい。ただ、そこに悪い感情は見えない。素直に思ったことを口に出しただけであるようだ。大貴族の長男にしては少々率直過ぎる気もするが、少なくとも悪人ではなさそうだった。

			「それで、昨日捕らえたその賊共が、やはりイースラ商会の手の者だったのですよ。儀式が行われる前に踊り子であるシャルロッテ嬢をさらうように命令されたようです」

			　どこもかしこもイースラ商会だな。

			「なんでシャルロッテを狙った？」

			「そこまでは分かっていませんが、儀式を邪魔する目的があったことは確かなようです。それに彼女は見目麗しいですから。殺すよりも、さらった方がよいと考えてもおかしくはないかと」

			　フィリップが男から尋問で得られた情報を語る。そこまで目新しい情報はなかったが、イースラ商会全体が、なにやら活発に動いているらしいということは分かった。俺たちが捕まえて来た二人はフィリップに連行されていき、ローダスも事実関係の洗い出しを早急に行うと言って去っていく。領主の決済印を不正使用されたというのはかなりの事件だし、当然だろう。

			　フィリップが退出する前にいくつか質問をしてみたんだが、その受け答えには全く嘘が無かった。やはり見たままの実直な、腹芸の苦手な騎士団長であるらしい。

			　領主と長男は白か。それが知られただけでも大きな収穫だったな。

			「これは、この町が少々揺れるかもしれないな……」

			「そうですね。私たちも少し気を付けましょう」

			「ん。その方がいい」

			「フランはこの後どうするんだ？」

			「厨房に戻って、明日の準備を続ける」

			「大丈夫なんですか？　今日くらいは屋敷に泊まった方がいいのでは？」

			「ウルシもいるから、大丈夫」

			　結局、引き止める王子様たちを振り切って、俺たちは屋敷を出た。二人ともフランとウルシの強さを知っているからな。

			　何とかゆるしてくれたのだった。

			　あと、屋敷を出る前に使用人の皆さんへということで、カレーパンを大量に置いて来た。色々とお騒がせしてしまったからね。いくら主人である貴族に伝手があろうとも、屋敷の仕事の大半は使用人が行っている。彼らに付け届けをしておいて損はないのだ。数日は夜中に出入りすると思うしな。

			『明日に向けて、ラストスパートだな』

			「ん！」

			　


			　翌朝。俺たちは料理ギルドでコンテストの最終注意事項を聞いていた。

			　昨晩は再度イースラ商会の襲撃があるかとも思ったんだが、一切なかったね。ただ、あれで終わりだとは思えないし、気は抜けない。襲ってきたら返り討ちにしてやるぜ。

			「では、最終確認です。予選開始は一二時から、料理ギルドを出発するのは一〇時。二時間で露店を開く場所を決めてください。港湾地区、商業地区、一般居住地区であればどこでも構いません。ただし敷地の所有者などに断られた場合は、場所を移してください。また、一二時より前に販売を開始することは認められません。違反した場合は失格となるのでご注意を」

			　周囲には俺たちと同じような、二次予選の参加者たちが集まっている。この場にいるのは各店の主と、その手伝いが各一人ずつだ。それ以上になると入りきれないからだろう。

			　この場にフランと一緒にいるのはコルベルトだ。売り子三人娘は外で屋台の準備をしている。

			「なあ、お師匠さんはまたいないのか？」

			「ん。どこかで見守ってる」

			　どこかというか、フランの背中からだけどね。それにしても、フランがかなり注目されているな。

			「あれが噂の──」

			「あのメッキャム翁をして美味いと言わしめた──」

			「まだ子供なのに──」

			　子供だからという侮りではないようだった。

			　どうも、あの審査員のメッキャムは有名人だったらしい。料理人の矜持云々はともかくとして、味は美味いと言っていた。その話が広まって、警戒されているようだ。一緒にいるコルベルトが驚いた顔で聞いてくる。

			「フラン、お師匠さんはもしかしてメッキャム翁の推薦で予選を通過したのか？」

			「ん？　誰？」

			「メッキャム翁だよ！　料理ギルドの幹部で、美食家の！」

			　なんでも、料理ギルドの大幹部数人には、自分の認めた店や料理人を二次予選に推薦する権利があるらしい。ただ、メッキャムは非常に評価が厳しいことで有名な人物で、誰も推薦しないことの方が多いんだとか。そのメッキャムの推薦を受けている黒しっぽ亭が注目されるのは当然のことだった。随分と一次審査が簡単だと思ったんだが、推薦枠だったのね。

			「奴を絶対にギャフンと言わせる」

			「おお、すげー気迫だ……！」

			「絶対に決勝戦に行く」

			「おう！　そのためにも頑張ろうぜ！」

			　そして全ての説明が終わり、二次予選参加者たちは料理ギルドから外へ出る。ギルド前の広場には参加者たちの屋台が並べられていた。勿論、俺たちの屋台もある。注文通りの看板が掲げられた、調理設備が少ないタイプの屋台だ。見た目はいわゆる日本人が屋台と聞いて想像する物ではなく、屋根にサンルーフのようなカラフルな布を使った西洋式の形に近い。夢の国でポップコーンを売っていそうと言えば分かってもらえるだろうか。

			　かなり目立っているな。なにせ、美少女メイドが三人も付いている。

			「今日は私たちも精一杯がんばりますよ」

			「お願いしますー」

			「ふふ。かわいいでしょ？」

			　そう、売り子の三人とフランは、コルベルトが用意したゴスロリメイド服に身を包んでいた。フリフリでゴシックチックな、超絶可愛い白黒メイド服である。コルベルトよ、どこで借りて来たんだ。ナイスだぜ！　防御力は皆無な上に作業には全く向かないが、可愛いので許す！

			


			

			


			　他の参加者たちも売り子には綺麗どころを揃えていた。可愛い女の子が売ってたら売り上げが伸びるのは、どこの世界も一緒なんだな。まあ、フランレベルの美少女はいないけどね。

			「昨日食べさせてもらったカレーパンは美味かった！　まじで！　だが、それだけで予選を勝ち抜けるかどうかわからないからな。この服は秘密兵器だ」

			「それに、私とコルベルトさんで色々と売り方を考えていますから。フランさんは、ドーンと大船に乗ったつもりでいてくださいよ」

			　ジュディスもやる満々の様子で、胸をドンと叩く。どうも昨日食べさせてやったカレーパンとカレーライス、他の食事が衝撃だったらしい。予選突破したらさらに豪華な料理を食わせてやると伝えたら、メチャクチャやる気を見せていた。

			「私も売り子頑張るよー」

			「私の色香で男どもを引き寄せる」

			　マイアがムンと両手を握りしめて気合を入れ、リディアが自分のスカートを軽くたくし上げてウフンとお色気ポーズをとる。やる気があるのは良い事だ。だがそのポーズははしたないから止めなさい！

			　その後、俺たちは他の屋台に混じって、目的の場所へと移動を開始した。黒しっぽ亭の屋台を引いているのはコルベルトだ。最初はウルシに引かせるつもりだったが、ちょっとばかし悪目立ちするかもしれんしね。

			　事前に決めてあった販売予定場所の候補に向かっている途中、後をついてくるやつらがいたので妨害か何かかとも思ったが、どうやら普通にお客さんらしい。目当ての屋台に付いて行って、予選開始と同時に並んで買うんだとか。彼らは競争率の低そうな新規出場屋台狙いのお客さんらしい。

			　その数は次第に増え、俺たちにぞろぞろと付いてくる人数は五〇人を超えている。初参加の俺たちはこれくらいで済んでいるが、有名な参加者は三〇〇人くらいを引き連れての大移動となるらしい。

			　ちょっとこのコンテストを舐めてたかもしれん。予想以上の規模だった。

			　屋台の後ろをゾロゾロとついて来るお客さんを見つめながら、フランも驚いているな。

			「凄い人数」

			「はっはっは、バルボラの三月祭は、クランゼル王国三大祭りの一つだぞ？　その祭り中に行われる様々なイベントの中でも、奉納の儀式、吟遊詩人コンテストと合わせて、料理コンテストは有名なイベントだからな。このくらいで驚いてちゃ、身が持たんぞ」

			「三大祭りって、他には？」

			「王都の新年祭、ウルムットのダンジョン祭だ」

			「新年祭はバルボラの月宴祭と似てますねー」

			　前年最後の月宴祭と、新年の祭りを同時に行う一大行事であるらしい。ただ、祭りの内容を聞いてみると確かにバルボラの月宴祭と似ているな。奉納の儀式に、立ち並ぶ露店。違うのは細かいイベントの内容と、国王の挨拶くらいだろうか。

			　ダンジョン祭はどんな祭りなんだ？　月宴祭ではないようだが。

			「ダンジョン祭は血沸き肉躍り骨砕ける冒険者の祭り」

			　え？　何その物騒な祭り。

			「まあ、リディアの言う通り、かなり激しい祭りなのは確かですね」

			「何をするの？」

			「ダンジョン祭なんて名前が付いているが、内実は武闘大会だからな」

			「クランゼルでー、一番冒険者の数が多い町で行われる、武闘大会よー」

			　武闘大会ね。そりゃあ面白そうだ。参加するにしても、しないにしても、行ってみる価値はあるんじゃないか？

			「いつあるの？」

			「四月の末。今から一ヶ月後だな。ウルムットでダンジョンが発見された日を記念して行われるんだ」

			　時期もちょうどいい。この後はウルムットに行くつもりだし、これは良い話を聞いたな。

			　そんな話をしていたら、すぐに目的地に着いた。

			「よし、到着だ」

			　確かに武闘大会は気になるが、今はコンテストに集中しよう。俺たちがやってきたのは冒険者ギルドなどが立ち並ぶ大広場だ。とりあえず人が多くて、行列を作れそうな場所に来たのである。すでに露店の前には五〇人を超える行列ができてるけどな。住人の皆さんもルールを分かっているようで、列の作り方は整然としているし、一二時前に売れと言ってくる客は一人もいない。

			　俺たちは広場北側にある時計塔の前に陣取ることにした。そして、フランの次元収納からカレーパンを取り出し、陳列していく。一つ一〇ゴルドの看板も掲げ、油を入れた鍋もコンロに設置した。

			「これ、凄いですねー。フランさんが考えたんですかー？」

			「師匠」

			「おお、さすがお師匠さん。こんな物にまで精通しているとは」

			「商人も似た奴を持ってるけど。こんなに大きくて、全部の硬貨が使えるのは初めて見ましたよ。露店で使う用にわざわざ設計したんですか？」

			「ん。そう」

			「魔剣少女の師匠は多才ですね」

			「ん。師匠は凄い」

			　売り子たちが口々に褒めているのは、俺が用意したレジがわりの木製のコインカウンターだ。地球でもあったコインカウンターを木で再現しただけだが、これが結構珍しいらしい。硬貨ごとに溝の大きさを合わせて、メモリまで付けたからな。ジュディスは商人の娘だけあり、かなり食いついていた。

			　使い勝手も問題ないようで、さらなるスピードアップが期待できるだろう。三つのレジで、大量販売を行うのが俺の立てた作戦だしな。

			　あらかた準備も終わり、フランたちは昼食をとってしまうために、屋台から少し離れた場所に腰を下ろした。コンテストが開始したら忙しくなることが確実だからな。もしかしたらこの後は休む余裕なんてなくなるかもしれないのだ。というか、そうなってくれたらいいね。

			「じゃあ、これがお昼ご飯」

			　フランが取り出した昼食を見て、コルベルトたちが歓声を上げる。

			「待ってました！」

			「これの為に依頼を受けたと言っても過言ではありませんからね」

			「朝食もすばらしかったわー」

			「あのタマゴサンド……じゅる」

			　簡単に作った特製タマゴサンドが好評だったので、昼もサンドイッチにした。タマゴサンド以外に、焼き豚、鳥の照り焼き、マグロカツを用意してみたんだが……。

			「うめ──！」

			「あ、取らないでよリディア！　フランさんも！」

			「ふふのふ」

			「弱肉強食」

			「じゃあ、これもらいー」

			「ああ！　マイアまで！」

			「このジュースも濃いな！　スゲー美味いぞ！」

			　それは昼食と言う名の戦場だった。五〇個も用意したサンドイッチが、五人の胃袋にあっと言う間におさまってしまった。むしろ足りないくらいだ。未だに誰が誰のを横から盗ったとか、自分はどの味を全然食べてないとか、小競り合いをしている。この後売り子をしてもらうのに、仲が悪くなったりしないよな？

			　因みに屋台は料理ギルドの監視員が見てくれている。不正がないか監視するための職員は、全ての屋台に一人ずついるらしい。あとは売れた量などを集計し、事前に申請した素材を誤魔化していないかなどを監視するのだ。懐柔しようとしたり、騙そうとしたりしたら即失格なんだとか。監視員さんにもサンドイッチを渡そうとしたら、断られてしまった。

			　ただ、その眼は最後までサンドイッチに釘づけだったけどね。可哀想な役割だな。

			「うめー！　でも、屋台の商品はこれよりうまいんだよな！」

			「私たちが買い占めたいくらいです」

			　コルベルトとリディアがわざとらしく叫ぶ。するとその言葉を聞いた見物人の何人かが、行列に並びに走っていった。もう一〇〇人は優に越えたな。こりゃあ忙しくなりそうだぜ。

			　そして、俺のその予感は的中するのだった。

			　


			「はい、プレーン三つ、中辛二つですね」

			「激辛四つですー」

			「三〇ゴルドです」

			　昼の三時を越えても客が途切れない。常に一〇〇人くらいの行列ができていた。すでに四回、次元収納からの補充を行っている。売り子はリディアたち緋の乙女に任せ、フランはカレーパンを揚げて匂いを振りまき、コルベルトは行列の整理などを行っていた。

			「やあお嬢ちゃん。来たよ」

			「ん」

			「宣伝しまくっといたからな」

			　盗賊から助けた農民たちや、冒険者たちもちゃんとやってきてくれている。しかもばっちり宣伝してくれたらしい。

			「一つ一〇ゴルドです！　お子様でも食べられるプレーン、香辛料が利いた中辛、口から火が出る激辛の三種類があります！」

			　コルベルトは並んでいる人たちにそう説明し、事前に何を買うか考えてもらうように誘導している。うちの店は速さ勝負だからな。ジュディスも言っていたが、半分以上の人は事前に買う店を決めてしまっている。だがそうじゃない人も多い。そういう人たちにしてみたら、行列が短い黒しっぽ亭は気軽に並びやすいんだとか。良い情報だね。

			　というか、これで短いのか。他の店の行列はどうなってるんだ？　俺なら絶対に並びたくない。生前、美味しいと評判のパンケーキを食べに行ったにもかかわらず、あまりの行列の長さに辟へき易えきして、隣のラーメン屋で餃子定食を食べて帰ってきたことがあるのだ。

			「貴重な魔法植物を使った癒やしのグルメ！　ここでしか食べられませんよ！　汗をかいてお肌も若返る上、体の中から綺麗になれる、最強グルメだよ！」

			　コルベルトがキュア・ターメリックを前面に押し出して呼び込みを行う。一般人にとっては高級品である魔法植物が使われているというのは、かなりのアピールポイントらしい。

			　だが、順調だった屋台に水を差す奴らが現れた。

			「おうおうおうおう！　不味そうな物売ってるなぁ！」

			「こんなパンのでき損ないみたいな喰い物、売ってんじゃねーよ！」

			　うわぁ。世紀末の住人が来たよ。モヒカンに、鋲びょう付きのレザージャケット。完全にファンタジー感ゼロの格好してるな。分かりやすい妨害だ。他の参加者が雇ったチンピラなんだろう。

			　ステータスを確認すると、凄まじく弱かった。厳つい外見なので一般人相手には威張れるんだろうが、冒険者相手だったら駆け出しレベルだ。いや、普通の料理人相手だったらこれでも十分か？

			「おらおら、とっとと消えろ！」

			「どうせクソ不味いんだろうが！　見てるだけで吐き気がするんだよ！」

			「なんなら俺たちが店じまいを手伝ってやるよ！　物理的にな！」

			　そう言って棍こん棒ぼうのような物を取り出すチンピラたち。お客さんからキャーという悲鳴が上がる。

			　しかし、次の瞬間には全員が地面に倒れ伏していた。

			　カレーパンを揚げていたはずのフランが、いつの間にかチンピラたちの後ろに立っている。まあ、奴らがカレーパンを不味いって言った瞬間から動き出していたんだが。

			　雷鳴魔術で麻痺させられ、三人のチンピラは動けない。

			　さっさと販売を再開したいが情報も欲しいな。

			『フラン、とりあえずこれでいい。後は俺に任せておけ』

			（ん。わかった）

			『ウルシ、全員こっちに連れて来い』

			「オン」

			　俺はウルシに命じて、チンピラを屋台の裏手にある路地へと引きずって来させた。屋台の前に転がしたままだと見栄えが悪いし、一般のお客さんが怖がるからな。

			　俺はウルシが運んできたチンピラたちを、分体を生み出してさらに路地の奥へと運ぶと、ストーン・ウォールの壁で囲い込んだ。さらにサイレンスの術も使い、悲鳴対策も万全だ。これでこの壁の内側で何があろうとも、外に惨劇の内容が伝わることはない。

			『何があろうともな……くくく』

			　なんて気分を出していたら、惨劇など一切起きなかった。血の一滴さえも流れなかった。

			　隣で控える、巨狼版ウルシが余程恐ろしかったようだ。軽く唸り声を上げるだけで怯えたような表情で悲鳴を上げていた。素直にお話ししてくれそうだな。創造した分体で男たちに質問をぶつける。

			「聞きたいことがある。話すなら何もしないと約束しよう」

			「な、何でも話す！　話すからぁ！」

			「その化け物をどっかやっでぐでぇ！」

			　涙ながらに懇願するチンピラたち。なんか俺の方が悪いみたいじゃないか？　ムカついたので一発くらい殴っておこうかと思ったが、今はお話をする方が先決だと思い出した。

			「じゃあ、まずは──」

			　その後はスムーズだ。何を聞いても嘘一つつかずに、全員が素直に答えてくれる。

			　こいつらは冒険者や傭兵になる勇気も気概もない、街中で一般人から金を巻き上げるくらいしか能がないチンピラ未満の不良少年たちであるらしい。厳つい外見なので気付かなかったが、全員がまだ二〇歳未満だった。

			「そんな不良少年が、なんで黒しっぽ亭に嫌がらせをする？　金目当てか？」

			「や、雇われたんでず！」

			　昨日の夜、よく知らない男に雇われたのだという。一人一万ゴルドを気前よく払う相手だったらしい。

			　依頼の内容は、指定した屋台に嫌がらせをして屋台を破壊すること。どうやら複数の不良グループが雇われて動いているらしかった。こいつらは普段六人くらいでつるんでおり、今日は半々に分かれて行動しているという。こいつらが襲うように指定されたのが、黒しっぽ亭とバルボラ孤児院だった。

			　雇い主の素性を聞いてみたが、何も知らないようだ。本当に使い捨ての使い走りだったようだな。仕方ない。とっとと衛兵に引き渡そう。

			「おい」

			「は、はい」

			「お前らはこれから衛兵に引き渡す。聞かれたことには全部答えろ」

			「わ、わかりました！」

			「だが、俺たちのことは一切喋るな。喋れば殺す」

			　俺の脅しの言葉を聞いて、少年たちが青い顔でガクガクと頷く。

			「ぜ、絶対に喋りません！」

			「本当です！」

			　とは言え、喉元過ぎれば熱さを忘れて同じような真似を繰り返すのが、不良少年というチンパンジー以下の知能しかない単細胞生物の生態である。釘を刺しておかねばなるまい。俺は指を魔力で光らせ、少年たちの額に順に突き付けた。

			「な、何を……？」

			「お前たちに呪いをかけた。俺のことを誰かに話したら、俺に伝わる」

			「ひっ！」

			　別に何もしていないんだけどね。ただのハッタリだ。だが、少年たちは信じたみたいだった。

			「これからは精々改心するんだな。次に出会った時に馬鹿な真似をしていたら、この魔狼が地の果てまで追いかけてお前らを生きたまま食い殺すからな？」

			「か、改心します！」「もう悪いことは絶対にしません！」「だから命だけはぁ！」

			　ということで、不良少年たちはコルベルトが呼んで来た衛兵によって連行されていった。

			　終始怯えた表情の彼らを見てコルベルトが訝いぶかしげな表情をしていたが、特に何かを聞いてくることはなかった。フランが何かをしたようだと考えたようだが、それだけだ。この世界じゃ、報復や復讐は正当な権利として認識されているからね。不良少年に厳しめのお灸をすえる程度、当たり前の範疇なんだろう。

			『フラン、孤児院が危ない』

			　彼らから聞き出した嫌がらせの情報を手早くフランに伝える。すると、フランが真剣な顔で頷いた。

			（師匠、行って）

			『俺か？』

			（私はここにいないとダメ。だから師匠行って）

			　そうだった。ここの屋台の責任者はフランだった。出場者は俺になっているが、代理としてフランが登録されている。ギルドの監視員もいるし、フランはここを離れられない。

			　俺としてはフランを残していくのは不安なんだが、孤児院を放置したままではフランも落ち着かないだろう。本当はウルシだけ行かせるつもりだったんだが……。

			『じゃあ、俺とウルシで行くか』

			（ん！　お願い。店は任せて）

			　さっさと孤児院を助けて戻ってこよう。

			『何かあればコルベルトを頼るんだぞ？』

			（わかった）

			『ウルシ、頼む』

			「オフ！」

			　ウルシが俺を影に仕舞い込む。こういう時、剣の体は便利だね。生物じゃないから道具として収納されることができる。しかも影の中から外を見ることもできるのだ。

			『行くぞ！』

			「オンオン！」

			　ウルシはできるだけ目立たないように、かつ全速力で町を駆けた。途中で巡回兵が追いかけてくることもあったが、人の足でウルシに追いつけるはずもない。また、目立つように付けられた従魔証のお陰か、思ったよりも混乱は少なそうだった。全くないわけじゃないけどね。途中で驚かせて泣かせてしまった少年少女に心の中で謝っておく。

			『見えた』

			「オン」

			　孤児院の屋台は特に混乱もなく、人々が列をなしている。三〇〇人以上並んでるんじゃないか？　さすが人気店だな。ウルシは人々の頭上を空中跳躍で駆け抜け、孤児院の敷地へと降り立った。すぐに子供たちがワラワラと近寄ってくる。

			「あー！　ウルシだ！」

			「ウルシ！」

			「どうしたのー？」

			　先日ほんのわずかに触れ合っただけだが、孤児院の子供たちはウルシを覚えていてくれたらしい。

			　おいおいお手伝いはいいのか？　そう思ったのだが、屋台の手伝いは主に年長の子供たちがやっているらしく、小さい子供たちは単なる賑やかし役らしい。

			　子供たちに撫でまわされ、ウルシはご満悦である。普通の人には大抵ビビられるからな。子供たちは孤児院を救ったフランの飼い犬であるウルシに好意的なため、怖がる子供は全然いなかった。

			　ただ、騒ぎは起きていないな。チンピラたちはどうしたんだ？

			　ウルシも楽しんでいるし、しばらく待ってみよう。何事もなければそれで良い。そんなことを考えていた直後だった。

			「おい何だこのスープは！　こっちは金払ってるんだぞ！　クズ野菜しか入ってねーじゃねー！」

			「す、すいません」

			「許さん！　今すぐ店たため！　そうしたら許してやるよ！」

			「で、ですが……」

			「逆らうのか？」

			「うぅ……」

			　既視感だ。さっき俺たちの屋台にきた不良にそっくりな男たちが、イオさんと売り子をしている子供たちに絡んでいた。

			「ゆ、許してください」

			「うわーん！」

			「びえー！」

			「うるせぇ！」

			「俺たちをイライラさせた罰だ！　土下座しな！」

			　不良たちに脅され青い顔のイオさんと、泣き出す子供たち。これは酷い。

			『ウルシ』

			「グルルル」

			　ウルシが孤児院から飛び出し、不良たちを威圧する。これでビビッて逃げるんなら、ちょっとしたお仕置き程度で済ませてやるが──。

			「ああん？　何だこの犬っころ？」

			「俺様になに唸ってるんだ！」

			　明らかに怯えてはいるが、逃げるのはプライドが邪魔するのだろう。棍棒を地面に叩きつけて、ウルシを威嚇している。デカい姿で出て行けば良かったか？　だが、この辺は人が多すぎてウルシが本来のサイズで暴れたら確実にパニックが起きるだろう。不良たちの一〇〇倍、孤児院に迷惑をかけることになる。

			『仕方ない。ウルシ』

			「ぶち殺──ぎゃあ！」

			　俺の指示によってウルシが不良に向かって突進した。そのまま体当たりで一人を吹き飛ばす。ガタイが良いはずの不良が、一〇メートル以上吹き飛んで動かなくなった。ちょっと足が曲がっちゃいけない方に曲がっている気がするけど、こいつらにはいい罰だ。残った二人にも次々とウルシの体当たりが炸さく裂れつする。ウルシの弾丸のようなブチかましによって、不良たちは空を跳んだのだった。

			「オウーン！」

			「やった！」

			「ウルシかっこいい！」

			「オンオン！」

			　ウルシは道に倒れる不良たちを咥えて引きずってくると、一ヶ所にまとめる。そして、折り重なるように倒れる不良たちの上に飛び乗ると、勝利の遠吠えを上げた。子供たちが笑顔でキャーキャーと声援を送っているな。この子たちにトラウマが残らなかったようで何よりだ。

			　その後、不良たちは子供が呼んできた衛兵に連行されていった。ただ、俺たちがこなかったら結構ヤバかったんじゃないか？　どこのどいつか知らないが汚い真似をしてくれるじゃないか。

			『この後どうするかな』

			　また嫌がらせのチンピラでも送り込まれたら助けた意味がなくなる。だが、残してきたフランも色々な意味で心配だ。どうしよう。悩んでいると、見知った顔が駆け寄ってくるのが分かった。

			「みんな！　大丈夫！」

			「あーシャルロッテ姉ちゃん！」

			「ウルシが助けてくれたー」

			　そう言えばシャルロッテがいたな。冒険者の彼女だったら不良の五人や一〇人、簡単にあしらえるだろう。どこに行っていたのかと思ったら、イースラ商会による詐欺の聴取などで呼び出されていたらしい。どうやらクライストン侯爵が本格的に調査に乗り出してくれたらしいな。だが、シャルロッテは困り顔だ。

			「皆が無事で良かった。まったく、忙しい時に呼び出さないでほしいんだけどね」

			　シャルロッテがぼやいている。俺たちにも責任が全くないわけじゃないからな。ちょっとだけ申し訳なくなってしまう。でも、シャルロッテが戻って来たなら孤児院は問題ないだろう。

			　しかも、一緒に騎士が数人いる。シャルロッテ自身が誘拐の標的になっていたということもあり、彼女自身にも護衛がついたようだ。

			『よし、俺たちは戻ろう』

			「オン」

			　嫌がらせの黒幕も、さすがに日に何度もチンピラを送ってくるような真似はしてこなかったらしい。俺たちが屋台に戻った後も特に問題は起きずに終了の時間を迎えたのだった。

			『じゃあ、一度料理ギルドに戻ろう』

			「ん」

			　初日が終了し、屋台を預けるために各屋台が料理ギルドに戻ってくる。ここで屋台を預け、また明日の朝に集合するわけだ。

			　コルベルトが他の屋台にも妨害があったのかどうか、手際よく情報収集してくれた。どうも黒しっぽ亭、バルボラ孤児院以外にも、竜膳屋、ノーブルディッシュという二店に妨害があったらしい。

			　黒しっぽ亭はメッキャムのお墨付きがあり、他の三店舗は有名店。どこも優勝候補と言っても良い参加者たちであるという。

			「大丈夫だったの？」

			「ああ、竜膳屋の店主は元々ランクＡ冒険者だったからな」

			「じゃあ、強い？」

			「今でもチンピラくらい問題ねーよ。何せ、昔は店で使う竜肉を自分で仕留めて手に入れてたって話だ」

			　へえ。元ランクＡ冒険者？　しかも竜殺し？　俺は料理ギルドの職員と話している竜膳屋の店主を鑑定してみた。

			『え？　あれで六〇歳？』

			　てっきり四〇代半ばくらいだと思っていた。凄い若作りだな。それに強い。第一線を退いて長いせいか、戦闘系のスキルやステータスは下がってしまっている。数値的に見ればコルベルトと同じくらいかな。シードラン海国で激闘を繰り広げた黒衣のヴァルーザよりは強いかもしれない。だが、戦いたくないのは誰と言われたら、この竜膳屋店主だった。数値じゃ表せない戦闘経験と老ろう獪かいさ。それは単純な数値よりも厄介なのだ。あの人物とは絶対に敵対したくないぜ。

			　ノーブルディッシュの代表は、何やら取り巻きを大勢連れた偉そうな男だった。領主の次男が代表を務める商会お抱えの料理人らしい。しかも、この男自身も領主の三男だった。領主が三男は料理人だと言ってたが、こいつのことか。兄のフィリップと違って全く戦闘力がないが、どうやって襲撃を切り抜けたんだ？　いや、領主の息子だし、金はありそうだ。きっちり護衛を雇っていたんだろう。

			　だが、そうではなかったらしい。

			「自分はどうなっても構わないから、お客に手を出すなって土下座したらしいぜ。そうしたら、その気概に免じて今日は見逃してやるとかいう話になって、帰っていったんだと」

			　その話が美談として、バルボラ中に広まっているらしい。明日以降、ノーブルディッシュに人気が集まるかもしれんな。

			　でも結局は襲撃された四店に被害は出なかったってことか。

			　本当に色々あったが、とりあえず初日は終了である。コルベルトたちと別れる前に、約束の食事を渡しておかないとな。とりあえず大きめのバスケット数個に、肉やスープなどを鍋ごと入れておいた。

			「じゃあ、これが夕食分」

			「おお、わざわざバスケットに入れてくれたのか？　ありがたい」

			「皆で仲良く分けて」

			「勿論ですよ」

			「皆で食べますー」

			　朝も昼も奪い合いをしていたように見えたが……。まあ、本人たちの好きにすればいい。

			「明日もよろしく」

			「おう。任せておいてくれ！」

			　コルベルトたちと別れた俺たちは、再び貸家に戻っていた。明日の仕込みのためだ。今日は思ったより売り上げが良かったからな。作り置きのカレーパンを補充しないとまずいのだ。初日でこんなに売れるとは思わなかった。

			『フランとウルシはそっちで飯でも食べててくれ』

			「ん」

			「オン！」

			　その間にカレーパンを揚げてしまおう。油の温度を確認しつつ、俺は襲撃について考える。

			　参加者の誰かがライバルを蹴落とすために雇ったのは間違いないと思う。ただ、二〇人も参加しているし、そいつらのスポンサーや仲間も合わせたら容疑者は一〇〇人を超えるだろう。除外できるのは今日襲われた四店だけだ。

			『いや、待てよ？　考えてみたらおかしくないか？』

			　ノーブルディッシュだ。土下座したら帰っていった？　できすぎだ。孤児院のイオさんだって謝ってたけど、屋台を壊されそうになっていた。

			『怪しい』

			　そもそも領主の息子が護衛も雇っていなかったのか？　疑い出したらドンドン怪しく思えてきてしまった。少し監視するか？　これで白なら容疑者が減るわけだしな。

			『ウルシ』

			「オン」

			『領主の三男とかいう男の匂いは覚えているか？』

			「オン」

			『よし、今日の夜からそいつを監視しろ』

			「オウ！」

			　という事で、ウルシに頑張ってもらいましょう。俺はカレーパンを作らなきゃならんし、フランは育ち盛りだから寝ないといけない。明日も屋台にいてもらわなきゃならないしね。

			『ウルシ、頼んだぜ』

			「オフ！」

			　


			　翌日、黒しっぽ亭は朝から大盛況だった。どうやら昨日の内にカレーパンの噂が広まったらしく、二〇〇人以上の行列が途切れない。カレーパンの作り置き分を増やして良かった。

			　ただ、フランはもうメイド服じゃないけどね。色々と妨害がある可能性を考えて、動きやすいいつもの装備に戻したのだ。束の間のメイド服姿だった。なのに、今のところ妨害もないし、非常に順調だ。いや、何か起きろって言ってるわけじゃないんだけど。

			　因みに、ノーブルディッシュには今日は冒険者の護衛が付いている。昨日の妨害をうけて、急きゅう遽きょ雇ったらしい。客のことを考える素晴らしい店主だという噂が流れているな。

			　うちの列にも、ノーブルディッシュの対応を妙に大声で褒めちぎる男たちがいた。めちゃくちゃ怪しいのでその噂を口にしている人間を鑑定してみたんだが……。

			『虚言に演技、さらに恫喝ね』

			　完全にサクラじゃないか？　ステータス構成はどう見てもチンピラだ。スキルに恫喝もあるし、こいつらが自発的に誰かを褒めたりするとも思えない。これでいよいよ怪しくなってきた。あとはウルシが戻ってくればハッキリするだろう。

			　そう思っていたら、行列でなにやら問題が起きていた。どうも列に横入りしようとした男が、並んでいたお客さんと揉め事になっているらしい。コルベルトとフランが急いで向かう。

			　すると、すでに暴れる男が誰かに取り押さえられていた。どうやら冒険者が並んでいて対処してくれたらしい。

			　しかしその男が異常だった。取り押さえられているのに、訳の分からないことを叫びながらもがき続けているのだ。ヤバい薬でもキメてんのか？

			　鑑定してみたら状態が邪心となっていた。これって、状態異常なのか？　それに邪心？　悪人とは違うのだろうか？　ただ、ヤバいクスリをきめてトリップしている説の信しん憑ぴょう性せいは高まったな。

			　とりあえずフランが暴れる男の口にカレーパンをねじ込んでみる。もし本当に状態異常だったら、これで癒やせる可能性があるからだ。そして案の定、カレーパンを食べた直後に男の状態が平常に戻り、大人しくなるのだった。

			　コルベルトがなんで暴れたのか話を聞いてみるが、要領を得ない。ヤバいクスリと思ったが、単純に酔っていただけだったみたいだな。下層民街で配られた振る舞い酒を飲んだ後の記憶が無いらしい。

			「昨日に続きご苦労様です」

			「ああ。こいつを頼む」

			「はい。ほら、とっとと歩け」

			「へ、へい……」

			　どうもこの騒ぎは意図されたものではなく、偶然だったようだ。にしても今日はあまり問題が起きない。妨害はないのか？

			　いや、問題が無いというのは嘘だった。一つだけあった。行列に妙に厳つい男たちが混ざり始めたのだ。

			　冒険者や傭兵だと思われた。別に他のお客さんを脅したりする訳ではないのだが、立っているだけで威圧感を覚えるようだ。微妙に居づらそうにしているお客さんも多かった。だからと言って、顔が怖いから帰れとも言えない。

			　どうも癒やし効果のあるカレーパンの噂が冒険者たちの間に広まっているようだった。キュアポーションは貴重だからね。それに似た効果のある食べ物が一〇ゴルドである。そりゃあ、買い込むだろう。まあ、賞味期限は短いから、結局キュアポーションを買う方がお得だと思うんだけどね。

			「うーん、ちょいと大げさに話し過ぎたか？」

			　お前かコルベルト！　ランクＢ冒険者のコルベルトが推薦する、美味い上に魔法の効果まである食べ物。冒険者たちからしたら、ぜひ手に入れたい一品になっているらしかった。

			　微妙に迷惑だが、問題を起こすわけでもないし、売り上げにも貢献してくれている。それに妨害者に対しての抑止力にもなるだろう。諦めて放置するのが吉だな。

			　結局、この日はもう一度酔っぱらいが騒ぎを起こしたくらいで、本当に大きな問題は起きなかった。そのまま本当に何事もなく二日目は終了し、今日もまた料理ギルドに戻る時間だ。

			　ずっと気を張ってたから疲れたな……。妨害者もイースラ商会も諦めたんだろうか？

			　料理ギルドへの道中も警戒していたんだが、やはり何も起こらない。コルベルトたちもいるし、正面からの妨害は諦めたのかもしれないな。

			　料理ギルドへ戻ると、すでに他の屋台の多くが戻ってきている。店主たちの多くは元々この都市に住んでいるわけだし、互いに顔見知りなんだろう。料理ギルドのロビーでは、店主たちが知人同士で固まって情報交換を行っていた。

			　そこに新たな人影が現れる。領主の三男だ。相変わらず取り巻きを連れている。

			　ウルシはいないな。他の場所を監視しているのだろうか？　まあ、ウルシは賢いから、その判断に任せておけば間違いないだろう。

			「今日も盛況でしたな～」

			「優勝間違いなしですな！」

			　どうも店のスタッフだけではなく、商会の仕入れ担当者や護衛も一緒に連れてきているようだ。あとは貴族っぽい奴らもいる。やっぱ領主の息子だから、取り入ろうって奴らもいるんだろう。三男の態度は凄まじく偉そうだった。尊大な態度でふんぞり返っているし、こいつは絶対に平民のお客さんの為に土下座はしないな。

			　領主の三男が何かボロを出さないか観察していたら、フランに話しかけてくる人間がいた。驚いたのはその気配の無さだ。いくら戦闘時のように気を張っていなかったからといって、俺にもフランにも気付かれずに接近するとは……。ただものではない。

			　だが、その人物を見て納得してしまった。

			「こんばんは」

			「ん。ばんわ」

			「私は竜膳屋という店の主人をやっております。フェルムスと申します」

			　話しかけてきたのは元ランクＡ冒険者にして優勝候補である竜膳屋の主人、フェルムスだったのだ。

			　ウェーブのかかった金髪、切れ長の瞳。服の上からでもわかる引き締まった肉体に、一八〇近い身長とすらっと長い手足。その柔らかい笑みは、さぞかし多くの女性を虜とりこにしてきたことだろう。顔に刻まれた皺しわでさえ、この男の魅力を増す要因でしかない。どう見ても四〇代半ばにしか見えなかった。

			　昨日に続き今日も鑑定をしてみる。やっぱり六〇歳だな。しかも種族は人間である。どんなアンチエイジングすれば、こんな若く見えるんだ？　まあ、今の俺たちには必要ないけど。若作りの秘訣を貴族の奥方とかに売ったら、それだけで大金を稼げそうだった。

			「ん。私はフラン」

			「実は黒しっぽ亭さんのカレーパンを食べさせていただきました」

			　お、なんだ？　何かいちゃもんでも付けに来たか？

			「いや、本当に感動いたしました。まだまだ知らない食べ物があるのですね。あなたの師匠がお作りになっていると聞きまして」

			「ん、師匠が考えた」

			「素晴らしいですね。師匠さんに感動したと伝えてください」

			　そう言って、フランに握手を求めてくる。このレベルの料理人に褒めてもらうのは素直に嬉しいな。

			『嬉しいと伝えてくれ』

			「ん。師匠も喜ぶ」

			「ぜひあなたの師匠とご一緒に私の店にいらしてください。では」

			　とりあえず挨拶だけだったらしい。それだけ言うと離れていった。いやー、最後まで爽やか紳士だったね。ちょっと憧れるわー。

			　すると他の料理人もフランに近寄ってきた。彼らもフランに話しかけるタイミングを見ていたらしい。まあ、一見無表情な少女だし、ちょっと近寄りがたい雰囲気はあるかもね。皆カレーパンを「斬新だ」「美味しい」と本気で褒めてくれる。悪い気はしない。「いやー、大きな剣を背負ってるからちょっと怖くて」という声もある。あれ？　フランが他の料理人に怖がられてたのって俺のせい？　自分の在り方をちょっと悩んでいたら、領主の三男も近寄ってきた。他の料理人たちが一瞬で離れていったな。

			「嫌な奴がきたぜ」

			「七光りが」

			「外面はいいくせに」

			「色々嫌な噂を聞く奴だ。気を付けなよ？」

			　料理人たちの呟きが耳に入る。こいつ嫌われてるねー。

			「ノーブルディッシュのウェイントです。私もカレーパンとやらを食べさせていただきましたよ」

			「ん」

			「斬新で鮮烈。素晴らしい料理ですな」

			「ん」

			「お互いに頑張りましょう」

			　完全に嘘だった。あの野郎、フランと握手した手をこっそり拭いてやがる。しかも超ゴシゴシこすりやがって！　俺からはバッチリ見えてるんだからな！

			「ご苦労ですな。わざわざ小汚い獣人にもお世辞を使わねばならないとは」

			「なに、精々機嫌を取ってやれば良い。その方がやりやすいからな」

			　聞こえてないと思って好き勝手言ってやがる！　そんなに汚れたんなら、いっそのこと俺が斬り落としてやろうか！　くそ、ウルシは何してるんだ！　さっさと証拠を持って帰ってきてくれれば、あのクソ野郎を断罪してやるのに！

			「所詮は目新しいだけの下賤な料理人ですよ」

			　今は見逃してやるが、首を洗って待ってやがれよ……！

			　


			　料理ギルドでの一幕の後、俺たちはむちゃくちゃ気分の悪いまま貸家へ戻ってきた。いや、フランは全然気にしてないみたいだから、俺だけがイライラしてるんだけどね。

			「師匠」

			『おう、分かってる』

			　フランが警戒も露わに身構えた。その視線は貸家の中へと向けられている。

			　誰もいないはずの貸家の内部に、複数の人の気配があったのだ。灯も点いていないし、微かな敵意も感じ取れる。知り合いの線は完全に消えただろう。この時点で完璧に招かれざる客。不法侵入者だ。殲せん滅めつ確定である。ただ貸家だから壊したくないし、血で汚すのもダメなんだよな。

			『コッソリ近づいて無力化するしかないな』

			「分かった」

			　気配を殺し、俺たちは厨房の入口へとコッソリ近づいた。侵入者の気配は、店舗に二人。厨房に二人だな。

			　サイレンスの術で音を消し、ドアを開ける。ふむ、鍵はかかったままだった。どこかの窓から侵入したのか？　それも捕まえてから聞き出せばいいか。僅かに開いたドアの隙間から中を覗き見る。人影は見えないな。どうやら物陰に隠れているらしい。フランを待ち伏せしているつもりなのか？

			　だが、俺たちの気配察知能力の前には無駄なことだ。

			『じゃあ、俺が右の奴をやる。フランは左を頼む』

			（ん）

			　サイレントを部屋全体にかけると、まずは俺が突入した。雷鳴魔術を扉の陰にいた男に放つ。無音の空間の中、電撃を受けた男は何やら口をパクパクしながら気を失った。

			　背後では、フランがもう一人を片づけ終わっている。こっちもスタン・ボルトを食らって麻痺状態だ。男たちを魔糸でササッと拘束する。残った奴らも、すぐに捕まえることができた。

			　意外なことに全員レベルが20超えで、腕もそこそこ立つ。フランがただのランクＤ冒険者だったら、奇襲で殺されていただろう。俺たちは四人の男を並べ、尋問を開始する。

			　とりあえず一番レベルが高いリーダー格風の男を起こすか。気絶しているところに腹パンを食らった男が、慌てたようすで体をよじった。

			「起きた？」

			「が、な、何だこれは……。おい、この紐を解きやがれ！」

			「それは答え次第。なんでここにいた？」

			「ああ？　知るか！　俺たちにこんな真似してただで済むと思ってやがんのか！」

			　一〇分後。

			　侵入者たちはガクガクと震えながら、大人しく正座していた。全員の顔が見る影もなく変形しているのはご愛敬だ。

			「じゃあ、明日の予選参加を止めさせるために、私を襲おうとした？」

			「ひゃ、ひゃい、そうでふ」

			　店に潜み、フランがやってきたら襲う手はずだったらしい。なんか襲撃イベント多すぎじゃない？　いい加減にしてほしいんだが。背後にいるのは誰なのか尋問すると、男たちは聞き覚えのある名前を口にした。

			「リンフォード？　それが黒幕の名前？」

			「ひゃい」

			　イースラ商会に身を寄せているという、他大陸から来た犯罪者集団の首しゅ魁かいの名前だ。見た目は魔術師然とした小柄な老人であるらしい。あの謎の屋敷に数人の配下と共に逗留しているようだ。この男たちはそのリンフォードの配下だった。

			『うーん、どういうことなんだ？』

			　俺たちはイースラ商会の邪魔をしているし、謎の魔魂の源も所持していると思われている。それが理由で襲われるのであれば分かる。だが、料理コンテストに参加させないため？　急に背後関係が分からなくなった。

			　やはりイースラ商会の幹部あたりを捕まえて話をジックリ聞き出したいところだな……。

			『結局、ウルシ待ちか……』

			「ん」

			　


			　


			「えーい！　どうなっておるのだ！」

			　なぜ思い通りにならない！　俺は大都市バルボラの領主、クライストン侯爵が次男、ブルック・クライストンだぞ！　この町で俺の思い通りにならぬことなどあってはならんのだ！

			「ゼライセ！　お前の話であれば、今頃もっと大きな混乱が起きているはずであろう！」

			　俺は目の前に佇たたずむ男を睨みつける。相変わらずニヤニヤとした笑みを崩さない不気味な男だ。だが、使える男には違いない。

			　この男は錬金術師ゼライセ。冒険者ギルドの専属として有名なユージーンの弟子にして、奴が錬金術ギルドを追われる原因を作った男である。今はバルボラの裏社会に潜み、非合法な依頼を受けていた。人間に魔石を埋め込み、魔人を作り上げるという神をも恐れぬ研究に手を出した狂人であるが、腕は悪くないのでその筋では非常に重宝されている。俺も何度か依頼をしたことがあった。

			　俺の妾めかけにしてやると言う提案を断り、あまつさえ父に告げ口をしやがった平民たちの口を封じる時なども、ゼライセの特製毒薬が役に立ったしな。

			　その縁で、今では俺のお抱えのような立場になっている。

			「はい。どうも妨害している者がいるらしく」

			「どういうことだ」

			　俺の計画が漏れているのか……？

			「黒しっぽ亭と言う名前はご存じで？」

			「……知らんな」

			　名前から推測するに、料理屋なのだろうか？　それが俺の計画とどう関係する？

			「コンテストに出場している屋台の一つです」

			「それがどうしたというのだ！」

			「その屋台で販売している料理には、魔法植物が使われているという話です。その名もキュア・ターメリック。食した物を浄化し、癒やしを与える効果があります」

			「それは本当なのか？」

			　魔法植物など、単なる屋台が大量に使える物でもないと思うが。

			「事実でした。配下にその料理を手に入れさせましたが、確かに浄化効果がありました」

			「ちっ。だとしたら、計画の遅れはそいつらのせいか」

			「はい。一つ一〇ゴルドのパンを売る屋台ですので」

			「大量に出回っているという事か？」

			「日に五〇〇〇食以上は出ているかと思われます」

			「ノーブルディッシュの料理を食べた人間が、そのパンを食べている可能性も高いな」

			　俺の計画を知っての行動だとは思えん。だが、邪魔になるなら排除すれば良いだけだ。

			「その露店を潰せ」

			「すでに雇った者たちを差し向けましたが撃退されました」

			「護衛でも雇っていたのか？」

			「はい、ランクＢ冒険者、鉄爪のコルベルトが一日中張り付いています。しかも、店主の少女自身もランクＤ冒険者だという話でした」

			「リンフォードの配下はどうした？　こういう時の為に匿かくまっているのだぞ？」

			　リンフォードとはゼライセの共同研究者という男だ。二ヶ月ほど前にゼライセに紹介されたのだが、流れの傭兵のような真似もしているらしく、その配下には戦闘に長けた者が多い。ただ、ほとんどの者が脛すねに傷を持っており、俺の手引きが無ければバルボラへ入ることは難しかっただろう。今はこの屋敷に匿っている。ゼライセに輪をかけて不気味な奴らだが、荒事で役立ったことも多い。

			　形としてはイースラ商会の所属ではあるが、現状では俺の直属のような扱いだな。

			「腕の立つ者たちを差し向けましたが……」

			「ダメだったのか？　店主はたかがランクＤの冒険者だろ！」

			「一人も戻ってきません。実は私の方でもイースラ商会の人間を使って接触を試みたのですが、送り込んだ者たちが消息を絶ちました。生死不明です」

			「……なんだそれは？　影から守っている護衛でもいるのか？」

			「分かりません。調べさせた情報の中には、ランクＤ冒険者ということ、どうやらフィリアースの王族と親しいという情報しか分かりませんでした」

			「フィリアースの王族とつながりがあるのか？」

			「そのようです」

			「であれば、何か護衛が付いていてもおかしくはないか……。その娘のことをもっと調べさせろ」

			「無論、調べさせております。しかしながらバルボラに来たのが最近のことらしく、詳しい情報を持っている人間がいないのです。ルシール商会と関係があるようなのですが、あの商会の者は口の堅い者が多く、効率よく情報が収集できません」

			　それでは弱みを握って脅すこともできないではないか！　そんな下賤な冒険者のせいで、俺の計画が邪魔されているだと？　くそ！

			「傭兵や商会の者をもっと派手に使うか？　いくら強くとも三〇人ほど投入すれば殺せるだろう？」

			「あまり派手に動くと、御父上に感付かれるのでは？」

			「ちっ」

			　確かに、親父の配下はバルボラ中にいるからな。下手な真似をしたら俺のクーデターに感付かれる可能性もある。忌々しい親父だ！　そもそも、俺がこんな計画を立てたのもあのクソ親父の見る目の無さが原因だからな。

			　何が「ブルック、お前は領主の器ではない」だ！　兄貴なんざ、真面目以外にとりえのない堅物だろうが！　俺のように知恵を巡らせるだけの頭も、貴族としてのプライドもない！　あの平民にヘコヘコしている姿を見るだけで、ぶち殺したくなるのだ。あのような軟弱な男よりも、俺こそがクライストン侯爵の跡継ぎに相応しい！　それが分からぬのであれば、力ずくでも分からせてやるのだ。

			　俺の計画とは、バルボラに混乱を起こし、その責任を父親に擦なすり付けて隠居させるというものだ。その混乱の中で兄を抹殺し、俺がクライストン家の当主となる。

			　その混乱を起こすのがゼライセの役目だ。最初はこの男に毒薬を作らせ、井戸にでも投げ込んでやるつもりだった。だが、それでは精々数十人が命を落とす程度で終わってしまうという。

			　その代わりとしてゼライセが提案してきたのが、今回の計画であった。確かにその計画であれば、バルボラ全体を巻き込んで破壊と混乱をまき散らすことができるだろう。

			　俺はその計画に乗った。大量の人間が死ぬだろう。だが、そのほとんどは平民どもだ。俺がクライストン家を継ぐための犠牲としては、軽いものだろう。

			　そして、計画の重要な要素の一つが、ウェイント・クライストン。我が愚弟である。

			　ウェイントは兄である俺から見ても無能な奴だ。侯爵家の三男という立場に生まれながら、幼い頃に食べた王宮料理に感動したとかいう訳の分からない理由で、料理人などという下賤の職業についた愚か者である。

			　俺のように配下の者に商会を経営させるといった副業的なものではなく、本当に料理人になってしまった。それでいながら自力で店を繁盛させる才覚もない。弟の料理を一度だけ食べたことがあるが、正直言って大した味ではなかった。今では当初の志も失い、名声を得るために無駄に高価な雑魚料理を量産するだけの雑魚料理人に成り下がっている。

			　それでも今回の計画に利用できるため、奴の店に出資をしてお抱え料理人としたのだ。一次予選を突破したと報告に来た奴の顔と来たら……。自力で突破したと本気で思っているのか？　俺が多額の寄付金を料理ギルドへ送っているため、一次予選免除で二次予選に進めているに過ぎないくせに、大分調子に乗っているようだった。

			　ウェイントの店ノーブルディッシュには、父や自分に顔つなぎをしたい貴族たちが連日訪れる。しかもそいつらが散々おべっかを使うために、ウェイントは自分が素晴らしい料理人だと勘違いしているようだった。だが、本来であればコンテストの二次予選に進めるような腕ではない。

			　しかし、奴の愚かさ加減を少々舐めていたな。まさか口の軽いチンピラを雇い、他店の妨害に走るとは。しかも自分の店まで襲わせて、美談を演出する？　馬鹿が。すでに料理ギルドは調査を始めている。まあ俺の口添えがあれば、直ぐに失格となることはないだろう。

			　料理ギルドは融通の利かない人間が揃っているが、全員が高潔で公正なわけではない。中には俺からの賄賂を喜々として受け取るような人間もいるからな。

			　だからこそ、今回の計画が実行できる。

			　俺の計画とは、ウェイントの屋台で出す料理に特殊な魔力水を使用させ、呪いをばらまくというものだ。料理に混ぜる魔力水はゼライセとリンフォードが開発した特殊な魔力水らしい。

			　俺には詳しい原理は分からないが、この邪神水という魔力水を摂取した者には呪いがかかり、邪心が芽生えるのだという。大量に摂取すれば、完全に暴徒と化す危険な水だ。邪神水の素晴らしいところは魔力がなじむまでラグがあり、住人たちがバルボラ中へ散った後に効果が発揮されるという点だろう。

			　まあ、ウェイントは味を向上させるための魔力水としか思っていないようだが。精々俺の為に呪いの料理をばらまくがいい。

			　コンテスト期間中、ノーブルディッシュの客数は一日三〇〇〇人ほど。三日で一万人近い。これだけの数の人間が暴れ始めれば、バルボラは大混乱に陥る。そこにゼライセたちの研究している使い魔を大量に放ち、完全に都市機能をマヒさせるのだ。

			　そうなれば領主は責任を取らざるを得ない。良くて隠居、悪ければ罪に問われる可能性すらある。クランゼルの海の玄関であるバルボラを混乱に陥らせるというのはそれだけの罪なのだ。

			　くくく、親父が裁判にかけられる様を想像するだけで、笑いが止まらんな。

			　しかし、ここへきて俺の計画に綻ほころびが生じている。食べただけで呪いを打ち消してしまうパンだと？　ふざけた物を作りやがって！　ゼライセの報告によれば、例年に比べて犯罪件数は増加していたが、巡回兵で対処できる程度でしかないらしい。どうにかして黒しっぽ亭とやらを排除せねば。

			「奴を使う」

			「よろしいのですか？　少々大きな騒ぎが起きるかと思いますが」

			「仕方なかろう！」

			「わかりました。では呼んでまいります」

			　


			　一〇分後。

			　俺の前には一人の男が立っていた。二メートルを超える大男だ。赤しゃく銅どう色の肌と全身に刻まれた凄まじい数の傷跡。鎧よろいなど必要ないのではないかと思わせるほどの筋肉。オーガの血を引いていると言われても納得してしまうな。

			　こいつはリンフォードの配下の中でも最強の男である。なにせ、元ランクＣ冒険者だ。しかも素行が悪過ぎたためにＣに留まったが、その実力はランクＢにも劣らないという。実際、俺の配下にいた元ランクＣだった男と模擬戦をやらせてみたが、一瞬でケリが付いてしまった。

			　大男の名前はゼロスリード。人呼んで狂きょう戦せん士しゼロスリードだ。自らの力を高めることにしか興味がなく、そのためにひたすら強者との戦闘を求めている戦闘狂である。味方や仲間との喧嘩騒ぎは日常茶飯事。その結果相手を殺めてしまう事も少なくない。

			　極めつけは、ゼロスリードが冒険者ギルドを追われ、隣のクローム大たい陸りく中に指名手配を受けた事件だろう。ある国に雇われ戦争に駆り出されていた時、目を付けた味方に戦場であるにもかかわらず戦闘を仕掛け、挙句に殺してしまったのだが……。

			　それがあろうことか雇い主である国の王子だったのだ。指揮が混乱した王国軍は壊滅。大幅に領土を失う事となる。その結果ゼロスリードには莫大な賞金が懸けられ、賞金首として追われることとなったのだが……。ゼロスリード曰く、強者が向こうからやってきてくれるからあり難いとのことであった。

			　脳まで筋肉の詰まった馬鹿の考えることは俺には理解不能だが、その戦闘力が凄まじいという事だけは分かる。

			「お前に仕事を与える」

			「しばらくの間暴れてねーからよ？　久々に暴れられる仕事がいいんだがな？」

			「それは問題ない。そもそも、お前にそれ以外のことなどできんだろう？」

			「はっはっは！　そりゃそうだ！」

			　何が面白いのか、ゼロスリードは腹を抱えて笑い出す。ちっ。こういったところが読めんから使いたくなかったのだ。だがそうも言っていられん。せいぜい使い捨てるとするさ。

			（オン！）

			「うん？　今何か聞こえたか……」

			　ゼロスリードらが出ていった直後の部屋で、何かの鳴き声のようなものが聞こえた気がした。当たり前だが、この部屋に動物などいない。

			「少し疲れているのかもしれんな」

			　確かに犬の鳴き声が聞こえたように思ったんだが……。まあ、気のせいか。

		

	
		
			第五章　邪人への変異

			　


			　貸家に潜んでいた刺客たちを排除した後、俺たちは補充のカレーパンを作っていた。

			　すると、貸家に近づいてくる複数の気配を感じ取る。だが、俺もフランも身構えたりはしない。

			「師匠」

			『おう、ウルシが戻って来たみたいだ。ただ、他に気配があるな』

			「四人」

			　どうやらウルシがその四人を先導して連れて来たらしい。一体誰だ？　それにこんな時間に何の用なのだろうか？　ウルシが連れてきている以上、敵ではないはずだが……。

			「オンオンオン！」

			「ん。今開ける」

			　扉を開けてみると、入って来たのは屋台で雇っている四人だった。

			　だが、コルベルトはジュディスに肩を貸され、足を引きずって歩いている。どうやら右足を斬られたらしい。止血用に巻いた布が真っ赤に染まっていた。おいおい、何があった？

			「怪我してるの？」

			　フランも驚いた顔で、コルベルトに駆け寄った。それはそうだろう。コルベルトは強い。ステータス的にも技能的にもランクＢに相応しい力があるはずだ。正直言って、俺たちだって絶対に勝てるとは言い切れない。そのコルベルトが町中でこれほどの深手を負わされる状況が想像できなかった。

			「みっともないとこ見せちまったな。ちょっとしくじっちまってよ」

			「私たちをかばって斬られたんです！」

			「コルベルトさんだけだったらー、勝ってたはずですー」

			「足手まといになるとは不覚」

			　布を取り外すと、右太腿の半ばからふくらはぎ近くまでに、鋭利な刃物で切られたと思しき深い傷が走っていた。肉が抉えぐれ、骨が見えている。いやー、地球にいた頃にこれを生で見たら、貧血確実だったかもしれん。

			　緋の乙女の三人をかばったとは言え、コルベルトがこれほどの手傷を負わされるとは……。相手はかなりの手て練だれであることは間違いないな。

			「手持ちのポーションだけじゃ、治りきらなかったんだ」

			「最初は足が千切れかかってたんですよ！」

			　しかも俺たちが感じた以上の大怪我だったらしい。

			「ウルシちゃんに助けられたんです」

			「危ないところにウルシちゃんが駆けつけてくれて、襲ってきた相手を撃退してくれたんですー」

			「影の中からの奇襲は見事だった。まるで暗殺者」

			　なるほど。だから一緒に帰ってきたのか。

			「まずは傷を治す。──グレーター・ヒール」

			「おお、すげえ。傷がみるみる……」

			　フランが唱えたグレーター・ヒールによって、コルベルトの傷を塞ぐことに成功する。まだ怪我を負ってから時間が経っていなくて良かった。失った血は戻らないが、後遺症などは残らないだろう。

			「ま、まさか回復魔術までこのレベルとは……。魔剣少女恐るべし。私にどれだけの敗北感を植え付ける気なのでしょうか」

			　変なことを呟いてるリディアは放っておいて、とりあえずコルベルトたちに椅子をすすめる。

			　コルベルトはまだ足が痺れているのだろう。一人では上手く立ち上がれず、やはり三人に手を貸してもらいながら、椅子に腰かけた。

			　さすがに食事って雰囲気ではないので、温かいお茶を出してやる。四人は礼を言って、お茶を受け取った。そうしてようやく人心地ついたのか、コルベルトも体から力を抜いて深く息を吐く。

			「何があった？」

			「料理ギルドでフランさんと別れた後、私たちはいただいた食事を料理ギルドで食べ終えてから、宿に向かっていました」

			「俺はこいつらを送り届けてから帰るつもりだったんだ」

			　その道中、身長二メートルを超える大男に行く手を遮られたのだという。

			　しかも単なる行きずりではなく、彼女たちと分かって声をかけてきたようだった。

			「明らかにこの三人を狙っていた」

			「それは確か？」

			「はい。黒しっぽ亭の売り子かと確認されましたし」

			「しかも、こっちがハイともイイエとも言う前に、いきなり襲い掛かってきたのー」

			「ちょっとチビリそうになったのは内緒にしておいてください」

			　三人の顔と名前が、相手に完全に認識されているってことだろう。さらに、泊まってる宿の情報などもバレている可能性が高い。だからこそ帰り道で待ち伏せができたのだろうしな。

			「相手はどこの誰だかわかる？」

			「ああ、何せ名乗ったからな」

			「名乗ったの？」

			　暗殺者がか？

			「狂戦士ゼロスリード。噂は話半分だと思っていましたよ。今日までは」

			「むしろ、噂以上ー？」

			「ゼロ──だれ？」

			「ええ？　魔剣少女は知らないのですか？」

			「ん」

			　どうやら有名人らしいな。知らないと頷くフランに全員が驚いている。

			「ふむ。では教えてあげましょう」

			　リディアが説明してくれた。にしても、そのゼロスリードという賞金首、聞けば聞くほどとんでもないな。無類の戦闘狂で、敵味方関係なく目を付けた相手に襲い掛かる？　しかも雇われていた国の王子を殺害して賞金首？　メチャクチャ危険な奴じゃないか。元のランクはＣだが、実力はそれ以上と言われていたらしい。リディアたちも誇張だと思っていたらしいが……。

			「事実だったという訳です」

			「ウルシに助けられたぜ。さすがの奴も、ダークネスウルフの奇襲には対応しきれなかったようだ。手傷を負わされて、逃げていった」

			「ウルシえらい」

			「オン……」

			　ただ、逆に言えばウルシの奇襲でも倒しきれずに、逃がしてしまったという事でもあった。褒められて嬉しそうにしつつも、ウルシがどこか悔しげなのはそのせいだろう。

			　ジュディスを筆頭に、三人娘は暗い表情をしている。常に笑顔を絶やさないホワホワした雰囲気のマイアもその笑みにどこか陰りがあるし、自称無表情のリディアの瞳にも不安の色があるようだった。格上に襲われたのだし当然だが……。売り子を辞めるとか言い出したらどうしよう。

			　だが、それは杞憂だったようだ。ジュディスたちは寧ろムキになっているようで、明日も絶対に続けさせてほしいとまで言ってきた。冒険者としての矜持なのだろう。コルベルトのやる気も俄然アップしたみたいで、次は後れを取らないと気炎を吐いている。

			「じゃあ、明日もお願いできる？」

			「任せとけ！」

			「こちらこそお願いします」

			「がんばろー」

			「次こそはあのゴリラ男に目にもの見せてやります」

			　改めて冒険者である彼女たちに売り子を頼んで良かったな。一般人だったら逃げ出されていた。いや、その前にゼロスリードという男に殺されていただろう。

			　その後、俺たちはコルベルトとともに騎士団の詰所へと向かうことにした。そこでゼロスリードに襲われたと訴え出るのだ。信じてもらえるかどうか分からないと思っていたんだが──。

			「本当ですかコルベルト殿？」

			「ああ、ばっさりやられたよ」

			「あのコルベルト殿が……。通報、感謝いたします！」

			　コルベルトが有名人だったおかげで、あっさりと信じてもらえた。

			　しかも、俺がフィリップ・クライストンに引き渡した暗殺者の口から、ゼロスリードの情報を聞き出してもいたようだ。それほどの大物がバルボラにいるなどという話、本当かどうか騎士団も本当かどうか疑っていたらしいが、今回のことで事実だと認識したという。

			　これで騎士団の見回りも強化されるだろうし、結果的に向こうの動きを牽制できたな。

			　ジュディスたちは今日は冒険者ギルドに併設された宿に泊まることにしたらしい。冒険者ギルドなら他の冒険者もいるから暗殺者なども迂う闊かつに手を出せないだろうし、いい判断だ。

			「魔剣少女はどうしますか？　私たちと一緒に泊まりますか？」

			「ん？　平気」

			「ですが……」

			「それに、今夜は色々と用事ができた」

			　ここまでされて黙っていられないからな。ウルシも何か情報を持ち帰ったようだし、厄介事はさっさと片づけるに限るのだ。

			「待て！　奴を捜す気なのか？」

			「違う、他に行くとこができただけ」

			「ならいいんだが……一人だと危険だ」

			「一人じゃない。ウルシも一緒」

			「オン！」

			　フランの顔を見て、自分の言葉では止まらないと悟ったコルベルトは、軽く頭を振ってフランに激励の言葉をかけてくれる。

			「……わかった。ただ、コンテストの不戦敗は勘弁だからな。明日の朝までには絶対に戻ってこい」

			「ん、大丈夫」

			　フランはコルベルトに大きく頷くと、元のサイズに戻ったウルシの背にヒラリと飛び乗った。

			『ウルシ、何かを発見したんだろ？』

			「オン！」

			　力強く頷くウルシ。

			「じゃあ、そこに行く」

			「オンオン！」

			『全速力だ！』

			「オオーン！」

			　大きな遠吠えを上げたウルシが、全身をしならせて一気に駆け出す。空中跳躍を駆使して、家々の上を飛ぶように走り抜けていった。

			「いいきもち」

			　夜風に当たりながら、フランが目を細める。寒い夜の風なのだが、耐寒能力のある黒猫シリーズを着こんでいるフランにとっては心地よい風なのだ。

			『夜で良かった』

			「オン？」

			　そりゃあ、全速力でって言ったけどさ。まさか街中を堂々と走り抜けるとは。昼だったらメチャクチャ目立ってたぞ。それでも、全く目撃者がいないわけじゃない。窓から星を眺めていた住人が悲鳴を上げているな。爽やかな夜を邪魔して本当にすまん。

			『もしかしてあの屋敷か？』

			　ウルシが向かっている方向には、イースラ商会が所持しているあの屋敷がある。

			　だが、俺の予想は外れていた。ウルシがたどり着いたのはイースラ商会の持ち物であるというあの屋敷の、隣にある小さな邸宅だったのだ。あの屋敷が大きいので小さく見えるが、こっちも住宅街の中では目立つ程度には大きく広い。

			　元々俺たちは気配を消してはいたが、ウルシはさらに闇魔術を重ね掛けして気配を完全に殺す。ウルシがそれほどまでに気を付けなくてはいけない場所ということか。俺とフランも、スキルを最大限起動して、気配を完全に消し去った。今俺たちができる、最大限の隠形である。

			　気配が消えたことを確認すると、ウルシは一足飛びに邸宅の屋根に飛び乗る。それでいて全く音をさせないのだから、さすがだ。

			（オン）

			『そっちか？』

			　ウルシは体を小型化させると、邸宅の広い屋根の上をトコトコと歩き出す。

			　その後に付いていくと、ウルシがある場所で足を止めた。そのまま屋根から軽く身を乗り出して、下を覗き込む。

			『この下の部屋ってことか？』

			（オン！）

			　俺は窓から中を覗き込んでみた。部屋の中には二人の男がいる。なんと、鑑定してみると一人はブルック・クライストンとなっていた。

			『クライストン？　もしかして領主の次男か？』

			（オン！）

			　もう一人はファシナス・トルマイオと言う名前だ。誰だ？　いや、このまま見てれば分かるか。ちょっとのぞき見してみよう。

			「ゼロスリードが失敗して戻って来ただと？　使えん奴め！」

			「ですが、コルベルトには手傷を負わせたようです。となれば、残りはあの小娘たちだけかと」

			　ゼロスリードの話をしている。やっぱこいつらが黒幕であるようだった。

			「だったら、さっさと新しい傭兵どもを送りこめ！　あの屋台のカレーパンとやらの販売を、絶対に止めさせなくてはいかんのだ！　あれのせいでウェイントの料理に混ぜてある邪神水の効果が浄化されて、計画に遅れが出ているんだぞ！」

			「さ、早急に手配いたします！」

			「急げ。もう計画は引き返せぬところまで来ているんだ。多少の騒ぎが起こっても構わん。売り子どもなどどうでもいい。あのフランとかいう小娘を今夜中に確実に始末しろ！」

			　そのフランとかいう小娘、今ここにいますけど？

			　いまいち話の詳細は分からんが、どうもノーブルディッシュの料理に毒か何かを混ぜているらしいな。それがカレーパンを食べることで無効化されてしまうと。

			『知らぬ間にこいつらの陰謀を邪魔していただなんて、知らなかったぜ』

			「驚き」

			『そのせいで目を付けられたわけだが……』

			　領主よ、子供のしつけがなってないぞ！　長男はともかく、次男は裏組織を使って何か企んでいて、三男はそれに協力しているみたいだし！

			「くそっ。まさか奪われたキュア・ターメリックがこちらの首を絞めることになるとはな……！」

			「あの邪神水とやらは、キュア・ターメリックが無ければ作れぬのですか？」

			「ゼライセのやつはそんなことを言っていたな。なんでも、属性を反転させて毒に変化させるそうだ。それにしても、貴重な魔法植物を一〇ゴルドのクズ料理に使うなど、頭がおかしいんじゃないのか！」

			（クズ料理？）

			　あ、こらフラン！　殺気漏れてるから！　ブルックたちがブルッと震えて、体をさすっている。フランの殺気に当てられたらしい。ただ、すぐに気のせいだと思ったのだろう。再び話し始めた。部屋の中に実力者がいなくて良かった。

			『フラン、我慢だ我慢』

			（ん……）

			「近頃、イースラ商会のミスが続いております。はっきり言って、このまま使い続けるのは危険かと」

			「ならば、一度解体して、違う商会でも立ち上げろ。書類はこちらでどうにかする」

			「分かりました」

			　どうもイースラ商会はブルックの配下にあるみたいだな。犯罪を行わせるために作った、名ばかりの商会なんだろう。

			　さて、ここから俺たちはどう動くか。いくら見たと言っても、証拠がなければ誰も信じてはくれないだろう。ここでブルックを捕らえるか？　ただ、領主の次男に何の証拠もなく手を出したとなれば、下手したらお尋ね者だ。

			　トルマイオという男を捕まえてもいいんだが……。幹部っぽいやつが屋敷の中で姿を消したら、警戒されてしまうかもしれない。俺が悩んでいたら、いきなりウルシが姿を消した。

			『あ、ウルシ？』

			　向かったのは、ブルックのいた部屋を退出したトルマイオのもとだ。影の中からトルマイオに襲いかかると、音もなく意識を失わせる。

			　あー、やりやがったな！

			　だが、やってしまったものは仕方ない。俺はサイレンスを使って音を消してから、ウルシに一番近い窓を念動で開け放った。ウルシが気絶したトルマイオの襟首を咥えた状態でこちらに走ってくる。

			　まあ、考えてみたら、これくらい思い切り動かないと証拠は集まらないかもしれないな。奴らは邪神水とか言うのをばら撒いているみたいだし、できれば今夜中に証拠は欲しい。

			『……とりあえず良くやった』

			「オフ」

			『だが、次からはちゃんと俺たちの許可をとってから動けよ？』

			　しつけの意味も込めて、尻尾を強めに引っ張ってやったぜ。ウルシも勝手に先走ったと分かっているのか、神妙な顔で頷いた。

			「オ、オフ」

			　ウルシ的には証拠を集めるのが自分の仕事だと考えたんだろう。そこで、最も効率が良さそうな手段をとったようだな。フランといいウルシといい、もう少し考える癖をつけさせようかな……。

			『とりあえず逃げるぞ！』

			（オン！）

			（ん！）

			　


			　一〇分後。俺たちは領主の館へと向かっていた。

			　トルマイオを引き渡すためだ。こいつから情報を引き出すのは簡単だった。どうも戦闘に関しては素人なようで、ウルシの姿を見ただけでビビッてペラペラと喋り出したのだ。まあ、怯えた様子は半分が演技で、嘘満載でこちらを騙そうとはしていたが。それは虚言の理で判別すれば問題ない。

			　この町に来てから怖がられてばかりで、ウルシはちょっと凹んでいる。孤児院の子供たちに懐かれていなかったら、もっと凹んでいただろう。そのうち労ねぎらってやろう。

			　トルマイオはフランを騙せたつもりになっているが、俺たちは情報を正確に得ることに成功していた。いい気になっているところに、こちらがトルマイオの嘘を全て見抜いていたということをきっちり教えてやったら、顔面蒼白になっていたな。

			　舌戦での騙し合いで、フランのような小娘にいいように転がされていたことを悟ったのだ。騙すことに自信があったトルマイオが自信を喪失するには十分な衝撃だったのだろう。冷や水を浴びせかけられたような顔で、呆然としていた。

			　それにしてもこのトルマイオというインテリヤクザ風の男、イースラ商会などの幹部かと思っていのだが、想像以上の大物でちょっとビビった。なんとイースラ商会を傘下に収める大商会、トルマイオ商しょう会かいの会頭だったのだ。スキルは商人や算術よりも、虚言や恫喝スキルの方がレベルが高いので、まともな商人ではないけどね。

			　領主の次男であるブルックが出資し、貴族などを相手にした美術品の売買などを取り仕切る、バルボラでもそれなりに大きな商会であるらしい。

			　まあ、それでもブルックの計画を知った時の衝撃には及ばなかったが。人を暴走させる魔力水をノーブルディッシュの料理に混ぜ込んで、クーデターを起こすって……。放っておいたら多くの人が犠牲になるだろう。知ってしまったからには、放ってはおけない。

			　なんとこの邪神水、冒険者ギルドの専属であるユージーンが錬金術ギルドを追われた原因となったゼライセという弟子が、リンフォードとの共同研究で造り上げたらしい。バルボラから逃げ出さず、イースラ商会の傘下で非合法な研究を続けたようだ。ただ、トルマイオを捕まえてきたことで、上手くいけばブルックの悪事や、ゼライセの関わりを証明できるだろう。

			　ずだ袋の中で暴れるトルマイオを物理的に大人しくさせつつ領主の館に戻ると、やはりセバスチャンが出迎えてくれたんだが──。

			「またですか……」

			「ん」

			　その視線はウルシの背に括りつけられている袋に向けられている。ただ、こればかりは諦めてもらうしかないな。セバスチャンも、フランが絶対に折れないと分かったのか、それ以上は何も言わなかった。

			「では、殿下方に知らせてまいります」

			　領主を呼んでもらおうかとも思ったが、最初に王子たちに相談した方がいいかな？　領主に面会するのも、俺たちが頼むよりも王子たちに頼んだ方が早く会えるだろうし。

			「フラン……またその袋か？」

			　あれぇ？　出迎えてくれたフルト王子もずだ袋を見て呆れた顔をしているぞ。サティア王女も微妙な顔だ。前回の経験から、袋の中身が何なのかは分かっているらしい。

			「一応確認いたしますけど、その中はなんですか？」

			「これ」

			「きゃっ。もう、やっぱりそうなんですね……」

			「ムグー！」

			　猿ぐつわを噛まされた男を見て、サティア王女が可愛い悲鳴を上げる。だが、前回ほどは驚いていない。多分、耐性が付いたんだろう。

			「これはどこの誰なんだ？」

			「悪いやつ」

			「フランがここまでするんだ、それは分かる」

			「領主の次男の部下」

			　子供たちは就寝したのかここにはフルト、サティア、セリドしかいないし、全部説明してしまおう。

			　フランは俺にサポートされつつ、事のあらましを語って聞かせた。いやー、王子たちが途中であきらめずに、フランの話を理解しようと努力してくれて良かった。とりあえず、彼らにもブルックとトルマイオが共謀して、何やら悪事を企てているということは伝わったらしい。

			「これは……一大事ではないか！」

			「それにしても、ブルック殿ですか……。彼の御仁は商会の経営だけではなく、バルボラの経営の補佐も行っています。これは、裏ではかなりやりたい放題だったのではないですか？」

			　セリドの言う通りだな。孤児院の援助金打ち切りも、やつの仕業だろう。コンテスト絡みで、孤児院を潰そうとした可能性が高いのだ。

			「ローダス殿にお知らせしないと……」

			「ああ。だが信用するかどうか……」

			　フルトの言う通りだ。トルマイオという商人がいたとしても、自分の息子がクーデターを起こそうとしているなどという話、信じないかもしれない。

			「その場合は、我らが動くしかないだろう」

			「そうですね」

			　王族二人は決意の表情で頷き合う。彼らにとっては他国であろうとも、市民の安全が脅かされている事態を放置できないようだった。この辺、やっぱ王族としての矜持みたいなものがあるんだろう。

			　それを見て渋い顔をしているのがセリドだ。こいつの立場からすれば、他国の内輪もめに首を突っ込んで危険な目に遭ってほしくないのだろう。シードラン海国でも、色々と危険だったわけだしな。

			　止めても止まらないことは理解しつつも、小言を口にせねば気が済まないようだった。

			「いいですかお二人とも。軽々しく力を使うとおっしゃいますが、場合によっては外交問題になることもあるのですよ？　他国のことは他国に任せるべきです」

			「だが、それでは手遅れになるかもしれん」

			「そうです」

			　俺が思うに、フルトたちが正義感強めなのはセリドのせいだと思うんだよね。反面教師というか、セリドへの反発心から、より正義感を募らせているように感じる。ある意味、正義のエリート教育的な？　まあ、セリドがそんなこと絶対に考えてないのは分かるけどね。

			「ともかく、一度ローダス殿に話をしよう」

			「ん」

			「だが、その前に少々釘を刺しておかねばな」

			　そう呟いたフルトが、トルマイオに近づくとその顔をジッとのぞき込む。整った顔立ちの貴公子に無表情で上から見つめられるというのは、それなりに迫力があるみたいだな。

			「ぐ……」

			　完全にトルマイオが動揺しているのが伝わってくる。そのまましばらくトルマイオを威圧していたフルトだったが、おもむろにその耳に口を寄せた。そして囁く。

			「我らはフィリアースの王族だ」

			「むぐ？」

			「この意味分かるか？　お前らはすでに神剣の呪いにかかりかけている」

			「むぐぅっ！」

			　フィリアース王家に害をなす者には神剣の呪いが降りかかる。トルマイオもその噂話を知っていたらしい。怯えに支配された瞳で、王子を見つめる。

			「このあと領主に引き渡すが、聞かれたことにはすべて素直に答えろ。さもなくば──」

			　フルトが一瞬だけ、悪魔の能力でトルマイオを威圧したことが分かった。殺気に近い魔力を浴びたことで、戦闘能力が低いトルマイオにもはっきりと伝わったのだろう。王子には何か目に見えない超常の力があると。猿ぐつわを外されたトルマイオは恐怖に引きつった声で叫ぶ。

			「分かりました！　答えます！　だから呪いは──」

			「分かっている。お前が我らの敵に回らぬ限り、呪いはお前に降りかかることはない」

			　完全に呪いの存在を信じたな。これでトルマイオが変な真似をする可能性は減っただろう。

			「では、ローダス殿を呼びます」

			「頼みますね」

			　セリドがため息を堪こらえながら、諦めの表情で部屋を出て行った。

			　すると、さほど待たされることもなく侯爵がやってくる。

			　先日は不満たらたらな感じで王子たちの呼び出しに応じていたクライストン侯爵だったが、今回は真剣な表情で部屋に入って来た。多分、セバスチャンからウルシの背の袋のことを聞いていたんだろう。むしろ何かを期待する表情にさえ思えた。

			　だが、床に転がされたトルマイオを見て、驚きの表情を浮かべる。

			「これは……なぜトルマイオが？」

			「知っている相手ですか？」

			「それは無論です。我がバルボラでも、特に貴族を相手にした美術品売買を行う商会の主ですから」

			「それに、ご子息とも親しいそうですね？」

			「ええ。次男のブルックが、トルマイオ商会の所有者ですので」

			　フルトの口調から何か穏やかでないものを感じ取ったのだろう。クライストン侯爵はその場で軽く居住まいを正した。

			「説明してもらえますかな？」

			「ああ。トルマイオと言ったな。全てを詳つまびらかにせよ。分かっているな？」

			「は、はいぃ！」

			　なんだかんだ言ってもさすが王族、命令し慣れている。その命令にはトルマイオも逆らう余地が無い。そして、トルマイオの口から語られるブルックの計画を聞き、クライストン侯爵の顔色が一気に変わった。

			　最初は馬鹿なことを言うなという怒りに。次に嘘ではないと理解して真っ青に。それはもう、気の毒なほどだ。息子に甘い部分があるとはいえ、そこはやはり大貴族。トルマイオの言葉に嘘が無いと見抜いたのだろう。

			「単に私に反抗するだけではなく、民まで巻き込むなど……なんと、なんということを……」

			　蒼白な顔でブツブツと呟く。それでも、疑いの言葉を口にせずにはいられないのが親というものなのだろうか。

			「そう、そうだ。何か根拠、根拠はあるのか……？」

			「そう言われてもな。ブルック殿に最も近い男が、その口で全てを語っている。それ以上の証拠などあるか？」

			「そんなものいくらでも──」

			　トルマイオを脅して嘘を語らせることもできる。そう言いかけて、クライストン侯爵は口をつぐんだ。その言葉を口にするということは、目の前にいるフィリアースの王子たちが嘘をつき、自分を陥れようとしていると声高に主張するようなものだからだ。

			「申し訳ございませぬ。少々取り乱しました」

			「謝罪を受け入れよう」

			「は……。私も、分かっているのです……。私の決済印を勝手に使える者など、フィリップかブルックしかいないということは……」

			　そう言えばその問題もあったな。管理はかなり厳重だったらしい。それこそ、自分か息子しか触れないようにしてあったようだ。

			「フィリップは、見た通り愚直な男です。裏でコソコソと動くような事はしますまい。となれば、犯人はおのずと決まってしまいます……」

			　クライストン侯爵はややうつむき加減で考え込む。

			　色々な葛藤があるんだろう。クーデターを企てる息子たちは処罰しなければならないが、できれば表沙汰にはしたくないはずだ。家名に傷がつきかねない事態だからな。だが、王子たちが間にいる以上、完全に隠蔽することも難しい。それに、即座に動かなければフィリアースの王族を蔑ないがしろにしたと言われる可能性もあった。また、多くの民が傷つく恐れもある。

			　様々な物を天秤にかけ、何が最良か考えているに違いない。

			　そして、侯爵が決断を下した。

			「分かりました。夜番の兵士たちを動かし、息子たちを拘束しましょう。その協力者だという傭兵や錬金術師も同様に」

			「動いてくれるか」

			「は。しかし、本祭は終わったとはいえ、いまだにバルボラには多くの人間が滞在しており、騒ぎも頻発しております。騎士や兵士、全てを投入することは難しいでしょう」

			　もっと全軍をあげてブルックたちを捕縛してほしかったけど、今は動いてくれるだけでも良しとしておくか。多少の逡しゅん巡じゅんはあるようだったが、決断すれば領主の行動は早かった。

			　一時間もしない内に、都市中から集めた兵士たちを率いて出発する。兵士たちにはローダスの息子であるブルックとウェイントを保護するとだけ伝えられていた。

			　フルトとサティアたちは留守番だ。当然だけどね。捕り物の場に他国の王族を連れて行って怪我でもされたら、いかな侯爵とて物理的に首が飛ぶだろう。セリドも二人を強く諫いさめ、結局フルトたちは残ることを承諾させられていた。

			　俺たちは当然侯爵たちについてきているよ？　案内も必要だろうしね。

			『ウルシ、次男の気配はどこにある？』

			（オン！）

			『そうか』

			　ブルックは今は邸宅の方ではなく、イースラ商会が所有している屋敷の方にいるようだった。ウルシが屋敷の方を鼻先で指し示している。

			「ブルックがいるのはあそこ」

			「あの屋敷か……」

			　クライストン侯爵は屋敷が視界に入る位置で兵士たちを一時停止させる。やはり躊躇ためらいがあるようだ。今のところ物証がなく、怪しげな小娘が連れて来た、明らかに脅されている風の人間の証言だけだからな。誰の所有物かもわからない屋敷に、兵を率いて踏み込んで間違いだったら責任問題に発展する可能性だってある。ここは俺たちが先頭に立たないとならないだろう。

			『フラン』

			「ん」

			「お、おい！　どこに行くのだ！」

			　侯爵の言葉を無視してフランが駆けだした。目指すは門の前に立つ門番だ。ここで押し問答して中に伝えられても面倒だし、とっとと捕まえてしまうことにした。こいつからブルックがいるという情報が得られれば、領主も動きやすくなるだろうしね。

			「あ──？」

			　門番は言葉を発する間もなく、フランの拳で沈められる。攻撃する前に鑑定を使い、犯罪者＆邪心状態であることは確認済みだ。俺たちは崩れ落ちる門番を担ぎ上げ、即座にクライストン侯爵たちのもとへと戻った。

			　とりあえず猿ぐつわを嵌はめ、手を縛る。そしてヒールをかけてから男の目を覚まさせた。

			「むぐぐ！」

			「静かにする」

			「むぐっ！」

			　腹を蹴られた男が、体をクの字に折って苦しがる。そんなことを数度繰り返すと、男は完全に従順になった。

			　そこに領主が恐る恐る声をかけて来る。

			「お、おい。いきなり何をしているのだ」

			「ん？　尋問」

			「拷問にしか見えんが……。そもそもこの男は誰なのだ」

			「さあ？　でも敵の一味」

			「証拠は？」

			「見たらわかる」

			「つまり証拠はないという事か？」

			　侯爵は頭を抱えてしまったな。鑑定持ちの俺たちと違って確信がある訳じゃないし、これで間違いだったらどうしようと思ってるに違いない。

			「今から質問をする。素直に答えたら、もう痛くしない。でも騒いだら殺す」

			　フランの言葉に門番は、真っ青な顔で何度も何度もうなずいた。猿ぐつわを外すと、神妙な顔で自主的に正座をする。

			「この屋敷の持ち主は？」

			「イースラ商会だ！　お、俺は単なる下っ端なんだ。詳しいことは知らねーよ！」

			　ふむ、嘘じゃないな。

			「イースラ商会？」

			　クライストン侯爵の呟きに応えたのは、領主の側近の一人だった。ダナンと言う老兵士長だ。指揮能力が高い上、個人の戦闘能力もランクＤ冒険者くらいあり、中々優秀な人物である。

			「イースラ商会はブルック様傘下のトルマイオ商会の、さらに傘下にある商会です。阿あ漕こぎな商売で知られています」

			「そうか……ブルックの……」

			　クライストン侯爵は知らなかったが、兵士たちからしてみればイースラ商会は非常にやりづらい相手であるらしい。狡こう猾かつで悪どく、それでいて大商会や貴族の庇護がある。何度も査察などが計画されたものの、方々からの横槍によって実現したことはなかった。

			　どう考えてもブルックの仕業だろうな。ただ、証拠はない。ブルックに頼んでも、「留意する」と言われて、一時的に大人しくなるだけだったらしい。

			「中にブルックと言う男はいる？」

			「ああ、いる！　イースラ商会の会頭がペコペコ頭を下げている奴だ。何時間か前に入っていった！　よく来るから見間違えない！」

			「最後の質問。お前らは色々悪いことしてる？」

			「は、そ、それは……」

			「ふむ」

			　ドガ！

			　フランの蹴りが男の背中に炸裂した。その痛みに涙を流しながら男が懇願してくる。

			「がはっ！　わ、悪かった！　答える！　答えるからもう勘弁してくれ！」

			「最初から素直に答える」

			「悪いことなんざいくらでもしてるよ！　禁制品を密輸して貴族に売りさばいたり、さらってきた女連れ込んだり、敵対する商会に火を付けたりな！」

			　イースラ商会は密輸や闇奴隷の売買などの非合法の商売以外にも、トルマイオ商会が表立ってやることができない荒事なども任されている。そのやり口はまさにヤクザそのものだった。名前は違っても、実質的にトルマイオ商会の暗部なんだろう。

			　罪が露呈しても、イースラ商会を切り離せばいいしな。ブルックの権力があれば、全ての罪をイースラ商会に被せることも可能だろう。

			「それはブルックも知っているのか？」

			「この場所をよくご利用されているようですし、トルマイオ商会との関係を考えれば当然ご存じでしょうな」

			「まさか、ブルックがそのようなことをしているとは……」

			　まだそんなことを言ってるのか。

			「俺はブルックってやつがハッスルし過ぎて殺しちまった、闇性奴隷の処分を任されたことがあるぜ！」

			「ば、馬鹿を申すな……ブルックがそのような……」

			　口ではそう言いつつも、口調は弱弱しい。分かってはいるが信じたくない、そんな様子に見える。

			「平民を見下す発言が目に余るゆえに後継者候補から外したが……。それで反省してくれればと」

			「むしろそのことを不満に思い、荒れておられたようですな」

			「そんな……ブルックよ……」

			　荒れてるとかそんなレベルか？　兄を殺して爵位を簒さん奪だつしようとしているんだぞ？

			「良かろう。ここにブルックがいるというのであれば、直接話を聞こう。いまの証言で踏み込む理由は十分だ。逆らう者は全員拘束し、ブルックを──捕縛しろ」

			「はっ！　了解いたしました！」

			　門番から奪った鍵で門を開けると、半分が屋敷を封鎖し、残った三〇人ほどが屋敷に突入する。

			　屋敷にはブルックの配下がいたが、武装した兵士には敵わなかった。抵抗するも次々と捕縛されていく。鑑定してみると、どいつもこいつも状態が邪心となっていた。試しに俺たちは叩きのめした男に、キュア・ターメリックを使ったカレーを食わせてみた。これはカレーパン用のドロッとした物ではなく、フランが普通に食べる用のサラサラタイプだ。

			　なので飲みやすい。口に無理やり流し込めばゴクゴク飲み込めてしまうほどに。

			「ぐがぁ！」

			　カレーを無理やり飲まされた男が苦しむ。まあ、状態異常が治ったからというよりは、息ができなくて苦しいからだろうけど。だが、状態異常が解除されたぞ。やはり状態が邪心というのが、ブルックたちのばら撒こうとしている邪神水によって引き起こされる暴走状態を表しているんだろう。

			　ブルックめ、部下にも邪神水を飲ませてやがるのか。まあ、それも直接聞いてみればわかる。

			　いや、それだけじゃないぞ。

			　先日取り押さえた暴漢も、状態が邪心になっていたはずだ。つまり、ノーブルディッシュ以外でも邪神水をばら撒いているってことなんだろう。想像以上に事態は深刻なのかもしれなかった。

			　


			　突入から五分。

			　俺たちはブルックのいると思われる部屋の前にたどり着いていた。

			『ここか？』

			（オン！）

			　ウルシの気配察知に間違いはないだろう。扉の向こうには確実にブルックがいるはずだ。

			「いく」

			　ドガン！

			　フランが扉を蹴破ると、ブルックは何やら机を漁っているところであった。どうやら騒ぎを聞きつけ、脱出するために金目の物を準備しているところだったらしい。

			「な、何者だ！」

			「ん。悪党に名乗る名はない」

			「不法侵入しておいて何を！」

			「不法侵入ではないぞブルック。犯罪に関係あると思われる施設に対する、正当な捜査だ」

			「な、父上！　なぜここに……？」

			「それはこちらの台詞だ。犯罪組織の拠点に、何故お前がいる？」

			「何をおっしゃっているのか──」

			　ブルックが何やら言い訳をし始めたな。だが、俺にはもっと気になることがあった。こいつ、状態が邪心じゃね？　どういうことだ？　自分で邪神水を飲んだのか？　だとしたら、なんでだ？

			　軽く悩んでいたら、そこに兵士が駆け込んできた。

			「屋敷の制圧が終わりました。中には賞金のかかった指名手配の者もおりましたが、捕縛完了です。全員屋敷の庭に集めてあります。また、地下で違法奴隷と思われる少女たちを数名保護しました」

			　賞金首に、闇奴隷。これは動かぬ証拠だな。この屋敷にいて、知らないでは済まされない。

			「ブルック、話は騎士団詰所でじっくり聞こう。下手な言い訳が通用するとは思うなよ」

			「馬鹿な……馬鹿な馬鹿な！　馬鹿なぁぁ！　何故気づいた！」

			　いやいや、なんで気づかれないと思ってたんだ？　けっこう杜ず撰さんだったぞ？　自分に繋がりのあるイースラ商会の人間をあれだけ派手に動かせば、俺たちが辿りつかなくてもいつかその悪行は暴かれていただろう。

			　陰謀を巡らせる知性派気取りなのかもしれんが、計画は穴だらけだった。そもそも、騒ぎを起こして父親に責任を被せて、自分が領主になる？　侯爵が罪に問われるくらいの騒ぎだったら、どう考えてもクライストン家はお取り潰しじゃね？　少なくともそのままクライストン家が何事もなくバルボラの領主を続けることはないだろう。うーん、馬鹿だね。

			　まあ、クーデターが事前に防げて良かった。あとは三男のウェイントを捕まえて明日の販売を防げば、これ以上被害も広がらないだろう。キュア・ターメリック入りのカレーを提供してもいい。キュア・ターメリックをと言わないのは、もう全部カレーに使っちゃったからだ。

			　ともかく、この屋敷にいるやつらにはカレーパンを強制的に食わせて邪心状態を解除しておこう。

			　何味がいいかな？　意外と激辛が人気なので、数がちょっと減って来てるんだよね。ここはプレーンか中辛のどっちかだな。俺がカレーパンを取り出そうとしていると、ブルックが急に絶叫をあげた。

			「ぐがぁぁ！」

			　何だ？　自暴自棄になって暴れ出したのか？

			「ぐががああぁぁぁぁぁががぎゅあぁぁぁ！」

			「お、おい！　ブルックどうした！」

			　クライストン侯爵が肩を掴んで声をかけるが、その口から発せられる獣のような咆ほう哮こうが収まることはなかった。

			「ぐがががががああああぁぁぁぁぁ！」

			　膝をついたままの体勢で天を仰ぎ痙攣するブルック。その体から、黒いオーラのような物が立ち上っていた。お、おい！　やばいんじゃないか？

			　邪心状態の人間が暴れ出した時に似てもいるが、こちらの方が遥かに激しい。

			『フラン！　とりあえずカレーを食わせろ！』

			「ん！」

			　フランがササッと次元収納からカレーの乗った皿を取り出した。

			「ウルシ、そいつを押さえる！」

			「ガル！」

			　痙攣しながら絶叫を上げ続けるブルックの背中を、ウルシが前足で押さえつけた。フランはカレーをスプーンですくって顔に近づけるが、暴れて上手く食べさせることはできない。

			「ウルシ、ひっくり返す」

			「オン」

			　次はブルックを仰向けにすると無理やり口をこじ開け、顔面目がけてカレーをドボドボと降らせた。さらに激しく暴れ出すが、状態異常が治っているという感じではない。もしかしたらカレーが目に染みているのかもしれないが……。それでもカレーをさらに口に流し込み続けると、ごくりと嚥下したのが分かった。

			『どうだ？』

			　これで治せるかと思ったんだが──。

			「ぐぎゃおおぉぉおおあおおぉ！」

			　ブルックの体が凄まじい勢いで体積を増していく。筋肉が異常な速度で肥大化して行っているようだ。同時に、その肌と瞳が黒く変色していく。日に焼けたとかいうレベルではなく、墨を塗りたくったかのような漆黒の闇色だ。全身の血管が太く膨張し、まるで肌の下で無数の蚯蚓みみずや蛇が蠢いているようにも見える。それなのに顔だけはほとんど元のままなのでメチャクチャ気色悪い。

			『気持ち悪！』

			「ん」

			　フランもブルックの豹変ぶりを見て、眉をひそめていた。しかし、完全に人を止めやがったな。癒やすのが間に合わなかったということか？

			　鑑定してみると、ステータスの表示のされ方が完全に魔獣だった。固有名であるブルックという名前は消え、種族はイビル・ヒューマンとなり、ステータスは増している。そこらのゴブリン程度なら簡単にクビリ殺せるだろう。俺たちの敵ではないが、一般の兵士ではきついかもしれない。

			　見過ごせないのは固有スキルの欄にある邪術、さらには邪神の奴隷という称号だろうな。

			　実はこれをみて思い出したことがある。たまにゴブリンやコボルトなどの邪人に混じっている、特殊な個体のことだ。イビル・ゴブリンやイビル・コボルトといった感じで、名前の冠にイビルと付き、肌は漆黒。さらにブルックの持つ邪神の奴隷という称号に非常によく似た名前の、邪神の下僕という称号を所持している。共通点が多すぎだ。

			　もしかして人間から邪人に変化？　進化？　とにかく、変異してしまったのだろうか？　つまり、邪神水は人を凶暴化させるだけではなく、邪人に変えてしまう力がある？

			『おいおい、どういうことだ？』

			　いくらブルックが馬鹿でも、そんな危険な魔法水をばら撒いたりはしないだろう。そもそも、自分で服用したりはしないはずだ。

			　つまり、ブルックを騙して利用している第三の存在がいる？　邪神水を作ったというゼライセという錬金術師か、名前だけはちょくちょく出て来るリンフォードという老魔術師か……。

			　いや、今はそれよりもこの場をどうするかだな。

			　本当なら叩き斬ってしまいたいところだが、父親であるクライストン侯爵の前でブルックを斬ったら恨まれるかもしれない。それに、元に戻せる可能性もあるだろう。意識さえ取り戻せば、こいつからは色々と情報を聞き出せるはずだからな。だとしたら、生かしてとらえておきたいんだが……。

			　だが俺たちがブルックの変化に戸惑っている間にも、屋敷の外ではさらなる変化が起きているようだった。

			「ぎががあぁあぁぁぁぁぁぁぁ──」

			「ぐががががぁぁぁぁぁ──」

			　外から、ブルックが変異前に上げていた絶叫にそっくりな叫び声が、いくつも聞こえてきたのだ。

			「む」

			『こりゃあ、ヤバいんじゃないか？』

			　ブルックのような一般人ならともかく、戦闘能力のある冒険者などが変異したら？　かなり強力な邪人が誕生してしまうのではなかろうか？

			　実際、絶叫が収まるにつれて、凄まじく強い気配が屋敷の外に生まれていた。

			　そして、兵士たちの悲鳴が上がる。やはり外の奴らもブルックみたいに変異してしまったらしい。

			「ブルック！　おいブルック！　どうしたのだ！」

			「近寄っちゃだめ！」

			「ブル──ぐっ！」

			　フランの制止も聞かずウルシに押さえつけられているブルックに近寄ろうとしたクライストン侯爵が、ブルックの蹴りで吹き飛ばされる。

			「ローダス様！　大丈夫ですか？」

			「う、うむ」

			　兵士長に助け起こされるクライストン侯爵。痛みとショックで呆然としている。

			「ぐるぁぁぁ！」

			　ブルックはウルシの前足の下でめっちゃ暴れていた。理性もぶっ飛んじゃってるし、大人しく捕まってくれそうもない。俺たちは再度カレーを食わせたり、毒などを癒やす魔術を使ってみたんだが、ブルックには特に変化はなかった。完全な邪人と化したこいつにとって、この状態は異常や呪いではなく、普通の状態ってことなんだろう。

			『フラン、動きを止められるかちょっと試してみよう』

			「ん。ウルシは離れる」

			「オン」

			「──スタン・ボルト」

			「ぐろぉ──ぎゃ！」

			　よし、成功だ。ウルシからの圧力が消え、立ち上がろうとしたブルックは再び地面に寝転がっている。意識はあるようだが、麻痺状態にできたな。一応、生物の範疇ではあるらしい。

			『ウルシはこのままブルックを押さえてろ』

			「オン」

			『俺たちは庭に行くぞ』

			「ん」

			　フランは廊下に出ると、中庭に面している窓を突き破って空中に飛びだす。

			『捕まえた奴らが全員変身してやがる！』

			　捕縛されていたイースラ商会の関係者たちが、全員邪人に変異していた。自分を捕まえていた縄を無理やり引きちぎり、暴れ始めている。その数は一〇体。対して兵士は三〇人だ。

			　だが個々の戦闘力が違いすぎるせいで、兵士たちが圧倒的に劣勢だった。

			「どうする？　全員捕まえる？」

			『……いや、倒そう。どうせ犯罪者だし、あれだけ暴れるんじゃ全員を捕えておくのも難しい。それに元に戻せたとしても、どうせ死罪だ』

			　クーデターの加担者だからな。

			「わかった」

			　フランが空中跳躍を使い、空を蹴って真下に加速した。その勢いのまま一体を唐から竹たけ割わりにする。同時に俺は風魔術を使い、二体の首を落とした。

			　元々荒事をしていただけあって、ブルックよりは強いな。脅威度で言ったらＥくらいはありそうだ。

			　しかし、スキルなどはイマイチだし、防具も変異時の肥大化に耐えきれず、壊れてしまっている。この状態の相手に俺たちが後れを取ることはなかった。三分もあれば殲滅完了だ。

			　ただ残念なことに、こいつらには魔石がないようだった。これだけ強いんだし、かなり魔石値が高そうなんだけどな。まあ、無いものは仕方がないが。

			　化け物が倒されたことを理解した兵士たちが、疲労困こん憊ぱいの様子で座り込んでいる。ただ、俺たちには兵士に聞かねばならないことがあった。お疲れのところ申し訳ないが、兵士長に声をかける。

			「ねえ」

			「な、何ですか？」

			　フランの圧倒的な戦闘力を目の当たりにした老兵士長は、背筋を伸ばして緊張気味だ。恐怖と敬意が半々ってところかな。

			「屋敷の中にいたのは、これで全部？」

			「は！　そうであります！　あとはあそこにいる女性たちだけです！」

			　兵士長の視線の先には、固まって震える少女たちがいた。屋敷に捕らえられていた闇奴隷たちだった。鑑定しても、特におかしいところはない。

			「ゼライセっていう錬金術師と、リンフォードっていう老人はいなかった？」

			　俺たちが倒したイビル・ヒューマンに混ざっていたのか？　だが、老人と呼べるほど老けた者もいない。

			「いえ、いませんでしたが」

			　てっきり兵士たちに捕えられていると思ってたんだがな。

			「いれば確実に気づくはずです」

			「知っている？」

			「錬金術ギルド内で人体実験が行われ、多くの闇奴隷が犠牲になった痛ましい事件ですからな。首謀者を逃したことでも、忘れられぬ事件です」

			　つまり、ダナンはゼライセの顔を知っているということか。だとすれば邪人化したこの屋敷の人間たちの中に、ゼライセが交じっていなかったのは確かなのだろう。ブルックを見捨てて逃げ出したか。そして時間を稼ぐためか、俺たちを殺すためかは分からないが、時限爆弾を残して逃げ去ったと。

			　それとも、遠隔操作で変身させられるのか？　どっちにしろ厄介だ。これは、下手したらブルックでさえ利用されていた可能性もあるだろうな。

			『どうするか……』

			　ウルシの鼻に期待して追跡を試みるか、家捜しして何か手掛かりを探すか。

			（ねえ、師匠）

			『どうした？』

			（あそこ）

			　フランが指差したのは、闇奴隷の少女たちから少し離れた場所に転がされている、簀巻き状態の門番だった。

			　あれ、こいつは変異しなかったのか？　状態が邪心のままだった。こいつと変異した奴らの違いは何だ？　いや、邪神水の摂取量で変わるのかもしれない。一滴しか口に入れていない人間と、コップ一杯分を飲み干した人間では変異の進行に違いがあるのは当然だろう。だったら、町中にいる邪心状態の人間全員がいきなり変異するわけじゃなさそうだ。

			　だからと言って放ってはおけんけどな。

			　クライストン侯爵は──まだ使い物にはなりそうもない。虚ろな表情で呆然自失していた。目の前で息子が化け物になったんだし、無理もないだろうが。なので、俺たちは老兵士長に声をかけた。

			「これで分かった？」

			「ええ、貴女の言葉は真実でした。しかも、我らの想像以上に不味い事態のようです」

			　邪人に変異してしまう可能性がある者がどれくらいの数いるかは分からないが、一〇や二〇ということはないだろう。そいつらが市民の集まる場所で大量に変異したら？　大惨事は免れない。

			「兵士を集めて」

			「分かっております。緊急事態ですからな。騎士団にも働きかけましょう」

			　俺たちはダナンに見分ける方法を教えてやった。

			「なるほど、鑑定ですか。状態異常で邪心が付いていたら危険だと」

			「ん」

			「分かりました。何とか鑑定持ちを手配しましょう。冒険者ギルドに依頼を出してもいい」

			　大都市であるこのバルボラだったら、鑑定持ちが全くいないということはないだろう。

			「ただ、今からどれだけ人を集められるか」

			　ダナンは人を集める算段を付けているようだが、できれば秘密裏に済ませたいようだった。全部の事情を大っぴらにしたら、それこそ領主の進退問題になるだろうしな。秘密裏に次男、三男を始末し、邪神水を飲んだ市民を変身前に見つけ出して治療。逃げたゼライセ、リンフォードを捕縛。何事もなかったかのように事件を収めるというのがこいつらの理想の流れだろう。

			　まあ、絶対に無理だろうけどね。少なくとも邪神水を飲んだ人間全てを、騒ぎが起きる前に探し出して癒やすことは無理だろうし、ある程度の騒ぎが起きるはずだ。その騒ぎをできるだけ少なく食い止めて、自分たちの手で首謀者を処断して、バルボラ内で騒ぎを食い止める。それが最も現実的な対応だろう。

			「できれば引き続き力を貸していただきたいのですが？」

			「問題ない。これから、逃げた錬金術師たちを追う」

			「おお！　お願いいたします」

			「まず、手がかりを探すため、屋敷を少し見て回る」

			「それは構いません。これだけの屋敷ですから、隠し扉などもあるかもしれませんし」

			「ん」

			　よし、これで家探しをする許可も得たぞ。ここからはウルシの出番だ。

			『ウルシ、匂いが強い場所は分かるか？　研究室や、隠し通路、何でもいい』

			「オン！」

			　ウルシがクンクンと匂いを嗅ぎながら、屋敷を歩き回る。暫く嗅ぎ回っていたウルシは、最終的には地下へと続く階段を降り始めた。やはり地下か。そしてウルシが立ち止まったのは一つの部屋の前だった。

			「オンオンオン！」

			　中から人の気配はない。

			『ここか？』

			「オン！」

			「いく」

			『慎重にな』

			　フランが扉を開けると、そこはまさに錬金術師の研究室と言った感じの部屋だった。

			　錬金器具も色々置かれている。ただ、資料らしきものを見てみても正直わけが分からんな。ゼライセの部屋で間違いなさそうだが、手がかりもなさそうだ。

			　そう思ってちょっとがっかりしていたら、ウルシの目的はこの部屋ではなかったらしい。本棚の横の壁の前に座り、カリカリとひっかいている。もしかしてあれか？　隠し通路的な物があるのか？　俺は壁の前に立ってみたが、継ぎ目などがあるようには見えない。

			　コンコンコンカンコン。

			　念動で壁を叩いてみる。他の壁と比べてみると、確かに音が軽いな。

			　どこかに仕掛けがあるのか？　定番だと本棚とか怪しいんだけどな。もしくは壁のどこかに凹む場所があったり？　うーん、ちょっと楽しくなってきたぞ。

			「師匠、どうしたの？」

			『いや、ここに隠し扉があるみたいなんだが、開け方が分からないんだよ。フランも──』

			「こうすれば？」

			　ドン！

			　フランが思い切り喧嘩キックを壁にくらわせた。部屋全体に強化魔術が掛けられているはずなんだが……。隠し扉が後ろに押され、継ぎ目がはっきりと分かる。

			『フラン？』

			「もう一度」

			　ドガン！

			　今度は回転胴回し蹴りだ。部屋全体に揺れが走る。そして壁が後ろに倒れ、下に続く階段が露わになったのだった。

			『……うん、開きゃいいんだけどね』

			「？　行こう」

			「オン？」

			　俺がなぜガッカリしているのか分からないフランとウルシは、小首を傾げている。

			　いいんだ、今は急いでるからね。ロマンとか遊び心は脇に避けておかないとね。

			　俺たちは再びウルシを先頭に、階段を下りていく。しばらく下ると、土を掘って作った長いトンネルが続いていた。罠の類はないようだ。まあ、脱出路に罠はしかけないよな。

			　だが、妨害が無いという訳ではなさそうだった。

			「……誰かいる」

			『ああ、殺気むき出しだな』

			　イビル・ヒューマンにも反応しなかった危機感知が反応している。単なる雑魚じゃなさそうだ。

			『戦闘準備は万全で行くぞ』

			「ん」

			『ウルシは隠れて奇襲を狙え』

			「オン」

			　慎重に進むこと五分。二〇メートル四方のちょっと広い空間に出た。その中央にこの空間を覆いつくす殺気の元凶がいた。

			　見ているだけでムカついてくるニヤニヤ笑いを顔に張り付けた優男だ。

			「あの隠し通路に気づいたのがどんな奴かと思ったら、まさかこんな小娘だったとはなぁ？」

			「錬金術師ゼライセの部下？」

			「はぁ？　この俺様があんな根暗雑魚野郎の部下なわけねーだろ！」

			　ということは、リンフォードの部下だろうか？　能力はそれなりだ。以前出会ったランクＣ冒険者と同程度の実力はある。それに、槍術、槍技が８と高く、それ以外にも隠密や気配察知、暗殺や痛覚鈍化などの良スキルが揃っており、戦士としても密偵としても高い実力を持っているのだと分かった。

			　だが、やはり目を引くのは称号だろうな。虐殺者、苦痛を与えし者という、どう考えてもまともな人間が持ちあわせるはずのない称号を所持していた。あと、注意しなくてはならないのが邪神の下僕の称号だろう。

			　ブルックたちの称号は邪神の奴隷。こいつや、イビル・コボルト、イビル・ゴブリンは邪神の下僕。どんな違いがあるのか……。でも、鑑定でも説明を見られないんだよな。不明としか表示されないのだ。だが、まだ人間を止めたわけではないらしい。その証拠に、種族は人間となっている。

			「ゼライセの部下じゃない？　じゃあ、ゼロスリードの部下？」

			「は？　なんて言いやがった？　俺がゼロスリードの部下ぁ？　ざけんな！　この俺様があの脳筋の下だっていうのか！」

			　なんかスイッチ入っちゃった？　フランの言葉が奴の癇かんに障ったらしい。ゼロスリードと知り合いなのは確からしいが、仲は良好とはいえないようだな。

			「俺は偉大なる邪術師リンフォード様の部下、ルゼリオ様よ！　ゼロスリードみたいな戦い以外に脳の無いカスと違って、優秀な俺様はリンフォード様の腹心なんだよ！」

			　邪術師ね。初めて聞く職業だが、どう考えても邪神に関係ありそうな名前だ。もしかして今回の騒動は、ゼライセよりもリンフォードの方が首謀者なのだろうか。

			　それにしても、大事な腹心をこんな場所の足止めに使うか？　使い捨て感が半端ないんだが。

			「てめえぇ。楽には殺さねーぞ？　裸に剥いて、泣きわめくまで嬲なぶってやるからな！」

			「お前ごときには無理」

			「くひひ。気の強いガキは好きだぜ？　そう言うクソガキの方が、いい声で哭なくからなぁ！」

			　そういうことに手慣れていそうな口調だ。クズだな。

			『まあ、とりあえず捕まえて情報を吐かせよう』

			「ん。とりあえずあの煩うるさい口を黙らせる」

			「くはははぁ！　やる気か？　後悔させてやるよクソガキィ！」

			「それはこっちの言葉。クソ野郎」

			　互いに、それ以上は相手にかける言葉などないのだろう。

			　敵意をぶつけ合いながら、同時に動いた。ルゼリオはこちらを甚いた振ぶるため、フランは情報を得るため。互いの目的は違えど、必殺ではなく無力化を狙っている。

			「しっ！」

			「らぁ！」

			　フランの振るう俺とルゼリオの槍が交錯し、火花を散らす。技量ではフランの方が上だが、間合いの長い槍はそれなりに面倒だ。結果として二人の戦いは一見互角に進んでいた。だが実際は違うというのはルゼリオも分かっているようだな。

			「このクソが！　いい加減死ねよ！」

			「お断り」

			「クソクソクソクソ！　この俺様が、こんなガキと互角だとぉ！　ありえないんだよ！」

			「互角じゃない。現実を見る」

			「うるあぁぁ！」

			　フランを痛めつけて楽しむくらいのつもりでいたんだろう。だが、現実は明らかに手加減され、自分の攻撃はかすりもしない。ルゼリオは苛立ちのこもった怒鳴り声をあげていた。

			　フランはシードラン海国で強敵と戦ったことで、対人戦の腕が急激に上昇している。スキルが成長した訳ではないのに、明らかに強くなっていた。スキルと腕力任せに槍を振り回すこの男に、負ける要素が無かった。

			　そろそろこいつを片づけてリンフォードらを追いたいな。でもルゼリオには麻痺耐性がある。スタン・ボルトでは捕らえられない可能性が高い。

			『フラン、次で奴を戦闘不能にするぞ。殺さなければいい』

			（わかった）

			「死ぃぃねぇっ！」

			　ルゼリオが繰り出した突きに合わせて、俺が風魔術で壁を作る。無詠唱でいきなり生み出されたウィンド・ウォールに、ルゼリオの槍は大きく軌道を逸らされていた。意図せぬ方向へと風によって引っ張られた槍にルゼリオ自身も引きずられ、体が前方へと泳ぐ。

			「なっ！」

			「隙だらけ」

			　ルゼリオの手から槍が弾き飛ばされ、さらにウルシの追い討ちが決まった。ウルシがルゼリオの影から飛び出し、その足に咬み付いたのだ。

			「ガルル！」

			「ぐがあっ！」

			　ルゼリオの右膝が噛み千切られ、膝から下が宙を飛ぶ。バランスを崩して尻しり餅もちをついたルゼリオは、呆気に取られているようだな。信じられない様子で自分の足を見下ろしている。

			「──お、俺の足がぁぁ！」

			　憎悪のこもった目でフランとウルシを睨むルゼリオ。ギリギリと歯を食いしばり、視線だけで呪いでも掛けられそうな様子だ。

			　だが眼前に俺を突き付けられると、戦意をくじかれたようだった。いつの間にか抜いていた短剣を手放し、ガクリと項垂れる。

			「リンフォードについて教える」

			「……ああ？　何だ……？」

			「何者？」

			「ふん。リンフォード様は偉大な方だ。人の身で邪神の力を与えられ、我らにもそれを分け与えてくださる。矮わい小しょうなる人の身を捨て、素晴らしき進化を成し遂げるのだ！」

			　邪神の力ね……。ブルックの変身を見たら、とても素晴らしいとは思えないが。だいたい、理性も失って暴れ回るだけの存在に自分からなりたいのか？　異常者の考えはよく分からんな。

			「リンフォードの目的は？」

			「リンフォード様の目的は、究極の力を得る事だ！」

			「？　邪神の復活とかじゃない？」

			　それは俺も思った。封印された邪神の解放とか、復活が目的じゃないのか？

			「馬鹿か。邪神を完全に復活させたら、この世は滅びるんだぞ？　俺たちだって死んじまうだろうが。死ねばもう人も殺せねーし、女を犯すこともできなくなっちまうんだぞ？」

			　つまり、力を得るために邪神の力を利用してるだけ？　でも、まともな信者でもないのに力をくれるのか？

			「邪神とはその名の通り邪よこしまなる神。俺のような道を外れた者にこそ力を与えてくれるのさ！」

			　なるほど。邪神だもんな。悪人であれば信奉者じゃなくてもオッケーなわけね。

			「リンフォードの居場所は？」

			「すでにブルックに用意させた新たな拠点に移られた」

			「それはどこ？」

			「くくく。領主の館のすぐ横。ブルックが建てたばかりの新居だよ。町の中心なら、バルボラ全域に魔力を張り巡らせることが可能だからな」

			　それにしてもペラペラしゃべるな。バカなのか？　そう思っていたら、ルゼリオの指にはめられていた指輪がパキンと割れ、淡い光を放った。そしてルゼリオの姿が一瞬で消え去る。

			「ぎゃははは！　油断したな！」

			　元の場所から一〇メートルほど離れた場所に出現するルゼリオ。使い捨ての短距離転移アイテムか。

			　耳障りな哄笑をあげるルゼリオは、何処からか取り出した小瓶を一気に呷あおりり、中身を飲み干す。

			「俺が簡単に情報を喋ったのはな、どうせお前がここで死ぬからだよ！」

			　その言葉の直後、ルゼリオの体から黒いオーラが立ち上り始めた。ブルックたちが変身した時と同じ光景だ。

			　先程飲んだ謎の液体は十中八九リンフォードの邪神水だろう。こいつ、自分で化け物に変異する道を選びやがった。素晴らしいとかのたまっていたのは本気だったらしい。

			　切断された右足の断面が、ボコボコと膨れ上がっていく。欠損部位の再生のおまけ付かよ。

			「てめぇは八つ裂きに──げぐ！」

			　まあ、させないけど。俺がショート・ジャンプを使うまでもなく、フランがルゼリオとの間を一瞬で詰めていた。ルゼリオは全く反応できていない。速さというよりは、無駄な予備動作がないことで察知され難い動きになっていたせいだろう。これもシードラン海国で俺たちを追い詰めた戦士、ヴァルーザが使っていた動きだった。フランは最初、これに反応できずに背後を取られたのだ。フランは頭の中でずっとあの動きをイメージし、反復していたのだろう。

			「ぐがぉ！」

			　虚をついてルゼリオの目の前に移動したフランは、その口をふさぐ形で顔面をガシッと鷲わし掴づかみにする。その勢いのまま、フランはルゼリオを大外刈りの要領で地面に叩きつけた。後頭部を強したたかにうち、唖然とした顔のルゼリオ。敵の変身シーンを待ってやるのなんて、アニメか特撮の世界だけなんだよ！

			「飲め」

			「ががぼぼぼ！」

			　フランは掌を起点に次元収納を発動する。ルゼリオの口の中にはカレーが強制的に流し込まれていた。口をふさがれているため、吐き出すこともできずに飲み下すしかない。

			「がはっ！　ごはっ！　ごばぼぼ！」

			　シリアスな場面なんだけど、顔面をカレーで汚すその姿はギャグにしか見えないな。

			「目が！　目があぁ！」

			　あ、こいつもカレーが目にしみているみたいだな。目を腕でゴシゴシと拭っている。だが、すぐに悲鳴を収めて、目を見開いた。そんなに目を開けると、またカレーが入っちゃうよ？

			　まあ、こうなるのも仕方ないが。自分の体からあふれ出る力が失われたのが分かったのだろう。

			　ルゼリオの状態が平常に戻っている。ウルシに噛みちぎられた右足の再生も、脛の辺りで止まっていた。ルゼリオは呆然とした表情をしている。

			「貴様……何を、した？」

			「状態異常を治してあげた」

			「ふざ、ふざけ、ふざけるなぁ！　おおお俺の力を……！　くそがっ！　殺してやる！　殺して──」

			「ふん」

			　フランが振り抜いた拳が、ルゼリオの顎をピンポイントで捉える。良い右フックだ。

			「うるさい」

			　ルゼリオの叫びが耳障りだったらしい。脳のう震しん盪とうを起こしたようで、ルゼリオはそのまま動きを止めた。視点の定まらない瞳で、フランを見上げている。

			『まあ、いいけど。こいつどうするか』

			　それなりに事情を知ってるみたいだし、重要参考人でもある。できれば生かして捕えたい。連れて行くか、戻って兵士に預けるか。どっちにするか少し悩んでいると、屋敷の方角から走ってくる複数の気配があった。

			「ご無事ですか！」

			　兵士長たちだった。ちょうど良い、彼らに預けよう。

			　ついでに得た情報も渡しておいた。

			『さて、俺たちは先へ進むか』

			　驕おごった馬鹿のおかげでリンフォードの居場所も分かった。地下道を進むと、どこかの屋敷の庭に出る。多分、ブルックの所有する屋敷の一つなんだろう。しかし、屋敷の中に人の気配は一切ない。都合よくアジトには出なかったか。場所的には貴族街のようだな。

			『よし、行くぞ』

			「ん」

			「オン？」

			　何故かウルシが、領主の館とは違う方角を向いていた。

			『どうしたウルシ？』

			「オンオンオン！」

			　しきりに別方向に進もうとしている。

			『もしかしてゼライセはそっちの方角にいるのか？』

			「オン！」

			　ゼライセとリンフォードが別行動しているってことか？　それとも、ルゼリオが口にした新しい拠点にはすでにいないとか？　嘘はついていなかったが、やつ自身が嘘の情報を本当だと思い込まされている可能性はある。捕まることが前提の捨て駒に、大事な情報は明かさないだろう。

			『どうするか……。ルゼリオの情報を信じるか、まずは確実にゼライセを捕えるか……』

			　いや、ここはまず可能性を潰そう。ルゼリオの情報の正誤を確認してからでも構わない。錬金術師ゼライセは、匂いを覚えているウルシが追跡できるからな。

			『貴族街にいくぞ。リンフォードを追う』

			「ん。わかった」

			「オン」

			　フランを乗せたウルシは空中跳躍を使い、一直線に領主の屋敷に向かった。下では騎士団が動き回っているのが見える。兵士長のダナンはちゃんと騎士団を動かしたようだ。

			　その途中で、絹を引き裂くような悲鳴が聞こえてきた。下を見下ろすと通りの中央で女性が襲われている。相手は黒い皮膚の筋肉ダルマ。イビル・ヒューマンだ。やはり町中の邪心状態の人間が変異し始めたか。急いでいるとは言っても見捨てるのはさすがにね。

			「ウルシ」

			「オン！」

			


			

			


			　ウルシが急降下する。着地ざまにフランの剣がイビル・ヒューマンの首を──切断できなかった。

			「ぐるるるぉぉぉぉぉぉ！」

			　なんと俺たちの気配に僅かだが反応し、腕を犠牲にして首を守ったのだ。進化したてでこれだけ強いのか……。多分、元々は冒険者だったんだろう。気配察知や剣術スキルなどの一部が引き継がれているっぽい。やっぱ、元となる人間が強い方が、進化後の能力も強くなるみたいだ。

			　うーん。それにしてもどっかで見たことがある顔なんだよな。どこだ？

			（屋台で騒ぎを起こした冒険者）

			『ああ、なるほど！』

			　そうだ。うちの屋台で横入り騒ぎを起こしてコルベルトに排除された冒険者だ。確かランクＦだったはずなんだが……。ランクＥ冒険者の上位くらいの強さがある。ここまで強くなるのか。

			　とは言え、次の攻撃で真っ二つだけどね。血と体液をまき散らしながらくずれ落ちる筋肉ダルマ。因みに血は赤いままだ。

			「ひぃぃ！」

			　助けた女性は目の前に転がる化け物の死体を見て、顔面蒼白だった。一般人にはちょっと刺激が強すぎたらしい。正直、フランやウルシが近づいたら余計に怯えさせちゃいそうなんだけど。

			　ただ、ここに放置はまずい。他にもイビル・ヒューマンがいるかもしれないのだ。女性を無理やりにでも担ぎ上げて、保護してもらえそうな場所に連れて行ったほうがいいかね……？

			　だが俺たちにとっても女性にとっても運が良いことに、そこに偶然巡回の兵士たちが通りかかった。

			　怯える女性と、血まみれで倒れ伏す化け物、そして剣を構える猫耳少女と巨狼。普通なら完全に尋問される流れだ。だが、兵士たちがフランの顔を知っていてくれた。フランの情報が兵士たちの間に出回っていてくれて良かったぜ。

			　女性を保護してくれと頼むと、あっさりとその場を引き継いでくれる。その時に兵士たちに町の様子を聞いたが、やはりかなりの混乱が起きているようだ。貴族街や下層民街で特に被害が大きく、重要施設が襲われたという話もあるらしい。

			　邪神水がある限り、放置すればするほど被害者は増えるだろう。最悪、井戸などに大量に投げ入れられでもしたら、水脈が汚染されてしまう可能性もあった。これは急がねばならないな。

			『見えた』

			「あそこ？」

			　俺たちは領主の館の上空から周辺を見下ろす。

			　領主の館はかなりデカいので、隣接する屋敷が一〇近くある。だが、その一つから強烈な気配が漏れ出ていた。イビル・コボルトやイビル・ヒューマンたちの纏っていた邪悪な気配を何十倍にも強めたような、離れていても鳥肌が立つような嫌な気配だ。

			　現にフランとウルシが顔をしかめて屋敷を睨んでいる。

			『間違いなくあそこだろうな』

			　本当なら正面から突っ込みたいところだが、相手の戦力も分からない。ここはいつものスニークプレイだ。気配を最大限に殺し、屋敷の庭の隅に下り立つ。結界のような物は無く、あっさりと敷地に侵入できてしまったな。

			『いつもの手順で、敵を削っていく』

			「ん」

			「オン」

			　まずは屋敷の周囲を巡って、敵の数を把握だ。そうやって庭から屋敷の中を探ること一〇分。

			　俺たちは屋敷の中から人の気配をほとんど感じることはできなかった。多分、一〇人いないだろう。しかも、気配は全て屋敷の中央付近に固まっている。屋敷に侵入するしかなさそうだな。

			『いつでも戦闘に入れるよう、準備しておくぞ』

			「わかった」

			「オン」

			　そして、俺たちは裏口から屋敷に入り込んだ。とりあえず人の気配がする方へ歩き出す。息を殺してゆっくりと。

			　それにしても魔力が濃い。多分魔境並みに魔力が満ちている。何かの魔道具の影響だろうか。

			　道中で敵に出会うこともなく、拍子抜けするほど簡単に屋敷の中央部へたどり着いていた。

			（師匠、そこの扉）

			『おう。全員いるな』

			　両開きの大きな扉。その向こうに大勢の気配があった。どうやらホールか何かのようだな。全員ここにいるらしい。ここまで来れば間違いようもなかった。この魔力、この気配、確実にイビル・ヒューマンだ。

			　さて、どうするか。相手の強さが分からん。これだけ無警戒と言うのは、力に自信がある証拠ともとれる。余裕ぶって突入して、勝ち目のないような化け物ばかりとかいう状況は勘弁願いたい。

			　なにせ、ゼロスリードやルゼリオのような配下がいる相手だ。ランクＣ、Ｄクラスの敵が全員邪人に変異していたら、俺たちだけでは危険だろう。奇襲を仕掛けて最大火力をぶっ放し、問答無用で殲滅するくらいしか勝機は見いだせない。

			　その場合、リンフォードを殺さずにいられるかが分からないんだよな。限界まで力を込めた攻撃で、リンフォードだけを器用に避けて攻撃なんて真似はさすがに難しい。できればリンフォードは生かして捕えたいが……。危険を冒して、リンフォードに被弾しないような攻撃だけに絞るか？

			（どうする？）

			（オン？）

			　いや、違うな。それでフランやウルシが取り返しのつかない怪我をしたら元も子もない。

			　まず優先すべきはフランたちの安全だ。他がどうなろうと知ったこっちゃない──とまでは言わないけど、フランの命を懸けて知らない誰かの安全を買おうとは思えないな。リンフォードを生かして捕まえないと、この町が絶対に滅ぶとか言うんだったら無茶する可能性もあるけど。

			『最大火力をぶち込む。全力でやれ』

			（いいの？）

			『ああ、ここにリンフォードがいるかどうかも分からないし。逃がしたり、ここで引き返してさらに混乱を引き起こされる方が危険だ』

			　だったら、ここでリンフォードをぶち殺す。

			『じゃあ、いくぞ』

			（ん）

			（グル！）

			　フランがドアを蹴破って部屋に突入する。魔術を撃つ直前、部屋の中にはイビル・ヒューマンしかいないのは確認済みだ。よし、これで心置きなく魔術を放てる。いや、もう発動を始めちゃってるから、今更止められないんだけどね。

			『──フレア・エクスプロード！　ゲイル・ハザード！　フレア・エクスプロード！』

			　久々のスキル全力使用だ。並列思考と魔法使いスキルによる、範囲呪文の連続発動。しかもオーバーブーストさせている。

			　Lv４火炎魔術、フレア・エクスプロードは、大爆発により広範囲を焼き払う上級魔術だ。風魔術を挟みより広範囲に爆炎が広がるようにしてある。

			「──ファイヤ・ウォール！」

			「──グルルァ！」

			『ストーン・ウォール！』

			　あまりにも近距離で放ったため、俺たちにまで熱風が襲い掛かってくる。だが、あらかじめ詠唱してあった障壁系の魔術を重ね掛けし、何とかやりすごした。それにしてもナパーム弾でも落ちたかのような凄まじい爆炎だな。生み出した壁の両脇を、粉塵と土砂の激流が恐ろしい勢いで流れていくのが見えた。三重の壁を張ったにもかかわらず、渦巻く爆風によって吹き飛ばされそうになる。

			『……やりすぎたか？』

			「弱すぎるよりはいい」

			「オン」

			　にしてもだ。爆風が収まった後、屋敷の二階は半壊し、天井も抜けて空が見えている。一階も半分ほどが廃墟と化し、ホールも原形を留めていないな。四方の壁が消滅し、屋敷の中央に元々広い中庭でもあったんじゃないかと思えるような有様だ。

			「……初対面の相手にずいぶんと酷い仕打ちではないかね？　小娘よ」

			「！　だれ」

			「ふぉっふぉっふぉ。分からぬかね？」

			「邪術師リンフォード」

			「正解じゃ」

			　


			　　名称：リンフォード・ローレンシア 　年齢：１００歳

			　　種族：邪人

			　　職業：邪術師

			　　Lv：58／99

			　　生命：１２９　魔力：８５０　腕力：１２７　敏捷：１２０

			　　スキル：詠唱短縮４、鑑定７、高速再生６、邪悪感知９、状態異常耐性４、扇動４、調合６、毒知識７、魔力操作

			　　固有スキル：邪術８、邪神の恩寵

			　　称号：邪神の先兵

			　　装備：邪鬼の骨杖、邪犬人のローブ、邪犬人の外套、邪術の腕輪

			　


			「それにしても……魔道具でも使ったか？　あれほどの魔術を放てる力量には見えんが」

			　まじかよ。あの攻撃に無傷で耐えやがった。だが、他の奴らは無事では済まなかったらしい。白髪の小柄な老人の前に一〇体ほどのイビル・ヒューマンが折り重なるように倒れている。最もダメージの大きかった最前列の三体に関してはほとんど消し炭状態だ。後ろの四体はミディアムかウェルダンってところだろうか。

			　そして息も絶え絶えで膝をつく、レア状態のイビル・ヒューマンが三体いた。どうやら前の奴らが壁になり、ダメージが軽減されたようだな。　

			　このジジイ、部下を平気で盾に使いやがった。イビル・ヒューマンは暴れるだけの化け物なのかと思ったら、リンフォードの命令は聞くのかもしれない。職業が邪術師だし、邪人を操る術とかがあってもおかしくはないが。しかし俺の想像は外れていたようだ。

			「リ、リンフォード様、お逃げください」

			「ここは、我らが！」

			　イビル・ヒューマンがまともに喋ってる？　慌てて鑑定してみると、こいつらは他のイビル・ヒューマンと明らかに違っていた。まず個体名がある。そして称号も邪神の奴隷ではなく、邪神の下僕だ。

			　理性を持ったままイビル・ヒューマンになったという事か？

			「そいつら、喋れるの？」

			「ふぉふぉ、町で他の邪人に出会ったかね？　そうじゃ、こ奴らは理性を残したまま、邪人の力を手にしておる。自らの意思で邪神様の力を受け入れたことによってな！」

			　そういうことか。多分称号の差だ。邪神の奴隷は無理やり変異させられ、理性を奪われた者。邪神の下僕は自らの意思で邪神の力を受け入れた者だ。

			　てことは、称号が邪神の下僕だったルゼリオは邪神水を飲むことによって、意思を持ったまま力を得ようとしていたってことか？　危なかったかもしれん。即行で倒しておいて良かった。

			「変身の条件は何？」

			「何故教えてやらねばならんのだ──と言いたいところじゃが、ここまでたどり着いた褒美じゃ。質問に答えてやろう」

			「御託はいい」

			「ふぉふぉ。威勢の良い小娘じゃ。邪人へと進化できるための条件はそう難しくはないぞ。我が調合した邪神水を飲み、体内に邪気を一定量溜めこめば良い。あとはワシの最後の一押しか、本人の意思によって進化が始まる。簡単じゃろ？」

			　いや簡単すぎないか？　それくらいのことで人間が邪人に変わるだと？　だったらもっと邪人が増えててもおかしくないはずだ。邪術師がこいつだけとは思えないし。少なくともその話はもっと広まっていてもおかしくはないだろう。だが領主やダナンの反応を見るに、人が邪人に変わってしまうという現象を全く知らないようだった。為政者側であるあの二人が知らないということは、この世界の常識ではないってことだ。

			　人間を強制的に邪人に変える条件が、水を飲むだけなんてありえないと思う。だが、目の前で人間が邪人に変わる姿をみてしまっていることも確かだった。そこで気になるのがリンフォードの言った「ワシの最後の一押し」とやらだ。

			　どんな事かは分からないが、リンフォードがわざわざこの屋敷に来た理由がそこにあるのではなかろうか。

			　ルゼリオは何と言っていた？　町の中心なら、バルボラ全域に魔力を張り巡らせることが可能だとか言ってなかったか？　魔力を町に巡らせることによって、何かが起きる？

			　俺はリンフォードの背後に視線をやった。僅かだが不自然さを感じたためだ。一見すると隠蔽されているが、床に何か書かれている。魔法陣だ。

			　魔法使いスキルで魔力の流れを追ってみる。リンフォードから流れ出る邪悪な魔力が、魔法陣によって広範囲に拡散されているのが分かった。これが魔力を巡らせるということか。そして、リンフォードが言った最後の一押しの正体だろう。大規模な何かの儀式だ。

			「それにしても、ワシの前に立って魔力に当てられぬとは面白い。どうじゃ小娘。ワシの配下とならんか？　今よりも数段強い力を与えてやるぞ？」

			「……お前たちの目的は？」

			「お、即答せんか？　良いぞ良いぞ。思慮深きことは良いことじゃ。さて、ワシらの目的かね？　邪神様の復活と世界の破滅！」

			「！」

			「とでも言うかと思ったかね？」

			　その後にリンフォードが語ったことは、ルゼリオが言っていたこととほとんど同じだった。邪神の復活が目的ではなく、崇あがめて力を分け与えてもらうことがこいつらの目的らしい。

			　よくある邪神を復活させて世界を滅ぼし、新たなる世界で邪神の配下として栄光を掴むとか、世に絶望して邪神の力で全部を滅ぼすとか、そういった狂信的理由ではないみたいだな。

			「どうじゃね？　ワシの配下とはならぬか？　お主が望むなら、力を授けよう。進化させてやっても良いぞ？　正当な進化とは多少違うがな」

			　その言い方、どうやら黒猫族が進化できないということを知ってるみたいだな。

			「お断り。お前の配下になんかならない」

			「良いのか？　お主は黒猫族であろう？　進化できぬ種族と聞いているが？」

			「？　どういうこと？」

			「お主ら黒猫族は神に見捨てられ、進化の系譜を閉ざされた種と聞いたことがあるぞ？」

			「……」

			「ワシならば、お主を進化させることも可能じゃが？　今すぐにでもな！」

			　リンフォードはニヤリと笑うと、フランに向かってしわがれた手を差し出した。どう考えたって、まともな進化ではないだろう。邪人にされるのが落ちだ。だが、即座に否定するのも躊躇われた。

			『フラン、従うふりをして情報を引き出そうぜ？』

			　俺たちには虚言の理があるし、嘘の情報を教えられる心配も少ない。リンフォードの言葉の意味を考えれば、黒猫族の進化には何か秘密がある可能性が高い。ここは危険を冒しても、進化に関する情報を得る価値があるかもしれん。

			（ううん。今の情報だけでも十分。あいつの言う進化は邪人への進化。どうせまともじゃない）

			『そりゃそうだけどさ』

			（それに、演技でもこんな奴に頭を下げるのはゴメン）

			　まあ、リンフォードが言ってる神に見捨てられた云々が本当かどうかもわからないし、隙を見せたら何されるかも分からないしな。

			「ん。あとは──あいつから無理やりにでも聞き出せばいい」

			　フランはそう言って俺を構えた。完全なる拒絶の意思を込めた視線を、リンフォードに向けて。

			「ふぉ！　そうか。まあ良い。従わぬのであれば、捕えて強制的に邪人にしてやろう」

			「それは無理」

			「ふぉふぉふぉふぉ！　その程度の力で良くぞそこまで啖呵が切れるのう！　驚きじゃわい。何か切り札となる魔道具でも持っておるのか？　じゃが、先程つかった爆発の魔道具程度ではワシを倒すことはできんぞ？」

			　そうか、こいつ鑑定スキルを持ってるんだった。鑑定偽装で弱めに表示されたフランのステータスを見て、自分の敵ではないとたかをくくっているんだろう。余裕の理由が分かったぜ。まあ、それがこのスキルの狙いなんだけどさ。初めて理想的に相手を騙せたんじゃないか？

			（師匠、先制攻撃）

			『おう！　油断大敵だぜ！』

			　俺はリンフォード目がけて、念動カタパルトを発動させた。奴との距離は一〇メートルほど。この程度なら一瞬だ。

			　フランが構えた手からノーモーションで飛びだしたのだ。完全な奇襲である。

			　飛び出した俺は、リンフォードの顔面に超高速で突き刺さ──らなかった。

			「ぐぬ。凄まじい魔剣を持っておるな！　じゃが邪神様の加護を貫くには至らんかったようじゃて！」

			　俺はリンフォードの前に張られた障壁に阻まれ、突撃を止められてしまっていた。そして、反発によって弾き飛ばされる。今のはオーバーブーストこそ使わなかったものの、手加減なしの一撃だ。属性剣も使っていた。それを防ぐとは！

			　ちっ、フランとはかなり離れてしまったか。

			（師匠とウルシはそのままで）

			『わかった。スキを窺う』

			（ん）

			（オン）

			「おしかったのう。今の攻撃でワシを仕留めておれば、儀式の邪魔ができたものを。まあ、ワシが死んだとて儀式は止まらぬが、一〇分ほどは遅らせることができたかも知れんのにのう」

			「儀式？」

			「ふぉふぉふぉふぉ。内容を知ってももう遅いぞ？　すでに儀式は終えたからな！」

			　リンフォードが叫んだ瞬間、隠蔽されていた魔法陣が直視できないほどの輝きを放った。同時に凄まじい量の魔力が陣を通して周辺へと拡散していく。

			「これにより残っていた資格者たちも進化を終え、新たなる邪神の奴隷が生み出された！　総数は三三〇体。ふん。本来であればこの三〇倍は生まれる予定だったんじゃがな。まあよい、不足した分はゼライセの策とやらで補うとするわい」

			　やはりあの魔法陣が要だったか！　すでにバルボラ中にいた邪神水の被害者たちが、変異してしまったようだ。

			「ワシは行く」

			「待て！」

			　フランが次元収納から取り出したデスゲイズを投げつけるが、やはり障壁のような物に防がれてしまった。

			「ふぉふぉふぉ。その程度の投擲効かぬよ。やはり先程の一撃は剣の能力だったのかのう。まあ良い。お主らは小娘を捕えよ。抵抗するなら殺してしまっても構わん」

			「分かりました」

			　生き残っていたイビル・ヒューマンたちは、いつの間にか回復してしまっていたらしい。リンフォードの命令を受け、フランに向かってくる。

			「大人しくしろ。リンフォード様にその身を捧げるのだ」

			「命乞いをすれば、許してやらんでもないぞ？」

			　めっちゃ上から目線だな。まあ鑑定偽装で見えてるステータスは普通のランクＤ冒険者くらいだしな。力を得て、調子に乗っているんだろう。　

			「命乞い？　誰がするか。むしろ命乞いするなら許してやってもいい」

			「ふぉふぉ！　元気な娘は好きじゃが、元気過ぎては興醒めじゃのう。もうよい、そこで死ね。さらばじゃ」

			　リンフォードの姿が掻き消える。転移した？　邪術にはそう言った術まであるのか？　くそっ！　逃がした！

			「覚悟しろ小娘！」

			「リンフォード様に逆らった罪、贖あがなってもらおう！」

			　そう言って突進してくるイビル・ヒューマンたちだったが、直ぐにその表情が一変する。フランの姿が一瞬で消えたからだ。まあ、こいつらには追えないほどの速度で移動しただけだけどね。

			　結局、イビル・ヒューマンたちは攻防すらなく、フランによって斬り捨てられたのだった。実際にはフランの方がステータスで上回り、スキルでも圧倒的に勝っているからな。相手が油断してりゃ、こうなる。

			『フラン。一応、魔法陣を破壊しておこう』

			「ん。わかった」

			　俺たちは魔術で魔法陣を徹底的に破壊すると、屋敷から飛び出した。町は夜だと言うのに、妙にざわめいている。遠くからは悲鳴や怒鳴り声が微かに聞こえてくるし、港の方から差し込む赤い光は火事が起きている証拠だろう。三〇〇体以上のイビル・ヒューマンが暴れ出したのだから当然だろうが。全部を処理している暇はない。あちらは騎士団を信じて任せよう。

			『俺たちはいくぞ』

			「ん」

			「オンオン！」

			　向かう途中に遭遇すれば倒すけどね。先程の儀式とやらで無理やり邪人化させられた人々は、やはり理性がぶっ飛んでいた。理性を保ったままイビル・ヒューマンになれるのは、邪神の下僕であるリンフォードたちだけらしい。

			　あの暴れっぷりを見ると他の個体を放っておくのが躊躇われるが……。逃げたリンフォードやゼライセが何かをする可能性が高いし、俺たちはそっち優先だ。

			『ゼライセとリンフォード、近い方へ向かおう。ウルシ、匂いを追ってくれ』

			「オン！」

			　さらに道中に邪人を三体ほど斬りつつ、俺たちは一〇分ほどかけてとある場所へたどり着いていた。

			　


			『リンフォード老、そちらはどうだい？』

			「ゼライセ？　念話の魔道具か」

			『うん。こちらは今錬金術ギルドに向かっているよ』

			「こちらも、今は計画通り神殿に向かっておる。少々邪魔が入ったが、魔法陣の起動はすでに済んだ」

			『邪魔？』

			「うむ。領主に気付かれたようじゃ。まあ息子の馬鹿さ加減にようやく気付いたのじゃろう。それと黒猫族の小娘が追ってきたのう。あれがフランとか言う冒険者じゃろ？　まあ、雑魚だったゆえ、部下に殺すよう命じておいたが」

			『まあ、元々ブルックにはここで退場してもらう予定だったから、問題はないんじゃない？　フランとか言う冒険者は、今さら殺しても意味がないけど』

			「あとはゼロスリードが例の小娘──シャッロッテとか言ったかの？　その娘をさらって来れば、全ての準備は完了する」

			『神殿への邪神石の運び込みは終わっているよ』

			「そうかそうか」

			『しかし邪術というのは限定的な神域への接触さえ可能にするんだから、興味深いね』

			「なに、神殿という常時開いた回廊があればこそよ。それに月宴祭によって大きな回廊が開かれたばかりじゃからな」

			『そのせいで浄化の儀式も成功しちゃったけどね』

			「ならば、逆の儀式を行えば良いだけじゃ。巫女としての適性があるシャルロッテを贄にえに使えば、優に一〇〇〇人分の魂を捧げるのと同等の効果が見込める」

			『逆に言えば、シャルロッテがいなければ、邪神の降臨はかなり厳しいということだね』

			「おかしなパンのせいで邪神水のばら撒きも失敗したからのう。万どころか、一〇〇〇人すら満たしておらぬ」

			『まあ、もう少し時間が経てば、邪人たちや僕の魔石兵によってかなりの犠牲者が出るはずだから』

			「うむ。現在、この都市全域に魔法陣が作用しておる。この都市そのものが、邪神様への祭壇のようなものじゃ」

			『この都市内で命を落とせば、自動的に邪神へと魂が捧げられるわけだね』

			「そうじゃ。そのためにブルックの茶番に付き合ったのじゃからな」

			『まあ、お互いに最後のツメでミスをしないように気を付けよう』

			「分かっておる。朗報を期待しておれ」

		

	
		
			第六章　大欲の錬金術師

			　


			　ウルシが向かった先にあったのは、巨大な建物であった。

			　冒険者ギルドには及ばないものの、かなりの大きさと威厳を備えた、まるで砦とりでのような建造物である。中には一〇〇〇人規模で人間を収容できるだろう。錬金術ギルドだ。

			「冒険者がいっぱい」

			　フランの言葉の通り、ギルドの建物の前では乱戦が始まっていた。一方が冒険者だと言うのは分かったが……。冒険者たちと戦っているのは何だ？　邪人とも違うようだが。一瞬アンデッドかとも思ったが、それにしては生命力が感じられる。

			　近寄って鑑定してみたら分かった。冒険者と戦っているやつらは魔人という種族だった。魔人？　聞いたことが無いな。フランも知らないという。しかも状態が破損？　毒や麻痺、邪心など色々な状態異常を見てきたが、破損は初めて見たな。どういう意味なのか。

			『とりあえず冒険者に事情を確認しよう』

			「ん」

			「オン！」

			　近づいてみると、見知った顔を発見した。冒険者に混じって魔術を撃っていたのは、錬金術師のユージーンだった。

			「ユージーン？」

			「フランさん！」

			「一体何があった？」

			「それが、申し訳ありません──」

			　ユージーンが沈痛な表情で謝って来る。

			　冒険者ギルドのユージーンの研究室に突如襲撃があったのが、一時間ほど前のことだったらしい。邪人と化した人間がギルド内で突如暴れ出し、その対応に追われている内にユージーンの研究室に押し入られたそうだ。

			　奪われた物は、ただ一つ。

			「貴女に預けていただいた、魔魂の源を奪われました……！」

			　あれを狙っている人間の犯行……。つまりイースラ商会？　いや、元々はゼライセが求めていたといっていたな。だとするとゼライセがやらせた可能性があるかもしれない。

			「その後、ギルド内で暴れていた邪人たちに見覚えのある錬金術師が混じっていると気付きまして」

			　ユージーンは魔魂の源を取り返すためと、事情を確認するために冒険者たちを率いて錬金術ギルドに向かったところ、理性を失った魔人たちとの戦闘になったようだ。

			「助け出した、まだ理性の残っていた錬金術師から聞き出したのですが、上層部が非合法な実験に手を染めていたようです。また、我が愚かなる弟子を匿っていたという証言も取れています」

			　しかも利用するために匿ったはずのゼライセであったが、いつの間にか上層部の人間に薬を盛って洗脳し、ギルドを私物化し始めたらしい。最悪なことに、闇奴隷だけでは飽き足らず、ギルドの下級錬金術師たちが危険な研究の実験台にされていたという。

			　その違法な実験とは魔人化実験。ユージーンの弟子ゼライセが錬金術ギルドを追われる原因ともなった狂気の実験である。魔石を人に埋め込み、力を得ようという試みだ。ゼライセが追放されるとともに実験も廃棄されたはずなのだが……。錬金術ギルドの上層部の一部はその研究の廃棄を惜しみ、密かにゼライセを匿うと共に、実験を継続させていたのだった。実験の成果を国や軍に売れば凄まじい金額となるだろうし、研究者としてもこの研究を廃棄するのが勿体なくなったのだろう。

			「じゃあ、あれは元錬金術師？」

			「そうなのです……。冒険者に協力してもらい、魔石を摘出できないか試したのですが……」

			　浄化魔術、回復魔術、外科手術、スキルによる破壊、どれも成果は挙がらなかった。魔石を破壊したり取り外したりすると、魔人となった人間まで死んでしまうのだ。魔獣と一緒である。

			「話は通じないの？」

			「正気を失っており、暴れるだけですので」

			　ゼロスリードは正気を失わずに喋っていたけどな。邪人だと魔石を埋め込まれても平気なのか？

			「到着した時にはすでに半数が解き放たれた後でしたが……。残り半分をここで押し止めるためにギルドを包囲したのです」

			　だが、暴れる魔人たちを取り押さえることは難しかった。雑魚であればともかく、魔術も使う元錬金術師の魔人を倒さずに無力化しろと言うのは、冒険者に死ねと言っているようなものだ。

			　魔石を取り外すための試みも、偶然無力化できた魔人を使って行われたという。

			「倒すしかない？」

			「はい」

			　ならば仕方ない。哀れだが、仕留めさせてもらおう。時間もないしな。

			（師匠、魔石を狙う）

			『おう。そうだな』

			　フランが一体の魔人に突っ込み、俺を振り抜いた。魔石を吸収できたのが分かる。

			　ただ、そいつが持っていたスキルは吸収できなかった。まあ、魔石自体が後付けした物で、スキルはその人間が元々持っていた物だろうからな。魔石値も１だったし、魔人から得られるものは少なそうだった。

			『とっとと片づけるか』

			「ん」

			　フランが魔人の群れに突入する。だが、どいつからも魔石値は１しか得られなかった。残念。そう思っていたら、一体だけ他の魔人とは毛色が違う個体に遭遇した。

			「強い」

			『ああ、ステータスがかなり高いぞ。それに状態が破損じゃない』

			　力も速さも他の魔人に比べて大分強い。それにレベルが１だが剣術スキルもある。フランにかかれば瞬殺だったが、他の魔人よりも強いことには変わりがない。それに、こいつからは魔石値が３得られた。もしかして状態によって違うのか？　破損だと弱くて魔石値も低い？　埋め込んだ魔石が破損しているっていう意味なのだろう。

			　外の魔人はあらかた片付いたか？　錬金術ギルドに突っ込もうかとも思ったのだが、錬金術ギルドからは人の気配がほとんどしない。いても強そうな気配はしなかった。そう思っていたんだが……。

			　ウルシには何かが感じ取れているらしい。

			「グルル」

			　ギルドの建物を睨んだまま、唸り声をあげている。

			『ウルシ、どうした？』

			「オンオン！」

			「何か出てくる」

			『何も感じられないが……』

			　俺には感じ取れないが、感覚が優れたフランたちが来ると言っているのだ、絶対に何か出て来るだろう。

			「迎え撃つ」

			『おう！』

			　待つこと一分。その頃には俺にも気配を感じ取ることができていた。かなり気配が薄い。魔力も低い。だが、妙な威圧感があった。近づくにつれて、危機察知も反応している。だがそれ以上に気になるのは、そいつの気配の不自然さだ。生き物としての気配がなかった。密度の薄い魔力の塊が蠢いているような感じである。そして、ギルド内から現れたそいつを目にして疑問が解けた。

			『あれってゴーレムなのか？　しかも鑑定遮断を持っているみたいだな』

			　天眼を持つ俺にも魔石兵という名前しか鑑定できなかった。

			「グルル」

			『来るぞ！　構えろ！』

			「ん！」

			　錬金術ギルドの中から現れた魔石兵は、非常に威圧感のある姿をしている。赤黒い水晶でできた鎧をまとったゴリラ、もしくは、手が長めの水晶でできたゴーレムだろうか。足が短めで、手が地面に付くほど長かった。

			　生命力が全く感じられないし、本当にゴーレムなのかもしれない。

			　出方を見ていると、魔石兵が右手をまっすぐ前に伸ばす。その攻撃は唐突だった。なんと、いきなり腕から赤い光線が放たれたのだ。それは火炎魔術のフレア・ブラストにそっくりだった。冒険者数人が火炎に貫かれて吹き飛ぶ。

			　何の前触れもなかったぞ！　どういう仕組みかは分からないが、詠唱などもなく魔術を放てるらしい。しかもあの威力の攻撃だ。連発できるとなったら、周辺への被害が甚大である。

			『ちっ！』

			「助ける！」

			　大慌てで近寄って回復魔術を使うと、全員なんとか一命をとりとめる事には成功した。直撃しなかったおかげで、即死はしていなかったので何とかなったが……。

			「おらぁぁ！」

			「そいつぶっ潰せ！」

			　冒険者たちが魔石兵に突っ込んで行ってしまった。数人が思い切り武器を叩きつける。だが、彼らの攻撃は魔石兵には通用しなかった。特殊な障壁があるとか、魔術の効果とかではない。

			「何だこれ！」

			「どんな硬さしてやがる！」

			　単純に硬いのだ。下級冒険者の剣程度では、かすり傷一つ付かなかった。逆に、再び放たれた火炎魔術の餌食となってしまう有様だ。数人が炎に巻かれて地面を転げまわる。範囲回復魔術で回復してやったが、このままでは被害が増える一方だ。

			「やあ、僕の魔石兵はどうかな？」

			「ん？」

			『ありゃ、何だ？　ホログラム？　幻影魔術か何かなのか？』

			　俺たちが魔石兵に攻撃を仕掛けようとした直前だった。魔石兵と俺たちの間に一人の男がいきなり出現した。転移してきたのかとも思ったが、どうやら幻影のようだ。微妙に透けてるし、時おりノイズのような物が走っているし。

			　その姿はムカつくほどにイケメンだ。年齢は二〇代半ばくらいか？　いわゆる金髪碧眼の王子様的な風貌で、身長は少し低めだ。ショタ好きの変態には気を付けろと言いたいね。

			「誰？」

			「ゼライセ！」

			「お久しぶり、お師匠さん」

			　ユージーンの叫び声で相手の正体が分かった。え？　こいつがゼライセなの？　想像より若い。というか想像とかけ離れているんだが。もっと研究者風のオッサンを想像していた。

			「君は、変わりませんね」

			「まあ、魔族の血を引いているからね」

			　なるほど。長命種の血を引いているから、年齢よりも若いわけか。

			「あの錬金術師たちの姿は、君の仕業なのですか？」

			「そうだよ？　僕が研究していた魔人化の失敗作たちだね。魔石を人に埋め込むにしても、肉体と精神、両方の強さが必要みたいなんだよね？　雑魚だと拒絶反応で死んじゃうんだ。運よく生き残っても理性が吹き飛んじゃっててさ。まるでゾンビみたいなんだ。まあ、支配しやすいから操るのが簡単でいいけど」

			　ペラペラと自分のやったことを得意げに話すゼライセ。いやームカつく顔してるわ。自己顕示欲凄すぎない？　勝手に情報を喋ってくれるのは楽でいいがな。

			「魔人化はもう少し研究が必要だね。でも、その魔石兵は完成間近なんだ。どうだい？　魔人研究と並行して行っていた、もう一つの研究成果だよ。なかなか上手く行かなかったんだけど、協力者のおかげで何とか形になったんだ」

			「それは、リンフォード？」

			「正解。君は冒険者のフランさんでしょ？　知っているよ」

			「リンフォードとは誰です？」

			　そうか、ユージーンはリンフォードを知らないよな。

			「邪術師。化け物騒ぎの張本人の一人」

			「まあ、僕も協力してるけどね。彼らからは邪気や邪術の扱い方を教えてもらい、僕からは魔石や錬金の技術を提供したんだ」

			　やはり協力関係にあったのか！

			「では、今夜の騒ぎに、君も加担していると？」

			「そうだよ師匠。むしろ計画していたのは僕の方かな？　ちょっと二、三〇〇〇人分の魂が必要だったからさ」

			　ゼライセは邪気の無い顔で微笑んだ。良心の呵か責しゃくなど一切感じていないのだろう。弟子の異常さに改めて気づいたユージーンは、蒼白な顔で言葉を絞り出した。

			「な、なぜそんな……」

			「そうだねー。一言で言えば、自分が生きた証を刻む為、かな？」

			「？　意味が分からない」

			　フランが首を傾げた。大丈夫だ、俺にも意味が分からん。

			「じゃあ、もっと具体的に言えば歴史に名を残すためさ。有名になって、千年後にも語り継がれる。それが目標だね」

			「そんなことのために、人々を犠牲にしようというのですか！　ゼライセ、君は何を考えて……」

			　元弟子の乱心が信じられないのか、ユージーンは厳しい顔で聞き返す。

			「どこで変わってしまったのですか……？」

			「どこでと言うか、初めから僕は僕さ。少しお行儀良くはしていたけどね。師匠には感謝しているんだよ？　師匠のおかげで僕は夢にグッと近づくことができたわけだしね」

			　ユージーンは基本善人なんだろう。だからこそ、元弟子の悪意が──いや、悪意さえ必要としない、自分以外を糧としか考えていない歪いびつな思考が理解できないようだ。

			　もしかしたらゼライセに関しても、罪を償って更生してくれているとか信じていたのかもしれない。

			　俺から見たら、こいつはもう更生とかの段階じゃない気がするけどね。よく言う腐ったリンゴなんてレベルじゃなくて、他のリンゴに感染する劇毒を持ったミュータントリンゴ的な？　確実に廃棄処分にしないと食べた人が死んでしまうが、見た目は普通っぽく擬態しているからたちが悪いのだ。だからこそ、見つけ次第処分しないといけない。

			「それにさぁ、有名になりたい、名を残したいというのは、そんなにおかしい事かな？　誰だって持っている欲だと思うけど」

			「限度がある！　君は他者を虐げてまで悪名を残して、それで満足なのですか！」

			「満足だよ？」

			　吐き気がするほどに清々しい返答だった。

			「悪名でも何でも構わないさ、むしろ、悪名の方がいい」

			　まるで神の存在を説く宗教家のように、ゼライセは濁った眼と曇りのない表情をしていた。

			「何故？」

			「フランさん、君は城じょう壁へき王おうユヴェルや、狼おおかみ殺ごろしのエルメラを知っているかい？　竜りゅう殺ごろしのジークムントでも構わないけど」

			「全員知らない」

			「だろ？　でも、彼らはそれぞれかなりの功績を残した偉人なんだよ？　一〇〇万のゴブリンの群れを配下の騎士たちと食い止めた英雄王に、魔獣フェンリルと相打ちになったと言われる神級鍛冶師。クローム大陸を滅ぼしかけた竜王と相打ちで亡くなった冒険者。全員、凄いと思わないかい？」

			「ん。凄い」

			　過去の英雄たちであったらしい。この世界の英雄譚たんか。ちょっと興味があるな。特にエルメラという神級鍛冶師。フェンリルって言ったら魔ま狼ろうの平へい原げんの名前の由来になった脅威度Ｓの魔獣だろ？　もしかして神剣を使って戦ったんだろうか？　敵じゃなければこのサイコ野郎に話を聞くのに。

			「でも君は彼らを知らない。まあ、知っている人の方が少ないけど。じゃあ、反はん逆ぎゃく者しゃトリスメギストスの名は？」

			「知ってる」

			「だよね。知らない人はいないんじゃないかな？　まあ、それが理由かな」

			　トリスメギストス？　誰だ？

			『フラン、トリスメギストスって？』

			（ん、有名な錬金術師。ゴルディシア大たい陸りくを滅ぼした凄い悪い奴）

			　フランに簡単に説明してもらった。

			　大昔にいた錬金術師トリスメギストス。この男はゴルディシア大陸を支配する大国の王でもあった。男は世界征服の為に究極の魔獣を生み出そうとする。封印されていた邪神の心臓の封印を解き、その力を利用したのだ。だが魔獣の暴走によりその試みは失敗。結果として魔獣は大陸を滅ぼし、多くの命が失われた。魔獣は大地そのものを喰らい成長を続け、いつしか大陸を覆うほどに巨大になる。このままでは無限に成長するその魔獣によって世界が滅びかねない。人々が絶望しかけた時、神が救いの手を差し伸べ、ゴルディシア大陸を覆うように結界を張って魔獣を閉じ込めた。だが、トリスメギストスの魔獣、『深しん淵えん喰ぐらい』は今でも結界の中で生き続けているという。因みに、トリスメギストスは神によって呪いをかけられ、不老不死とされてしまったらしい。そして、深淵喰らいの中で永久に魔獣の身を削り続けているのだ。

			　どこまで本当なのかは分からんが、この世界の子供は寝る前にこの話を聞かされ、悪いことをするとトリスメギストスのように神様に呪われると脅されるという。いや、実在する神様の呪いとか怖すぎない？

			「いいよね、トリスメギストス。憧れちゃうな～。歴史に名が残ってる」

			「馬鹿なことを！　まさかと思いますが……。本気で邪神の封印を解くつもりなのですか！」

			「勿論。でも安心してよ。僕が目を付けているのは心臓とくらべたら遥かに小さい肉片だし」

			「自分なら暴走させずに操れるとでも言うつもりですか！」

			「うん。僕ならやれるよ？　何せ僕だから！　まあ、僕が歴史に名を残す瞬間をそこで見てるといいよ！　じゃあね！」

			「待て！」

			　ゼライセの体が空に溶けるように薄くなっていく。フランが剣を叩きつけるが、相手は幻影。当然素通りしてしまった。

			『逃がしたか』

			「追う！」　

			　フランもゼライセにかなりの嫌悪感を抱いたらしい。憎々し気な表情で呟いた。

			『待て、その前に魔石兵を片づけないと！』

			「……ん」

			　邪神を召喚するとか抜かしやがったあのサイコ野郎を追いたいのは山々だが、この場を放置することはできない。それに、正確な場所も分からなかった。ウルシの鼻でも迷わずゼライセを追うのは難しいだろう。

			『いくぞ！』

			　とりあえず一発入れて、魔石兵の硬さを確かめよう。そう考えて斬り掛かったんだが──。あれ？

			「え？」

			　魔石兵がいきなり消滅していた。そして、俺にはお馴染みの感覚だ。魔石を吸収したな。

			　そうか、こいつら魔石でできてるんだった。普通に吸収できるってことか。何というイージーモード。こいつらにとって俺が究極の天敵だったって訳だな。

			「おいおい嬢ちゃん！　一体何をしたんだ！」

			「一撃で消滅じゃと？」

			　やっべ。周囲の暴威権者たちに完全に魔石を吸収するところを見られた。どう言い訳しよう。

			「はいはい。人のスキルを聞くのはマナー違反でしょう？」

			「う、そうなんだが……」

			「そうだったな……」

			　ユージーンが援護してくれた。助かったぜ。

			「いやー、すごいな！」

			　突如、背後から声が発せられる。気配なんかなかったぞ！　慌てて振り返ると、そこにいたのはクソサイコイケメン、ゼライセだった。だが、これも幻影であるようだな。一発切ってみたが、すり抜けてしまった。逃げたふりして、近くにいやがったってことか。

			「しかし、君は本当に何者だい？　僕たちの計画を散々邪魔しただけじゃなくて、魔石兵をあんなにあっさりと倒しちゃうなんて。これでも結構悔しがっているんだからね」

			「黒猫族で単なるランクＤ冒険者」

			「あはははは、冗談きついね。僕の魔石兵はね、下手な倒し方をしたら内部の邪気が一気に溢れ出して、爆発するような設計だったんだよ？　それを邪気ごと一瞬で消滅させるなんて、単なるランクＤ冒険者にできるわけないじゃないか」

			「できたものはできた」

			「本当は魔石兵に足止めさせて、隙を見て魔道爆弾をぶつける予定だったんだけどね。あんな一瞬で倒すから、全く隙なんか無かったよ。まあ色々と邪魔はされたけど、面白いものを見せてもらったしこれで帳消しってことにしておいてあげる。肝心のこいつも僕の手に戻って来たしね」

			「む！」

			　ゼライセの幻影が取り出したのは、奪われた魔魂の源だ。まあ、ゼライセにしてみれば取り返したということになるんだろう。

			「それは、何なのですか？」

			　お、今まで黙っていたユージーンが話に入ってきたな。謎の魔魂の源を無視できなかったんだろう。

			「師匠もこれが何なのか分からなかったかな？　ふっふっふ、聞いて驚いてね？　なんとこれはキメラの魔魂の源でーす！」

			「ば、馬鹿な！　キ、キメラ……ですって？」

			「珍しいの？」

			「珍しいなどというレベルではありません！　世界でも現存するのは五つないと言われる、封印指定の超危険物です！」

			「あははは！　驚いた？　すごいでしょ。いやー、バルボラの錬金術ギルドの名前でレイドスの錬金術研究所に打診したら、一〇億ゴルドで譲ってくれたんだ。まあ、僕のお金じゃないし、良い買い物だったよ。闇ルートで運ばれてくる最中にフランさんに一度奪われたけど、やっと僕のもとに戻ってきてくれたってわけさ」

			「目的は、何なのですか？」

			「そりゃあ、最強の魔獣を生み出すのさ！　世界さえ滅ぼせるほどのね！　邪神の肉片を使えば、深淵喰らい以上の魔獣が生み出せるはずなんだ！」

			　物騒だな。というか、そんな大それたことができるアイテムだったのか？

			「魔石兵も倒されちゃったし、今度は本当にさよならだね。ばいばい」

			「あ、待ちなさい！　ゼライセ！」

			　ユージーンが絶叫するが、すでにゼライセの姿はなかった。

			「ゼライセ……」

			「キメラって何？」

			「ああ、フランさん。キメラと言うのは、最悪の人造魔獣のことです」

			　元々はキマイラのような異種混合型の魔獣を生み出す研究によって作り出された魔魂らしい。

			　だが、その結果として生み出されたのは、当初の予定とは全く違う──当初の予定を大幅に上回った力を持った、脅威度Ａオーバーの生物兵器であった。しかも制御を全く受け付けず、数個の都市を滅ぼしてしまう。

			　その後も研究は続けられたが、制御するには至らず、キメラによっていくつかの国が滅んだのち、世界各国の協議によってその魔魂は封印されることが決定される。その後、研究資料は廃棄され、研究者は全員処刑されたらしい。

			　キメラの魔魂の作成には非常に希少な素材が必要であり、既に絶滅している生物の素材も含まれている。現在、手に入れることなど不可能なはずだったのだが……。

			「現在のレイドス王国は混乱していますからね。そのどさくさに紛れて、危険さを認識していない者によって魔魂の源が持ち出されたのかもしれません」

			「レイドスが混乱中？」

			　それは聞き捨てならないな。俺たちにとっては宿敵認定の国なのだ。

			「一〇年ほど前に国王が急死し、その後四つの大公家によって権力争いが勃発したのです。現在ではその争いに拍車がかかり、半ば内乱状態なのだとか。未だに大きな戦に発展していないのが不思議なほどなのですよ」

			　そうだったのか。じゃあフルトたちを騙していたサルートや、リッチの黒幕はどこかの大公家だってことか？　それともそれぞれが好き勝手に謀略を仕掛けているのか？　そこがもっと知りたいんだが、ユージーンはそれ以上のことは知らないようだった。

			「私はゼライセのことを領主様や冒険者ギルドに報告します。キメラの魔魂を手に入れたなどと言う話、放っては置けませんから」

			　だったら、俺たちは奴らを追おう！

			『ウルシ！　また近い方へと向かってくれ！』

			　ゼライセが近くにいるなら、そっちを捕らえて魔魂の源を奪い返す。リンフォードが近くにいるのであれば、今度こそブッ倒す。邪神を召喚するとかほざいていたが、それにリンフォードが関わっていることは確かだからな。ゼライセを捜せないのであれば、計画自体を頓挫させてやる！

			「ウルシ！　ゴー！」

			「オン！」

			　


			　一〇分後。

			『ここか？』

			「オン！」

			『どっちだ？　ゼライセか？』

			「オフ」

			　どうやらゼライセではなくリンフォードの匂いがするらしい。

			『まじでここなのか？』

			「オン」

			　俺たちが立っているのは、月宴祭の夜にシャルロッテが舞いを披露したあの広場だ。ウルシの視線はその奥の、荘厳な石造りの建物に向いていた。

			　建物からは僅かに魔力が感じ取れる。人の気配は全くないが、ウルシの鼻もここだと言っているし、間違いないだろう。だが、俺はそれでも聞き返してしまった。

			『だってここ神殿だぞ？』

			　そう、そこは見紛うことなき、神々を祀まつる神殿であった。

			　この世界では「～教」という特定の宗派がない。神殿には全ての神が祀られているし、大抵は一〇柱の大神全てを崇めている。職業や種族によって特定の神を特に信奉している場合もあるが、あくまで全員を崇める中で少し特別扱いしているだけだ。

			　教祖や司教的な奴らもいない。そもそも神殿には権力がない。神が自分たちの名前を個人の利益に結び付く形で利用することを禁じているからだ。その禁を破った者は例外なく命を落とすと言われていた。都市伝説的な感じだが、こちらの世界の人間は本当だと信じているらしい。地球で適用したら宗教関係者の九割くらいは死んじゃうんじゃなかろうか。

			　一応神官や巫女、修道女と呼ばれる人物たちもいるが、神託というスキルを持っていれば誰でもなることができる神殿の管理者と言う立場でしかなかった。後、祭祀などを取り仕切る責任者だろう。

			　職業というのは神の恩寵の一つとされており、神殿では神に祈ることで職業の変更ができる。むしろそっちの方が重要視されているほどだ。神殿で職業を変更する場合は三〇〇〇ゴルドほどのお布施が必要だが、神殿の維持費や神官の生活費として神から認められているらしい。

			　冒険者ギルドで職業を変更できるのは、それ用の魔道具が存在するからだ。これも神への不敬に当らないのかと思ったが、この話を聞いた冒険者ギルドの人間からは、罰が下ったことはないから大丈夫なんじゃないか、という何ともアバウトな答えが返ってきた。

			　とは言え、神殿であることに変わりはない。むしろ全ての神が祀られ、卑俗さが排除されている分、神の加護は強いんじゃなかろうか。

			　そこに邪神と繋がりのあるリンフォードがいるのか？

			『何がどうなってやがる』

			「行けばわかる」

			「オン！」

			『そ、そうだな』

			　俺たちは気配を殺して神殿に近づいた。

			　窓は採光用で極小だ。小柄なフランでさえ通り抜けることはできないだろう。

			　窓から中を覗いてみるが、人の姿も見えないな。ただ、魔力だけは感じとれる。

			『明らかに邪悪な気配だ……。神殿が何故？』

			　神殿を訪ねたことはないが、前を通ったことはある。その時は澄んだ清い魔力が感じられたはずなのだ。間違ってもこんな禍まが々まがしい魔力は感じられなかった。

			　これは入ってみるしかないか……。

			『……行くぞ』

			　俺たちは意を決して、邪気が発せられる神殿の扉を開けた。

			　サイレンスによって音が殺され、静かに開く扉。

			（誰かいる）

			　扉の隙間から中を覗き見ると、神殿の最奥に誰かがいるのが見えた。暗がりになっていて見えづらいが、小柄な人影が見える。

			『リンフォードだ』

			（オンオン！）

			　こっちには気づいていないな。チャンスなんだが、神殿を破壊するような真似が許されるかも分からない。悪人がいましたという理由が神様に通用するかね？　とは言えここで何もしない選択肢はありえない。放っておけば、何をしでかすか分からないのだ。それに狙い目もある。

			『あの水晶、絶対に怪しいよな？』

			（ん。きっと大事な物）

			　リンフォードの周囲には三つの巨大な水晶が置かれていた。邪神石という名前の、青紫に光る黒水晶からは、かなりの量の邪気が漏れ出ているのが分かる。あれが神殿の魔力を乱している元凶だろう。

			『俺はリンフォードを狙う。二人は黒水晶──邪神石に攻撃だ』

			（わかった）

			（ガル！）

			　フランはデスゲイズを取り出すと俺の代わりに構える。

			（師匠）

			『何だ？』

			（手加減はいらない。奴は──ここで殺す）

			『いいのか？　進化の情報が手に入らなくなるかもしれないぞ？』

			（いい。師匠が約束してくれた。絶対進化させてやるって。だからあんな奴に頼らなくてもいつか進化できる）

			　確かに出会った日に、絶対進化させてやるって言ったけどさ。覚えててくれたんだな。しかも、そんなに信頼してくれて……。べ、別に感動して泣いてなんかないんだからね！　でも、なんかメチャクチャやる気が出てきたぞ！

			『フラン……。勿論だ！　絶対に俺が進化させてやる！」

			（ん）

			（オンオン！）

			　ウルシがちょっと焦った様子で俺たちを見上げて、しきりにアピールしている。

			『ウルシも手伝ってくれるってさ』

			（ありがと）

			（オウン！）

			『じゃあ、行くぞ！　──ショート・ジャンプ！』

			　俺は短距離転移でリンフォードの頭上に転移した。そして念動カタパルトを真下に向かってぶちかます。

			「ぬううう！　なんじゃ！」

			『ちっ！　堅いな！』

			　こいつの障壁はオートで発動するタイプのようだ。今の攻撃は完璧に視覚の外からの奇襲だったはずだ。気配を察知して慌てて展開したにしては反応が変だった。明らかに障壁が反応したのを見て、俺に気付いたのだろう。

			「小娘！　またお前か！　どうしてここにおる！」

			　リンフォードが怒鳴り声をあげるが、フランとウルシはそれを無視して邪神石へ走った。

			「くそ！　なんじゃこの剣は！　これでは動けん！」

			　ほほう。いいことを聞いた。障壁展開中は動くことができないらしい。俺は弾き飛ばされないように念動の出力を調整し、その場で留まり続ける。これで俺がここにいる限り障壁が発動し続け、リンフォードは動けない。しかも魔力が減り続けているようだ。

			「──イビル・スマッシュ！」

			　リンフォードがフランたちに向けて魔術を放った。この障壁、中からの攻撃は通すのか！　普通に考えたらメチャクチャ優秀だな。オート発動で俺の念動カタパルトを止め、内からは攻撃可能。動けない程度のデメリットはあってしかるべきだろう。

			　リンフォードの放った三〇近い邪気の弾丸がフランたちを襲う。

			　だが直線的な攻撃では二人を捉えることはできなかった。あっさりと魔術を躱したフランたちは、魔術を邪神石に放つ。

			「やめろ！」

			　リンフォードの悲鳴が響く中、邪神石が吹き飛ばされる。火炎魔術でも砕けないところを見ると、相当強化されているらしい。でも僅かにヒビが入っているし、このまま攻撃を加え続ければいつか破壊できるだろう。

			「やめんか！　くそ、まずはこの剣を排除してくれるわ！」

			　やっぱそうなるよね。でもこいつを自由にはさせたくない。

			『──バースト・フレイム』

			　俺はリンフォードからわずかに距離をとると、火魔術を放った。威力が低い代わりに、十数秒の間相手を包んで燃やし続けるという魔術だ。

			『──バースト・フレイム』

			『──バースト・フレイム』

			　俺は周囲を飛び回りながらこれを連続で使用し続け、やつの障壁を発動させ続ける。しかも炎が目隠しとなり、俺の位置も分からなくなるという寸法だ。実際、リンフォードの攻撃は的外れの方角へ飛んでいく。その間にもフランたちは邪神石を攻撃し続けていた。

			「はぁ！」

			「ガルガル！」

			　魔術に剣に、牙に肉球。とにかく間断なく攻撃を叩きこみ続け、ついに邪神石が一つ砕け散る。

			　おお、神殿に満ちていた邪気が一気に薄らいだな！　やはりあの禍々しい水晶が元凶だったらしい。

			「これは……よくもやりおったな！」

			「ふふん。勝利」

			「オウン！」

			　炎で視界を塞がれていても、邪神石が破壊されたことは分かるらしい。リンフォードの憎々し気なうめき声が聞こえた。ふっふっふ、俺たちの作戦勝ちだ。

			「これ以上邪神石を破壊されては回廊が閉じてしまう！　こうなれば……！　ぬううぉぉ！」

			　ドォオ！

			　決死の覚悟を決めたのだろう。リンフォードの障壁が消え去った。オートでの発動を止めたらしい。確かにバースト・フレイムは威力低いからな。ダメージを貰ってでも、残りの邪神石を守りに向かうつもりなんだろう。

			　全身を炎に包まれたまま、リンフォードがフランに向かって駆ける。

			「小娘ぇぇ！　何度も邪魔をしおってぇぇ！」

			　しかしこの事態は十分に予測できていたぜ。どこかで特攻に出るだろうってな。

			『喰らえ！』

			　俺はショート・ジャンプで再びリンフォードの頭上に跳ぶと、溜めに溜めこんでいた念動を解き放った。

			「ががぁあぁぁぁぁっ！」

			　直撃した俺は胴体をぶち抜き、リンフォードは血反へ吐どをまき散らしながら悲鳴を上げる。

			　リンフォードの上半身と下半身は完全に分かたれ、美術室に置いてある石膏胸像のような姿を晒さらしていた。

			　床も無事だ。リンフォードに当ったのとほぼ同時に、逆方向への念動カタパルトを発動させたからな。風魔術のおまけつきで。おかげで床に衝突することもなく、ギリギリで止まることができた。先端がほんの少しだけ刺さっちゃったけど。

			　神殿内で火魔術を使いまくっておいて今更だけどさ。あれだって一応は延焼しないように気を付けて使っていたのだ。石造りの床が少し焦げているけど、それくらいだ。いや、それくらいは許してくれるよね？　邪神の手先を懲らしめるためだしね？

			　恐る恐る神像を見てみるが、特にアクションはない。うん、多分平気だろう。だってもっと酷いことをしているリンフォードに天罰が下る様子もないし、この程度はきっと許してくれるさ。いや、まじですんません。掃除はするんで許してください。

			「貴様らぁ！　許さんぞぉぉぉ！」

			　俺が内心で神様に謝っていたら、リンフォードの叫び声が響きわたった。

			　あいつ、あの状態で元気過ぎだろ。というか、死なないのかよ！

			「ことごとく邪神様への贄とし、その剣は叩き折って祭壇にくべてくれるわ！」

			　もう再生が始まっている。本当に人間辞めてるんだな。俺たちはリンフォードに止めを刺すべく魔術を放った。だが再び障壁が展開され、攻撃は防がれる。あの障壁、まじで厄介だ。

			「──眷属召喚！　出でよ、ゼロスリード！」

			　こいつ、一人じゃ不利とみて配下を召喚するつもりか！　障壁の中に魔法陣が展開される。あれじゃ召喚された瞬間に飽和攻撃という作戦が使えない！

			　よりによってゼロスリード。出会ったことはないが、最悪の相手であることに違いはない。何せ、元がランクＢ相当。俺たちと同等以上の強さをもっているコルベルトが、不意打ちだったとしても後れを取る相手である。イビル・ヒューマンになってどれほど強くなっているのか……。

			　ここは一旦引くべきだ。俺たちだけで相手にするには危険すぎる。

			　とか思っていたんだが……。

			「あ？　な、何故じゃ！　──眷属召喚！　ゼロスリード！」

			　何だ？　再び魔法陣が展開されるが、何かが現れる様子がない。

			「ゼロスリード！　拒否するとは何事じゃ！　う、裏切りおったのか！」

			　どうやら、仲間割れでも起こしたらしい。

			「貴様！　仕事は──小娘はどうした！　くそ！　返事をせぬか！」

			『チャンスだ』

			「ん。ここで倒す」

			「グルル！」

			　焦った様子で唸っているリンフォードを仕留めるべく、三度目の短距離転移カタパルトアタックをしかける。

			　ギィイイン！

			　オート障壁に防がれたが、織り込み済みだ。ここからが本番である。

			「──バースト・フレイム」

			『──バースト・フレイム』

			「──アオォン！」

			　まあ、やることはさっき俺がやってたことと変わらないけど。弱い攻撃を切れ目なく叩き込み続けることで障壁を発動させ続け、動きを止めるとともに魔力を消費させる。いくら何でも魔力が枯渇したら障壁は張れないだろう。

			「ぐぬあぁ！　またもやふざけた真似を！」

			　リンフォードの顔にははっきりと焦りの表情が浮かんでいる。このまま押し切れるか？

			「ぐぐぐ……！　回廊は不十分じゃが……。仕方あるまい！　邪神様！　我に力を！」

			　やはりこのまま素直に倒されてはくれないか。リンフォードは怒りに燃えた表情で呪文の詠唱を開始した。神殿の中から湧き出た凄まじい量の邪気がリンフォードに集中していく。

			『な、何だこりゃあ……』

			　まるで神殿がリンフォードに力を与えているような……。あの邪神石の仕業なのか？

			　やばい、危機察知がビンビンに反応している。ミドガルズオルムと対峙した時以来のデカイ反応じゃないか？

			「ぬああああおあおあおあおあおあおおあおあああおおおおあぉぁぉあっぁぁおぉ！」

			　耳障りな絶叫を上げるリンフォードの肉体から吹き上がる漆黒の魔力が、津波のように俺たちに押し寄せた。とっさに障壁を張り巡らせるが、一気に吹き飛ばされてしまう。

			『フラン！　ウルシ！　離れろ！』

			　このままじゃマズイ！

			　ウルシは影渡りで、フランと俺は転移で神殿外に退避した。

			　神殿の外からでも分かる膨大な邪気。神殿の全ての小窓からは漆黒の光が漏れ溢れ、神殿そのものが大きく揺れている。

			　直後、神殿の屋根を内側から吹き飛ばし、邪悪な魔力が光を伴って天へと向かって迸ほとばしる。そして、神殿は内側から大爆発を起こして吹き飛んでいた。

			　爆風によって巻き上げられた粉塵と礫つぶてが雨あめ霰あられのように周囲に降り注ぎ、神殿だった場所は瓦が礫れきの山と化す。

			　その中心にはあり得ないモノが出現していた。

			「ごがああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

			　夜空をつんざいて響く咆哮。

			　空気が激しく振動して、僅かに離れた場所にいる俺の刀身まで揺れていた。

			「おっきい」

			　フランが遥か高い位置にあるリンフォードだったモノの顔を見上げて、呟く。

			　そう、そこにいたのはリンフォード。邪神の力を獲得したことによって、驚くほどに巨大化したリンフォードだった。

			　瓦礫の中心に立ち、憎しみに満ちた目で俺たちを睨んでいる。

			『でか！』

			「オン」

			　身長一五メートルを超えるだろう。ただ、その姿はとてもではないがリンフォードだったとは思えない。人型と認識できるギリギリまで肥大化した筋肉。漆黒の肌。イビル・ヒューマンの特徴を備えているが、余りに巨大過ぎる。

			　だが、その顔は確かにリンフォードの物だ。

			「逃がさんぞ！　小娘どもぉぉぉぉ！」

			　巨人が怒りの声をあげる。

			　


			　


			　　名称：リンフォード・ローレンシア 　年齢：１００歳

			　　種族：邪神人

			　　職業：邪術師

			　　状態：邪神化

			　　Lv：99／99

			　　生命：５６２０　魔力：４４５８　腕力：２０２７　敏捷：５９８

			　　スキル：詠唱短縮７、鑑定７、高速再生９、邪悪感知９、状態異常耐性６、扇動４、調合６、毒知識７、魔力操作

			　　固有スキル：邪術１０、邪神術５、邪神の恩寵、邪神の檻

			　　称号：邪神の力を与えられし者

			　


			　


			　ヤバイ！　今まで出会った中でもトップクラスの強さだ。以前ダンジョンで出会った悪魔さえ超えている。間違いなく脅威度Ｂ以上。Ａにすら届いているかもしれない。あの絶望的な強さを誇っていた、天てん空くうダンジョンのリッチといい勝負だった。しかもよく分からないスキルも多数所持している。

			　あれと俺たちだけで戦うなど、自殺行為だ。

			『逃げるぞ！　ウルシも逃げろ！』

			「ん！」

			「オン！」

			　フランとウルシもリンフォードのヤバさを感じ取ったのだろう。逃げるという俺の言葉に、かつてないほど素直にうなずいた。そしてその場で背を向けると一目散に駆け出す。その間にも俺は詠唱を続け、五〇メートルほど走ったところで詠唱を完成させた。

			『──ショート・ジャンプ！』

			　俺はフランと一緒にショート・ジャンプを発動する。このまま連続発動で奴から離れる。ウルシも影渡りがあるから何とかなるだろう。

			　だが──。

			『がっ！』

			「あうっ！」

			「キャイン！」

			　俺たちは薄い壁のような物に衝突していた。下では影渡りを使っていたはずのウルシも、俺たちと同じように壁に衝突して身もだえている。

			「新たに授けられし能力、邪神の檻からは何人たりとも逃げられんわ！」

			　あの新スキルか！　まさかそんな能力だったとは！　よく見ると半径五〇メートルほどの半透明のドームが、リンフォードを中心に展開されている。これが邪神の檻なんだろう。

			『──インフェルノ・バースト！』

			「──ファイヤ・ジャベリン！」

			『どりゃあぁぁぁ！』

			　呪文連発からの念動カタパルト！

			『これでもだめなのか！』

			　だが、ドームは無傷だ。むしろ俺の耐久値が少しへってしまったぞ。その強度は、変身前のリンフォードが使っていたオートバリアよりも上だろう。

			『────ディメンション・ジャンプ！』

			　今度は中距離転移の術だ。一〇〇メートル以上の距離を移動できるが制御が難しく、出現地点が大分ずれてしまうことがある。だが、ショート・ジャンプよりも強力な術であることに違いはない。

			　これならどうだ！

			『ぐえっ！』

			「うぐっ！」

			　だめか！　転移を妨害する効果があるのか？

			「──イビル・フレア」

			　背後で膨れあがる邪悪な魔力。俺が人間だったら全身に鳥肌が立っていただろう。それほどの危機感。恐怖と言ってもいいかもしれない。俺は詠唱していた術を無意識に発動させた。

			『──ショート・ジャンプ！』

			　直後、それまで俺たちがいた場所に漆黒の火球が着弾し、爆炎をまき散らした。三〇メートルほど離れた場所に転移した俺たちにさえ、撒き散らされた黒い炎が襲い掛かってくる。

			『くそっぉぉ！』

			　慌てて魔力障壁を張ったが、わずかにダメージを負ってしまった。

			　着弾した場所では巨大なクレーターが穿うがたれ、周辺が高熱で硝子ガラス化しているのが見える。

			　障壁なしで直撃したら消し炭。障壁ありで直撃したら半死半生。そんなところだろう。

			「よく躱したなぁ！　ならば──イビル・ファミリア！」

			『なっ！』

			「これが躱せるかな？」

			　奴の術に応えて、周囲に邪気の塊が無数に出現する。五〇は超えているだろう。バレーボールサイズの邪気の砲弾だ。それがリンフォードの声に合わせて、俺たちに殺到した。

			　厄介なことに、それぞれの軌道と速さが全く違っている。直線的に向かってくる弾丸もあれば、円を描くように襲ってくる物もあった。

			「くぅ！」

			『──ファイヤ・シールド！』

			「ふぅっ！」

			『ウィンド・ウォール！』

			　俺たちは襲いかかって来る無数の邪気の塊を躱し、撃墜し、剣で弾き、シールド系魔術で防ぐ。

			　幸い一発一発の威力はそこまで強力ではない。だが一回でも喰らってしまえば動きが鈍らされ、次々と群がってくる砲弾に蹂躙されてしまうだろう。

			　どうする？　どうにか逃げる方法を考えなくては。障壁を越える方法を考えるか、障壁を正面から破るか。だが、時空魔術の転移も、闇魔術の影渡りも障壁には防がれてしまった。残った自己進化ポイントでさらに成長させるか？　だが、それで障壁を越えられる保証はない。

			　じゃあ、力ずく？　火炎魔術や剣技を成長させる？　別のアプローチとしては浄化魔術を成長させれば邪気を払うような術を覚える可能性はある。まあ、可能性でしかないが。

			　いや、破壊力を考えれば、最も威力が出る選択肢はあれだろう。

			（師匠、私が潜在能力解放を使う）

			『ダメだ！』

			　そう、潜在能力解放スキル。まだ分からないことは多いが、リッチ戦での破壊力を考えれば、逃げるどころかこいつを倒せる可能性さえあるだろう。

			　だが、あの力は諸もろ刃はの剣。破滅と引き換えの勝利だ。フランに使わせるわけにはいかない。

			　絶対にだ。

			『その前に一つ試すぞ』

			　俺は最も可能性が高そうな、時空魔術に賭けることにした。自己進化ポイントを６消費して、時空魔術のレベルを最高にする。これで自己進化ポイントの残りは12ポイントか。

			〈時空魔術が10に達しました。ユニークスキル・次元魔術１がスキルに追加されます〉

			　ユニークスキルだと！　これは期待が持てるんじゃないか？

			　そう思ったのだが、次元魔術１で覚えられるのはクロノス・クロックという、クイックとスロウを同時発動する術だった。今は使えん！　それでも、レベルが上がった時空魔術で新しい転移術を覚えたぞ！　長距離転移の術だ。

			『──ロング・ジャンプ！』

			　だが、それでも逃げることは叶わなかった。再び邪神の檻にぶつかり、動きを封じられてしまう。やっぱ飛距離の問題じゃないか！

			　その間にもあっと言う間に邪気の弾丸に追いつかれ、再び囲まれてしまう。

			（やっぱり潜在能力解放しかない）

			『だったら俺が使う』

			（それはダメ。私が使う）

			『いや、俺が使う。あのスキルの代償は大きすぎる。最悪死んじまうかもしれないんだぞ？』

			（でも、私が──）

			『絶対にダメだ！』

			（むう）

			　そんなやり取りをしている最中だった。

			「ぐぅ！」

			『フラン！』

			　邪気の砲弾を躱しきれず、フランが直撃を喰らってしまった。くそっ、一瞬集中が緩んだ！

			　次々と襲い来る弾丸が、フランに連続でヒットする。

			「くあぁ！」

			　フランの体が地面に叩きつけられ、そこにさらに数発の砲弾が命中した。

			『まずい！』

			　俺は魔力障壁を展開しつつ、大慌てで短距離転移を行う。相当なダメージを喰らった上、魔力も大分使ってしまったが、弾丸の檻からは何とか脱出できた。しかし奴はこれを狙っていたのだ。

			「──イビル・フレア」

			「うっぁぁぁ！」

			　連続でのショート・ジャンプが難しいと見抜いたリンフォードは、転移直後を狙い術を放ってきた。凄まじい熱が周囲を包み込む。地面に垂れ落ちていたフランの血が、一瞬で蒸発するほどの高熱だ。

			　俺はとっさに最大の魔力を障壁に注ぎ込んだ。フランも同時に魔力障壁を展開する。

			「くぁぁぁっ！」

			『ちくしょぉぉ！』

			　俺たちが全力をかけて張った二重障壁はあっさりと吹き飛ばされ、爆炎が俺たちを包んでいた。数十メートル近く吹き飛ばされ、地面にボロ雑巾のように投げ出される。

			「うぁ……っ」

			「ふぉふぉー！　ついに捕えたぞ！　ブンブン小うるさいハエめ！」

			　即死は免れた。だが、俺もフランもボロボロだ。

			　特にフランは左腕と左足の半分が炭化し、危険な状態だった。それだけではなく、高熱により全身が火膨れして真っ赤に腫れ上がっている。

			『フラン！』

			「う…………」

			　かろうじて意識はあるようだ。しかしこのままでは次の攻撃で殺されるだけである。

			　何とかグレーター・ヒールを発動してフランの傷を癒やす。だがその直後、至近距離に邪気の砲弾が炸裂し、俺たちは真逆の方向へと吹き飛ばされていた。

			『フラン！』

			　やばい、かなり離されてしまった。粉塵が舞い上がりフランの姿が全く見えないが、五〇メートル近く離れているだろう。大慌てでフランのもとに舞い戻ろうとした、その時だった。

			『ちっ！　リンフォードが何か呼びやがったのか？』

			　突如、俺の真上に何かの気配が湧き出た。絶対に人間の気配ではない。リンフォードが使い魔のような物を召喚したとしか思えなかった。俺に向かって来るその謎の気配に向かって、先制攻撃を仕掛ける。いつもだったら、もっと冷静に状況を判断できたはずなんだけどね。正直、この時は焦燥感で気が立っていたのだ。

			　念動で一気に斬り掛かる。だが、俺の攻撃はあっさりと避けられていた。

			　間近に行くと相手の姿がはっきりと見える。黒い肌に、牛のような角を備えた、羽の生えた小人。そんな姿をしていた。鑑定では悪魔となっている。しかもよくよく気配を探れば、敵意が無い。

			　敵じゃない？　もしかしてフィリアース王家の神剣に関する悪魔か？　だが、今は悠長に探っている暇などなかった。いつリンフォードがあの爆炎を放つか分からないのだ。俺は賭けに出ることにした。

			『もしかして、味方か？』

			「え？　何だこの声？」

			　悪魔から発せられたのは、フルトの声だった。詳しい事情は分からないが、敵ではないだろう。

			『俺は師匠。目の前に落ちている剣だ』

			「な、なに？　剣が喋っているのか？」

			『いまは時間がない！　フランのもとに行くぞ』

			「あ、ああ」

			　俺は取りあえず悪魔を無視してフランのもとに向かうことにした。やはり悪魔はこちらに攻撃をしてこない。そして、フランのもとに向かうと、もう一匹いた悪魔がフランを担いでリンフォードの攻撃から逃げようとしているところだった。

			　しかし、あっと言う間にリンフォードの放った光線に飲み込まれてしまう。

			『フラァァン！』

			　思わず絶叫を上げてしまったが、光線の通り過ぎた後には赤い障壁のような物に包まれたフランの姿があった。

			「大丈夫だ。サティアの使い魔が身を挺ていして守った」

			『そ、そうか……』

			　良かった！　俺は大慌てでフランに近寄ると、再び魔術で傷を塞ぐ。しかし、グレーター・ヒール一発では完治しない。

			「師匠……サティアが……」

			「フラン。大丈夫だ。これは写し身で、我らの本体には影響がない」

			「ほんと？」

			「ああ」

			「良かった……」

			『なあ、そんなことよりも、どこから来たんだ？　この結界を出入りできるのか？』

			　今は他の話はどうでもいい。それよりも、脱出の手がかりが得られるかどうかが重要だ。しかしフルトたちにも無理だということだった。この悪魔たちはフランの身に危険が迫った時に顕現するように、種のような物を予めフランに仕込んであったらしい。勝手になんてことをするのかと思ったが、そのおかげで助かったのだから文句は言わないでおこう。王子たちがフランを心配してやったことだしな。

			　つまりこの悪魔たちは、結界が張られた時にはすでに中にいたということだった。フルトたちと悪魔の精神同調ができているので、精神系の術は結界を素通りするようだ。だが、転移などは防がれるのだろう。

			『そうか……。でも、悪魔の力を貸してもらえるならありがたい』

			　たった一体の悪魔であっても、味方がいると思うだけで心強かった。しかし、帰って来たのは無情な言葉だ。

			「すまない、これ以上は無理だ……」

			『どうしてだ？』

			「この結界内の凄まじい邪気にあてられ、悪魔が暴走寸前なのだ。フランはよく平気だな？　はっきり言って、あと数分もせずにこの悪魔は使い物にならなくなると思う」

			「フルトは平気なの？」

			「さっきも言ったが、この悪魔はあくまでも写し身。本体には影響がない」

			「そう」

			「──今から全ての力を込めて、癒やしをかける！　暴走前に力を使い切らねば！」

			　フルトの声に焦りの色が混じった。どうやらその言葉通り、悪魔の制御が効かなくなり始めているようだ。慌てた様子で、ヒールをフランにかけた。グレーター・ヒールを超える癒やしの力だ。フランの全身の傷が完全に消えた。しかし、その直後には悪魔の体が砂のようにサラサラと崩れ始める。暴走する前に力を使い切るというのは、こういうことだったのか。

			「死ぬなよ、フラン！」

			　消滅寸前にそう叫ぶと、悪魔は空に溶けるように消えて行った。死体は残らないんだな。

			　同時に、サティアの悪魔が消滅寸前にフランに張った結界が消え去る。

			「ぬうぅ！　そこにいたかぁぁ！」

			　どうやら隠蔽機能があったらしいな。途端にリンフォードに発見されてしまった。

			　再び放たれる漆黒の邪炎。

			『これ以上フランを傷つけさせてたまるか！』

			　俺は大慌てで詠唱済みだった短距離転移を発動しつつ、ステータスを操作した。

			〈詠唱短縮が10に達しました。ユニークスキル・詠唱破棄がスキルに追加されます〉

			　


			　　詠唱破棄：呪文の詠唱を破棄して、術の名前だけで発動可能。消費魔力が増大する。

			　


			　良いスキルを手に入れた！　単に詠唱を短くして、魔力の続く限りショート・ジャンプで逃げ続けてやるつもりだったのだが……。詠唱破棄と並列思考があれば、ノータイムで転移し続けることも可能なはずだ。説明にある消費魔力増大がどの程度なのか分からないのが不安だが……。

			　やるしかない。

			　フルトの悪魔の癒やしによって危機を何とか脱したフランを連れて、俺は跳ぶ。

			『ショート・ジャンプ！』

			『ショート・ジャンプ！』

			『ショート・ジャンプッ！』

			　俺は短距離転移を使い、ひたすらリンフォードの攻撃を避け続けた。

			　フランを守る、その一心で。

			「がああぁぁ！　何故だ！　それほどの高難易度の魔術を、何故それほど連発できる！　詠唱破棄など持っていなかっただろうがぁぁ！　いい加減死ね！　死ねぇ！」

			　術の消費は倍くらいだな。だが、これならいける。

			　リンフォードも、俺たちが連続で転移し続ける光景を見て苛立っているようだ。追い詰めたはずが急に思わぬ行動を取り始めたので焦っているのだろう。

			　そうだ、もっと焦れ！　そうすれば攻撃の精度も落ちるはずだ。

			　そうやって逃げつづけて、突破口を探す！

			　でも、それでも駄目だったときは──潜在能力解放を使うしかないだろう。

			「……師匠……？」

			『フラン、ここは任せるんだ』

			「……ん」

			　転移術による決死の回避を始めてからどれだけ時間が経っただろうか。

			　時おりフランやウルシが攻撃を仕掛けるが、リンフォードの再生力の方が勝っている。

			　俺も幾度か念動カタパルトを放ったが、あの化け物の前には必殺とはいかなかった。それどころか隙を晒すことになり、手痛い反撃をもらう有様だ。

			　結局リンフォードに決定打を与えられぬまま、こちらだけが消耗していく悪夢のような時間が延々と流れ続けていた。

			　それでも絶望せずに済んだのは、フランを抱えているからだろう。絶対にフランを守る、その意思だけが俺を支えていた。

			　しかし、焦りが無いわけではない。フランを不安がらせないように冷静に振る舞ってはいたが、俺の心の中は焦燥に支配され始めていた。

			　このままでは危ない。

			　魔力の底が見え始め、俺が最後の決断を下そうとした、その時だった。

			　天は俺たちを見捨てていなかったようだ。いや、神か？　ともかく、俺が潜在能力解放を使おうと決心した直後だった。

			　シャラーン。

			　まるで鈴を鳴らしたような、甲高く澄んだ音が鳴り響き──。

			　周囲を覆っていた邪神の檻がきれいさっぱりと消え去っていた。

			「な、何じゃこれは！」

			　リンフォードが驚きの声を上げる。やはり奴が自分で解除した訳じゃないようだ。

			『何が起きた？』

			　いや、今はそんなことを気にしている場合じゃない！　追撃が止んだ今がチャンスだ。

			『ウルシ、逃げるぞ！』

			「クゥン！」

			『ディメンション・ジャンプ！』

			　脱出成功である。一〇〇メートルほど離れた場所に転移した俺は、即行で建物の陰にフランの身を隠した。

			『大丈夫か？』

			「ん……なんとか」

			　疲労と苦痛の色濃い表情を浮かべながらも、フランがわずかにうなずく。

			『そうか。良かった！』

			「オン！」

			「ウルシも大丈夫？」

			「オウン」

			　何が起きたのかわからないが間一髪助かった。いや、九死に一生を得たと言ってもいいかもしれない。本当助かった……！

			「ぬがあぁあぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」

			　俺たちが状況が分からずに戸惑っていると、突如リンフォードの悲鳴が響き渡る。

			　そう、悲鳴だ。明らかに、苦痛の色が混じっている。

			『え？』

			　慌ててリンフォードを見ると──。

			『何だありゃ！』

			「剣がいっぱい」

			　俺の目に飛び込んできたのは、リンフォードの全身を無数の剣が貫いている光景だった。それだけではない。そこに複数の人影が突っ込んだ。

			　人影の拳で右足がひしゃげ、騎士槍による突進で左足が貫かれる。その他にも宙を飛んでいる者、地上を駆ける者。何人かが手を組んでリンフォードを攻撃しているようだ。

			「みんな強い」

			『あ、ああ。一体何者だ？』

			　目を見張っていると、新たな攻撃がリンフォードに加えられた。

			　俺たちのさらに後ろから、細長い蛇のような何かがリンフォードに打ちつけられたのだ。

			「ぐがぁあああぁぁぁ！」

			　鞭むちだ。細い鞭が、あのリンフォードの巨大な体を何度も打ちょう擲ちゃくし、その巨体を揺らがせている。

			　しかも遠距離から振るわれているにもかかわらず、他の人影に当たりそうになることもない。扱いが難しい鞭を手足の如く扱えなければ、不可能な技だろう。想像を絶する凄まじい技量だった。

			　鞭が叩きつけられるたびに、絶望が具現化したかのようなあのリンフォードが、情けない悲鳴を上げて身をよじっている。

			　それはまるで、俺たちの心を蝕むしばむ悪夢と絶望という名の暗雲が、力づくで払われていくかのような光景であった。

			　思わず背後を振り返る。そこには、一人の美女が新緑色の外套を颯爽と翻し、悠然とした様子で立っていた。

			　フランが目を見開いて、彼女を見上げる。

			「アマンダ……？」

			　なんとそこにいたのは、アレッサで別れたはずのランクＡ冒険者、アマンダだった。

			「フランちゃん、大丈夫？　助けに来たわよ！」

			　


			Ｓｉｄｅ　フォールンド

			　


			　突如として人々が化け物と化し、暴れ出してから一時間。

			　すでに三〇体は仕留めたはずだが、後どれくらいいるのだろうか。それに、今後ほかの人間が化け物にならないという保証もない。原因を排除する必要があるのだ。

			　俺は怪物を排除しつつ、邪気の濃い方角へ向かっていた。

			「あ、ありがとうございます！」

			「……」

			「？　あの……」

			「……ああ」

			　俺は礼を言ってくる男性に対して、礼はいいから早くこっちに来いと言う意味で、手招きをするようにコイコイという身振りをした。まだ危険があるかもしれないからな。

			　だが彼は何故か真っ青な顔で「すいませんでしたぁ！」という言葉を残して走り去って行ってしまった。何故だ？　せっかく騎士団の詰所まで護衛してやろうと思ってたのに。ああ、もしかしてあっち行けという意味にとったのか？

			「はぁ……」

			　いつもこうだ。俺は無口で無表情だとよく言われる上、どちらかと言えば威圧感のある顔をしている。自分では普通だと思うんだが……。最近では初対面の相手に怯えられることにも慣れてきてしまった。口下手なので、せめてジェスチャーで意思を示そうと思ったんだがな。これでも怖がられるのであれば、もうどうすればいいんだろうか。

			「仕方ない、次の化け物を探そう」

			　俺は周辺を見渡し、一番高い四階建ての建物の屋上に駆け上った。どうやらどこかの商会の本部らしいな。ここからならかなり遠くまで見通すことができる。

			「ふむ……」

			　見つけた。夜の闇の中でも、発せられる邪悪な気配は隠しようもない。どうやら人ではなく、家畜を襲って食べているようだ。あれなら直接行くのではなく、ここから処理すればいいだろう。距離は三〇〇メートルほどか？　まあ、これだけ近ければ外さない。

			「貫け」

			　虚空から生み出された一本の魔剣が、俺の意思に従って空を走った。矢よりも速く、槍よりも強く。俺の撃ち出した魔剣は化け物を一撃で貫き、沈黙させた。そして、役目を終えた魔剣は生み出された時とは逆に、ゆらりと虚空に溶けて消えていく。

			　これが俺のエクストラスキル『剣神の寵愛』だ。

			　過去に一度でも手にしたことのある魔剣を記録し、俺の意思に応じて生み出すスキルである。あまりにも強力過ぎたり、格が上過ぎる魔剣は具現化できないが。

			　以前、神しん剣けんイグニスに触れさせてもらう機会があったが、さすがに具現化できなかった。

			　本来は状況に応じた能力を持った魔剣を生み出す能力であるが、俺は長年の修練により生み出した魔剣を撃ち出して操る術も会得していた。魔剣の具現化時間を短くすることで必要魔力を減らし、最大で一〇〇本近い魔剣を同時に撃ち出すこともできる。

			「……発見」

			　また見つけた。今度は人が襲われているな。俺は建物の屋上から飛び降りると、現場へ急いだ。

			　しかし、これは何が原因なのか。自然現象ではありえないだろう。化け物どもからは邪悪な気配が感じられる。明らかに世界の理から外れた存在だ。以前倒した高位の邪人にも通じる気配である。

			　絶対に何か原因があるはずだ。禁止魔道具の暴走か、何者かの陰謀か。ともかくその原因を取り除かなくてはならない。

			　バルボラは故郷を失った俺にとっては第二の故郷。絶対に守り抜いてみせる。

			「フォールンド・アーノンクール、参る」

		

	
		
			第七章　邪悪の主

			　


			「まさか巨人と戦っているのがフランちゃんだったなんて。無事？」

			「ん」

			「良かった！」

			　アマンダは安堵した表情で、フランをムギュッと抱きしめた。

			　だが、フランは未だにアマンダがここにいることが信じられないようだ。

			「アマンダ、何でいるの？」

			「手紙を貰ってから、急いできたのよ！」

			　いやいや、早過ぎだろ？　手紙を出したのは三日前だぞ？　だがアマンダは移動速度の上昇する術を使い、山も森も突っ切って直線で突き進んで、強行軍でバルボラに駆けつけてくれたらしい。

			「マナポーションの飲み過ぎでお腹がタポタポになっちゃったけどね」

			　だとしても、凄まじい行動力だった。

			『アレッサはいいのか？』

			　確かアマンダはアレッサの町から離れられなかったはずだ。北のレイドス王国の侵略に対する牽制役として、ランクＡ冒険者が最低でも一人は常駐する必要があると言っていた。

			「大丈夫。ジャンに押しつ──任せてきたから」

			　今押しつけてって言おうとしたよな？

			『でも、ジャンはランクＢだろ？』

			「ああ、あいつは戦争の時だけランクＡ扱いになるから」

			　ジャンはランクＢ冒険者だが、戦争時には特例としてランクＡ扱いになるらしい。むしろレイドス王国からはアマンダよりも恐れられているんだとか。

			　なんと、ジャンの異名『皆殺』は、レイドス王国との戦争で活躍したことで付けられたものだった。ジャンの死霊魔術は対大軍戦では凄まじい威力を発揮する。何せ倒した敵を取り込みながら、無限に増殖し続ける不死の軍勢である。ジャンのアンデッド軍団により五〇〇〇近いレイドス軍が殲滅された戦いは、今でもレイドス王国軍内部では恐怖と共に語り継がれているらしい。

			　アマンダにジャンの逸話を教えてもらい、俺は皆殺なんていう異名が付いていることに納得した。確かにアンデッドを大量に操れるジャンは戦争で活躍するだろうな。

			「本当はフランちゃんともっと話していたいんだけど、まずはフランちゃんに酷いことをしたあの化け物にお仕置きをしないとね」

			　アマンダがそう言って身を翻す。その視線は、リンフォードを睨みつけていた。怒りと気迫がにじみ出ているな。

			「アマンダ……気を付けて」

			「フランちゃんの応援があれば勇気百倍よ！　行ってくるわね」

			　アマンダはフランに軽く手を振ると、獰猛な笑みを浮かべて飛び出していった。

			　俺たちはその背を見送る。見送る事しかできない。

			　アマンダは軽やかに跳躍してリンフォードに接近すると、鞭と風魔術でリンフォードを攻撃し始める。鞭が何倍にも伸び、アマンダが軽く手を動かすだけで全方位からリンフォードを打ち据える。何かのスキルなのだろう。凄いな、一撃一撃が剣技並の威力を秘めている。あれがランクＡ冒険者。俺たちの目指す先にいる存在。

			『フラン、見えるか？』

			「ん」

			　俺たちの前で、激戦が繰り広げられていた。

			　アマンダだけじゃない。戦っている全員が俺たちと同等か、それ以上に強かった。

			　突如、一〇〇本近い剣が虚空から湧き出し、リンフォードに向かって降り注ぐ。間近で見ると分かるが、それぞれが違う能力を有した魔剣だ。

			　見たことがあるな。食材を取るために行った魔境にいた、あの冒険者だ。

			　


			　　名称：フォールンド・アーノンクール 　年齢：39歳

			　　種族：人間

			　　職業：天剣士

			　　Lv：66／99

			　　生命：７１８　魔力：４３１　腕力：４８４　敏捷：４３７

			　　スキル：壊剣術７、解体８、危機察知６、急所看破５、気配察知７、剣技１０ 、剣聖技６、剣術１０、剣聖術７、採取４、蹴脚技５、蹴脚術６、精神異常耐性４、石化耐性３、属性剣８、跳躍７、投擲８、毒耐性３、二刀流７、魔術耐性６、麻痺耐性４、気力操作、ドラゴンキラー、ビーストスレイヤー

			　　固有スキル：消費半減・剣技

			　　エクストラスキル：剣神の寵愛

			　　称号：剣神の愛し子、魔境解放者、ダンジョン攻略者、ドラゴンキラー、ビーストキラー、ランクＡ冒険者

			　　装備：オリハルコンのロングソード、オリハルコンのソードブレイカー、王竜の全身革鎧、剣神の頭環、世界樹皮の靴、竜喰蜘蛛糸の外套、魔力回復の腕輪、身代りの腕輪

			　


			　フォールンド？　コルベルトが名前をあげてたランクＡ冒険者だ。たしか百剣のフォールンド。なるほど、アマンダ並みに強いな。

			　それにエクストラスキル持ちだ。一度でも触れた魔剣を複製できるのか。

			　格上の魔剣は複製できないみたいだけど、俺はどうなるのかね？　俺の分身ができ上がるとか？　複製できてもできなくても面倒なことになりそうだ。フォールンドにはできるだけ近づかないようにしておこう。

			　後はコルベルトもいるな。なんか少し強くなっている。デミトリス流武術？　面白そうなスキルだ。鑑定偽装機能のある装備でも持ってたんだろうな。どうして今は使っていないのかは分からないが。

			　他の奴らも強い強い。ギルドマスターのガムドは槌聖術で巨大なハンマーを振り回して、リンフォードの巨体をよろめかせている。

			　クライストン侯爵の長男であるフィリップも中々強い。ステータスではフランにも及ばないが、その堅実かつ堅牢な戦いぶりは、見ていて安心できた。全身を鎧で守りつつ、巨大な騎士槍をブン回している。ブルックは隙を見て兄を暗殺するとか計画してたはずだが、これじゃあどうせ無理だったろうな。そこらの暗殺者に殺せるとは思えない。

			　もう一人は何故か一緒に戦っているゼロスリードだ。敵だったはずなんだけど。まあリンフォードを裏切ったようだったし、何か理由があるんだろう。コルベルトもゼロスリードを攻撃する様子がないしね。今は放置しておこう。気になるのは種族が邪人・魔人となっていることだな。単なる邪人じゃないようだ。

			　それと共食いと言うスキルが何気に凶悪だ。俺やフランでは活用できないが、ゼロスリードには有用だろう。まさか、共食いするためにリンフォードを裏切ったとか？　今はこっちの味方をしているし、攻撃するつもりはないが油断はできないな。

			「オン！」

			『ウルシ、無事──ではないか』

			「クゥ」

			　ゼロスリードをどうするかフランと念話で相談していたら、ウルシがヨロヨロとした足取りで戻って来た。全身の毛が汚れとハゲと出血でボロ雑巾のようだ。いくつか深い傷も確認できる。とりあえず俺はヒールで傷を癒やしてやった。

			「ウルシ、へいき？」

			「オウ」

			「頑張った」

			　フランがウルシを優しく撫でてやっていると、誰かが近寄って来るのが分かった。敵意は感じられないので、瓦礫の陰から顔を出してのぞいてみる。

			「あの、大丈夫ですか？」

			「シャルロッテ？」

			「オン？」

			　現れたのは孤児院の頼れるお姉さんにして、舞いの名手。シャルロッテだった。

			「はい。怪我は平気ですか？」

			「ん、平気。ちょっと疲れただけ」

			　体力的にも、精神的にもね。

			　シャルロッテがフランの横に屈んで、顔に付いた泥を拭ってくれる。

			　フランはシャルロッテにされるがまま、茫洋とした瞳で戦いを見つめていた。

			（みんな強い）

			『……そうだな』

			　だが、押し気味に戦闘を進めていられる理由は、アマンダたちが強いからというだけじゃない。こうやって遠くから見れば、リンフォードは絶対無敵の存在ではないと分かる。

			　何で俺は逃げる事しか考えなかったのか？　戦う方法は本当に無かったのか？

			　分かっている。俺はリンフォードに恐怖したんだ。そして、絶対に勝てないと決めつけてしまった。

			　自己進化ポイントを時空魔術と詠唱短縮に振ったのも、結局は逃げの選択肢だった。どちらもユニークスキルが派生したし、結果としては悪くはなかったのかもしれない。命が助かったんだから。

			　だが、考えてしまう。あの時ビビったりせずに意地を見せられていたら？　例えば火炎魔術などの魔術や、剣聖技、属性剣などの攻撃スキルにポイントを振っていたら？　リンフォードとやり合うことだってできたかもしれない。

			（師匠）

			『何だ？』

			（悔しいね）

			『ああ……悔しいな』

			　戦うアマンダたちを見て、ただ悔しかった。

			　この戦いが終わったら鍛え直さないといけないな。俺はまだまだ弱い。本気で修行の必要性を感じた。

			『……いや』

			　違う。そうじゃないだろう。この戦いが終わったら？　まだ戦いは終わってない。

			　悔しい？　戦う術があったかもしれない？

			　なら今戦えばいい。目の前に敵はいるのだ。今からその悔しさをぶつければいい。

			　俺はまた無意識のうちに逃げようとしていた。あれだけの面子がいれば、楽勝だろうと。俺たちが戦う必要がないと。

			　馬鹿野郎が！

			『フラン、行こう』

			（勿論。このままじゃ終わらせない。絶対に一矢報いる）

			（オン！）

			　フランはやっぱり俺よりも分かっているか。

			　ほんと、敵わないな。

			「もしかして行かれるのですか？」

			　立ち上がったフランを見て、シャルロッテが気づかうような顔をしている。止められるかな？　だが、シャルロッテは激励の言葉と共に、フランの手をそっと握った。

			「頑張ってください。フランちゃんも、ウルシちゃんも」

			「ん」

			「オン！」

			「私は戦えませんが、せめてこのくらいはさせてください」

			　シャルロッテはそう言って、両手を軽く打ち合わせる。シャラーンという鈴のような音とともに、不思議な光がフランとウルシを包みこんだ。その直後、蒼白な顔で膝をついてしまう。

			「シャルロッテ！　だいじょうぶ？」

			「オ、オン？」

			「へ、平気です。ちょっと魔力を使いすぎただけなので、少し休めば元通りです」

			「無理しないで」

			　フランが心配そうに声をかけるが、シャルロッテは気丈な顔で首を振った。

			「私には、戦うことはできないから。せめてこのくらいはさせてください……。今、邪気を祓う結界を張りました」

			　さすが巫女。そんな力があるんだな。

			「もしかして、あのおっきな結界を破ってくれたのはシャルロッテ？」

			「はい、そうです」

			　まじか。ステータス低いと思ってすいません。

			（みんな凄い）

			『そうだな』

			　ステータスの強弱じゃないのだ。何がやれるか。そして自分の能力を見極めて最善を尽くせるか。それが重要だ。フランは少し考え込んでいる。きっと何か感じることがあったんだろう。

			『どうしたんだ？』

			（師匠、私がやる）

			　その瞳に宿るのは決意。そして悔悟。

			『どうしてだ？』

			（リンフォードから逃げてた時、私は何もできなかった。全部師匠に任せっきりで。いつもそう。だから、今度は私がやる）

			『フラン……』

			　むしろ俺がフランの言葉を聞かなかったのに。もっと相談するべきだったのだ。なら、今からでもフランと話そう。

			『わかった。でも、何をするつもりなんだ？』

			（試してみたいことがある）

			『試してみたいこと？』

			（そう。師匠のオーバーブーストみたいな必殺技をずっと考えてた。私たちが今持つ全てを込めた、最高の一撃。私が今できる最善を尽くす）

			　今、「私たち」って言ってくれたな。つまり、俺の力も必要ってことだ。俺の力を引き出して、使いこなす自信があるってことなのだろう。いいね！　剣冥利に尽きるってもんだ！　こんなに情けない俺でも、フランが使ってくれれば神剣にだってなれる気がするぜ！

			（やりたいことがある。師匠に使ってほしいスキルも）

			　戦闘中にフランから使用スキルを細かくリクエストされたのは初めてかもしれないな。

			『おう。全部任せる』

			「ん」

			「フランちゃん。ウルシちゃん。行ってらっしゃい」

			「ん。行ってきます」

			「オン！」

			　そして俺たちは飛び出した。

			　


			Ｓｉｄｅ　シャルロッテ

			　


			　フランちゃんが上位の冒険者だということは分かっていた。私が逆立ちしても勝てないくらい強いのも。でも、まさかあんなに凄かったなんて。

			　結界の中で醜悪な巨人と命がけで戦うフランちゃんを見て、私は憧れさえ抱いた。それでも、あの巨人には勝てない。それも理解できた。あれは人の手に負えるモノじゃない。もっと上位の、それこそギルドマスタークラスの人じゃないと勝てないと思う。

			「でも、私なら、結界を解けるかも……！」

			　職業柄、邪気には敏感なつもりだ。そしてフランちゃんを閉じ込めている結界が、邪気で生み出されているというのも分かった。

			　私なんかの力で解けるかは分からないけど──ううん。違う。

			　絶対に解くんだ。あんな小さい体で、この町のために戦ってくれているフランちゃんを助けるために。

			　だからこそ、早く助けに行かなきゃいけないと思ってたのに……。

			　私が弱いせいで、救出が遅れてしまった。化け物になってしまった冒険者に襲われ、倒すのに手間取ってしまったのだ。騎士の人たちは孤児院を守ってもらうように頼んであるので、今は私一人しかいない。それが裏目に出てしまったのだ。

			　それでも、急いで結界に向かっていたのだけど……。

			　途中でアマンダさんという有名な冒険者に声をかけられた。

			　お名前は知っている。院長先生から、アマンダさんが孤児院を買い取って支援してくださるという話を聞かされていたからだ。アマンダさんは色々な場所で孤児院を経営されていることでも有名な冒険者だ。これでバルボラ孤児院もきっと救われるだろう。なんと、フランちゃんが連絡してくれたらしい。返しきれない恩ができてしまった。絶対に助けないといけない。

			　他にも、たくさんの冒険者が集まって来た。皆、あの巨人と戦うつもりであるらしい。全員が、私なんかじゃ足元にも及ばないほどに強い。何せ、あの鉄爪のコルベルトさんが、この中じゃ命令される側なのだ。

			　コルベルトさんとゼロスリードという大きな男性は何か因縁があるみたいだったけど、アマンダさんが睨んだらいがみ合いを止めた。さすがランクＡ冒険者のアマンダさんだ。

			　アマンダさんたちの力があれば、きっとフランちゃんを助けられるはず。だったら、私は私にできることに全力を傾けよう。

			　そして、私は結界を解くことに成功する。フランちゃんは転移の術で逃げたみたい。あんなこともできるなんて、本当に尊敬する。

			　あとは、アマンダさんやフォールンドさんに任せておけば、きっと何とかしてくれるはずだ。

			　それにしても、一流の冒険者というのは凄い。

			　打ち合わせなんか全くしていないのに、あんなに息があっている。初めて顔を合わせた人同士なのに。

			　多分、一流の冒険者だからこそ、他の人たちがどう動くか分かるんだろう。そして、その動きに完璧に合わせることができるのだ。全員がそうやって動くことで、まるで詳細な打ち合わせをしたかのように、完璧な連携ができていた。

			　あまりにも雲の上の存在過ぎて、悔しいとも思えない。それくらい、目の前で繰り広げられている戦いは隔絶していた。それこそ、神話の一幕を見ているかのような感覚だった。

			　なのに、フランちゃんは立ち上がり、歩き出す。その顔は、真っすぐにアマンダさんたちの戦いを見ていた。フランちゃんにとっては、あの戦いは見守るものじゃなくて、自ら加わるものなのだろう。

			　返り血で真っ赤に染まった鎧を見れば、どれだけ酷い怪我を負っていたのか分かる。今は傷ついていないから、多分ポーションで傷を塞いだんだろう。

			　でも、ライフポーションでは疲労や精神的消耗まで治るわけじゃない。実際、フランちゃんのお顔は、蓄積した疲労のせいで血の気が失われて真っ青だった。それでもまだ戦おうとしているフランちゃんと、その従魔のウルシちゃん。でも、それを見ても私には止めることができなかった。

			　その眼を見た瞬間、止めちゃいけないと思ってしまったのだ。

			　だったら、私はその手助けをしよう。

			　私は残った力をすべて使い、フランちゃんに破邪の術をかける。事前儀式なしで使えるか心配だったけど、なんとか成功したらしい。魔力も体力も枯渇寸前だ。もしかしたら寿命の数年は縮んだかもしれない。

			　けど、戦うことができない私が、命を懸けて戦ったと言えるフランちゃんにできることはこれしかなかった。

			　膝をつく私を心配そうに振り返りながらも、フランちゃんが駆け出して行く。

			　本当は心配なんかかけたくなかったのに……。こんな時に倒れそうになってしまう弱い自分が本当に嫌になる。この戦いで生き残れたら、修行をやり直そう。もう、こんな時に後悔しないように。

			「がんばれ……」

			　フランちゃんが、転移と空中跳躍を使って、天へと昇って行く。上から攻撃をするらしい。

			　そして、私が見つめる中、フランちゃんが青い光を纏ったまま巨人に向かって落下していくのが見えた。

			　


			　


			　俺たちの姿はリンフォードの真上にあった。

			　アマンダやフォールンドの激しい攻撃にさらされて、俺たちのことには気づいていないな。

			「師匠。準備はいい？」

			『おう！　サポートは任せろ！　今度こそ、本当に任せろ！』

			「ん。任せる」

			　フランの任せるという言葉を聞くだけで、力が漲みなぎって来る気がした。今の俺たちなら何でもできる。そんな気分になれるのだ。俺を握るフランの手がいつもより熱い。それに、いつもよりもフランの鼓動や呼吸、動きの細部までを感じ取ることができている気がした。

			「いく」

			『ああ、いこう』

			　そして、俺を構えたフランは空中跳躍でウルシの背から真上にジャンプする。その背を受け止めるのは、空中に張られた糸の束だった。空気圧縮により空中に生み出された二つのキューブの間に、魔糸生成で生み出した糸を張っているのだ。

			　これを応用したら、空中に無数の糸を張り巡らせることも可能だろう。やり方によっては宙を縦横無尽に駆け巡ることも可能かもしれない。

			　フランはそのまま糸に背を預ける。人間一人分の体重を受け止めた糸が徐々に伸び、たわんでいった。糸の伸びが最高に達した瞬間、その反動を利用してフランが跳ぶ。真下へ向かって。

			　最初はプロレスラーみたいだと思ったが、どちらかと言えばパチンコっぽいかもな。

			　しかもその勢いを利用して、空を走り始めた。

			　フランは空中跳躍に突進、風魔術を組み合わせ、何もない空間を足場に真下へ向かって駆ける。俺はフランに構えられた状態で、空気抵抗を減らすための気流操作を発動した。

			　さらに重量増加を使用する。今の俺の重さは五〇キロ以上あるはずだが、フランの腕力と、重量軽減スキルを使う事で問題なく構えることができている。重量増加、重量軽減は自分だけではなく、装備品にも効果があるのだ。なのでフランが俺に対して発動させることも可能だった。俺自身が重くなり、フランがそれを軽減させることで今のところはプラマイゼロだけどね。

			　あっと言う間にリンフォードの巨体が迫ってきた。

			　隠密系スキルのおかげでまだ気づかれてはいないようだ。

			　俺はその間に形態変形を使い、その姿を変化させていた。地上でフランのイメージを聞いた時には驚いたね。斬ることに特化させた反り返った形状は、まさに刀そのものだったからだ。刀についてフランに教えたことはない。フランが自分で考え、斬ることに適した形状を導き出したのだ。

			　ずっと、自分なりに考えていたんだろう。

			「ぬ？」

			　残り二五メートルと言うところで、リンフォードがこちらを見上げた。これだけ接近すれば気づかれるか。リンフォードは血走った目でフランを睨んでいる。

			「小娘ぇ！　まだ生きておったかぁ！」

			　リンフォードが憎悪のこもった叫び声を上げると、口から紫色の煙のような物を吐き出した。邪気の煙だ。触れた場所が肌でも鎧でも、酸に触れたかのようにボロボロと溶かされてしまう厄介な技だった。俺たちも広範囲をカバーするこの技には散々苦しめられたのだ。

			　どう回避するのか──？

			「ワンパターン」

			　フランはリンフォードがこの煙を使うと読んでいたらしい。たしかにさっきの闘いでも、こいつは俺たちに接近される度にこの煙でこっちを攻撃していたな。

			「バーニア」

			　火炎魔術『バーニア』。爆炎を利用して、術者を瞬間的に加速させる魔術だ。急激な加速によって凄まじい負荷がかかるため、使用が難しい術だった。単に直進する分にはあまり気にならないが。

			　なんとフランは風の結界で最低限身を守りつつ、さらに加速して一気に煙を突っ切る作戦をとったのだ。思ったよりもダメージを受けない。きっと、シャルロッテの張ってくれた結界のおかげだ。それが分かったのか、フランが微かに笑っていた。

			　煙を物ともせずに突き抜けて現れたフランを見て、リンフォードが目を見開いている。

			「小こ癪しゃくなぁ！　ぬう！」

			　危機を感じ取ったのだろうリンフォードが腕を交差させて頭を守った。

			　馬鹿め！　フランの殺気と目だけを使ったフェイントに引っかかったな。

			　シードラン海国で対人戦のスペシャリスト、ヴァルーザに使われた技だ。これもしっかりと学んでいたらしい。俺たちの本命は頭じゃない。

			「はぁぁっ！」

			『はぁぁっ！』

			　フランが頭ではなく、胴体に向かって斬撃を放った。

			　俺はフランの攻撃に合わせて全力の属性剣・火と振動牙、魔毒牙を解放する。

			　フランも自らの斬撃に合わせて、重量増加、属性剣・火、振動牙を発動していた。

			　俺の使っている分も合わせるとそれぞれ二重発動なのだが、その発動は一秒にも満たなかったかもしれない。だがフランがもっと長時間発動していたら、俺の刀身が保たなかっただろう。そのくらいの凄まじい負荷が俺にかかっていた。フランにも事前にそれが予測できていたのだろう。

			　だが、フランにはその一瞬で十分だった。空気圧縮で刀身に纏わせた空気の層を鞘さやに見立て、抜刀術のように俺を走らせる。

			　空を下へと駆けることで得た加速力と、自らの全てを賭けて放った斬撃と、考え得る限りこの一瞬に最適なスキル。

			　全ての破壊力をその一瞬、一撃に集中させるような、神速の一振りだった。

			　俺の念動カタパルトのような、力任せのごり押しではない。スキルを使いこなして生み出した超加速に、剣の技術が加わった、まさに必殺の技だ。

			


			

			


			「ぬがあああああああああぁぁぁぁっ！」

			　青い光跡を残した斬撃は、リンフォードの左の肩口から胴体の半ばまでを深々と斬り裂いていた。ドクドクと怪しく蠢く心臓を、一刀両断にした感触が確かにあった。

			　それだけではない。リンフォードを切った瞬間、俺の中の何かが歓喜の咆哮を上げるのが分かった。我慢できず思わずウルシの遠吠えのような咆哮を上げてしまう。

			『オオオオオォォォ！』

			　魔石を食った時とはまた違う満足感。もっと攻撃的な、黒く鬱屈とした暗い気持ちがスッと晴れたかのような、そんな解放感があったのだ。剣になってから今まで、覚えたことのない感情だった。

			　しかし俺はリンフォードの詳しい様子を確認する間も、自分の中から迸った感情の意味を考える間もなく、フランが地面に激突する直前でショート・ジャンプを発動した。

			「師匠、ありがと」

			『ギリギリだったな』

			　転移のタイミングが一瞬でも遅かったら地面に叩きつけられていたぞ。

			　それでも平静でいられるのはさすがフランだ。自惚れるつもりはないが、俺を信頼しているからだろう。俺なら失敗しないと信じているのだ。

			　俺が先程感じた謎の激情も一瞬で鳴りを潜め、すでに冷静になれている。いや、今はリンフォードとの戦いが最優先だ。余計なことは忘れよう。

			　わずかに離れた場所に転移した俺たちは、リンフォードの様子を確かめる。

			「おのれぇっ！　おのれぇぇぇぇ！」

			　リンフォードは片膝をついて苦しんでいた。フランに切り裂かれた傷からは大量の血が溢れ出し、リンフォードの生命力が一気に半減したのが分かる。

			　というか、死んでないのかよ！　心臓真っ二つにされて、即死しないとは。どんだけしぶといんだ。まじでゴキ並みだな。でも、倒すことはできなかったが、一矢報いたことに変わりはない。

			『やったなフラン』

			「ん！　必殺技ができた」

			　まあ、使える場所や相手はかなり限定されるだろうけど。そもそも、狭い場所じゃ使えない。この後行く予定だったダンジョンでは無理かもね。

			　だが、空気圧縮を使った抜刀術モドキは今後も十分使えるだろう。ここで言う抜刀術っていうのは、地球にもあったリアルなやつではなく、鞘の内側に刀身を走らせて加速させる方の抜刀術だ。

			　普通だと腰に下げた鞘に刀を走らせるため、横薙ぎしか種類がない。しかしこの空気抜刀術なら上段でも下段でも、切り上げでも使えるだろう。

			　魔毒牙もきちんと仕事をしてくれた。奴が毒状態になったのが分かる。リンフォードには高速再生と状態異常耐性があるので、毒によるダメージはあまり期待できないだろう。だが再生能力を軽減させるだけでも十分だ。あれだけの面子相手に、再生できないというのは致命的だからな。

			「フランちゃんの作ったチャンスを無駄にするんじゃないわよ！」

			「む」

			「おう！　フラン嬢ちゃんよくやったぜ！」

			「了解だ！」

			「ドワーフの意地を見せてやる！」

			「はっはは！　どいつもこいつも斬りがいがありそうだが、今はジジイだな！」 

			　アマンダの号令に合わせて、オールスターズの集中砲火がリンフォードに放たれた。俺たちも参加したいが、先程の必殺技の負荷によって俺の耐久値がやばい。瞬間再生で刀身を修復したとしても、今からじゃ間に合わないだろう。フランも魔力をほとんど使い切ってしまっているし、残念だ。

			　過剰に注ぎ込まれた魔力で光り輝いた無数の魔剣がリンフォードの全身につきささり、真上から叩きつけられた鞭の一撃が後ろの建物ごと右腕を斬り飛ばす。アッパーのように放たれたコルベルトの拳が片膝をついたままだったリンフォードの体を浮かせ、雷鳴を纏ったフィリップの騎士槍が左腕を抉っていた。その後、ギルマスが叩きつけたハンマーが右足を粉砕する。

			「ぐがががぁぁぁぁぁぁぁ！　き、貴様らぁ！」

			「止めは貰ったぁ！　力をよこせ、爺ぃぃ！」

			「この、裏切り者めぇ……」

			　最後にゼロスリードが放った斬撃が残った足も刎ね飛ばし、リンフォードは大地に崩れ落ちる。やはり共食いを狙ってやがった！　止めをもってかれてしまったか……。

			　いや、まだだった。

			「ガルルアァ！」

			　フランの真似をしたのだろう。上空から凄まじい勢いで駆け下りて来たウルシが、リンフォードの首筋を牙で抉り裂いたのだ。そして、地面に衝突する寸前に影潜りを発動し、まるで地面に吸い込まれるように姿を消す。

			　ウルシ！　美味しいところを持って行ったな！

			「ぐあううぅあぁぁぁぁぁ……なぜ、ワシがこんなやつら、に……」

			　そんな締まらない台詞が、リンフォードの最後の言葉であった。怨えん嗟さの声を残して事切れた直後、皮膚がボロボロと剥がれ始め、最後には灰のようになって崩れ去ってしまう。

			　最期は呆気ないもんだな。

			「ああ！　あの犬っころ！　また俺の邪魔しやがってぇ！」

			　ゼロスリードは間抜けな声を上げている。まあ、コルベルトたちを助けた時も今回も、ウルシがゼロスリードを邪魔しているからな。

			　安堵したフランが、思わずその場に座り込んだ。立っているのもやっとだったんだろう。

			「ヒャゥン……」

			　崩れ落ちるリンフォードの残骸を見ていたら、ウルシが戻って来た。だが様子が変だ。口からボタボタと血を流している。おいおい、どうしたんだ！

			『ウルシ、平気か！』

			「リンフォードにやられたの？」

			「クゥン……」

			　ウルシの口の中を見てやると牙がボロボロだった。特に犬歯は完璧に折れており、そこからかなりの出血をしている。

			　考えてみたら当たり前か。俺だって高所からの落下攻撃によって耐久値がボロボロなんだ。似たような攻撃をしたウルシだって攻撃に使った牙が破損するだろう。完全なる自爆だった。

			『あまり無茶するなよ……』

			「オフ」

			「でも、さっきはかっこ良かったよ」

			「オン！」

			　とりあえずヒールをかけてやるか。

			〈フランのレベルが上昇しました〉

			〈フランのレベルが──〉

			　ここでアナウンスさん登場だ。リンフォードが完全に消滅し、戦闘が終わったってことなんだろう。

			　あれだけの大物だし、やはりかなりの経験値が貰えたようだ。

			　フラン、ウルシ、アマンダ、フォールンド、コルベルト、フィリップ、ガムド、ゼロスリード、シャルロッテで九人分割したはずなのに一気にレベルがアップし、フランのレベルが40になった。これで、レベル上限である45まで、残り５だ。

			　上限に達した時何が起きるのか。それとも何も起きないのか。少し楽しみでもあり、不安でもあった。

			　スキル、称号もいくつか入手したな。イビルキラーの称号とスキルは、邪神人などという種族に変異したリンフォードを倒したのだし、分かる。さらに邪気耐性１か。邪気によるダメージをくらいまくったからかね？

			　この分だとウルシもレベルアップしているだろうな。

			　確認してみると、ウルシもレベルが上がっている。それに新スキルを二つも手に入れていた。邪気感知と邪気耐性か。ウルシはフランほどダメージを受けたわけじゃないと思うが……。いや、待てよ。捕食吸収の効果か？　捕食相手の力を一部取り込むっていうスキルだ。最後の一撃でわずかだがリンフォードの肉と血を口にしたはずだ。それが何か作用しているかもしれないな。予測でしかないけど。

			　取りあえずこれ以外に異変はないみたいだし、問題はないと思うけど……。邪人を食わせるのは控えた方がいいかな？

			　本当はこのまま一息ついて、フランを休息させてやりたい。できればベッドに寝かせて休ませたかった。だが、戦闘は終わっても、騒ぎは終わりではない。

			（師匠、ゼライセを追わないと）

			　フランも分かっていたようだ。地面に尻餅をついて呼吸を整えていたフランは、俺を杖代わりに立ち上がった。

			『もう少し休んだ方がいい』

			（へいき。早く行かなきゃ）

			　フランの意思は固かった。装備者であるフランがやる気なんだ、俺ももうひと頑張りせねば。

			『ウルシ、ゼライセの匂いを追えるか？』

			（クゥウ……）

			　激戦で匂いが途切れたらしい。それに、ウルシ自身の消耗も激しいからな。スキルを完璧に発動できていないのかもしれない。いや、待てよ。まだゼロスリードが残っていたな。奴に聞けば──。

			『あれ？　ゼロスリードどこだ？』

			「？　消えた」

			「え？　ああ！　狂戦士がいないじゃない！」

			　フランの呟きを聞いたアマンダが、周囲を見回して叫ぶ。

			　いつの間に？　今さっきリンフォードに攻撃をしたばかりなんだぞ？

			「認識阻害系のスキルを持っているのかもしれねぇな」

			「あ、あそこよ！」

			　アマンダが指差す方を見ると、五〇メートルほど離れたところにゼロスリードがいた。いつの間にあんなところに。

			「今回もその犬っころにしてやられたぜ！　とどめは俺がさすつもりだったんだがな！　だが、ある程度はジジイの力を喰う事もできた！　俺はここでおさらばさせてもらう！」

			「逃がすか！」

			　コルベルトが駆け出すが、ゼロスリードの方が一歩早かった。

			「はっは！　あばよ！」

			「え？　転移術なの？」

			　アマンダが驚くように、ゼロスリードの姿は一瞬で消え失せていた。リンフォードも使っていたし、邪術には転移系の術があるのかもしれない。頻繁に使わないところを見ると、何か制限があるんだろうが。

			「ちっ。さすがに長い間逃げつづけてる賞金首なだけあるな！　今度こそぶちのめしてやるつもりだったのに！」

			　逃がしたか。いや、アマンダたちに手伝ってもらえば追えるか？　いやいや、それよりもゼライセの確保が先だ。

			「まだ邪気が」

			　ゼライセとゼロスリードのことしか頭になかったが、フォールンドの呟きで思い出した。そう言えば邪神石が残っていたはずだ。あれって放っておいたらやばいんじゃないか？

			「邪神石が残っているかもしれない」

			「それは何じゃ？」

			　フランが水晶のことを説明すると、皆が顔色を変えて瓦礫を漁り始めた。シャルロッテもやってきて、探索に加わる。

			　彼女は邪気に対してかなり鋭敏な感覚があるようで、あっと言う間に邪神石を発見してくれた。どれも瓦礫の下敷きになっていたが、ガムドの土魔術で簡単に掘り起こせる。

			「これが邪神石ですか……」

			「さっきよりも邪気が薄い？」

			　そうなのだ。フランの言う通り、リンフォードが変異する前に俺たちが破壊した時とくらべると、水晶の放つ邪気が大分薄まっていた。

			「これが神殿に置かれていたんですか？」

			「ん。リンフォードが儀式してた」

			「そうですか……」

			「何かわかるの？　シャルロッテちゃん？」

			「多分ですけど」

			　シャルロッテ曰く、神殿とは神域と交信するための装置のような物らしい。神の住む神域との道のような物があり、神託などもその道を使って送られてくる。職業の変更も、その道を使って神域にある世界の理に働きかけ、書き換えることで変更できるのだ。

			　とは言え、その道を管理しているのは神であり、普通の人間がその道を勝手に利用することはできない。

			　だが、この邪神石を使い、道を歪ゆがめることで、神域に封印されていると言われている邪神に接触ができる可能性があるのではないか？　それがシャルロッテの推測だった。

			　コルベルトなどは疑いの言葉を口にしているが、邪神の力が不明な以上、可能性はゼロではないというのがアマンダやガムドの結論だ。

			　大昔の戦争で神々に負けた邪神は何分割にもされて世界中に封印されたが、その中でも核と言われるような部分は神によって神域に封印され、監視されているらしい。神話ではそう語られているという程度だが。もしかしたら本当なのかもな。

			　とりあえずこれは破壊しとこう。残しておいてもろくなことにならないだろうしな。アマンダたちも同意見だったらしく、皆で邪神石を粉々に砕き、フォールンドの生み出した火炎の魔剣で焼却処分しておいた。さて、これで残るはゼライセだ。

			「アマンダ、手伝ってほしいことがある」

			「いいわよ！」

			「何を手伝うか聞かなくていいの？」

			「フランちゃんの頼みを断る訳ないじゃない！　で？　何をすればいいの？」

			　話がめっちゃ早くて助かるわ。俺はフランを通じて、ゼライセのことを皆に説明した。今回の黒幕の一人であり、まだ捕まっておらず、何か企んでいるようだと。

			「錬金術師ゼライセ……まだこの町にいたか。弟たちを謀たばかってくれた借りはきちんと返させてもらう」

			「最近名前を聞かないから、くたばったのだとばかり思ってたぜ！」

			「そいつの所に行けば狂戦士の野郎もいるかもしれないな」

			「子供たちのためにも、そいつにはお仕置きが必要ね！」

			「ああ」

			　皆やる気のようだった。これだけの面子がいれば、捕縛もあっと言う間だろう。

			　だが、俺たちの気合も無駄に終わってしまう。

			「あれだけ大口叩いておいて、簡単に倒されちゃったな～」

			　再びゼライセの登場であった。

			　積み上げられた瓦礫の山の天辺から、相変わらずのニヤケ顔でこちらを見下ろしている。

			　しかも今度は幻影ではなかった。明らかに実体がある。何故か鑑定は効かないけどな。

			「君たちに朗報だ。僕らの計画は失敗しました～。なにせ協力者が死んじゃったからね。必要な魂も集まらなかったし、そもそも封印を解くことができない。いくら僕でも邪術そのものは使えないからね」

			　やはり薄気味悪い笑みを浮かべたまま、何故かそんなことを教えてくる。こいつのクソ下らなくてはた迷惑な計画は、リンフォードが死んだことで頓挫したらしい。それは朗報だ。

			「でも、フランさんはいつも僕の邪魔してくれるよねー。　リンフォードたちを倒してくれたこともそうだけどさ。邪神水の生成に必要なキュア・ターメリックを奪ったあげく、浄化作用のある料理なんて物を売り出すし。魔魂も持って行っちゃうし。しかも浄化の儀式を妨害しようとしたらそれも止めちゃう上に、シャルロッテの確保も邪魔したでしょ？」

			　儀式を襲ったのは、シャルロッテの身柄の確保が狙いであったらしい。

			「なんでシャルロッテを狙った？」

			「あれはリンフォード老が欲しいって言ってたからだね」

			　なんでも、シャルロッテが月宴祭で行った奉納の舞いの効果とは逆の、邪気を発生させる儀式を行おうとしていたらしい。それにはシャルロッテを生贄に捧げることが必要だったんだとか。孤児院に借金を背負わせたのも、元々はシャルロッテを奴隷に落としてその身柄を手に入れるためだったのだという。まあ、それは協力者であったウェイントの暴走で、シャルロッテではなくレシピを要求することになってしまい、失敗したようだが。

			「上手くいけばシャルロッテだけじゃなく、孤児院の子供たちも確保できたかもしれないのに。残念だよ。子供は人体実験するのに色々と便利だからねぇ」

			　こいつ、まじ最悪だな。でもご愁傷さまだ。

			　アマンダの殺気が凄まじい。孤児院に仇為そうとしていたなどと聞かされて、アマンダが許すはずがなかった。アマンダの殺すリストの最上位決定だろう。

			　だが、それと同じくらい。いや、それ以上に殺意を抱いている人物がいた。

			　誰を隠そう、フランさんだ。

			　元々ムカついていたのだろうが、今の話を聞いてその怒りが完全に振り切れている。孤児院の子供たちとは仲も良くなったし、自分を重ねている部分もあったのだろう。

			「さて、話が長くなってしまったね。僕はそろそろ消えるよ」

			「あんた逃げるの？」

			「うん、逃げるね。リンフォードが倒された時点で計画は失敗だから。邪人を大量に生産してこの都市の人間を虐殺させてさ、その魂を生贄にして封印された邪神の肉片を召喚するつもりだったんだ。リンフォードがキチンと邪神の力を神域から引き出せてれば、可能なはずだったんだけどね。まあ、いいや。他の手を考えるから──」

			（師匠……）

			『ああ』

			　アマンダが逃走しようとするゼライセに攻撃を加える寸前に、フランが暗い心の声で呟いた。フランはただ俺の名を呟いただけだ。だが、それだけで俺は何をすべきか完全に理解できた。

			　時空魔術で、ゼライセの真後ろに転移する。その時にはすでにフランが俺を振り抜いていた。

			　転移して攻撃するのではない。転移と攻撃が同時なのだ。

			　この一瞬で、俺とフランが通じ合わなくては不可能なタイミングだった。

			「──！」

			　ゼライセの驚く顔が俺の視界に大写しされる。目を見開いて、間抜けな顔を晒してやがるな！

			『もらったぁ！』

			　だが、俺の切先がその首を叩き斬る直前、ゼライセの姿が空に溶けるように掻き消えてしまっていた。やはり時空魔術ではないな！　何か他の転移方法だ。軽く掠ったような感触はあったが……。

			『倒せてはいないだろうな』

			「ん……！」

			　フランも悔し気に唇を噛んでいる。

			『ウルシ！　ゼライセを追え！』

			（クゥン）

			　しかし、ウルシは申し訳なさげに首を振った。どうやら匂いが完全に消えたらしい。

			『ダメか』

			（オフ……）

			『おっと、別にウルシを責めてるんじゃないぞ』

			　いくらウルシでも転移するような相手を完全に追うことはできないだろう。それは仕方ない。

			『……悔しいが、切り替えよう』

			「ん。邪人の掃討に向かう」

			『ああ、大元は排除しても、まだ終わったわけじゃないからな』

			　フランを休ませてやりたいが、町を放ってもおけない。後ひと踏ん張り、頑張ってもらおう。そもそも、この状態では落ち着いて休んでいることなどできないだろうからな。

			「よし、これだけの戦力が固まるのは勿体ない。町へ散って、化け物どもを狩るぞ！」

			　ガムドが気合の漲った声で、冒険者たちに号令を下す。

			「「「「おう」」」」

			　そうして、オールスターズは町へ散っていったのだった。

			『俺たちも行こう』

			「ん！」

			「オン！」

			　


			Ｓｉｄｅ　ゼライセ

			　


			「ふぅ。やっぱり彼女は侮れないな！」

			　フランという黒猫族の少女。獣人でも最弱の種族のはずなのに、何度もこっちの邪魔をしてくれた。

			　最後も、結局僕の肝を冷やしてくれたのは彼女だった。まさかあの幼い少女が、殺気を完全に抑え込んで首を取りに来るなんて。しかも転移する挙動さえ感じさせず、転移後も一切の気配を感じさせなかった。

			　末恐ろしい少女だ。あの年齢で、殺し慣れている。

			　一体何者なんだ？　僕が他人に興味を持つなんて何年振りだろう。

			「くくく。まあ、今回は逃げ切った僕の勝ちだけど──っ！」

			　ビシュ！

			「え？」

			　首筋から何か生温かい液体が噴き出た。いや、分かるよ？　血だ。

			　今もドクドクと首筋から赤い血が流れ落ちている。

			「かすっていたのか」

			　やばい、手足に震えが走る。ただ斬られただけじゃなく、強力な毒を送り込まれた。

			「まずいまずい」

			　僕は大急ぎで錬金庫からポーションを取り出し、飲み干す。僕特製の最高級ポーションだ。状態異常を癒やす効果と造血効果付きだ。飲んだ瞬間、傷が癒え、手足の震えと目のかすみが止まる。

			「いやー、完璧に避けたと思ったんだけどな」

			　焦りを感じたのなんか、何年振りかな？　もし後コンマ数秒でも転移が遅れていれば、首が落とされていたかもしれない。もしくは、もう少し深く切られていたら毒で身動きが取れなくなったかも？

			　やはり彼女は侮れない。

			「あーあ、折角の一張羅が台無しだよ」

			　僕の血液は自分自身を使った様々な人体実験のせいで、ちょっと特殊なんだよね。だからなかなか綺麗に落ちないんだ。これ、浄化の魔術でどうにかなるかな？

			「黒猫族のフラン……。次に会った時は、ぜひ素体にしてみたいね」

			　君の顔は忘れないよ。

			　


			　


			　様々なことがあった昨夜から、一晩明けた翌日。日付的には同じ日だが。

			「はいー、どうぞー」

			「熱いので気を付けて」

			「ん」

			　俺たちは屋台でカレーパンを配っていた。無料で。いや、代価は領主から貰っているので、タダ働きではないが。普通に売るよりは遥かに儲けが少ないだろう。

			　ゼライセを逃がした後、俺たちは一晩中邪人と魔人を探して倒し続けた。俺たちだけでも一〇体は倒しただろう。一番多いフォールンドは、合わせて二〇体ほど倒したという。日が昇った頃には町に散った怪物たちは倒され、事態は沈静化に向かっていた。

			　当然のことながら、料理コンテストは中止になってしまった。人も大勢死んだし、町もまだまだ混乱している。料理ギルドの中にもブルックの協力者がいたようだった。

			　だが、完全に中止とするのも人々の不安を煽ることになってしまう。なので料理を無料配布する屋台を出して人々を安心させることになったのだった。炊き出しと言わないのも、非常事態感をできるだけ出したくないかららしい。

			　まあコンテストも中止になってしまってカレーパンは余ってるし、お金を貰えるんだったら構わないんだけどね。他の参加者も快く承諾したようだ。

			「はいそこ！　喧嘩しない！　まだまだありますから！」

			「コンテストで優勝してたかもしれない料理です。ここでしか食べられませんよ」

			『フラン、次の場所に移動しよう』

			　屋台は三人娘がえっちらおっちら引いている。最初はウルシに引かせようかと思ったんだけど、領主サイドからＮＧがかかったのだ。民の不安が余計に増すからという理由で。巨大で怖くて衛生的に不安が～とか言われたから、ウルシが密かに傷ついているんだぞ！　どうしてくれるんだ！

			　次案としてフランが引くつもりだったのだが、子供に引かせるのは大人の沽こ券けんに係わるらしい。戦闘力では負けているけど、そこは譲れないと言って三人で協力して屋台を引いていた。

			『領主にはできるだけ町を回ってほしいと言われたしな』

			「ん」

			　屋台で出発する前にフィリップが謝礼を渡してきながら、色々と教えてくれた。

			　クライストン家は最低でも領主の任を解かれるだろうということだった。二〇〇年以上バルボラを発展させてきた功績と、事態の鎮静化に長男が尽力したという事から、改易やお取り潰しの可能性は低いようだ。だが、次男と三男が加担したことは消せない事実である。汚点と言ってもいい。財産の大幅な没収も免れないので、その前にバルボラの民に還元してしまうつもりらしかった。屋台の料理無料配布もその一環らしい。

			　だが、それは上層部内だけでの話となり、平民には詳しい話は伏せられるようだ。それは王子たちが教えてくれた。

			　邪人掃討の後、領主の館に戻ると、フルトたちがすぐに出迎えてくれた。どうやら心配で、寝ずにいたようだ。まあ、あんな別れ方をしたから、仕方ないが。どうやらリンフォードに悪魔が倒された後、セリドの制止を振り切ってフランを助けるために飛び出したらしい。だが、神殿にたどり着いた時にはすでに戦闘は終了し、辺りは瓦礫の山。しかもフランたちの姿はなかった。その頃には都市内の邪人を狩っていたわけだが、フルトたちにはそんなことが分かるはずもない。

			　結局フルトたちは、一晩中まんじりともせず過ごしたらしい。そこにフランがヒョッコリと姿を現したのだ。サティアには泣かれてしまった。でも、フルト王子がフランを抱きしめて泣いたのには驚いたね。もしかしてまじで惚れちゃった？　普段だったら念動で引きはがすところだが、今回だけは許してやったよ。心配させたのは悪いと思うからね。でも今回だけだからな！　次にやったら許さん。

			　ただ、大変なのはその後だった。俺の正体がばれているのだ。質問攻めにあってしまったね。フランは元々フルトたちに秘密を持ちたくないと思っていたし、すでにバレてもいる。俺たちはフランとの出会いから今までの話を、全て明かしてしまうことにした。

			　謎の料理の師匠というのが剣だと分かり、驚きまくっていた。

			「剣が作った料理があんなに美味しいとは……。世の中、深いのだな」

			　妙な悟りを開かせてしまったらしい。

			　フランは黙っていたことを謝ったが、王子たちは一切怒らなかった。そもそも、王子たちだって神剣の話をフランに明かしているわけじゃないからだろう。王子たちの場合は、話せないように魔術的な枷かせが付いている可能性が高そうだけどね。

			　その後、サティアの部屋で一緒に寝ることになったが、いやー王女の部屋って凄いね。フランの部屋も豪華だと思ったけど、その一〇倍は豪華だった。ミスリル糸を編んで作ったカーテンとか、いくらするんだって話だ。

			　不幸中の幸いというか、雨降って地固まるというか、リンフォード戦で死にかけはしたが、そのおかげで俺の秘密を打ち明けるきっかけが生まれたし、フランは親友とも言える存在を手に入れた。最終的には得るものが多い戦いだったと言えるのかもな。

			『にしても、これからこの町大丈夫かね？』

			　フィリップの話を思い返して、思わず呟いてしまう。

			『錬金術ギルドは壊滅、領主も失脚して、人も大勢死んだ』

			　少なくとも、すぐに元通りとはいかないはずだ。

			「孤児院が平気か心配」

			『アマンダもいるし、大丈夫だと思うがな』

			「ん。そうだった。アマンダが子供を悲しませるわけがない」

			『それよりも料理ギルドが心配だな。組織ごと解体みたいにはならないと思うが……』

			「！」

			　急にフランが目を見開いて立ち止まった。おいおい、どうした？

			『フラン？　大丈夫か？』

			「コンテストが中止になったら、決勝戦もない……」

			『そりゃ、そうだろうな』

			「あいつにカレーを食べさせられない！」

			『ああ、あの爺さんね』

			「逃げられた！」

			『逃げられたっていうか、仕方ないんじゃないか？』

			　俺なんかすっかり忘れてたぞ。あの爺さんは無事なのかね？　結構嫌いじゃないし、巻き込まれてなけりゃいいけど。

			　そう思っていたら、設置途中の屋台の前に件くだんのメッキャム爺さんが立っていた。今の会話がフラグだったのか？　相変わらずしかめっ面だ。何をしているのかと思ったら、こっちの準備が終わるのをジッと待っているらしい。てっきり早く食わせろとか言うかと思ったらその辺は常識的なのね。

			「む」

			「来たぞ」

			「吠え面をかかせる」

			「それは楽しみだな」

			　これこれ、不敵に笑い合うな。ジュディスが引いてるだろ。リディアは何かが始まる予感を嗅ぎ取ったのか、妙に目を輝かせているが。マイアは何を考えているか分からん。実は全然無表情じゃないリディアよりも、いつもポヤーッと笑っているマイアの方がよほど内心が読めないんだよね。

			　一〇分後、開店した屋台の脇で、爺さんはプレーンのカレーパンを頬張っていた。

			「ほうほう」

			　うーん、緊張するぜ。自信作ではあるが、美食家がどう思うかはな～。一応完食しているけど。

			「ふむ」

			「どう？」

			「うむ。腹いっぱい食えんのが残念だな」

			　え？　それってもしかして美味しいってこと？

			「揚げたパンはそれだけでも新たな料理と言えるほどに味わい深い。特にその食感は他では味わえんだろう。中には例のカレーが入っているようだが、パンに合うように調整され、互いの良さを完璧に引き出し合っておる。まさに料理の歴史に新たなページが書き加えられたと言っても過言ではないな。お主の師匠にも伝えてくれんか？　奇抜さと丁寧さが感じ取れる、素晴らしい料理だったと」

			　食レポ風の長台詞頂きました！　めっちゃ褒められたよ！

			「ん。伝える」

			「この度はコンテストが中途半端に終わり、済まなかった」

			「？　それはギルドのせいじゃない」

			「それでもだ。この度の騒ぎに加担した者もおったのだ。我らにも責任の一端はある。お主には決勝に来いなどと言っておいて、この様だ。すまんかったな。このカレーパンであれば、間違いなく決勝への出場はできていただろう」

			　もしかして約束を果たしに来たのか？　だとしたら思ってたよりも律儀な爺さんだったらしい。

			「改めて、美味かった。以前言った言葉は謝罪しよう。お主の師匠は素晴らしい料理人だ」

			「ふふん」

			　フラン、ここは得意げに勝ち誇るんじゃなくて、気にするなとか言うところだぞ！　爺さんは気にしてないみたいだから助かってるけど。

			　なんか疲れたな。ここでカレーパン配ったら、一旦休憩しようか？　え？　お前は何もしてないだろうって？　いやいや、スリとかを警戒したり、次元収納でカレーパンを補充したりと、色々頑張ってるんだよ？

			　おっと？　なんか急に人が増えたか？　いや、確実に列が長くなったな。そう言えばメッキャム爺さんはバルボラでは有名人だった。あの爺さんが褒めたんだから間違いないって、皆が話してるぞ。

			「えええ？　なんで急に？」

			「間に合わないー」

			「私の魅力が人を引き寄せているのでしょうか？」

			　どうやら休憩できるのは大分先になりそうだな。これが全部お客さんだったら、かなりの儲けが出ただろうに……。いや、フィリップから謝礼も貰ったし十分か。むしろ儲けと言えるかもしれん。

			『そう考えると、バルボラでは結構儲けたよな』

			　フィリップからの謝礼金は一〇〇万ゴルド近かったし、素材などを売ったお金もある。

			「ん。これで色々買える」

			『お、何が欲しいんだ？　食いものか？』　

			「それも欲しい。でも違う」

			　フランが食いもの以外を欲しがるなんて珍しいな。何だ？　女の子らしく可愛い小物とか？　もしくはお洒落な服とか？

			　うん。絶対ないな。

			「魔石を買う」

			『？　魔石？』

			「ん。師匠が吸収するための魔石を買って、ランクアップを狙う。バルボラだったら魔石が沢山あるかもしれない」

			『いいのか？』

			　吸収する用の魔石を買って集めるのって、何となく後ろめたいんだよな。ズルしてるとかそういうことじゃなくて、稼いだ金はフランの物っていう感覚なのだ。ポーションとか防具と食材はフランのためって思えるけど、魔石は自分のためって感じだった。

			　俺が強くなればフランも強くなるし、フランの為でもあるっていうのは分かってるんだけどさ。

			　でもそろそろ必要か。バルボラではほとんど魔石が吸収できなかったしね。

			　むしろ今後は積極的に魔石を買っていかないといけないかもしれない。俺のランクアップに必要な魔石値はドンドン増えているし、ランクアップするのが難しくなっていくだろうからな。

			「色々いらないものも全部売る。必要な物も買う。そして残ったお金で魔石を買う」

			『そうだな。冒険者ギルドとルシール商会に頼めば、色々な魔石も手に入るだろうし』

			　未吸収の魔石でも上位の魔物の魔石を狙っていきたいね。次元収納の中身も混沌としてきたし、いらない物は全部売っちゃおう。

			　そして、カレーパンの無料配布を終えた日の夜、早速俺たちはルシール商会へレンギル船長を訪ねていた。今回の騒ぎでも無事だったらしい。良かった。

			「お待たせいたしました。こちらがお代となります。商品はすぐに運ばせますので」

			「ん」

			　メインの目的は次元収納のいらない物の処分だけどね。これまで様々な場所で手に入れた弱い魔道具や武器防具、宝石など、相当な数を売り払った。

			　夜に突然押しかけられて、ガラクタ交じりの大量のアイテムを売りたいと言われて即座に対応してくれたレンギル船長には感謝である。

			　王毒牙スキルのある王蛇だ蝎かつの短剣や、冥王のマントなど中には売るのを迷う物もあったが、ここは断捨離することにした。おかげですっきりしたね。最終的な所持金は六五〇万ゴルドだ。いやー、金銭感覚がおかしくなりそう。

			『あとは魔石を買うだけだな』

			「ん」

			「それで、お望みの魔石なんですが……」

			　おや、レンギル船長が口ごもっているな。もしかして売れないとか？

			「現在バルボラは深刻な魔石不足なのです」

			「なんで？」

			「少し前に錬金術ギルドによる買い占めがありまして。脅威度Ｄ以上の魔石はほとんどありません」

			　ゼライセめ！　どこまでも祟りやがる。

			「少しはある？」

			「はい。ですが五つしかご用意できませんでした。その代わり、粒ぞろいとなっていますよ」

			　数よりも質でと伝えてあったが、他に回す中から特に脅威度が高いものや、レア度の高いものを用意してくれたらしい。

			「こちらなのですが……魔石不足のせいで高騰しており、普段の倍近くしてしまいます」

			　つまり、元々高品質のレア度高めの魔石がさらにお高いということか。実際、レンギルが持ってきた魔石は五つで四〇〇万ゴルドもしたが、買わないという選択肢はなかった。

			　実は冒険者ギルドでは個人への魔石の販売を行っていない。なので、ルシール商会でも入手できないとなると、バルボラで魔石を手に入れるのは難しそうなのだ。

			　魔石を見ただけではスキルは分からないものの、三つが脅威度Ｂ、二つが脅威度Ｃ魔獣の物だった。レンギルが俺たちからぼったくることはないと思うし、ここはこの値段で買ってしまおう。お高い買い物になったぜ……。これで中のスキルが雑魚スキルだったら最悪だな。

			「あと、残っているのはクズ魔石ばかりでして」

			「クズ魔石？」

			「ゴブリンや牙ネズミと言った、脅威度Ｇ以下の魔獣の魔石のことです」

			「それならあるの？」

			「はい。しばらく前から魔石不足に陥っていましたので、試験的に買い取ったんですが……。やはり使い道がなく、在庫がかなり余っていますね」

			（師匠？）

			『ああ、悪くないぞ』

			　ゴブリンの魔石はスキルに期待できるし。とりあえず色々買っちゃおうか。俺たちは格安のクズ魔石を三〇〇個ほどと、なんとか譲ってくれるという日用品用の魔石をいくつか買うことにした。スキルは全然分からないが、魔石値が手に入るだけでも十分だしな。

			「本当によろしいのですか？　クズ魔石ですよ？」

			「かまわない」

			「こちらとしても助かりますが。多少色を付けさせていただきますね」

			　こっちの魔石は全部で一〇万ゴルドにまけてくれた。どうやら、ランクＤ以上の魔石から値段が跳ね上がるらしい。Ｅ以下の魔石は日用品などに使われるので、安いんだとか。一番高かったアイスロック・エイプの魔石でも三〇〇〇ゴルドだった。

			『夜に吸収しよう』

			「ん！」

			　貸家は明日返すことになっているので、今日であれば使用可能なのだ。

			　本当は今すぐ戻りたいところだが、この後コルベルトたちと約束があった。途中で中止になってしまったが、コンテストの打ち上げのようなものをするのである。

			　約束の場所へ向かうと、すでにコルベルトが待っていた。

			「どこに行く？」

			「へっへ、美味い店があるんだ」

			「ん。楽しみ」

			「期待しててくれよ。まあ、お師匠さんの料理にはかなわないけどよ。っていうか、お師匠さんはどうだったんだ？　今回の騒動でお怪我とかされてないか？」

			「それは大丈夫。もう治った」

			　すぐに再生するからね。だがその言葉を聞いたコルベルトはもう大変だ。フランの肩を掴んで、大げさに叫ぶ。おいおい、知り合いじゃなかったら反撃してるぞ。

			「な、何ぃ！　だ、大丈夫なのか？　後遺症とか！　ポ、ポーションを！　最高級のポーションを買わねば！」

			「……ん」

			　ガクガク揺すられ、言葉を発することができないフラン。そうだった。何故かコルベルトは俺のファンだったんだ。

			「ちょ、コルベルトさん、どうしたんですか？」

			　到着したジュディスが何とか間に入って引きはがしてくれた。助かったぜ。

			「だ、だってお師匠さんが怪我されたって言うからよ！　か、神の手が失われたらどうするんだ！　こうなったら俺が身の回りの世話を──」

			「はいはい、暴走はそこまでにしてください」

			「なんかー、キモイー」

			「あれが憧れのランクＢ冒険者とは、泣けますね」

			　三人から言葉を投げかけられて、ようやく正気に戻ったらしい。コルベルトが戻ってくる。

			「はっ、お前たち！　いつのまに」

			「いつの間にじゃありませんよ」

			「キモイー」

			「何か良い事でもあったのですか？」

			「おう！　実はな──」

			　あーあ。リディアの質問でコルベルトがまたあっちに行っちゃったぞ。結局、四人でコルベルトを引っ張って、最初に予定していた店に向かったのだった。

			　三〇分後。

			「もむもむもむもむ」

			「どうだ？　美味いだろ？」

			「むもむ！」

			　フランの箸が止まらないな。そんだけ美味いってことだろう。もう一〇皿くらい積み上がっている。

			「そう言えば聞きましたか？　この町の錬金術ギルドは、王都から新たに派遣されてくる錬金術師によって再編されることが決まったらしいですよ」

			「でもー、錬金術ギルドによる魔石の優先権が剥奪されてー、むしろ購入制限がかけられるとかー」

			　さすがに取り潰しにはならんか。物流の集まるこの都市に、そういった研究機関があることの価値は計り知れないだろうしな。でも、国の紐付きになり、今回のようなことが再発しないように制限も設けられると。

			「そう言えば、領主様の次男と三男が今回の騒動でお亡くなりになったという発表がありましたね」

			「ああー、あのバカ息子たちー」

			「まあ、そうなのですが。化け物に殺されたらしいですよ？」

			　結局そうなったか。病死と発表されるって言う話だったけど。多分、国にそうしろって言われたんだろうな。フィリップの性格から言って、そういうマッチポンプみたいな真似は嫌がりそうだしな。

			「一日経っても、色々な噂が飛び交っていますからね」

			「邪神が復活する前兆じゃないかとか」

			「私が聞いたのはー、他国の陰謀っていう噂でしたー」

			「私は、悪魔が化け物を倒して人々を救ったという話ですね」

			「ええ？　それは無理があるんじゃない？　何で町に悪魔がいるのよ？」

			「噂なんてそんなものでしょう」

			　三人娘が色々と噂話を披露するが、フランは食事に夢中でほとんど聞いていなかった。彼女たちもそれに気づいたのだろう。やれやれって言う感じで苦笑いすると、自分たちも料理を食べ始めた。

			　そこからは大食い競争の様相である。

			「ここは安くて美味しいと評判なんですよ」

			「このお肉も絶品ですよー」

			「いくらでも入ります」

			「お前ら三人は少し遠慮しろよ！」

			「奢りのご飯は格別です」

			　騒がしいが、みんな楽しそうだな。フランも俺にしかわからないけど、中々の笑顔だ。そうだ、コルベルトへのお礼を用意していたんだった。忘れる前に渡しちゃおうかな。コルベルトへのお礼にと考えていた物を、ここで渡すことにした。

			「そうだ、これ師匠からコルベルトに」

			「なんだ？　紙？」

			　フランが渡した折りたたまれた紙きれを開くコルベルト。直後、その動きが完全に固まった。

			「これは……。ええ！　こ、こここ、こんな物を頂いてしまって、ほ、本当によろしいのですか？　え？　夢？」

			　思わずフランに対して敬語になってるぞ。

			「コルベルトさん。それ、何ですか？」

			「キモイー」

			「お宝の地図とか？」

			「リディア馬鹿野郎！　そんなちんけなもんじゃねえ！　あ、ありがとうございます！　こ、こんなスゲー物を……」

			　いやー、そんなに喜んでもらえたら、渡した甲斐があったな。今コルベルトに渡したのは、カレーパンのレシピだった。料理スキルも持っているし、悪くないお礼だと思う。その後、テンションマックスのコルベルトを何とか宥なだめつつ、楽しい時間を過ごした。フランも最後まで楽しかったみたいだ。打ち上げがお開きになって、貸家に向かっている最中も鼻歌が聞こえていた。

			「オフ……」

			　対するウルシは拗すねた様子でトボトボと歩いている。

			『ほら、激辛カレーパンだ。機嫌直せよ』

			「オフ……」

			　美味しい物が食べられなかったせいだ。だって仕方ないじゃないか。あのお店、ペット不可だったんだから。

			『お前はいい加減機嫌直せよ～』

			「オフ……」

			　一〇分後。俺たちは、すでに調理器具なども片づけられ、寂しくなった貸家に戻ってきた。

			　ルシール商会で購入した魔石を吸収するためだ。

			『今度は俺の食事の番だな』

			「ん。じゃあ、最初はこれでいい？」

			　フランが一番高かった魔石五つを、調理場に並べて行く。

			「はい」

			『よっし』

			　俺はフランが並べてくれた魔石に、順番に刃を突き立てていった。

			『おほーっ！』

			　やべー！　すっごい満足感！　快感のあまり変な声が出ちまったぜ！　まろやかかつコッテリとして、あっさりとした風味ともったりとした後味が残る、最高の魔石だった。いや、美味しい気がしたって言うだけだけどね。ちょっと変なテンションになってしまうくらい、良い魔石だったということだ。満足感だけではなく、魔石値的にも、スキル的にも美味しい魔石だった。

			　五個で１５００ポイント。しかも氷雪魔術、溶鉄魔術、月光魔術のレア属性三つをゲットだぜ！　なんか超時給の良いバイトをした気分だな。

			　やはりリンフォードをぶった切った時に感じた、謎の満足感とは違うな。こっちはもっと根源的な、食欲を満たしたというか、自らの中に力を取り込めることに対する充足感？　そんなイメージだ。

			　対してリンフォード戦の最後に感じたのは、憎い相手をぶん殴った後のような、猛々しい感情だったように思う。なんでそんな感覚に陥るのかは分からないけどね。俺の体はまだまだ謎だらけだな。

			「次はこっち」

			『おう』

			　フランが次の魔石を用意してくれた。小粒ではあるが、大量購入した雑魚魔石たちだ。

			「師匠、はい」

			『おおー！　これこれ！』

			　俺はフランに頼んで、空の湯船に魔石を敷き詰めてもらっていた。キラキラした魔石が湯船に溢れ返り、まるで俺を誘っているかのようだ。

			『ひゃっほーい！』

			　もう我慢できん！　俺はそこにダイブした。

			　何してるかって？　あれだよ、魔石風呂。地球でも成金の極致、お札風呂とかあったじゃん？　それの魔石版だ。もしくは、プリン好きの夢、プリン風呂とかでもいいかもしれない。とにかく四方を全て魔石に囲まれ、至福の時だ。

			「師匠、楽しい？」

			『楽しいぞ！　わふーい！』

			　魔石を一個一個吸収するのが面倒になって、一気に吸収できないかと思って考えたやり方なんだが、メチャクチャテンション上がる！　お札風呂をやる人間の気持ちが理解できた！　俺ってば俗物！　でも楽しいからオッケーだ！

			『ひゃっははー！』

			　俺が少し動くだけで魔石が吸収され、間断なく力が流れ込んでくる。ああ、気持ちいいー。

			　


			　一〇分後。

			「師匠……」

			「オン……」

			『すんませんした』

			　冷静になったら、保護者としてあるまじき姿だったかもしれん。やばい、フランとウルシの視線が痛い！　突き刺さるとはこのことだ。

			『ほ、ほら。お前たちも何かしたいことあったらしていいから』

			「……明日から一週間カレー食べ放題」

			「オン」

			　まだカレー食うのか？　だが、ここで言い返すような空気を読まない真似はしない。

			『わ、分かった！　それでいいぞ』

			「ん」

			「オフ」

			　くっ、このままではまずい！　保護者の威厳を取り戻さねば。

			『ま、魔石値は７００くらい手に入ったぞ』

			「結構いった」

			「オン」

			　だめだ、まだ二人の目が冷たい気がする。

			『そ、そうだ！　ウルムットに旅立つ前に、シャルロッテに会いに行かないか？』

			「賛成」

			『じゃあ行こうぜ！』

			「ん」

			「オン！」

			　何とか誤魔化せたか？　そう思った直後、フランとウルシがシンクロした動きで同時に小首を傾げて、俺を上目遣いで見上げた。

			「カレー食べ放題忘れないで？」

			「オンオン」

			『はい……』

		

	
		
			エピローグ

			　


			　翌朝。俺たちはバルボラの表門の前に立っていた。

			「今度こそ、本当にお別れなのね……ぐす」

			　フランが、見送りに来てくれたサティア王女に涙ながらに抱きしめられている。一見するとフランは棒立ちで、サティアの胸に顔を埋めているだけに見える。ただ、俺には解るぞ。フランの服を掴む手に、ちょっとだけ力が入っていることが。本当はフランだって別れたくないのだろう。

			「なあ、フランは一緒に来ないのか？」

			　聞いてきたのは子供三人組の一人、ソフだった。その顔には寂し気な表情があった。だがフランは首を横に振る。

			「行き先は決まってる」

			「いいじゃんか。行き先変更してさ。一緒に王子様に仕えようぜ」

			「行かなきゃならない」

			「だって、せっかく知り合えたのに」

			「そうだよ」

			　チビのテニールと少女アルティも、口々にフランに一緒に行こうといってくれた。そんな子供たちをなだめてくれたのが、やっぱり寂しそうな顔をしたフルト王子だ。

			「あまりフランに無理を言うな、フランにも都合がある」

			　フルト王子も泣きそうな顔をしている。こんな顔でもイケメンだね。まあ、フランはやらないけど！

			「そうよ。それにこれが今生の別れと言う訳ではないのだし」

			「それに、フランに付いてきてもらいたいのは我らも同じだ。また護衛依頼を出すことも考えた」

			「もしくは、高い報酬と引き換えに仕えてもらうとかも」

			「だったら」

			「駄目だ。王族としての立場を利用しては駄目だ」

			　フルト王子は子供の言葉を遮り、首を振る。

			「だって、それじゃあ対等のお友達とは言えないでしょ？」

			「我らはフランとは対等の友でありたい。これからもずっとな」

			　王子たちの言葉に納得したのか、子供たちはそれ以上何も言っては来なかった。

			　フランの表情は変わらないが、俺には喜んでいるのが分かるぜ。耳がピクピクしてるし。

			「また、会える」

			「そうだな。また会おう」

			「いつかフィリアースに来てくださいね？」

			「ん。絶対に行く」

			　そして、最後に全員と抱き合って、フランはウルシの背に飛び乗った。

			「またなー！」

			「またねー！」

			「元気でなー！」

			　子供たちに手を振り、フランは笑顔でウルシに出発するように指示を出した。

			「ばいばい……ウルシ、いこう」

			「オン」

			　その言葉に従い、ウルシがゆっくりと走り出す。

			「フラン、ウルシ！　また会いましょう！」

			「師匠にもよろしくな！」

			　フルトのやつ、俺にまで気を遣わなくていいのに……。

			　だが、フランはもう振り返らない。いや、振り返れない。きっと、振り返ったら友達のもとに戻りたくなってしまうから。

			『よく最後まで我慢したな』

			「……うぁ……」

			　俺はフランの目から零れ落ちる涙を拭ってやりながら、その背を優しくさすった。

			　フランの涙は止まらない。むしろ、大粒の涙がボロボロと零れ出す。

			　だが、それでいいと思う。思い切り泣いた方がすっきりするからね。

			　何となく、空を見上げてみた。

			　空は雲一つない快晴だ。

			『こういうのを旅立つには良い朝って言うんだろうな』

			　友人との別れに涙できるって言うのは、良いことだと思う。

			　それだけ仲の良い友達がいるってことだからな。いい出会いをした証なのだ。

			『これが最後じゃないんだ。また、会いに行こう』

			「……ん！」

			　俺はフランの頭を撫でてやりながら、今後の予定を考える。

			　今日を含めて、ウルムットには五日ほどで到着する予定だ。

			　その後、二つあるというダンジョンで俺とフランのレベルアップである。そして、最終目標はウルムットの武道大会だ。無論、目標は優勝である。

			『ウルムットか、どんなところか楽しみだな』

			「……ダンジョン、楽しみ」

			　よし、少しは元気が出てきたかな？

			「次に皆に会う時は、もっと強くなってる」

			『おう』

			「リンフォードに一人で勝てるくらい」

			『そうだな』

			　そうなるにはまだまだ修行が必要だが、目指す場所は高い方がいい。

			「だから、ダンジョンで修行！」

			『よし、その意気だ。ウルシ、全力で行け！　ウルムットまでノンストップだ！』

			「オンオン！」

			「次は、かーつ！」
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